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第一章　トトスのギルル










１




　その二名の女衆がファの家にやってきたのは、テイ＝スンの死によって件くだんの騒そう動どうが終結を迎むかえた日から四日の後、青の月の二十日のことだった。

「アスタかアイ＝ファはいらっしゃいますか？　わたしたちは、ルティム家のアマ・ミン＝ルティムとルウ家のリミ＝ルウです」

　俺おれはちょうど宿場町での仕事を終えて家に戻もどり、明日のための仕込み作業に取りかかろうと菜切り刀を手に取ったところであった。本日はリィ＝スドラも真まっ直すぐ自分の家に戻り、近所の女衆が調理の修練にやってくる様子もなかったので、家の中は俺一人だ。

「はい、少々お待ちくださいね」

　刀とアリアをまな板の上に戻し、俺はいそいそと立ち上がる。

　アマ・ミン＝ルティムにリミ＝ルウというのはちょっと珍めずらしい組み合わせであるが、何も警けい戒かい心しんを喚かん起きされる顔ぶれではない。ということで、俺は何の気もなしに玄げん関かんの戸板を引き開けたのだが――そこで「うわーっ」とひと声さけび、思わずへたり込こむことになってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、アスタ？」

「あはは。アスタ、かっこ悪ーい！」

　アマ・ミン＝ルティムの心配げな声と、リミ＝ルウの無む邪じや気きな笑い声が響ひびく。そんな二人にはさまれる格好で、巨きよ大だいな物体が立ちはだかっていた。

　宿場町ではお馴な染じみの、恐きよう鳥ちようトトスである。

「な、な、な、何ですか？　どうして森もり辺べにトトスなんかがいるのですか？」

「はい。話せば長くなるのですが、これはサウティの男衆が森の中で捕とらえたトトスなのです」

　へたり込んだ俺に向かって、アマ・ミン＝ルティムがとても申し訳なさそうに頭を下げてくる。

「最初に一言そえておくべきでした。アスタがそのように驚おどろくとは思っていなかったので……どうも申し訳ありません」

「い、いえ、こちらこそみっともない姿を見せてしまいました」

　そうは言ったが、いきなりこんなものが玄げん関かん口ぐちで待ち受けていたら、誰だれだって仰ぎよう天てんはすると思う。

　恐鳥トトス。体高三メートルはあろうかという、ダチョウをさらにふた回りも大きくしたような鳥の親分である。

　フォルムなんかはダチョウそのもので、ただしその全身には褐かつ色しよくの羽う毛もうがびっしりと生えている。ころんとした楕だ円えん形けいの胴どう体たいに、ネッシーのように長大な首、頑がん丈じようそうな二本の足と、大地を踏ふみしめる三本の鉤かぎ爪づめ。ダチョウよりも遥はるかに雄ゆう大だいで、そしてものすごい存在感だ。重量なんかは、きっと二百キロ以上もあるぐらいだろう。

　宿場町では毎日お目にかかっているトトスであるが、やはりここまで間近に迎えると圧巻の一言だ。その図太い足の先に生えた鉤爪で蹴けり飛とばされたら、たぶん人間などイチコロだと思う。

　が、アマ・ミン＝ルティムはごく平然とその巨大な恐鳥を付き従わせていた。そのトトスのクチバシと首まわりには革かわ製せいの手た綱づなが装着されており、その先せん端たんはアマ・ミン＝ルティムのたおやかな指先に握にぎられていたのである。

「すごいでしょー!?　トトスだよトトス！　リミは初めてトトスに触さわっちゃったー！」

　と、リミ＝ルウがおもむろにトトスの右モモあたりに抱だきついた。そのまま褐色の羽毛に頬ほおをすりつける少女の姿に、俺は「あ、危ないよ、リミ＝ルウ！」と惑わく乱らんした声をあげてしまう。

「大丈夫です。トトスというのはずいぶん大人しい動物であるらしく、こちらが危害を加えようとしない限りは暴れたりもしないようなのですね」

　アマ・ミン＝ルティムも普ふ段だん通りに穏おだやかな微び笑しようをたたえている。

　彼かの女じよと顔を合わせるのは十日ぶりぐらいだったが、相変わらず柔にゆう和わで、清せい楚そで、そして綺き麗れいだ。黒こつ褐かつ色しよくの髪かみを、森辺の民たみには珍しい大だい胆たんなショートヘアにしており、姿勢のよいしなやかな肢し体たいを既き婚こんの証あかしである一枚布の装束に包つつんでいる。俺にとってはかけがえのない朋ほう友ゆうガズラン＝ルティムの若き伴はん侶りよたる女衆である。

　一方のリミ＝ルウも、相変わらず元気いっぱいのご様子だ。トトスの羽毛よりもふわふわとした赤みがかった髪を揺ゆらしながら、屈くつ託たくのない笑えみを振ふりまいている。ワンショルダーのワンピースみたいな子供用の装束を纏まとったその身体からだはとてもちまちまとしており、トトスの足一本より質量は小さいのではないかと思われる。

「……で、これはどういうことなのでしょう？　サウティ家が発見したトトスをアマ・ミン＝ルティムとリミ＝ルウがファの家に連れてくる。俺の貧ひん困こんな想像力では、まったくその経けい緯いが見えてこないのですが」

「はい。おそらくこれは、五日前に森辺を訪おとずれた都の人間たちが森に放ってしまったトトスの生き残りだと思われます。サウティの男衆は狩かりの最中にこれを捕ほ獲かくしたのですが、どう扱あつかえばいいのかもわからないのでルティムの集落に届けてきた、ということなのですね」

　なるほど、商団に扮ふんしていたカミュア＝ヨシュの一行は十頭近いトトスを引き連れていたが、わずか二頭を残してそれを森に逃にがしてしまったのだ。それならば、森の中で発見されたこの迷いトトスにあらかじめ手綱が装着されているのも納なつ得とくである。

　だが、わからないことはまだまだあった。

　そもそも、なぜサウティ家がルティム家を頼たよるのだろう？

「もともとサウティは、ギバの血ち抜ぬきと解体の技わざをルティムから学ぶ約やく定じようを交かわしていたのです。家長会議の後はあのような騒さわぎになってしまったため、その約定も先送りにされていたのですが、本日ついにダリ＝サウティが自らルティムの集落にやってきたのですね」

「ああ、ダリ＝サウティもそれぐらい回復できたのですか」

「はい。ジェノスの貴族との会談に向けてドンダ＝ルウと話し合う必要もあるし、それならば先の約定を果たす意味でもルティムの集落にしばらく逗とう留りゆうさせてほしい、という話でした」

　宿場町での商売に対して、サウティ家は慎しん重ちように中立の立場を取っていたが、美味なる食事というものに対しては非常に意欲的であった。というわけで、まずは手始めとして血抜きと解体の技術を学びたい、とルティム家に申し出たのだろう。ルウ家ではなくルティム家を選んだのは、同じ族長筋という遠えん慮りよがあったのか、あるいはダリ＝サウティがガズラン＝ルティムと意気投合したためなのか、そこまでは俺にもわからない。

　何にせよ、ルウでもルティムでもサウティの集落からは遠い。サウティは森辺で南なん端たんの区域に集落をかまえる氏族であるので、徒歩で二時間はかかるはずだ。ゆえに、そういう家の遠い氏族はおたがいの男衆を泊とまり込みで貸し出し合えばよい、というガズラン＝ルティムの提案が採用されることになったのだろう。そうすれば、おたがいに狩人かりうどの総数は変わらぬまま、効率よく血抜きと解体の技術を伝えることができる、という寸法だ。

「それで、このトトスについてはドンダ＝ルウの判断も仰あおぐべきという話になり、狩人の仕事がある男衆に代わって、私がルウの集落までおもむいたわけですが――」

「ドンダ父さんはね、そんなもの知るかーって怒おこっちゃったの。ひどいよね、別にアマ・ミン＝ルティムが悪いわけじゃないのに」

　ドンダ＝ルウも、今は気が立っているに違ちがいない。何せ数日後には、ジェノスの城の権力者たちとの会談が迫せまっているのだから。

　会談の日は本来、青の月の二十三日と定められていたが。それは昨日、青の月の三十日に改められた。参加者も、森辺の三族長とサイクレウスのみではない。そこに近この衛え兵へい団長メルフリードと、《守護人》カミュア＝ヨシュが加わる予定になっている。俺からの提案をカミュア＝ヨシュが受じゆ諾だくし、そういう段取りを整えてくれたのである。

　サイクレウスは、スン家の無法を見み逃のがすどころか、その悪行に手を貸していたのだという疑いがかけられている。それを何とか証あかしだてるために、メルフリードは森辺の民をあざむき、ザッツ＝スンらを罠わなに嵌はめたのだと、カミュア＝ヨシュはそのように述べていた。

　だが、その話が真実であるならば、森辺の民とメルフリードが敵対するいわれはない。今後はともに手を取り合って、奸かん臣しんサイクレウスに対たい抗こうするべきではないか――俺は、メルフリードの協力者であるカミュア＝ヨシュに、そのように提言してみせたのだった。

　それに先立って、カミュア＝ヨシュは森辺の三族長と言葉を交わすことになった。俺が先日カミュア＝ヨシュから聞いた話は、すでに三族長も知るところとなったのだ。敵はジェノス領主にあらず、その代理人として権勢をふるっている奸臣サイクレウスなのだということが、森辺の民には明かされたのである。

　それで族長らも、自分たちをあざむいたメルフリードやカミュア＝ヨシュに対する怒いかりを、いちおうは収めてくれた。が、サイクレウスを打だ倒とうしない限り、事態は何も改善されない。サイクレウスは、いまだに「スン家の全員を城に引ひき渡わたすべき」という言葉を撤てつ回かいしていないのだ。

　大罪人たるザッツ＝スンとテイ＝スンはすでに生命を失っている。そうであるにも拘かかわらず、どうしてサイクレウスはスン家の身み柄がらを執しつ拗ように要求してくるのか。そんなことはわからないが、とにかくそんな要求に応じることはできない。族長であったズーロ＝スンは森辺でも裁きを待つ身であったし、ディガとドッドも脱だつ走そうの罪で半ば虜りよ囚しゆうの身となっていたが、それ以外のスン家であった人々は、それぞれ正しく生きていこうと懸けん命めいに日々を送っているさなかなのである。

（まずはメルフリードたちの言い分が真実であるかを見み極きわめて、それが真実であったなら、何としてでもサイクレウスの旧悪を暴あばく。それが成なし遂とげられない限り、本当の意味でジェノスの人たちとわかりあえるわけはないんだ）

　いわば、ドンダ＝ルウたちは森辺の民の行く末を双そう肩けんに担にないつつ、サイクレウスとの会談に臨のぞむのだ。今はどれほど気が立っていても、不思議はないだろう。迷いトトスの去就になど、かかずらっていられるわけがない。

　ということで、八割方の事情は理解することができた。

　残る疑問は、あと一つだ。

「……で、どうしてこのトトスはファの家にやってくることになったんだい？」

　リミ＝ルウのほうに問うてみると、幼き森辺の少女は「知らない」と、ぷるぷる首を横に振った。

「知らないって……それじゃあリミ＝ルウはどうしてここにいるのかな？」

「リミは仕事の手が空いたから、アマ・ミン＝ルティムにくっついてきただけだよー。ひさしぶりにアイ＝ファにも会いたかったし！　……ねえねえ、ドンダ父さんはどうしてファの家にトトスを連れてこさせたの？」

　リミ＝ルウの明るい水色の瞳ひとみで見つめられ、アマ・ミン＝ルティムは珍しくも「それは……」と口ごもった。

「あの……そのようなものは、羽をむしって肉にでもしてしまえ、ファの家のかまど番ならば喜び勇んでその役を引き受けるだろう、と……私は、そのように仰おおせつかりました」

「ええ？　このトトスを肉に、ですか？」

　俺は思わず、話題の主の長大な首の先を見上げてしまった。

　遥かなる上空で、トトスはきょとんと頭を傾かしげている。

　図ずう体たいの大きさに比しては小さめであるものの、それでも人間と同じぐらいの大きさをした顔である。少し下向きに湾わん曲きよくしたクチバシは巨大で恐おそろしげだが、意外にユーモラスな顔をしている。黒目しかない大きな目には長い睫まつ毛げなどが生えており、ラクダやキリンのようにとろんと眠ねむたげだ。

「いやあ、小さな鳥ぐらいならさばいたことはありますけど、これだけでかいと難しそうですねえ……大きさだけなら、ギバ以上じゃないですか」

　そんな風に言いながら視線を下降させていくと、リミ＝ルウが再びトトスの足に取りすがっていた。

　さきほどはアマ・ミン＝ルティムを見つめていた水色の瞳が、なぜかうるうると涙なみだをにじませながら、俺を見つめている。

「……トトス、食べちゃうの？」

「え？」

「アスタはこのトトスを食べちゃうの？」

　お顔も、完全に泣きべそだ。

　言葉を失ってアマ・ミン＝ルティムを振り返かえると、彼女も困り果てた様子で「どうしましょう？」と問うてきた。

　いや、これこそが食育だ。ギバは食べるのにトトスは可哀かわい想そうという道理はない！　……などと強弁する筋合いは、俺も持ち合わせていなかった。

「えーと、これはもともと城の人間たちの持ち物だったのでしょうから、それを勝手に食べてしまうのはまずいかもしれません。町に下りればカミュア＝ヨシュとは連れん絡らくがつきますので、彼かれに引き取ってもらいましょうか？」

「そうですね。それが正しいと思います」

　アマ・ミン＝ルティムも、ほっとしたように息をつく。

　が、リミ＝ルウはまだ泣きべそのままだった。

「……トトス、町に返しちゃうの？」

「え？　いやあ、だって、まさかこいつを森辺で飼うわけにもいかないだろう？　これだけ大きいとエサ代だけで馬ば鹿かにならないだろうし」

「そうですね。族長の許しもなく外の獣けものを森辺に招くことは許されないでしょう」

　俺とアマ・ミン＝ルティムの言葉に、とうとうリミ＝ルウの目から涙がしとどにあふれだす。

　俺はアマ・ミン＝ルティムと目を見み交かわし、深々と溜ため息いきをつく他ほかなかった。




　　　　　◇




　翌日、青の月の二十一日である。

「へえ、森辺にトトスが？　それは何とも珍ちん妙みような話だねえ！」

　中天を迎える前にカミュア＝ヨシュが店を訪れてくれたので、俺はさっそく昨日の一件を相談することにした。

「まあ確かに、森の中なら飢うえることもないし、平地だったらギバよりも速く走れるし、あの時のトトスが一頭や二頭は生き残っていても不思議はないかな。……で、アスタはトトスでどんな料理を作るつもりなの？」

「いやいやいや、あんなでかぶつは俺の手に余りますよ。それに、森辺の民はトトスの肉なんかに興味はないでしょうし。明日の朝、誰かに頼たのんで町まで連れてきてもらいますから、カミュアが引き取っていただけませんか？」

「うーん。アスタたちが困っているならば、その一助になりたいという気持ちはありあまっているけれども。でも、そうか、森辺にトトスがねえ……何だかちょっと、それをただ町に返してしまうのは面白おもしろみに欠けるんじゃないかなあ？」

　カミュア＝ヨシュが、にんまりと笑いだした。

　いつでも笑っているような男だが、こういう笑い方をするときは要注意だ。

「別に面白みは必要ありません。トトスに森の恵めぐみを荒あらされたら一大事だし、一刻も早くお返ししたいと思っておりますよ、俺は」

「トトスが食べるのは高い木の枝の葉だけだよ。あるていどやわらかい葉なら大たい抵ていは食べられるみたいで、果実や虫なんかは決して口にしない。それならギバとの共存も可能なのではないかな？」

「ギバとトトスを共存させても意味がないでしょう」

「それならば言いなおそう。トトスと森辺の民との共存は可能なのではないかな？」

　さっぱり意味がわからない。

　不信感をたっぷりと込めてその細長い顔を見つめ返してやると、カミュア＝ヨシュはいっそう愉ゆ快かいそうに口角を上げた。

「いや、トトスというのは便利なやつだよ？　肉や玉子もなかなか美味だが、トトスなくして人類の繁はん栄えいはなかったと言っても言いすぎではないだろう。力は強いし足は速いし、性格は従順でめったに暴れたりもしない。荷を引かせるもよし、上に乗って走らせるもよし。適当な木にでも繋つないでおけば勝手に食事も済ませてしまうし、それでいて人間と同じぐらい長く生きることもできる。トトスとは、太古の時代から人間の良き相棒であったのさ」
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「いや、それはそうなのかもしれませんが……」

「それではここで質問だ。森辺の南なん端たんにあるサウティ家から北ほく端たんにあるザザ家まで向かうのに、人間の足ではどれぐらいかかるのかな、アスタ？」

　これまた唐とう突とつな話題の転てん換かんだ。

　俺は大いに用心しながら、「夜明けとともに出発して、中天に到とう着ちやくするぐらいの距きよ離りだと聞いていますよ」と答えた。

　森辺の北端から南端までは、およそ六時間ほどもかかるらしいのだ。

「なるほどね。しかし、トトスを乗りこなすことができれば、その移動時間は三分の一から四分の一にまで短縮させることができるだろう。速駆けの鍛たん錬れんを重ねれば、さらに時間を縮めることも可能であるはずだ」

「はあ……」

「族長筋を三つの家で受け持つというのは実に素す晴ばらしい話だと思う。そして、森辺のすみずみにまで目が届くように、北と南の有力氏族にその責を担わせるという発想もまた素晴らしい。……だけど、族長筋たるサウティ家とザザ家を行き来するのに片道で半日もかかるのでは、なかなかに苦労も多いのではないのかな？　それでは有事の際に族長同士が話し合いの場を持つのにだって、手間がかかってしかたがないだろう？」

　それは、まさしくその通りである。だからこそ、ダリ＝サウティもドンダ＝ルウと連絡を密にするために、ルウ家から近いルティム家に逗留することになったのだ。

　ルウ家からサウティ家まではおよそ二時間。ルウ家からザザ家まではおよそ四時間。森辺の中央部付近に居をかまえるルウ家を基点にしたって、南北の両りよう端たんまではそれぐらいの時間がかかってしまうのである。

「これは俺の持論だけどね、情報の伝達の速度こそが、人間の文明の度合いを決めるのだと思うのだよ。人間はトトスを友にすることで、これだけの文明を築くことができた。トトスがいなければ、四大王国はおたがいの国を行き来することさえ難しかったんだ。で、森辺の民がさらなる力と豊かさを求めるならば、そんなトトスの力を借りない手はないのじゃないかなあ」

「いや、ですが、トトスを乗りこなすなんて、そんな簡単な話ではないのでしょう？　それに、トトスが森辺を走り回る図なんて、俺にはちょっと想像がつきませんよ」

「確かにトトスを乗りこなすには、相応の時間と身体能力が必要になるけどね。森辺の民ならば、何の苦もなく乗りこなせるようになるだろうさ。ちょいと手ほどきをしてあげれば、それこそ数日で手足のように操あやつれるようになるのではないかなあ」

　カミュア＝ヨシュの笑みは消え去らない。

「それにね、あらかじめ言っておくけれども、そのトトスが俺たちの持ち込んだトトスだという証はないのだよ、アスタ」

「え？」

「あの時に使ったトトスはギバに全ぜん滅めつさせられるという心づもりであったから、焼き印を押おす手間もはぶいてしまったんだ。焼き印のないトトスには一いつ切さいの所有権が発生しない。たとえ手綱をつけていようとも、そいつは野生のトトスと同様の扱いを受けるべきなんだ。だから、俺たちに対する返へん却きやくの義務は一切ないという前提で、もう一度そのトトスの処しよ遇ぐうを考えてみてはいかがかな？」

「いやあ、でも、うーん……」

「日中は外の木につないでおいて、夜間だけ家の中に入れてやればいい。普段は何の世話もかからないのだから、別に邪じや魔まにもならないだろう？　邪魔になったら、それこそ肉にしてしまえばいい。まあ、怪我けがや老いで働けなくならない限り、町でトトスが肉にされることもないけどねえ。それぐらい、トトスというのは貴重な労働力なんだよ。騙だまされたと思って、トトスと生活をともにしてみてはどうだい？」

「……何十日にも渡って俺たちを騙し続けてくれたお方にそのようなことを言われましても……」

「その件についてはもう何べんも謝あやまったじゃないか！」

　食べかけの『ギバ・バーガー』を握りしめたまま、カミュア＝ヨシュは両りよう腕うでを広げて嘆なげきのポージングを取った。まあ、芝しば居いがかった所作ではある。

「わかりました。ちょっと俺なりに、前向きに考えてみます。だけど家長や族長らに反対されたら、それに逆らうつもりはありませんので。あまり期待はしないでください」

「そうかそうか。いや、トトスの便利さを知ったら、誰も反対なんてしなくなると思うよ？　これで森辺の民はさらなる力を得ることになるだろうね！」

　そのすっとぼけた笑え顔がおを、俺はもう一度にらみつけてやった。

「あの、まさかとは思いますけど、こうなることを見み越こして森にトトスを置いていったのではないでしょうね？」

「ええ？　そいつは買いかぶりだよ！　ギバの支配する過か酷こくなモルガの森でトトスがのうのうと生き延びるだなんて、とうていそのようなことは想像できるはずもないさ！」

　そう言って、カミュア＝ヨシュは非常に信用のならない顔つきで、チェシャ猫ねこのようににんまりと笑ったのだった。




２




「お帰りなさいませ、我わが家長」

　その日も無事に宿場町での商売を終えて、せっせと仕込みの作業に励はげんでいると、六十キロ級のギバを抱かかえたアイ＝ファが単身で戻ってきた。

　アイ＝ファはついに昨日から、狩人としての仕事を再開させたのである。左ひだり肘ひじの脱だつ臼きゆうをしてから、およそ二十日。いつでも仏ぶつ頂ちよう面づらのアイ＝ファであるが、やはりその瞳には今まで以上の充じゆう足そくした光が蘇よみがえっているように思えてならない。

　そんなアイ＝ファは俺の挨あい拶さつに「うむ」と、うなずきかけてから、不審げに目を細めた。

　家の裏に設置されたかまどの前にて、俺は商売用のアリアを炒いためており、近所の女衆がその手さばきを観察している。そこまでは珍しくもない光景であるのだが、闖ちん入にゆう者しやが二名ほどまぎれこんでいることに、目ざといアイ＝ファは即そく座ざに気づいたのだろう。

　すなわち、リミ＝ルウとレイト少年である。

「うわあ、すごい！　それ、アイ＝ファが一人で仕留めたの？　怪我が治ったばかりなのに、すごいねー！」

　にこにこと笑っているリミ＝ルウのほうは、まあそれほど気にもならぬはずだ。家の仕事さえなければ、毎日だってファの家に遊びに来たがるリミ＝ルウであるのだから。

　が、問題は、その隣となりで静かに微笑ほほえむ少年のほうである。西の民が森辺の集落に足を踏み入れるというのは、明確な禁則事じ項こうではないものの、いまだに椿ちん事じであるはずだった。

「お前はあのカミュア＝ヨシュの弟で子しだと名乗っていた子供だな。どうしてお前がこのような場所にいるのだ？」

「はい。僕ぼくはトトスの乗り方の手ほどきをするためにやってきました」

　アイ＝ファは口をつぐみ、かまどから少し離はなれた木の枝にギバの巨きよ体たいを吊つるし上あげてから、物ぶつ騒そうな目つきで俺に近づいてきた。

「どういうことか説明してもらおう、アスタ」

「はい。説明させていただきます」

　炒め終わった大量のアリアを木皿に移してから、俺はカミュア＝ヨシュと取り交わされた会話の内容を報告した。

「――ということで、家長の意見を聞きたいのだけれども、いかがだろう？」

「どうして意見を聞く前に西の民などを森辺に招き入れるのだ？」

「いや、俺も最初にアイ＝ファの許可を得ようとは思ったんだけど……」

「すみません。カミュアがアスタに僕を押し付つけたんです。カミュアは今ちょっと色々と仕事がたてこんでいるので、代わりに僕がトトスの乗り方を手ほどきしてあげればよい、と」

　親の仇かたきであるザッツ＝スンの破は滅めつを経へて、レイト少年にこれといった変化は見られなかった。少なくとも、表面上は。

　亜あ麻ま色いろの髪と淡あわい茶色の瞳を持つ、十歳さいぐらいの利発そうな少年である。その朗ほがらかな顔をじっとにらみつけてから、アイ＝ファは再び俺のほうに向きなおった。

「あのとぼけた男は、族長たちとも一応の和解は果たした。が、それとこれとは別の話であろう。ドンダ＝ルウは、あのトトスを肉にすべしと言いつけてきたのではないのか？」

　そのトトスは、ギバよりもさらに離れた場所につながれて、呑のん気きに木の枝の葉をついばんでいる。

「肉にするよりも有効な使い道があるなら、それを族長たちに提案しようと思ったんだ。その上でまだドンダ＝ルウが自分の意見を曲げなかったら、俺もその言葉には従うよ。……でも、ドンダ＝ルウだって一方的に面めん倒どう事ごとをファの家に押し付けてきたんだから、愚ぐ直ちよくにその言葉に従う必要はないとも思ってる」

　アイ＝ファは、むっつりと黙だまり込んでしまった。

　アイ＝ファ自身も、昨日はドンダ＝ルウの横暴な処置に腹を立てたりもしていたのだ。こんな不味まずそうな獣が食えるか、と。

　すると、今まで無言で俺たちのやりとりを見守っていたリミ＝ルウがちょこちょこと歩み寄ってきて、アイ＝ファの腰こしあての布を引っ張った。

「……アイ＝ファはこのトトスを食べちゃうの？」

　かくしてアイ＝ファも撃げき沈ちんすることになった。

　百の言葉よりひと粒つぶの涙――などという格言が存在するかどうかは知らないが、とりあえず、うるうると瞳を潤うるませるリミ＝ルウに対しては、アイ＝ファもそれ以上の反論を試みることは不可能になってしまったのだった。

「…………それで、けっきょくどうしようという心づもりなのだ？」

　やがてリミ＝ルウの涙が引っ込むと、アイ＝ファは地じ獄ごくのように不ふ機き嫌げんな顔つきでまた俺をにらみつけてきた。

「さしあたっては、トトスを乗りこなすのにどれほどの手間が必要かってことを確かく認にんしてみようと思うんだ。どんなに便利なものだとしても、森辺の民には余計な仕事に時間を割さく風習はないだろうからさ」

「……誰が乗るのだ、このようなものに？」

「まずは俺が」「駄だ目めだ」

「じゃあリミが！」「駄目だ」

　返す刀で、リミ＝ルウまで両断されてしまった。

　アイ＝ファは深々と溜息をついてから、やけくそのように金きん褐かつ色しよくの頭をかきむしった。

「……わかった。私が乗る」

　どんどんと不機嫌さを増していくアイ＝ファに、レイト少年がにこにこと笑いかける。

「あのトトスはトトスの中でもずいぶん大人しい気き性しようであるように見えますから、そうそう振り落おとされることもないと思います。こちらの側から乱暴な真似まねをしなければ、何も危険なことにはなりませんよ」

　そうして俺たちはしばし仕事を中断し、トトスの試乗会に取り組む段と相成った。

　トトスの手綱はレイト少年が持ち、みんなで家の表口に向かう。手の空いてしまった六名ばかりの女衆も、ちょっと愉快げに目を見交わしながら、ぞろぞろとついてくる。リィ＝スドラ、ジャス＝ディン、トゥール＝ディン、後はまだ名前を覚えきれていないフォウ家とラン家の女衆だ。

「トトスは眠るときと卵を生むとき以外、あまりしゃがんだりもしません。無理にしゃがませようとすると機き嫌げんを損そこねてしまうこともありますので、普ふ通つうはこの立ったままの状態で上に乗りますね」

　家の前の通りにまで出ると、レイト少年はそんな風に説明を開始した。

「乗る場所は、背中の真ん中から後ろ側にかけてですね。急停止して体勢が崩くずれたときなどは、トトスの首の側にずり落ちてしまわないよう気をつけてください。トトスが驚いて、それこそ大暴れしてしまうかもしれませんので。……ええと、何か踏ふみ台だいになるようなものはありますか？」

「そのようなものは、不要だ」と言い捨てるなり、アイ＝ファはトトスの背に手をかけて、ひらりとその上に跳とび乗のってしまった。

　体高は三メートル、その内の半分が首だとしても、胴体の高さは百五十センチほどである。自分の身長とさほど変わらない高さであるのに、やはり森辺の狩人の身体能力は凄すさまじいばかりだ。

「うわあ」とリミ＝ルウは歓かん声せいをあげて、他の女衆も少しどよめく。背筋を真っ直ぐにのばしてトトスの背にまたがったアイ＝ファは、嫉しつ妬とする気も起きないぐらい格好が良かった。

「そのまま、トトスが痛がらないていどに、両足の膝ひざでトトスの胴体を締しめつけてもらえますか？」

　アイ＝ファのすらりとした足が、少しだけ動く。

　トトスは、まったく動かない。

「はい。今までは僕が手綱を張っていたために動きを止めていましたが、今はあなたが胴体を締めつけていることにより、トトスは動きを止めています。僕は手綱を緩ゆるめますので、あなたはその足の力を維い持じしてください」

　言いながら、レイト少年はそろそろと手綱を緩め始めた。

　トトスもアイ＝ファも微び動どうだにしない。

「では次にこの手綱を持ち、左右で均等になるよう、ぴんと張ってもらえますか？」

　馬上ならぬ鳥上のアイ＝ファに、レイト少年が手綱を差し出す。

　アイ＝ファは無言で指示に従い、レイト少年は左右の両方から手綱の角度やら張り具合やらを確認した。

「大丈夫ですね。腕うでには余計な力を込めず、適度に肘ひじを曲げておく――という注ちゆう釈しやくも不要でした。あの、今さらになりますが、トトスに乗るのは初めてなのですよね？」

「当たり前だ。森辺の民がこのようなものに乗るものか」

「身体の姿勢も完かん璧ぺきです。トトスが歩きだしてもそのまま背筋はのばしておいてください。……そして、歩行停止の合図は、今の状態です。これからトトスを歩かせますが、停とまりたいときは自分の側に手綱を引いて、胴体を締めつけてください。急に停まると危険ですので、その所作はやわらかく、トトスを驚かせないように心がけてくださいね」

「うむ」

「では、歩かせます。手綱と足の力をゆっくり緩めてください。そのまま手綱を下方向に引くと、歩きだします」

「うわあ」と、リミ＝ルウがまた声をあげる。

　トトスが、見事に歩き始めたのだ。てくてくと、実に穏やかな足取りで。

　それでも足が長い分、人間の倍ぐらいのスピードは出ているだろう。俺たちは速足でそれに追従したが、五メートルばかりも進んだところで、トトスはぴたりと立ち止まった。

「うむ。きちんと止まるな」

「はい。それじゃあ方向転換の扶ふ助じよもやってみましょうか。放っておいてもトトスは道なりに歩きますが、右や左に進路を変えたいときは、その側の手綱を引っ張って、トトスの首の動きを変えるのです。それほど力を入れる必要はないので、最初はとにかくトトスを驚かせないように気をつけてください」

　再び、トトスが動き始める。

　下界からはあまりアイ＝ファの腕の動きなど見て取れないのだが、やがてトトスは三メートルごとに進路を五十度ずつ変えて、ジグザグに道を歩き始めた。

「へーえ、トトスってのは実に大人しく言うことをきくものなんだねえ」

　俺が感心して声をあげると、レイト少年は「そうですねえ。上出来すぎるぐらいです」と、いくぶん苦く笑しよう気味の笑みを浮うかべた。

「そのまま上手うまく手綱を操れば、反対方向を向かせることもできると思いますが、どうですか？」

　レイト少年の言葉とともに、トトスが大きく弧こを描えがく形でＵターンした。

　その後はまたジグザグに歩き始めて、家の前のスタート地点に到とう達たつしたところで、その歩はまたぴたりと止まる。まるで機械で制せい御ぎよされているかのように正確でよどみのない動きだ。

「すごいすごい！　いいなあ、リミも乗りたいなあ！」

「……しかしこれでは、自分の足で歩くのと大して変わらん。いったい何が楽しくてこのような修練を積まねばならないのだ？　だいたい私は、町の人間がトトスに乗っている姿など見たことはないぞ？」

「いきなりトトスが走り出したりしたら危険なので、町中でトトスに乗ることは禁じられているんです。でも、町から町へと移動するときは、みんなトトスに乗っていますよ。……それじゃあ少しだけ走らせてみましょうか」

　走らせるには、かかとで足の付け根を蹴るだけで良い、とのことだった。

「最初はいきなり走らせるのではなく、歩かせながら少しずつ蹴ってあげてください。じょじょに力を入れることによって、じょじょに速度を上げることができます」

「ふん」と、アイ＝ファは面白くもなさそうに鼻を鳴らしつつ、トトスを歩かせ始めた。

　俺たちは追従せず、道の端はしに避ひ難なんする。森辺の道は石の街かい道どうの半分ほど、五メートルていどの道みち幅はばしかないのだ。

　アイ＝ファとトトスの後ろ姿がゆっくりと遠ざかっていき、そのスピードがじわじわ上じよう昇しようし始める。

　やがてそのスピードは見ているこちらが心配になるぐらい加速され、アイ＝ファたちの姿は道なりにカーブを描きつつ、あっという間に見えなくなってしまった。

　そして、十秒と待たぬ内にその姿はまた樹木の陰かげから現れて、物もの凄すごい勢いで帰き還かんしてくる。

　時速五十キロぐらいは出ているのではないだろうか。俺の知識でたとえると、大通りを走る原付バイクぐらいのスピードだ。

　トトスの強きよう靭じんなる足が大地を蹴り、アイ＝ファは競馬の騎き手しゆみたいに身を伏ふせて、毛皮のマントをなびかせながら疾しつ風ぷうのごとく俺たちの目の前を走はしり抜ぬけていき――そうして少しずつスピードを落としてから、ぐりんとすみやかに首を曲げて、俺たちのもとにてくてくと帰ってきた。

「す……すごいすごい！　アイ＝ファ、かっこいい！」

　再びリミ＝ルウが歓声をあげる。

　それに、黄色い嬌きよう声せいがかぶさった。

　びっくりして振り返ると、六名の内の若い四名が、リミ＝ルウと同じように瞳を輝かがやかせながら、きゃあきゃあと声をあげていた。

　ちなみに、スドラの家長の奥おく方がたであるリィ＝スドラも若い側である。普段は清楚で気品のあるリィ＝スドラが、恋こいする乙女おとめのような表情で隣の女衆と手を取り合っている姿は、ちょっとばっかり見ものだった。

　残りの二名、ジャス＝ディンとフォウ家の壮そう年ねんの女衆も、「ほう……」と感かん嘆たんの声をあげている。

「お見事ですね。何から何まで完璧すぎて、僕の手ほどきなどこれ以上は必要ないぐらいです」

　そんな中で、レイト少年ははっきりと苦笑いを浮かべていた。

「十回も落ちれば一人前のトトス乗り、という言葉がありますが、あなたは一回も落ちることなくトトスを乗りこなしてしまいましたね。実のところ、町の人間でこれほど巧たくみにトトスを操れる人間もそうそういないでしょう。森辺の狩人の力とはこれほどのものなのですね」

「……このような芸当ができたところで、何の自じ慢まんにもなりはせん」

　アイ＝ファは仏頂面のまま、ひらりとトトスから飛び降りた。

　レイト少年は「あ」と声をあげかけたが、その間もぴんと手綱は張られていたためか、トトスは不動のままである。

　レイト少年はもう一度苦笑を浮かべてから、大人びた仕草で肩かたをすくめた。

「いかがでしたか？　これならば森辺の端から端まで移動するのにも、かなり時間を縮めることができるでしょう？　それに、森辺の狩人ならば労苦もなくトトスを操れるということも証しだてられました。肉にするよりも有効な使い道はある、というカミュアの言葉もご理解いただけたのではないでしょうか」

「うむ……」

　アイ＝ファはまだ難しげな顔をしている。

　それを横目に、俺は「俺も乗ってみていいかなあ？」と発言してみた。

　とたんに、「やめておけ」「やめておきなよー」「やめたほうがいいと思います」と三重奏で返された。

「このようなことで手傷でも負ったら何とするつもりだ？」

「そうだよ。落ちたら危ないよー？」

「それでも興味があるのでしたら、毎日少しずつ練習していけばいいと思います」

　流れるような言葉のコンビネーションだ。

「なるほど。俺おれの身体能力がどういう評価を受けているのかはよく理解できた。しかし、そんなにキミたちには俺がトトスから落ちる未来しか見えないと言うのかな？」

　今度は沈ちん黙もくで返された。

　この際は、沈黙もつらい。

「……わかりました。それでは毎日少しずつ練習させてください。お願いします」

「どうしてそのように固こ執しつするのだ？　お前がトトスなどに乗っても意味はなかろうが？」

「いや、だって、アイ＝ファがあんまり気持ちよさそうに乗ってるもんだから、自然に興味をひかれちゃったんだよ」

「…………」

「な？　アイ＝ファも気持ちよかったんだろ？」

「…………」

「あれ？　気持ちよくなかったのか？」

「やかましい！」

　ひさかたぶりに、足を蹴られた。

「だいたい、まだ族長たちにトトスの受け入れを認められたわけでもないだろうが！　族長たちの許しもなく、勝手な真似はできん！」

「あいててて。何を怒ってるんだよ、お前は。……だけどさ、族長たちがあくまでトトスに興味を示さないようなら、俺はこいつをファの家で引き取りたいと思ってるんだよ。もともと肉にしろとか言ってたぐらいなんだから、俺たちが勝手に使う分にはそんなに文句も言われなそうだろ？」

「なに？　このようなものを引き取ってどうしようというのだ？」

「いやあ、カミュアに言われるまでもなく、こいつは便利だろ。これで荷車でも買ってくれば、食材や調理器具の運うん搬ぱんもうんと楽になるじゃないか？　荷物を引かせて歩かせるだけなら、俺にだって難しくはないだろうし」

　それでようやく、アイ＝ファの顔にも思し慮りよの表情が浮かび始めた。

「そうか……そういう使い道もあるのだな」

「ああ。ただし、ふだん使ってる道だと吊つり橋ばしがあるから、遠回りの道を使う必要があるけどな。でもたしか、町では荷物だけじゃなく人間も乗れるような荷車もあったはずだよね、レイト？」

「ええ。普通はだいたい二頭立ての大きな荷車になってしまいますが、探せば小さなものもあるでしょう。それならば振り落とされる心配もありませんね」

　アイ＝ファは真しん剣けんに考え込み始める。

　そこでリミ＝ルウが「あれぇ!?」と素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　妙みように嬉うれしそうな響ひびきを持つその声に若じやつ干かんの不安感をかきたてられつつ振り返ってみると、空前絶後の光景が見えた。すなわち、二名の森辺の女衆と、その手に引かれた三羽わだか三頭だかのトトスが、南の果てからひたひたと歩いてくる姿である。

　手た綱づなを引いているのは、アマ・ミン＝ルティムとモルン＝ルティムであった。三頭のうち二頭のトトスの手綱を受け持ったアマ・ミン＝ルティムが、その巨きよ大だいなる従者とともにしずしずと近づいてきて、心の底から申し訳なさそうに、俺たちへと頭を下げてくる。

「申し訳ありません。サウティの男衆が、またこれだけのトトスを森の中で見つけてしまいました……」

　リミ＝ルウは「わーい！」とはしゃいだ声をあげ、俺は深々と嘆たん息そくし、そしてアイ＝ファは怒りに眉まゆを吊り上げることになった。

　そんな人間どもの感かん慨がいなどは知らぬげに、トトスたちはきわめてのんびりと森の端の葉をついばみ始めたのだった。
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　だが結論として、四頭のトトスは森辺で受け入れられることになった。

　何のことはない。四頭ものトトスを押しつけられて頭に来てしまったアイ＝ファがルウの集落にまでおもむき、その身をもってトトスの利便性を示してみせると、三族長の一人でもあるダリ＝サウティが熱ねつ烈れつなまでに賛同の意を表明してきたのである。

「これなら確かに、北の集落までの行き来も容易たやすくなる！　その上、北や南の集落からでも、ジェノスの宿場町へ買い出しにおもむくことも容易になるではないか！」

　聞いてみると、北や南の集落では大きな祝しゆく宴えんでもない限り、宿場町まで買い出しに出向くことはなかったのだという。

　それは何故なぜかと問うならば。ただ単純に「遠い」からである。

　森辺の集落は、南北に長くのびている。その中央あたりに居をかまえるルウやファの家からならば、宿場町まで一時間ていどの道のりであるが、北端のザザ家、南端のサウティ家からでは、それぞれ四時間近くの道のりになってしまうらしい。

　だから普ふ段だんは、もっと近場の農村や農園の管理者から直接アリアやポイタンを購こう入にゆうしており、岩塩や果実酒などが必要なときは、あらかじめそこの住人たちに手間賃を払はらって買いだめをしておいてもらうのだそうだ。

　それにやっぱり、森辺の端から端までをわずか九十分ていどで踏とう破はできるというのも、強い魅み力りよくであっただろう。これまでのように、遠い家の家長たちが顔を合わせるのは、年に一度の家長会議のみ――というわけにはいかないのだから。カミュア＝ヨシュに指し摘てきされるまでもなく、族長たちがどれほど交流を密にできるか、というのは森辺の行く末を左右する大事であったのだ。

「自分たちで発見しておきながら、トトスの力に気づくことのできなかった己おのれの不明を恥はじ入るばかりだ。これは我々に必要なものだ。ザザの家長もきっと俺の言葉に賛同するだろう」

　俺はアイ＝ファから伝え聞くばかりであったが、ダリ＝サウティは心底からトトスの力に感服していたらしい。冷静を装よそおっていたが、その目はリミ＝ルウのように輝いていた、などとアイ＝ファは人の悪いことを言っていた。

「……しかし、あのカミュア＝ヨシュという男に借りを作るのは、いささかならず腹が煮にえる。このトトスには相応の代価を支し払はらいたいと告げてくれ」

　俺はそのような伝言を承うけたまわることになった。

　が、もちろんのこと、カミュア＝ヨシュにはやんわりと固辞された。

「もうじきに森辺とジェノスの会談が行われるだろう？　それが平へい和わ裏りに終わった際は、貸しや借りなどという心情は捨てて、トトスをそのまま引き取っていただきたい。だけど、もしも平和裏に終わらなかったら――そのときは、銅貨を叩たたきつけるなり、トトスを突つき返すなりしてくれればいいのじゃないかな」

　いくぶん荒あらっぽいそんな提案が、森辺の民たみのお気には召めしたらしい。

　かくして、自らがトトスに乗って北の集落にまで急報を告げに出向いたダリ＝サウティがグラフ＝ザザの了りよう解かいをも取りつけて、森辺の民は四頭のトトスを集落に迎むかえることになったのだった。

　それらのすべてに要した時間は、わずか四日。閉へい鎖さ的てきな気性である森辺の民とは思えぬスピード採決である。ドンダ＝ルウも、三族長の二名までもが賛同するならば異存はない、とのことだった。その陰でリミ＝ルウの涙の訴うつたえが存在したかどうか、俺は知らない。

　ちなみに、トトスの所有者に定められたのは、三族長の家と、ファの家である。

　ファの家ならば自腹でトトスを買うことも可能なので、必要であればすべて族長筋で管理していただきたいと願い出たのだが、トトスの利便性を森辺にもたらした功労が認められ、一番最初に発見されたトトスがそのままファの家に居残ることになった。




「明日、どこで荷車を調達できるのかを調べてくるよ」

　青の月の二十三日。カミュア＝ヨシュからの提案を受け入れ、トトスが正式に森辺の所有物と認められたその日の夜、俺はアイ＝ファにそう告げた。

　滞とどこおりなく晩ばん餐さんを終えたのちのことである。俺は仕込みの作業に励み、アイ＝ファは少し離れた場所、玄げん関かん口ぐちのすぐそばに座すわり込んでいる。

　そんなアイ＝ファのかたわらには、巨大な足を折りたたみ、長い首をだらりとのばしたトトスの姿がある。夜間にはムントやギーズといった肉食の獣が集落を徘はい徊かいするので、トトスも屋内に招く必要があったのだ。

　トトスの寝ね顔がおを見下ろしながら、アイ＝ファは「そうか」と低くつぶやいた。

「まあ、銅貨の使い道もなかったところだし、ちょうどいいと言えばちょうどよかったんじゃないかな。それで毎日の重労働から解放されるなら安いものだよ」

　宿場町で商売を始めて、今日で二十六日目。ファの家の資産は、赤銅貨三千枚を突とつ破ぱしてしまっているのである。銀貨にしてしまえばわずか三枚だが。森辺においては規格外の資産であることに間ま違ちがいはない。

「お前の好きにしろ。……ただし、修練を積むまでは決して無む茶ちやをするのではないぞ？」

「ああ。宿場町に向かう道は、けっこう細くて坂も多いからなあ。しばらくは平へい坦たんな道で練習に励むことにするよ」

「うむ」

「えーと……別に怒おこったりしているわけではないんだよな？」

　今ひとつ反応の鈍にぶいアイ＝ファを心配してそのように問うてみると、「どうして私が怒らねばならぬのだ？」と首を傾かしげられてしまった。

「族長たちに異存がないのであれば、それでいい。私はもとより、ジェノスとの関係が今以上にこじれることを危き惧ぐしていただけだ」

　それじゃあやっぱり、アイ＝ファ自身はトトスに乗ることを心地ここち好よいとも感じていたのだろう。それぐらい、トトスを走らせるアイ＝ファは充足した様子を見せていたし、今のトトスの寝顔を見守る表情も穏おだやかだった。

　それに――トトスと森辺の民というのは、最初から相あい性しようが良かったのではないだろうか。そうでなければ、ここまですんなりと異文化の存在を受け入れられたとも思えないし、とにかく、トトスにまたがるアイ＝ファの姿は絵に描かいたように格好がよく、実に自然であったのだ。

　森辺の民の出自はあまり明確にされていないのだが、もしかしたら、その祖先は森に籠こもる前、平原でトトスを駆かっていた種族だったのかもしれない。そんな妄もう想そうをかきたてられるぐらい、アイ＝ファにはトトスが似合っていた。だから、こんな風に穏やかな感じでトトスの寝顔を見下ろしているアイ＝ファの姿に、俺はとても満足していた。
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「それじゃあさ、そいつの名前はどうしようか？」

「名前？　トトスはトトスであろうが」

「だけど森辺には四頭もトトスがいるんだからさ。名前ぐらいつけないと、呼び方に困るときもあるだろう」

「獣に、人間のような名前を与あたえるというのか」

　びっくりまなこで、アイ＝ファがこちらを振ふり返る。

　タラパのソースの味を確かめつつ、「そんなに驚おどろくようなことかな？」と今度は俺が首を傾げてみせた。

「生活をともにするんだから、そいつだって家人みたいなものだろう？　名前をつけたほうが愛着もわくし、心だって通じやすいんじゃないか？」

「心……」と、アイ＝ファはまたトトスの寝顔に視線を落とした。

「獣にも、やはり心など存在するのだろうかな。確かにこやつは私が手綱を引いたり腹を蹴けったりするだけで、人間よりも素す直なおに動いてくれた」

「うん。そうじゃなきゃ人間の友なんて呼ばれたりもしないだろう」

「私にとっては、人間よりも扱あつかいやすい相手であるかもしれない」

「それはちょっと問題発言だな」

「いっそお前の首にも手綱をつけてやりたいほどだ」

「俺は人間だから言葉で指示してくれ！」

「……トトスとは、不思議な獣だな」

　問題発言を連発しながら、それでもアイ＝ファは妙にもの思わしげな様子だった。

　完成したソースの鉄てつ鍋なべに蓋ふたを載のせ、かまどの火を消し、手を洗ってから、俺はそちらに歩み寄る。

「で、名前はどうする？　俺はどういう名前が無難なのかもわからないから、できればアイ＝ファにつけてほしいんだけど」

　アイ＝ファはしばらく黙りこくったのち、やがて静かに「ギルア」と、つぶやいた。

「ギルアか。いい名前だな」と答えてから、俺は少しハッとしてしまった。

　二年前に他界したアイ＝ファの父親は、たしかギル＝ファという名であったのだ。

「……親父おやじさんの名前にあやかったのか？」

「うむ。もしも私が子を授さずかり、その子が男児であったのなら、その名を与えようと思っていたのだ」

　俺は無言のまま、アイ＝ファの隣に腰こしを下ろす。

「しかし、私は狩人として生きていくことを決めた。私が母となり子を授かることは、もはやありえない。ならば、こやつにその名を与えてやるかと考えたのだが――どうであろう？」

　俺は目を閉とざし、納なつ得とくのいく答えを心の中に探し求めた。

　だが、そこまで必死にならずとも、俺の答えはすぐに見つけることができた。

「だったら、別の名前のほうがいいかな。この世に絶対なんてありえないんだから、アイ＝ファだっていつか自分の子が欲ほしいっていう気持ちになることがあるかもしれないだろう？」

　殴なぐられるかもしれない――というぐらいの覚かく悟ごは固めておいた。

　しかしアイ＝ファは静かな表情のまま、「そうか」とつぶやくばかりだった。

「ならば、ギルルにしよう。ギルル＝ファでは響きが美しくないが、こやつには氏うじを与えるわけではないので、まあよかろう」

「…………」

「それも気に食わぬか？」

　アイ＝ファが、ゆっくりと俺を振り返かえる。

　その、ひどく澄すみわたった青い瞳ひとみを見つめ返しながら、俺は「いや――」と応じてみせる。

「それもいい名前だと思う。愛あい嬌きようもあるし、こいつにはぴったりだな」

「そうか」とアイ＝ファはもう一度言い、それから嬉しそうに、にこりと微笑んだ。

　こうしてファの家には、ギルルという名の新しい同居人が増えたのだった。







第二章　十三歳の祝いの日
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　トトスのギルルを新たなる同居人として迎えた、その翌日。

　その日も変わらず屋台の商売に励んでいると、ルウの本家からレイナ＝ルウが宿場町に下りてきた。用向きは、もちろん食材の買い出しである。

　それはそれで一向にかまわないのだが、その日のレイナ＝ルウは何やら思いつめた顔をして、「アスタ、少し時間をいただけますか？」などと囁ささやきかけてきたのだった。

　何やら不ふ穏おんな雰ふん囲い気きだ。ともに『ミャームー焼き』の屋台を受け持っていたシーラ＝ルウも、不思議そうに首を傾げている。

「いや、えーと……もう少ししたら、俺は宿屋の仕事に出向かなきゃいけないんだけど……」

　時刻は、中天の間ま際ぎわである。四日ほど前から《玄げん翁おう亭てい》でも仕込みの作業を請うけ負おうようになった俺は、いっそうタイトな時間割りで動くことを余よ儀ぎなくされていたのだった。

「長い時間はとらせません。どうかお願いできませんか？」

　少し幼げな面おも立だちをしたレイナ＝ルウが、青い瞳に真しん摯しな光をたたえつつ、俺の顔を見つめ返してくる。

「……わかったよ。それじゃあ、シーラ＝ルウ、少しだけ店をおまかせしていいですか？」

「はい。もうすぐリィ＝スドラも来てくれるでしょうから、こちらは大だい丈じよう夫ぶです」

　ちょっと心配げなシーラ＝ルウに見守られつつ、俺たちは背後の雑木林に移動した。

「どうもすみません。大切な仕事を邪じや魔ましてしまって……」

「いや、それはかまわないけど。いったいどうしたの？」

　レイナ＝ルウと顔を合わせるのは、ちょっとひさびさだ。最後に会ったのは、たぶんザッツ＝スンが城に捕とらわれた日の夜あたりだと思うので、かれこれ九日ぶりとなる。最近のルウの本家では、毎日宿場町に下りているヴィナ＝ルウやララ＝ルウがこまめに食材を買い足していたので、こうして家の人間が買い出しに下りてくることもめっきり減っていたのだった。

　森辺の民には珍めずらしい純じゆん粋すいな黒色の長い髪かみを、おさげのように二つに結ゆわえている。顔立ちは可愛かわいらしく、非常に小こ柄がらだが姉に負けない魅み惑わく的てきなプロポーションを有した、俺と同い年の十七歳の娘むすめさんだ。

　気立てはいいし、善良だし、森辺の民としては卓たく越えつした調理の技術も有している。どこに出しても恥ずかしくない、とても立派な娘さんであるのだが――相変わらず、俺はこのレイナ＝ルウとどのような距きよ離り感でつきあっていけばいいのかをつかみきれずにいた。

「今のアスタにこのような話をしてしまうのは、とても心苦しいのですが……でも、どうしても気持ちを抑おさえることができなかったのです。どうかわたしの願いを聞き入れてもらえるでしょうか……？」

「そ、それは内容次し第だいだね」

　俺の顎あごぐらいまでしか届かない小柄なレイナ＝ルウが、必死の面おも持もちで俺の顔を見上げてくる。身体からだはどこも触ふれていないのに、吐と息いきを感じるぐらいに距離が近い。

「実は……」

「う、うん」

「……明日は、ララの生誕の祝日なのです……」

「うん？」

「ララが十三歳になる祝いの日なのです。それで……アスタにも何かひと品だけ料理を作っていただきたいと思ったのですが……いかがでしょう？」

　レイナ＝ルウは、まだ思いつめた目をしている。

　俺はわけもわからぬまま、「はあ」と間ま抜ぬけな返事をしてしまう。

「料理って、何人分？」

「本家の人間、十二人分です。ポイタンやすーぷなどはこちらで準備します。アスタには肉の料理をお願いしたいのです。……やっぱり、それは難しいでしょうか？」

「いや、そんなことなら、別にかまわないけど」

　俺が答えるなり、レイナ＝ルウの目が驚おどろきに見開かれた。

「よ、よろしいのですか？　アスタは屋台の商売だけでなく、二つの宿屋でも料理を作っており、しかも最近ではトトスの世話までまかされてしまったのですよね？」

「宿屋の仕事は昼間の内に済む仕事だし、家に帰ってからの手間はそれほど増えていないんだよ。トトスだって、何も特別な世話はかからない。また前みたいにルウ家のかまどで仕込みの作業をやらせてもらえるなら、一日ぐらいはどうってことないさ」

「本当ですか？　ありがとうございます……！」

　と、レイナ＝ルウは胸の前で手を合わせて、心の底から安あん堵どしたように深く息をついた。

「ちょ、ちょっと大げさじゃない？　どうしてそこまでレイナ＝ルウが心を揺ゆらしてしまっているのかな？」

「え？　いえ、アスタは最近本当に忙いそがしくされていると聞いていたので、引き受けてもらえるとは考えていなかったんです。でもこれで、きっとララも喜んでくれます」

　そう言って、今度は嬉しそうに破顔するレイナ＝ルウである。

　とても微笑ほほえましい家族愛であるが、俺の心にはほんのちょっぴりだけ疑いの気持ちが残ってしまう。

　すなわち――レイナ＝ルウが何か企たくらんでいるのではないか、という疑いだ。

（いや、いくら何でも考えすぎか）

　少なくとも、いま目の前でとても嬉しそうに微笑んでいるその様子に嘘うそがあるとは思えない。妹の誕生日をダシにして何かを企むような娘ではないはずだ、と俺は自分の下世話な思考をこそ反省しておくことにした。

「それでは何か特別な食材は必要ありますか？　あれば、わたしが今日の内に買いそろえておきます」

　と、こんな距離では屋台のララ＝ルウに聞こえるはずもないのに、レイナ＝ルウは背せ伸のびをして俺の耳に口を寄せてきた。

「い、いや、いま話を聞いたばかりだから、献こん立だても何も決まってないし……それに、いまさら声を小さくしても無意味じゃないかな？」

「あ、そうですね。すみません。ついつい浮かれてしまって」

　恥ずかしそうに身を引いて、もじもじとするレイナ＝ルウである。

　計算でないと、信じたい。

「あの、子供っぽいと思われるかもしれませんが、明日のことはララには秘密にしておいていただけませんか？　そのほうが、きっとララもいっそう喜ぶと思いますので」

「それはかまわないけど、でも、俺がルウの集落に出向く時点でバレバレじゃない？」

「商売のことでミーア・レイ母さんに相談がある、とでも言ってくだされば、きっと大丈夫です。ドンダ父さんにも、すでにわたしから話を取りつけていますので」

「ああそう。……ちなみに、ヴィナ＝ルウたちには話してもかまわないのかな？」

「もちろんです。でも、口止めはしておいてくださいね」

「あ、あと、さっき十二人分って言ってたけど、ミダの分は？　彼かれがいるなら、その倍ぐらいは作らなきゃいけないだろう？」

「いえ。ちょうどミダは、昨日からシン＝ルウの家で晩ばん餐さんをとるようになったのです。それに、ミーア・レイ母さんの言いつけで、ミダの食事は五人前と定められました」

　なるほど、食事制限か。それはミーア・レイ母さんの英断であったかもしれない。……まあ、それでも五人前なわけだが。

　それはともかく、確かく認にん事じ項こうはそれぐらいかなあと俺は慎しん重ちように考え込み、そうして一番大事なことを確認するのを忘れていたことに気づいた。

「そういえば、うちの家長に留守番をさせるわけにはいかないんだけど、アイ＝ファも晩餐をともにするってことでいいんだよね？」

　すると、レイナ＝ルウの瞳にさきほどとは別種の切なげな光が灯ともった。

「もちろんです。これまでに、アスタとアイ＝ファが別々の場所で夜を迎えたことがありましたか？」

　ない。

　日中は別々に過ごすことの多い俺たちであるが、別々の場所で晩餐をとり、別々の場所で眠ねむりにつく、という夜は、いよいよ六十日にも及およぼうとしている共同生活の期間の中で、一日たりとも存在しないはずだった。

「それでは、アイ＝ファにもよろしくお伝えください。仕事のお邪じや魔まをしてしまって申し訳ありませんでした」

　最後にはまた朗ほがらかな微び笑しようを浮かべて、レイナ＝ルウは立ち去っていった。




　　　　　◇




「ふむ。ルウの三姉の生誕の祝いか。別にかまわんぞ」

　晩餐の準備を待ちながら、アイ＝ファは実にあっさりとそう言った。

「いちおう確認しておくが、いかにルウ家といえども、生誕の日に大きな祝しゆく宴えんを開いたりするわけではなかろうな？」

「ああ。感覚的には、婚こん儀ぎの前祝いぐらいの感じなのかな。料理に贅ぜいは尽つくすけど、普通にその家の家人だけで祝うのが通例らしい」

　そうは言っても、森辺における「贅」とは、ギバ鍋なべに普段以上の野菜をぶちこむ、というだけの話に過ぎなかったのだ、これまでは。

「スープなんかはレイナ＝ルウたちが腕によりをかけるそうだ。俺が頼たのまれたのは肉料理だけだから、大した負担にはならないよ」

「ふむ。それでお前はどのような料理を出すつもりなのだ？」

「ああ、アイ＝ファには目新しさがなくて申し訳ないけど、この前《玄翁亭》の主人から買わせていただいたアレを使わせてもらおうかなと」

　それは、《南の大たい樹じゆ亭てい》を通じて手に入れたタウ油よりも希少で高価な、とっておきの食材だった。

「……アレを使ってしまうのか」と、アイ＝ファはかすかに唇くちびるをとがらせる。アイ＝ファは、アレが大好物なのだ。

「いや、ほら、せっかくのお祝いの席だしさ。シムの行商人がやってきたら、またがっつりと買わせていただくから……そんなにすねるなよ」

「誰だれがすねているか！　……ルウの三姉は、明日で何なん歳さいになるのだ？」

「ああ、十三歳だそうだ」

「十三歳か。男衆ならば、狩人かりうどとしての作法を学ぶ頃ころ合あいだな」

「ふーん？　それじゃあ、女衆なら？」

「女衆ならば、十五歳までに嫁よめ入いりの作法を学ぶのであろう。……私は十三歳になってすぐに母メイを失ってしまったので、よくわからん」

「……そうか」と、俺が少しばかり眉まゆ尻じりを下げてしまうと、とたんにアイ＝ファは険のある眼まな差ざしを向けてきた。

「何だ？　十年も昔に母を失ったというお前に憐あわれまれる筋合いはないぞ？　余計なことには気を回さず、とっととかまど番としての仕事を果たせ」

「すねたり怒ったり忙しいな」

「すねてもいないし怒ってもおらん！」

　アイ＝ファは座ったまま、ドタドタと足を踏ふみ鳴ならした。

　言っては悪いが、死ぬほど愛くるしい。おかげで湿しめっぽい空気にならずに済んだ。

「あ、それとな。誕生日のお祝いには一人ずつ花を贈おくるそうだぞ？」

「……そのていどのことを、私がわきまえていないとでも思っているのか？」

「念のために確かく認にんしただけだろ。家ごとで習わしが違ちがうかもしれないんだから。……あ、それで、晩餐が終わったら、俺たちはファの家に帰るんだよな？」

「うむ。本家の寝しん所じよを借り受けるのは心苦しいからな」

「それじゃあ、俺は仕事の後、直接ルウの集落に向かうから、ギルルの世話をよろしく頼むよ」

「ギルルの世話？」

「うん。留守にするんだから、アイ＝ファが家を出る前にギルルを中に入れてやらなきゃいけないだろう？」

　そのギルルは、今日も玄関口につながれて、床ゆかにだらりと長い首をのばしている。その呑のん気きな寝ね姿すがたを確認してから、アイ＝ファはとてもいぶかしそうに俺をにらみつけてきた。

「アスタよ、お前はこのような際にギルルを使わず、いつ使おうという心づもりなのだ？」

「ええ？　だって、帰り道は夜だし、二人だし……あ、でも、帰りは手綱を引いていけばいいのか」

「何だそれは？　行きも帰りもギルルに乗らぬ理由はなかろうが？」

「だ、だって、あんな暗い道をトトスに乗って帰るのは危ないだろ？　燭しよく台だいの火だって消えちゃうだろうし」

「燭台など不要だ。ギルルを軽く走らせておけば、ギーズもムントも追いつくことはできん」

「だけど、ギルルは夜目がきかないかもしれないぞ？　俺のいた世界では、夜目がきかないことを鳥目って呼んでたぐらいなんだから」

「ほう？　トトスは夜目がきかぬのか？　まあそうだとしても、月明かりさえあれば、私には問題ない。月が隠かくれてしまったときは、確かにお前の言うようにギルルを降りて歩かねばならぬから、いちおう燭台の準備だけはしておくか」

　それではアイ＝ファにとって、燭台の火というのは獣けもの除よけの意味しかなかったのだろうか。改めて、森辺の民おそるべし、である。

「……それじゃあ最後の懸け念ねん事じ項こうです。俺はまだギルルの背中に乗ったことがないんだけど？」

「手綱は私が操あやつるのだから、問題ない。お前は振り落おとされないよう、私の身体につかまっていればよいのだ」

　トトスの二名乗りは可能であると、確かにレイト少年もそのように言っていた記き憶おくがある。しかし、妙みよう齢れいの女子たるアイ＝ファの身体に俺がつかまるというのは、ちょっと如何いかがなものだろう。

「今こ宵よいの晩餐が終わったら、二人で乗る練習をしてみるか。なかなか愉ゆ快かいそうではないか？」

　しかし、アイ＝ファにそのように笑いかけられてしまうと、なかなかそれ以上は反論も難しくなってしまった。

「……で、その晩餐はまだなのか？　私はだいぶん腹が減ってきたぞ？」

「うん、あとは肉を焼くだけだから、もうちょっとだけ辛しん抱ぼうしてくれ。今日はタウ油を使ったロース肉の照り焼きだぞ」

「うむ」

　ハンバーグでない夜のアイ＝ファは、常にフラットである。不満げに食べることはない代わりに、嬉しそうな様子を見せることもない。いまだにアイ＝ファはハンバーグ以上の好物と巡めぐりあえていない状態で、《玄翁亭》で手に入れた新食材も、あくまでハンバーグを彩いろどる添そえ物ものに過ぎないのだった。

「そういえば、アイ＝ファと出会ってそろそろ二ヶか月げつぐらいは経たつんだよな。それならルウ家の誰かが誕生日を迎えるのも当然ってことか」

「うむ？　言葉の意味がよくわからんぞ？」

「ああ、だから、コタ＝ルウまで合わせれば、ルウの本家は十三人家族だろ？　だったら毎月のように誰かの誕生日があってもおかしくはないってことになるじゃないか。この世界だって一年は十二ヶ月だっていうんだからさ」

　ただし、三年に一回は十三ヶ月になるという、俺には理解し難がたい暦れき法ほうであるそうだ。

「おかしなことを考えるやつだな。眷けん族ぞくでもないルウの家人の生誕の祝いなど、本来であれば私たちにはどうでもよいことなのだぞ？」

「いや、まあ、それはそうなんだろうけど」

「それに、二ヶ月ぐらいなどという適当なことを抜ぬかすな」

「え？　でも、それぐらいだろ？　俺もきっちり数えてたわけじゃないけど、そろそろ六十日ぐらいは経つはずなんだからさ」

　そんな風に俺が答えると、アイ＝ファは立てた片かた膝ひざに頬ほお杖づえをついた。

「ぐらいではない。この夜で、ちょうど二ヶ月だ」

「え？」

「お前と森で出会ったのは、黄の月の二十四日。今日は青の月の二十四日なのだから、ちょうど丸々二ヶ月ということであろうが？」

　俺は言葉を失ってしまった。

　アイ＝ファは少し遠い眼差しをする。

「この時間なら――ちょうど私が鍋を煮に立たてていた頃合いか？　お前は異国の白装束で、血ち抜ぬきもしていないギバの肉を見て美味うまそうだなどと目を輝かせていたな」

　あの夜から――森でアイ＝ファと出会い、鼻先に刀を突つきつけられ、そしてファの家に招かれたあの日から、今日でちょうど二ヶ月目であったのか。

　その頃ころも、ひと月前も、俺はそもそも現在が何月の何日であるか、ということすら意識もせずに暮らしていた。俺がそれを意識し始めたのは、宿場町での商売を始めてからのことであったのだ。俺は何だかものすごい不意打ちをくらってしまったような心地ここちであった。

「……タウ油の照り焼きは中止だ！　今日はハンバーグにしよう！」

「うむ？　どうしたのだ、急に？」

「いや、せっかくの二ヶ月記念だったら、ちょっとはお祝いっぽくしたいじゃないか？　そうだ、例のアレも使って贅ぜい沢たくに仕上げよう！」

「わずか二ヶ月で、何が祝いだ？　それに、今から肉を刻んでいては、ますます晩餐が遅おくれてしまうではないか？」

「商売用のパテがあるさ！　もちろん食べた分は後で作りなおす！　軽食用じゃ小さいから、ひとり二個だな」

　いざ食料庫に向かわん、と立ち上がった俺の姿を、アイ＝ファはきょとんと見上げてくる。

「さっぱりわからん。お前は何をそのようにいきりたっているのだ、アスタよ？」

「え？　いや別に、いきりたってるわけじゃないけど……ただ、こんな日ぐらいはアイ＝ファの一番食べたいものを食べさせてあげたいじゃないか。ハンバーグ以外に食べたいものがあるなら、何でもご要望に応じるぞ？」

「…………そのようなものがあるわけなかろう」

　唇をとがらせるべきか迷っているかのような、とても複雑な顔つきをするアイ＝ファである。

　そんなわけで、ファの家においてはララ＝ルウの誕生日を祝う前に、ささやかなる祝いの晩餐を催もよおすことになったのだった。




２




　翌日、青の月の二十五日。

　予定の通り、宿場町から直接ルウの集落へと向かった俺は、そこで奇き妙みような光景を見いだすことになった。

「うわ、何だい、ありゃ？」

　七戸の家屋に囲まれた、ルウの集落の大広場。その片かた隅すみに、異様な肉につ塊かいが転がっていたのである。

　渦うず巻まき模様の布地で包まれた、小山のような肉塊だ。その肉塊に、小さな子供たちが群がってはしゃいでいる。呆ぼう然ぜんと立ちつくす俺に、「ミダ以外の何かに見える？」と、女衆を代表してララ＝ルウが応じてくれた。

　それがミダであるということは一目にして瞭りよう然ぜんであるのだが、彼がどうしてそのような場所に倒たおれ伏ふしているのかが、俺にはさっぱり理解できなかったのだ。鉄鍋を抱かかえたララ＝ルウらと一いつ緒しよにそのまま前進して、いっそう間近で視し認にんしてみても、やっぱりその意味を理解することはかなわなかった。

　ミダは、地面の上で大の字になっていた。その巨きよ体たいは汗あせだくで、ぶはーっ、ぶはーっと荒い息をついている。その呼吸に合わせて、ほぼまん丸の腹部も激しく上下しているわけだが、幼子たちはその蠢うごめく肉塊の頂点に立ってバランスを取ろうと試みたり、ただへばりついたまま楽しげな声をあげていたり、よいしょよいしょと懸けん命めいによじ登っていたりと、それはもうアスレチックの遊具のごとき有り様であったのだった。

　人数は五名ほど。三名が男児で二名は女児。いずれも子供用の装束を纏まとっているから、みんな十歳未満の幼子なのだろう。一番小さな女の子などは、せいぜい三歳ぐらいにしか見えない。

「えーと……これは虐ぎやく待たいしてるわけじゃないんだよね？」

「そんな風に見えるの？」

「いやあ、どうなんだろう」

　少なくとも、子供たちの笑え顔がおには悪意のかけらも見当たらなかった。

　ミダのほうはどうかというと、砂すな浜はまに打ち上げられたマッコウクジラさながらで、意識があるのかも判然としない。

　そこに、家屋の陰かげから一人の男衆が近づいてきた。

「家人ミダよ、もう十分に休んだであろう。仕事の続きに取りかかるぞ」

　あまり見覚えのない男衆だった。

　年ねん齢れいは四よ十そ路じの手前ぐらいであろうか。すらりと背が高く、口くち髭ひげをたくわえており、黒こつ褐かつ色しよくの長い髪を首の後ろで束ねている。少しシム人っぽい切れ長の目は濃こい青色で、面おも長ながの顔は鋭するどく引ひき締しまっており、なかなか渋しぶめの男前である。

「水……ミダは、水が飲みたいんだよ……？」

「ならば、自分で汲くんでこい。水みず瓶がめの水はお前が飲み干してしまったのだからな」

　容よう赦しやも遠えん慮りよもない、厳しい声こわ音ねである。

　ミダはのろのろと上体をあげ始め、腹の上に乗っていた子供たちは「きゃー」と楽しげな悲鳴をあげてそこから跳とびおりた。

　そこで俺おれも「うわあっ！」と、ちっとも楽しくなさそうな悲鳴をあげてしまう。いきなり背後から、くにゃりとしたやわらかい物体にのしかかられたのである。

「ごめんなさぁい……わざとじゃないのよぉ……？　何だか、気分が悪くなってきちゃってぇ……」

　危険な感かん触しよくに背中を圧あつ迫ぱくされ、俺は迅じん速そくに異議の申し立てを行おうと試みたが、肩かたごしに見たヴィナ＝ルウの顔は、本当に真っ青になってしまっていた。彼かの女じよはミダが苦手であるのだ。

「……ああ、シーラ、帰ったのか。本家の女衆もご苦労だった」

　壮そう年ねんの男衆が、ミダからこちらに視線を移してくる。

　それでわかった。彼はシーラ＝ルウやシン＝ルウの父親である、分家の先代家長リャダ＝ルウであったのだ。

　よく見れば、右の足を不自由そうに引きずっている。男衆は森に入っている頃合いであるのに、狩人の衣ころもも纏わず、大刀たちも下げていない。足の筋を切ってしまい、狩人としての仕事が果たせなくなり、家長の座を若き長ちよう兄けいシン＝ルウに譲ゆずった、分家の先代家長にしてドンダ＝ルウの末まつ弟てい――それが、このリャダ＝ルウなのだった。

　俺はおんぶお化けのようなヴィナ＝ルウに取とり憑つかれたまま、可能な限りしっかりと頭を下げてみせた。

「リャダ＝ルウ、初めまして――でしたよね？　俺はファの家のアスタという者です」

　この森辺に生白い肌はだをした人間など俺一人しか住まっていないのだから、そのような自己紹しよう介かいは不要であったろう。

　だけど、シン＝ルウの家にはこれまでさんざん世話をかけている。その先代家長たる人物には、最大限の礼れい儀ぎを払っておきたかった。

「確かに、こうして顔を合わせるのは初めてだな。俺はシン＝ルウ家の先代家長、リャダ＝ルウだ。いつも娘シーラが世話になっている」

　向こうも同じように思ったのか、リャダ＝ルウは静かに目礼をしてくれた。やっぱりどこか、シン＝ルウやシーラ＝ルウに雰囲気が似ているように感じられる。

「あの、ミダは何の仕事に従事しているのですか？」

「うむ？　こやつは今、森の端はしから木材を採取する仕事を受け持っている」

　そうして首を曲げたリャダ＝ルウの視線を追うと、シン＝ルウの家の陰に、どっさりと積まれた丸太の山がうかがえた。ふだん採取している薪まきよりもずっと太い、切り口も鮮あざやかな木材の山である。

「狩人の仕事ではなく、木材の採取ですか？」

「そうだ。こやつは力があるくせに、こうしてすぐに動けなくなってしまうのでな。これでは他ほかの狩人の足手まといにもなりかねないということで、しばらくは別の仕事に従事させることになったのだ」

　そんな言葉を交かわしている内に、ようやくミダは俺たちの存在を知覚できたようだった。にこにこ顔の幼子たちに取り囲まれ、地面にへたりこんだまま、妙みように甲かん高だかい声で「あれ……？」と、つぶやく。

「アスタだね……アスタが来てくれたんだね……？」

「はい。ちょっとおひさしぶりですね、ミダ」

　とたんに、ララ＝ルウが「何でそんな喋しやべり方かたなの？」と突っ込んできた。

「こいつ、ルドより年下だよ？　あたしだって、今日からは一歳しか変わらないし」

「いや、だけど――」と言いかけて、俺は思いなおした。俺より三歳も年少であるというのならば、確かに敬語や丁てい寧ねい語ごというのは他人行ぎよう儀ぎであるかもしれない。

「――ミダは身体が大きいから、知り合った当初は年長者と勘かん違ちがいしてたんだよ。それじゃあこれからは普ふ通つうの喋り方に戻もどさせてもらってもいいかな、ミダ？」

「……うん……？」

　ミダは、まったくもって意味を理解していない様子で頬ほほ肉にくを震ふるわせた。

　それから、ぶふぁーと盛せい大だいに息を吐はく。

「ああ……アスタを見ていたら、よけいにお腹なかが空すいてきちゃったんだよ……？　ミダは、美味おいしいものが食べたいんだよ……？」

　まったくもって、相変わらずのようだ。

　九日ほど前にテイ＝スンの亡なき骸がらと対面した際は、それはもうこの世の終わりが訪おとずれたかのような悲ひ嘆たんっぷりで、どれほどアイ＝ファやヤミル＝レイがたしなめても泣きやもうとしなかったミダであるのだが――幸いなことに、そんな陰りはもう残っていなかった。

「晩餐までにはまだ時間があるわ。美味しく食事が食べられるように、仕事を頑がん張ばりなさい？」

　と、優やさしい声音で諭さとすように言ったのは、シーラ＝ルウだった。

　俺はびっくりしてそちらを振り返ってしまい、それでシーラ＝ルウもびっくりしたように目を丸くしてしまう。

「どうしました？　わたしは何かおかしなことを言ってしまったでしょうか？」

「あ、いえ、すみません。俺もあんまりシーラ＝ルウのそういう喋り方は耳にしたことがなかったもので。……何だかすごくお姉さんぽいですね」

「……よくわかりませんが、恥ずかしいです」

　そう言って、シーラ＝ルウは気まずそうにうつむいてしまった。

　俺はララ＝ルウの冷ややかな視線に頭をかき、それからリャダ＝ルウの視線にも気づいて、どっと冷ひや汗あせをかくことになった。

「いや、あの……どうもすみません」

「……何を謝あやまっているのかはわからぬが、我々はそろそろ仕事に戻らせてもらう」

　静かで厳しい表情のまま、リャダ＝ルウはミダを取り巻く幼子たちのほうを見やった。

「お前たちも、仕事がないのならば向こうで遊んでいろ。仕事中はミダに近づいてはいかんぞ？」

「はーい」

「ばいばい、ミダ！」

「また遊ぼうね、ミダ！」

「うん……」と、ミダはまた頬肉を震わせる。

　相変わらず表情は読み取れないが、その子こ豚ぶたのように小さく見える瞳には、とても残念そうな光が浮うかんでいるように感じられた。

　ならば、きっと大丈夫だろう。俺も少し安心して、ミダに別れを告げることができた。

「それじゃあね、ミダ。おたがい仕事を頑張ろう」

「え……アスタはもう帰っちゃうのかな……？」

「いや、今日は本家で晩餐をご馳ち走そうになるんだ。時間があったら、また後で話そうよ」

「うん……わかったんだよ……？」

　そうして、のろのろと起き上がろうとするミダを尻しり目めに、俺たちは進軍を再開させることにした。

　といっても、シーラ＝ルウとララ＝ルウが抱えていた鉄鍋はシン＝ルウ家のものなので、二人はそちらの家に向かっていき、俺は千鳥足のヴィナ＝ルウとのみルウの本家に向かうことになる。

「ミダがルウの集落にやってきて、もう十日以上は経ちますよね。それでもやっぱり、苦手意識は克こく服ふくできませんか」

「わたしには、どうしてみんなが普通にふるまえるのかがわからないわよぉ……ううう、気持ち悪ぅい……」

「でも、ああして毎日しっかり働いていれば、ミダも人並み――は難しいとしても、ダン＝ルティムぐらいの体型にはなれるんじゃないでしょうかね」

「……それまでわたしの心がもつかしらぁ……」

　そんな会話をしている間に、ルウの本家に到とう着ちやくした。

　留守番をしていたサティ・レイ＝ルウに挨あい拶さつをしてから、裏のかまどの間に向かう。そうして壁かべにそって角を曲がろうとしたところで、今度はリミ＝ルウと出くわした。より正確に表現するならば、トトスに乗ったリミ＝ルウとだ。

「あ、アスタだ！　いらっしゃーい！　ようこそルウの家に！」

　ギルルとの共同生活により多少の免めん疫えき力りよくを得た俺は、そのいきなりの登場にも慌あわてふためかずに済んだ。

「やあ、リミ＝ルウ。もう一人でトトスに乗れるようになったのかい？」

「うん！　まだ走らせるのは難しいけどねー」

　とても楽しそうに手た綱づなを操りつつ、リミ＝ルウは俺たちと同じ方向にトトスの頭を巡めぐらせた。

　大きさは同じぐらいだが、我わが家やのギルルよりは羽う毛もうの色がやや濃い目で、胴どう体たいや首のあたりにはさらに濃い色の羽が混じり、少し虎とら縞しま模も様ようになっている。意識して観察してみれば、トトスにもけっこう個体差が存在するようだ。

「ね、ファの家のトトスは何て名前にしたの？　この子は、ルウルウだよ！」

「へえ、ルウルウか。可愛いね」

「うん！　ルウの家のトトスだからルウルウなの！」

　ザザ家やサウティ家でもトトスに名前は与えられたのだろうかと考えながら、「うちのは、ギルルだよ」と答えてみせた。

「ギルルとルウルウかあ。ちょっと似ちゃったね？」などと言いながら、リミ＝ルウはご満まん悦えつの様子である。

「ああ、ヴィナ、ご苦労さま。アスタ、ルウの家にようこそ。今日はわざわざありがとうね」

　かまどの間では、ミーア・レイ母さんとレイナ＝ルウが待ち受けていた。

「ほら、リミ、アスタが来たんだから、あたしらも休きゆう憩けいは終わりだよ。トトスを繋つないできな」

「はーい」と、リミ＝ルウはそのままかまどの間の前を通過していった。

　ヴィナ＝ルウも荷を下ろし、まだちょっとぐったりした様子で退散していく。

「ありがとうございます、アスタ。……あの、ララには気づかれませんでしたか？」

　ミーア・レイ母さんの隣となりから小声で呼びかけてくるレイナ＝ルウに、俺は「うん」と、うなずき返した。

「ていうか、俺が晩ばん餐さんを作るのかもしれないって考えたところで、そのこと自体に驚おどろきはないだろうしね。これといって、話題にも出なかったよ」

「でも、アスタのことだから、きっとララが驚くような料理を準備してくれるんだろうね？」

　とは、ミーア・レイ母さんである。

「いやあ、いろいろ考えたんですけど、馴な染じみのない料理で不興を買うのも怖こわいので、ちょっとした添え物をつけ加えるだけにしました。基本的にはタラパのソースの焼肉料理なので、あまり期待せずお待ちください」

　と、言っているにも拘かかわらず、ミーア・レイ母さんとレイナ＝ルウはとても期待のこもった眼差しでおたがいの顔を見み交かわした。

　本当に、ちょっとしたトッピングを付け加えるだけなので、あまりハードルを上げてほしくないのだが、ともあれ調理の開始である。明日のための仕込み作業もこの場で仕上げなくてはならないので、実のところ、時間はけっこういっぱいいっぱいだ。

「お待たせー！　それじゃあ、リミはアスタのほうを……あ、手伝っちゃいけないんだっけ？」

「うん。これは俺の仕事だからね。だけど今日は、さすがにきついかなあ」

　普通に考えたら、晩餐の前にすべてを仕上げるのは難しい作業量だ。宿場町での仕事が定時までかかった日は、晩餐の後にまで仕事を持もち越こすのが通例なのである。

　しかし、本日はルウの集落に宿しゆく泊はくする予定でもないので、できることなら今の内にすべてを仕上げてしまいたい。

「あの、ミーア・レイ＝ルウ。申し訳ないのですが、今日は人手を貸してもらえますか？　宿場町での仕事と同じだけの代価を支し払はらいますので」

「ふうん？　だったら、ヴィナを呼よび戻そうか？　最近はそんなに薪も不足してないんだろう？」

　そうだった。ファの家に立ち寄らない日は、ヴィナ＝ルウも一時間だけ薪の採取の仕事が発生するのである。

「いや、でも、どうせだったら晩餐が始まるまでずっと手伝ってほしいのですよね。分家で誰か手の空いている人はいませんか？」

「それなら、あたしらの一人が手伝うよ。ポイタンはもう焼いちまったから、こっちは二人でも十分なのさ」

「あ、それじゃあお願いします」と、俺は安堵の息をついた。

「よーし、それじゃあ頑張ろー！　最初は何をしたらいいかなー？」

　リミ＝ルウが笑顔で俺の足もとにまとわりついてくる。

　すると、レイナ＝ルウが「あ、えっと、その……」と、慌て気ぎ味みに声をあげた。

「わ、わたしがアスタを手伝う！　……のは、駄だ目めでしょうか……？」

　リミ＝ルウはきょとんとそちらを振ふり返り、ミーア・レイ母さんはたくましい肩をすくめる。

「あたしはどっちでもかまわないよ。でも、代価と引き換かえの仕事だったら、腕うでの確かなレイナを貸すべきかねえ」

「えー！　リミだってきちんとお仕事できるよ！」

　リミ＝ルウは、ぷうっと頬をふくらませた。

「宿場町のお仕事だって、リミが手伝いたかったのにさ！　家長会議も連れていってくれなかったし、どうしていっつもリミは置いてけぼりなのー!?」

「そりゃあ、あんたがまだ小さな子供だからさ。鉄てつ鍋なべを運べるようになれば、ララじゃなくてリミでもかまわないんだけどねえ」

　そんな言葉に、俺はふっと閃ひらめいた。

「それなら、ファの家でトトス用の荷車を手に入れたら、リミ＝ルウでも可能になるかもしれませんね。そうしたら俺がルウの集落に立ち寄って、みんなを乗せていく予定でしたから」

「ええ？　だけど、わざわざここに寄ってたら遠回りになっちまうだろう？」

「いえ、どのみちファの家で使っている道は吊つり橋ばしがあるので、トトスが通るのは無理なんですよ。それならルウの集落で合流して、みんなで南側の道から宿場町に向かうのが合理的かと思いまして」

　リミ＝ルウは「やったー！」と、飛び上がった。

　その姿を見て、レイナ＝ルウはもじもじとし始める。

「ねえ、ミーア・レイ母さん。ヴィナ姉に宿場町の仕事をまかせていたのは、スン家の人間を用心して、だったんだよね？　だったら、あの……」

「ううん、だけど今度は城の連中とややこしい関係になっちまったからねえ。ちょうどルドたちの護衛も引き払はらっちまったところだし、例の会談ってやつが無事に終わるまではヴィナのままでいるべきだと思うよ」

「……うん、そうだよね」と、レイナ＝ルウは肩を落とす。

「リミ、あんたもだよ？　城の人間は敵じゃないって信用できるまでは、あんたみたいに小さな子を宿場町にやるわけにはいかないからね」

「大丈夫だよ！　きっとドンダ父さんが城の人間なんてやっつけちゃうから！」

　いや、やっつけられても困ってしまうと思うのだが。何にせよ、いま取り組むべきは目前の仕事であった。

「それじゃあ、始めようかね。リミ、あんたはこっちを手伝っておくれ」

　ミーア・レイ母さんの声を合図に、俺たちは仕事を開始した。

「こちらは商売用の仕込みをあるていど片付けてしまおう。まずはハンバーグのパテから始めようかな」

「はい。では、アリアのみじん切りと肉挽ひきですね」

　とたんに、レイナ＝ルウの顔つきが変わった。

　妙に真しん剣けんな面持ちだ。もとより、仕事には真しん摯しな姿勢を崩くずさないのが森辺の民たみであるが、何をそのように意気込んでいるのだろう。

「わたしはどちらを受け持ちましょう？　それとも、二人で一つの作業を仕上げてしまいますか？」

「う、うん。まずは二人でアリアを刻んで、それが終わったらアリアを炒いためる役と肉を挽く役に分かれようか」

「なるほど……炒めたアリアはいったん熱を冷まさないといけないので、その手順が一番効率的なのですね」

　本当にいったい何なのだろうか。

　レイナ＝ルウの豹ひよう変へんっぷりにいくぶん怯ひるみつつ、俺はシム産の調理刀でアリアを刻む。

「……その刀は白銅貨十八枚もするという話でしたよね？」

「うん、そうだよ」

「信じられないような値段ですが、確かに素す晴ばらしい切れ味ですね。アスタが扱あつかっているから、余計そのように感じられるのでしょうが」

　そんな風に、ちらちらと俺の手もとを観察しつつ、レイナ＝ルウは自身も手て際ぎわよくアリアを切り刻んでいった。

「……どうしたの？　こんなのはもう、なれっこの作業だろう？」

「いえ、その慢まん心しんがいけなかったのだと思います。家長会議で気づいたのですが、ヴィナ姉もララも、すごくかまど番の手際がよくなっているのです」

「ふ、ふーん？　だけど宿場町で刀を扱っているのは、俺とシーラ＝ルウだけなんだよ？」

「はい。ですから、作業の進め方だとか、空いた時間を何に使うかとか、そういう部分の話ですね。シーラ＝ルウは、その上でさらに刀や火の扱いが上達している感じでした」

　喋りながらも、レイナ＝ルウの指先は的確にアリアを刻んでいく。

「たぶん、今ではもうわたしなどはシーラ＝ルウの足もとにも及ばないのでしょう。ひと月近くもアスタに指南されていれば、それは当然の話です」

「そ、そんなことはないと思うけどなあ」

「そんなことは、ありますよ。わたしはまだ根が子供なので、それを少し悔くやしく感じたりもしてしまうんです」

　と――レイナ＝ルウは、今まで俺が見たことのない顔つきで笑った。

　自分で言っている通り、ちょっと幼げなところのあるレイナ＝ルウである。とても真ま面じ目めで性しよう根ねは優しいが、直情的な面もちょいちょいのぞかせるし、反面、思いつめることも多い。ひたすら無む邪じや気きなリミ＝ルウや、喜き怒ど哀あい楽らくのはっきりしているララ＝ルウよりも扱いの難しい、女の子らしい女の子――それが俺の、レイナ＝ルウに対する印象だった。

　だけど、そのときに見せたレイナ＝ルウの表情は、何と表現したらいいのだろう。敵てき愾がい心しんや嫉しつ妬と心しんとも似て異なる、強い意志に満ちた笑顔。決戦に挑いどむ戦士のような、それでいて妙に楽しげでもあるような、とにかく毅き然ぜんとした笑顔である。

　シーラ＝ルウを、ライバル視しているのだろうか？　もちろん恋こいの鞘さや当あてなどではなく、かまど番を得意とする女衆として。

「……あ、すいません！　その、別にわたしはシーラ＝ルウに悪い気持ちを抱だいているわけではないのですよ？」

　と、レイナ＝ルウはまた子供っぽい顔に戻って、背後の母親たちのほうを見た。ミーア・レイ母さんたちは何も聞こえていない様子で、おしゃべりをしながらチャッチの皮を剥むいている。

「ただ、今まで以上に、かまど番の仕事に励はげみたいと思っただけなのです。シーラ＝ルウは大事な眷けん族ぞくなのですから、たとえ少しぐらい悔しくても、それでないがしろにするような真似まねは絶対に――！」

「いや、そんなことは考えてなかったよ。向上心を持つのは大切なことなんじゃないのかな」

　そんな風に答えると、レイナ＝ルウはしばらく俺の顔を見つめてから、ようやく安心したようにやわらかく微笑ほほえんだ。

　いささかならず、情じよう緒ちよ不安定ではあるのかもしれない。だけど何だか俺としては、レイナ＝ルウの心境の変化を少しばかり応おう援えんしたいような気持ちをかきたてられてもいた。

　シーラ＝ルウが真剣に調理の研けん鑽さんに励んでいるのは、たぶん、そこに自分の存在価値を見み出いだしたからである。自分の技術が富を得る手段となりえて、家族の生活を助けている。また、家族が自分の料理を食べて幸福そうな顔をしてくれている。だから、もっともっと頑張りたい――彼女は、そんな風に考えているのだと思えるのだ。

　だけど今のレイナ＝ルウからは、そういう森辺の民らしい真まっ直すぐな情感をあまり感じない。レイナ＝ルウが抱いているのは、もっとモヤモヤとしたもの……漠ばく然ぜんとした向上心、はっきりしない目的、正体の知れない焦しよう燥そう感、なのではないだろうか。

　それはもしかしたら、承しよう認にん欲求とかいうやつなのかもしれない。だが、それを不純だと思えるほど、俺も聖人君子ではないつもりだ。俺のいた世界では、そんなものは珍めずらしくもなかった。誰だって、多かれ少なかれ持っていたと思う。当然のことながら、俺の中にだってそういうものははっきり根付いているとも思う。

　つまり、早い話が、俺はレイナ＝ルウの中に自分と似た匂においを感じてしまったのだった。料理の出来に自分の尊厳やら何やらをおっかぶせて、それに一いつ喜き一いち憂ゆうしてしまう、半人前の料理人の匂いを――である。

「……どうしたのですか？　手が止まっていますよ、アスタ？」

　と、今度は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべたレイナ＝ルウに指し摘てきされてしまう。

　その表情もまた、今まであまり見たことのないものだ。

　もしかしたら、レイナ＝ルウは大きく変わる途と上じようであるのかもしれない。だから、いささかならず不安定に見えてしまうのだろうか。

　だけど、その変化の予兆を漂ただよわせる立たち居い振ふる舞まいは、俺にはとても刺し激げき的てきで、とても魅み力りよく的てきに感じられてしまった。

　くどいようだが、色いろ恋こいがどうのという話ではなく、大げさな物言いが許されるならば、それは未来のライバルの登場の予感に心が打うち震えたのかもしれなかった。
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　そして、夜である。

　晩餐の前に、まずは家人からララ＝ルウに花が贈られることになった。

　いつもはリミ＝ルウとともに末席に陣じん取どっているララ＝ルウは、家長と最長老の間に座すわらされて、むっつりと黙だまり込んでいる。

「……貴様が十三歳とはな。背せ丈たけはぼちぼち人並みだが、中身は餓が鬼きのままじゃねえか」

　ララ＝ルウに負けぬ仏ぶつ頂ちよう面づらでドンダ＝ルウがそんな憎にくまれ口ぐちを叩たたくと、本日の主役は「うっさいな、もう！」と眉まゆを吊り上げた。

「あたしはもうお腹がぺこぺこなんだけど？　さっさと済ませてくれないかなあ？」

「そういうところが餓鬼だってんだよ」

　ドンダ＝ルウもいっそう顔をしかめつつ、立ち上がろうともしないまま長い腕をのばして、娘むすめの髪かみに青い大きな花をさす。

「……三姉ララが健すこやかに一年を過ごせたことを祝い、新たな一年をまた健やかに過ごせるよう願う」

　ララ＝ルウは鼻のあたりにしわを寄せながら、「はいはいありがとうございましたー」と言い捨てた。心温まる父娘のやりとりである。

　それからララ＝ルウは、逆側のジバ婆ばあさんに向かって座りなおした。齢よわい八十五を数える最長老のジバ婆さんは、枯かれ木きのような指先で曾そう孫そんの髪に赤い小さな花をさす。

「おめでとうねえ……これからも元気なララでいておくれ……？」

「うん。ありがとう、ジバ婆」

　一転して、ララ＝ルウは素す直なおな笑顔になっていた。その嬉うれしそうな声の響ひびきに、背を向けられた父親は「ちっ」と小さく舌を鳴らす。

　すると今度は、赤い花と青い花を手にしたジザ＝ルウがララ＝ルウのもとに歩み寄り、膝ひざをついた。

「三姉ララの十三度目の生誕の日を祝福する。これからもルウの名に恥はじぬ立派な女衆として生きてほしい。……こちらの花は、ダルムから届けられたものだ」

　ララ＝ルウは、かしこまった顔で「ありがとう」と答える。次じ兄けいのダルム＝ルウはスンの集落で分家の人々に狩かりの仕事の手ほどきをしているため、不在なのである。

　その後も、残りの家族が順々にララ＝ルウのもとへとおもむいた。

「おめでとさん。……お前はもっと肉をつけねーと、男衆に相手されねーと思うぞ？」

「うっさいよ、馬ば鹿か！」

「おめでとうね。あんたも気立てはいいんだから、口の悪さだけ何とかしないとね」

「……うっさいってばー」

「おめでとう。あんたはそのまま真っ直ぐに生きればいいと思うよ」

「うん、ありがとう、ティト・ミン婆」

「とても綺き麗れいね。わたしも今のあなたが好きよ、ララ。十三歳、おめでとう」「あぶー」

「ありがとう。コタもありがとねー」

「おめでとう……ララがもう十三歳なんて信じられないわぁ……」

「わ、おっきな花！　ありがとう！」

「おめでとう。また健やかな一年を過ごせますように」

「うん、ありがとう」

「おめでとー！　ミゾラの花だよ！」

「ありがとね。……ああもう花の匂いで料理の匂いがわかんなくなっちゃうよー」

　そんな不平を述べながら、ララ＝ルウはとても照れくさそうな顔をしていた。髪も胸あても花だらけで、思わずこちらが微笑みたくなるぐらい幸福そうな有り様だ。

「おめでとう、ララ＝ルウ。俺たちは家人じゃないけど、お祝いの花を受け取ってもらえるかな？」

　最後に、俺とアイ＝ファがララ＝ルウの前に並んだ。

「うん」と、うなずくララ＝ルウの腰こしに、アイ＝ファが青い花を、俺は何とか耳の上に空きスペースを見つけて赤い花を献けん上じようする。

　やはり、真っ赤な髪と海のように青い瞳ひとみが印象的なララ＝ルウであるためか、みんな見事なまでに赤か青の花をチョイスしていた。

（十三歳さいか――まあ、年齢相応ってことになるのかな？）

　と、俺は心中でこっそり考える。

　背丈はそこそこであるが、身体つきは細っこい、顔立ちは整っているが、表情は子供っぽい。そのアンバランスさこそが、十三歳という年齢には相応ふさわしいのかもしれなかった。

　口が悪く、中性的な容姿だが、きっと四年後には次じ姉しに負けないぐらいの、七年後には長ちよう姉しに負けないぐらいの魅力的な女性に成長するに違ちがいない。などと、いささかならず失礼な感想を抱いてしまうぐらいには、可愛かわいらしい女の子だと思う。

「それじゃあ、晩餐を始めようかね。今日はアスタも準備を手伝ってくれたんだよ？」

　スープを取り分けるためにミーア・レイ母さんが立ち上がり、ララ＝ルウは「あー、やっぱりねー」と肩をすくめる。

「なんかレイナ姉とこそこそやってるなーって思ってたんだ。嬉しいのは嬉しいけどさー、あんまりおかしなものは食べさせないでね？」

「うん、お気きに召めすといいんだけど、どうかなあ」

　俺も保温用のかまどに近づき、鉄鍋の蓋ふたを取り去った。

　とたんにタラパの匂いが部屋中に広がる。

「何だ、タラパかよ。それじゃあいつもと変わんねーじゃん」

　文句を言ったのは、末弟のルド＝ルウである。

　ルウ家では、宿場町の商売であまったタラパのソースがヴィナ＝ルウらによって持ち帰られ、毎日の食しよく卓たくをささやかに彩いろどっているはずなのだ。

「ごめんごめん。今日の料理にはタラパのソースが一番合いそうだったからさ。でも、きちんと特別仕立てだよ？」

　さすがに屋台の残りをそのまま使う気にはなれなかったので、入念に味見をして、ジャガル産のタウ油やシム産のチットの実などを隠かくし味あじとして投入しているのだ。……ちなみにチットの実というのは赤唐とう辛がら子しのように激げき烈れつな香こう辛しん料りようなので、本当に隠し味ていどにしか入れていない。

　その特別仕立てのタラパソースの中に沈しずんでいるのは、キツネ色に焼きあげたロース肉のソテーだ。そいつを一つずつ木皿に取り分けてから、俺は秘密兵器をアイ＝ファから受け取った。

　この秘密兵器の存在を知るのは、すでにファの家の食卓で味わっているアイ＝ファと、かつて《玄翁亭》におもむいた際に同行したヴィナ＝ルウのみである。これはシム産の食材としても希少価値と値段が高すぎて、《玄翁亭》の料理でも使用することのできなかった、とっておきの逸いつ品ぴんなのだった。

「何だそれ？」と、ルド＝ルウが目を丸くする。他の女衆も、興味津しん々しんの様子だ。

　半月型の、白い物体。直径は十五センチほど、厚みは五センチほど。もとは円形であったのだが、ファの家の晩餐でけっこう使用してしまったので、この形だ。表面は真っ白で、切り口は淡あわい黄色である。

　元の円形の状態で、お値段は赤銅貨二十枚。商売用ではなく《玄翁亭》の主人が自らの嗜し好こう品ひんとして行商人から買い付けていたものを譲ゆずっていただいた食材だ。

「ポイタン？　じゃねーよなあ？　それ、食い物なのか？」

「食い物だよ。東の王国シムの領土に生息するギャマって動物の乳から作った、乾かん酪らく――俺の故郷ではチーズと呼ばれていた食材だね」

　そのギャマ乳のチーズを、俺は三さん徳とく包丁で七、八ミリの厚さに切り分けていった。

　タラパソースにからめられたソテーの上にそれを一枚ずつ投じていくと、たちまちチーズがとろりととろけて、えもいわれぬ芳ほう香こうを放ち始める。

「うわ、何だか――不思議な匂いだな？」

「そうだろう？　宿場町では全然見かけない食材だけど、こいつは栄養が満点で、たいそう力がつくらしい。ちょっと最初は食べにくいかもしれないけど、好きな人は相当好きになると思うよ」

　たとえば、うちの家長のようにだ。アイ＝ファの中では、甘あまい果実酒のソースをかけたハンバーグにこれを載のせるのが最上級のご馳走と認にん定ていされてしまったのである。さきほどタラパソースが一番合うと言ったのは、甘いソースをあまり好まないルウの家長を慮おもんぱかってのことであった。

「それでは、祝いの晩餐を始める」

　ドンダ＝ルウが重々しい声音で言い、さらに食前の文言を唱え始めた。それを復唱し終えたら、いよいよ晩餐の開始である。

　真っ先に声をあげたのは、光栄なことに、本日の主役だった。

「わー、何これ！　すごく美味おいしい！」

「うん、美味しいね！」と、リミ＝ルウも続いて歓かん声せいをあげる。

　ほっと安あん堵どの息をつきながら、俺も自分の分のソテーにかじりついた。

　ギャマ乳の乾酪は、濃のう厚こうなカマンベールチーズのような味わいである。コクはあるのに、クセは少ない。白っぽい色合いも、とろりとした食感も、やっぱり一番近いのはカマンベールだと思われる。

　トマトとチーズの相あい性しようなどは、もはや説明も不要であろう。トマトとよく似たタラパの酸味と、ギャマチーズのクリーミーな味わいがからみあい、ロース肉のしっかりとした味をさらに際きわ立だたせてくれる。

　やっぱり俺もベストなのはハンバーグかなとも思ったが、ロースのソテーもそれに負けていない。美味うまいなあ、と思わず頬がゆるんでしまう。

「なあ、このちーずってのも確かに美味いけどさ……」

　と、ルド＝ルウが少し控ひかえめな声をあげた。

　あれ、お気に召さなかったかな、と俺はそちらを振り返かえる。

「このタラパのそーすも何なんだ？　いつもと味が違うだろ？」

「うん、そっちも多少は手を加えてるよ。タウ油とかチットの実とか、あと、アリアのみじん切りとか果実酒の割合も微び調ちよう整せいしたしね。……いつも通りのほうが良かったかな？」

「そんなわけねーじゃん。無む茶ちや苦く茶ちやに美味いよ。ていうか、美味すぎてびっくりした」

　ルド＝ルウは焼きポイタンをちぎってソースにひたし、それも口に放ほうり入れる。

「うん、美味い。……よく考えたらさ、アスタの料理を食べるのはすっげーひさしぶりなんだよな、俺」

「そうかい？　でも、護衛役を引き受けてくれたときは軽食をふるまったし、《ギバの角かく煮に》を研究してたときも味見を頼たのんだよね？」

「そういうんじゃなくってさ。アスタがきちんと晩餐のために本ほん腰ごしを入れて作ったものを食べるのはひさびさじゃん？　だからその――」

　そこでルド＝ルウは口ごもり、家族たちのほうに視線を巡めぐらせた。

　それに応じたのは、ティト・ミン婆さんだ。

「そんな風に気を使うなんてあんたらしくないね、ルド。美味しいものは美味しいでいいじゃないか？」

「いや、だけどさあ……」

「アスタ、あたしもびっくりしたよ。あんたはずいぶんとまた料理の腕を上げたみたいだねえ」

「え？　そうですか？」

「ああ、そうさ。アスタに手ほどきを受けたおかげで、あたしたちも色んな料理を作れるようになった。レイナやミーア・レイなんかは本当に大した腕うで前まえで、これならアスタの作る料理とそんなに変わらないんじゃないかと思えたぐらいだったんだけど……」

「よしておくれよ。あたしらがアスタにかなうわけないじゃないか」

　と、ミーア・レイ母さんが楽しそうに笑う。

「だけど、あたしもびっくりしたよ。アスタの料理は本当に美味しいねえ。おんなじように作っているのに、どうしてこうも味が違うんだろう？」

「それはもう、何から何まで違うからだよ。火の加減や刀の扱いはもちろん、どの材料をどれぐらい使うかとか、味を確かめた後にどうやって手を加えるかとか、それ以外の言葉では説明できないぐらい小さな部分でも、アスタは全然違っているんだから」

　そう言ったのは、レイナ＝ルウだった。

　本日はララ＝ルウが上座にいるため、普ふ段だんより少しだけ俺たちに距きよ離りが近い。その瞳に、これ以上ないぐらいの賞賛の光をたたえつつ、レイナ＝ルウは静かに俺を見つめていた。

「わたしも本当にびっくりしました。毎日仕事のために何百名分もの料理を作っているアスタなのですから、上達するのは当然なのでしょうが。本当に――本当に驚きました」

「いや、何百名分ってのは大げさだけど……」

　それでも確かに、一日の大半を調理に費ついやしている、というのは事実だ。また、日々是これ精しよう進じんを信条に頑張ってきたつもりではあったが、ここまで真正面からそれをほめられてしまうと、面おもはゆいことこの上なかった。

「だけどね、あたしはともかく、レイナもものすごく成長してるんだよ？　よかったらそのすーぷを飲んでみておくれよ、アスタ」

　ミーア・レイ母さんにうながされて、俺はスープの木皿を取った。

　タウ油を入れて、ほんの少しだけ茶色がかったギバ肉のスープだ。

　作っていたのはミーア・レイ母さんとリミ＝ルウだが、最後に味見をしてタウ油と塩の調整をしていたのは、レイナ＝ルウだった。

　それを一口、飲んだ瞬しゆん間かん――「うわ、美味い！」と、俺は大きな声をあげてしまった。

　レイナ＝ルウは、嬉しそうににこりと微笑む。

「その味付けはレイナが考えたんだよ。レイナだって何も難しいことはしてないのに、どうしてこうも味が変わっちまうんだろうねえ」

　何も難しいことはしていない――確かに、その通りなのだろう。

　ギバの肉で出汁だしを取り、塩とタウ油とピコの葉で味をつけてある。タウ油という調味料が増えただけで、そこまで調理の手順は変わっていないのだろうと思う。

　入っている野菜は、アリアとチャッチと、そしてギーゴだ。タマネギとジャガイモとヤマイモの類るい似じ品ひんである。

　輪切りのギーゴを入れるのは秀しゆう逸いつだ。というか、実は俺もタウ油を購こう入にゆうしてからは、けっこう頻ひん繁ぱんに使用している。醤しよう油ゆとよく似たタウ油には、ギーゴがとてもマッチするのだ。

　それにしたって、こいつは本当に美味かった。難しい手順が存在しないゆえに、味を決めるのは調味料および食材の分量、そして火加減ぐらいのものである。だから、それらが絶ぜつ妙みようである、ということなのだろう。

　その中で決め手になっているのは、たぶんタウ油だ。というか、タウ油を入れないスープだったら、十日ほど前にもご相しよう伴ばんにあずかったことがある。そのときには、これほどの衝しよう撃げきは味わわされなかった。タウ油の追加により、格段に料理としての味が向上し――そして、調味料が増えたことにより、その配合の割合がこれまで以上に重要になってきた、ということなのだろう。

　だけど、それだけでは説明のつかないことがある。

　このスープは、俺おれが自分で作るものよりも美味い、と思えてしまったのだ。

　味に深みがある。さっぱりとしたタウ油の甘あま味みの向こう側に、ほんのりと香こうばしい風味が感じられる。一番に異なっていたのはその風味であった。

「もしかしたら――生の肉の他に、焼いた肉も出汁を取るために入れているのかな？」

　レイナ＝ルウは、びっくりしたように目を見開いた。

「それだけじゃないよね。この焦こがし醤油みたいな風味は……挽ひいた肉をタウ油で炒めて、それを入れてるとか――？」

「すごい！　どうして分かるのですか？」

「当たったかい？　いや、ほとんどヤマカンみたいなもんだよ。……君はすごいね、レイナ＝ルウ」

「すごいのはアスタです。やっぱりアスタには全然かないません！」

　そう言いながら、レイナ＝ルウは幸福そうに瞳を輝かがやかせていた。

　いっぽう俺は、いったいどんな顔をしていただろう？　俺はたぶん、この世界に来て初めて他者の料理に「美味い！」と心から思うことができたのだ。

　それも、南や東の未知なる食材が相手ではなく、自分とまったく同じ食材を使った料理に対してである。有あり体ていに言って、俺はものすごく感動してしまっていた。

「おい、小こ僧ぞう」と、そこでドンダ＝ルウがひさかたぶりに声をあげた。

　まだちょっと半分がたは呆ほうけながら、俺はそちらを振り返る。

「二日後に、ギバの収しゆう穫かくを祝うちょっとした宴うたげがある。そのかまど番の手伝いを貴様に頼たのむことは、可能か？」

「――え？」

　ドンダ＝ルウはまた誰だれよりも早く晩餐を喰くらい尽つくして、土ど瓶びんの果実酒をあおっていた。

　その不ふ機き嫌げんそうな横顔を、ララ＝ルウがまじまじと見つめている。

　いや、ララ＝ルウだけではない。たぶん、その場にいるほぼ全員が、驚きに目を見開いて、勇ゆう猛もうなる家長の姿を凝ぎよう視ししていた。

「お、俺が宴の準備などを手伝ってしまってもいいんですか？」

「……頼んでいるのは、こっちだろうが？」

　いつでも獰どう猛もうそうに光っているドンダ＝ルウの青い瞳が、真っ直ぐに俺の顔をにらみ返してくる。

「その日はルウの眷けん族ぞくの男衆が集まり、力比べの儀ぎ式しきがとり行われる。それで勝利を収めた男衆に捧ささげられるギバの肉を、貴様に焼いてもらいたい。……どうなんだ？」

「――俺なんかでよいのならば、承うけたまわります」

　まだあまり頭の整理もできていない状態で俺がそう応じると、ドンダ＝ルウは「そうか」と低くつぶやいた。




　　　　　◇




「今日は本当にありがとうね！　アスタの料理、すっごく美味おいしかったよ！」

　和なごやかな雰ふん囲い気きのままに晩餐を終え、少しばかり語らった後、俺たちはルウ家を辞去することになった。

　家の外まで出てきてくれたのは、ララ＝ルウだ。赤と青の花に彩いろどられたララ＝ルウは、本当に幸せそうな顔で微笑んでくれている。

「あのちーずっていう不思議な食べ物、あたし大好きになっちゃったんだけど！　もしもドンダ父さんが許してくれたら、ルウの家の分まで頼んでくれる？」

「うん。なかなか手に入りづらい食材なんだけど、とりあえず《玄翁亭》のご主人に聞いてみるよ」

「ありがとう！　アスタのおかげで、忘れられない祝いの日になっちゃったなあ」

　本当に嬉しいときは、リミ＝ルウにも負けないぐらいそれをはっきり表明してくれるララ＝ルウである。こんな笑え顔がおを見ることができただけで、俺は今日一日の苦労や疲つかれなどすべて吹ふっ飛とぶような気持ちであった。

「それにしても、ドンダ父さんが自分からアスタにかまど番を頼むなんてね！　あたしはびっくりして肉を咽喉のどに詰つまらせそうになっちゃったよ！」

「うん、俺も驚いたよ。驚いたし、嬉しかった。……勝手に了りよう承しようしちゃってごめんな、アイ＝ファ？」

「大事ない。森辺の族長たるドンダ＝ルウに料理の腕前を認められたのだから、それは喜ぶべきことであろう」

　ギルルの手綱を握にぎったアイ＝ファは、そっけなくそう言った。

　心なしその顔は不機嫌そうに見えるのだが、俺がそれを言げん及きゆうするより早く、ララ＝ルウが「そうだよねー！」と、また明るい声をあげた。

「しかも、力比べの儀式なんてさ！　そんなのドンダ父さんかダン＝ルティムあたりが勝つに決まってるんだから！　それって、自分が美味しいものを食べたいからアスタにかまど番を頼んだってことじゃない？　すごいよねー！」

「力比べの儀式かあ。だけどそれなら、ミダあたりもいい線いくんじゃない？」

「無理無理！　いくらミダでもドンダ父さんやダン＝ルティムにはかないっこないよ。ダン＝ルティムなんて、自分より身体の大きいマァム家の長ちよう兄けいを頭の上に持ち上げたこともあるんだから！」

「あ、力比べっていうのは、相手と取っ組み合ったりする競技なのかな？」

　だったら確かに、ドンダ＝ルウやダン＝ルティムがミダに遅おくれを取ることはないかもしれない。

　まあ何にせよ、俺としては腕によりをかけた料理をその勝利者に捧ささげさせていただくだけだ。

「それじゃあ、そろそろ帰ろうかな。明日の商売もよろしくね、ララ＝ルウ」

　そうして俺たちは辞去しようとした。

　が、にこにこと笑っていたララ＝ルウが、俺たちの背後を透すかし見るようにして「あれ？」と首を傾かしげる。

「シン＝ルウとミダだ。こんな夜よ更ふけにどうしたんだろ」

　振り返ると、確かにその両名が広場の向こうから近づいてきていた。

　燭しよく台だいをかざしているのはミダのほうであり、下側から顔を照らされてホラー映画のような有り様になってしまっている。

「やあ、ミダ。これからそっちに寄らせてもらおうと思っていたんだけど、わざわざ来てくれたんだね」

「うん……アイ＝ファも来てたんだね……？」

「うむ。息災そうで何よりだな、ルウ家のミダよ」

　しかつめらしく応じてから、アイ＝ファはちょっと目を細めた。

「しかし、少しばかり肉が落ちたか？　それでも十分に並外れた巨きよ体たいだが」

「えー、どこが!?　相変わらずのぶよぶよじゃん！」

　きわめて失礼なことを言いながら、ララ＝ルウは愉ゆ快かいげに笑い声をあげた。この世界においても、お年とし頃ごろの娘さんというのは残ざん酷こくな生き物であるようだ。

「アスタ……アイ＝ファ……ごめんね……？」

「え？」

「何がだ？　お前に謝あやまられる心当たりはないが」

「ううん……ミダのせいで、二人はルウの家で眠ねむれなくなっちゃったんでしょ……？　だから、ごめんね……？」

　頬ほほ肉にくが震ふるえるばかりで、表情は動かせないミダである。

「ミダの家ができたら、あの家は返すから……それまでは、ごめんね……？」

「ミダの家？」と俺が反問すると、いつも冷静な切れ長の目の少年が、「ミダは今、父リャダの手ほどきで自分の家を建てているのだ」と応じてくれた。

「自分の家！　それじゃあ昼間に集めていたあの材木はそのためのものだったのかい？」

「うん……ミーア・レイ＝ルウに、自分の家をつくるように言われたんだよ……とってもとっても疲つかれるけど、ミダは頑張ってるんだよ……？」

　俺たちがいつも借りていた空き家が、現在はミダの寝ね場ば所しよになってしまっている。それゆえに、俺たちはルウの集落におもむいても宿泊せずに帰宅するようになったわけだが、そのために、ミーア・レイ母さんが気を回してしまったのだろうか。そうだとしたら、こちらのほうが申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまう。

　その心情を述べようとすると、ララ＝ルウに「アスタたちは気にすることないよー」と機先を制されてしまった。

「どっちみち、この先も新しい家は必要になるんだから。家人としてその技術を学ぶのは悪いことじゃないってミーア・レイ母さんが言ってたもん」

「ああ、嫁よめや婿むこを取ったら、原則として長兄以外は家を出るんだっけ。それでルウ家は、本家だけでも七人兄弟なんだもんねえ」

「そうそう。あたしとリミ以外はもう十五を越こえてるんだから、いい加減に出ていってもらわないと」

「ララ＝ルウもあと二年でお嫁に行けるんだね」と、しみじみつぶやいたら、おもいきり背中をひっぱたかれた。

　ミダは今ひとつ俺たちのやりとりは理解できていない様子で、アイ＝ファのほうに視線を転じる。

「……ミダの家ができたら、アイ＝ファとアスタはもっとルウの家に来てくれるのかな……？」

「そのようなことは、お前が気に病やむ話ではない。二日後にはまたこの集落を訪おとずれることにもなってしまったしな。……しかし、その仕事はきっとお前に力を与あたえるだろう。これまで通りに、励むといい」

「……アイ＝ファはときどき何を言ってるかわからないときがあるんだよ……？」

「……今後も頑張れ、と言っている」

「うん……頑張るよ……？」と、ミダはまた頬肉を震わせた。

　あともう少しばかり肉が落ちれば、俺も今よりはミダの感情を読み取ることができるようになるかもしれない。そうしたら、俺は今よりももっとこの不思議な存在を身近に感じられるような気がした。

「ところで、シン＝ルウは何をしに来たの？　アスタたちに何か用でもあった？」

　ララ＝ルウの問いかけに、シン＝ルウは少しだけ困ったような顔をした。

　その表情の変化に、ララ＝ルウのほうは眉を吊り上げる。

「何、その顔は？　まさか今さら『贄にえ狩がり』のやり方を教えてくれ、とか言い出すわけじゃないよね？　シーラ＝ルウが銅貨を稼かせげるようになったんだから、そんなのはもう必要ないはずでしょ？」

「それはもうひと月以上も前の話じゃないか。いい加減に勘かん弁べんしてくれ」

「ふん！」と、ララ＝ルウはそっぽを向いてしまう。

　そのむくれた横顔をしばし見つめてから、シン＝ルウは右手を差し出してきた。

　その指先に握にぎられていたのは、人間の手の平ぐらいの大きさをした、実に見事な黄色い花である。それを横目で確かく認にんしたララ＝ルウは、たちまち「うわあ！」と歓声をあげた。

「すごい！　綺麗な花！　……これって、ミゾラ？」

「ああ。黄色いミゾラを見つけたのは初めてだったから、俺も驚おどろいた。今日の狩りの最中に見つけたんだ」

「すごいすごい！　へー、黄色いミゾラなんてあるんだね！　あたしも初めて見た！」

　ララ＝ルウははしゃぎながら、その黄色い花に顔を寄せて、「いい香かおり！」と、また歓声をあげる。

「生誕の祝いを贈おくるのは、同じ家に住む家人だけだ。……だけど、これを受け取ってもらえるだろうか？」

「え？　あたしにくれるの？」と、ララ＝ルウが不思議そうに面おもてをあげる。

　シン＝ルウは、いつも通りの表情で小さくうなずいた。

「ララ＝ルウは、黄色い花が好きだっただろう？　その生誕の日にこれを見つけてしまったから、ララ＝ルウに贈りたいと思ってしまったんだ。……迷めい惑わくだろうか？」

　その沈ちん着ちやくな顔が少し赤くなっているように見えるのは、ミダの掲かかげた燭台の火の加減なのだろうか。

　それは判然としなかったが、少なくとも、ララ＝ルウのほうははっきりと顔を真っ赤にしてしまっていた。

「……黄色い花が好きだなんて、シン＝ルウに言ったことあったっけ？」

「言った。俺たちがリミ＝ルウよりも小さな頃ころだったと思うが」

「そっか」と小さな声で言い、ララ＝ルウは頭にささっていた花を一輪、胸むなもとに移動させた。そして、空いたスペースが正面になるように横を向く。

　シン＝ルウは、その手の黄色い花を、そっとララ＝ルウのこめかみにさした。火のように赤いララ＝ルウの髪に、その原色の花はびっくりするぐらい鮮せん烈れつな彩りを与えたようだった。

「……ララ＝ルウが幸福な一年を送れるように、心から願う」

「ありがと」と、つぶやいてから、ララ＝ルウはシン＝ルウの顔を上うわ目め遣づかいで見つめた。

　潮時かな、と俺は家長の腕うでを肘ひじでつつくことにする。

「それじゃあ今度こそ俺たちは帰ることにするよ。ララ＝ルウ、明日もよろしくね。シン＝ルウもミダも、お元気で」

「あ、う、うん！　気をつけて帰ってね！　今日はどうもありがとう！」

　ララ＝ルウたちに見送られながら、ギルルをともなって広場を横断する。

　本日は、月の光もたいそう明るかった。

「いやあ、何だか素晴らしい一日だったなあ。最近はゴタゴタが起きるたびにルウの集落を訪れていた感じだったから、ひさびさに和やかな気持ちで過ごせた気がするよ」

　俺は心からそう言ったのだが、アイ＝ファには「そうか？」と返されてしまった。

　あれれ？　と思って振ふり返ると、その唇くちびるがとってもとがってしまっている。

「ど、どうしたんだ？　さっきから不機嫌そうなお顔だなあとは思っていたんだけど、何か気に食わないことでもあったのか？」

「大いにあった。……ルウの次姉が考案したというあのすーぷは、いったい何なのだ？」

「え？　あれは、タウ油を使った普ふ通つうのスープだろ？　隠し味のせいで無茶苦茶に美味かったけど」

「……何をへらへらと笑っている？　あのようなものを食べさせられて、お前は何も感じぬのか、アスタ？」

「いや、別に笑っちゃいないけど……何をそんなに怒おこってるんだよ？」

　広場の出口を出たあたりで足を止め、アイ＝ファは正面から俺をにらみつけてきた。

「アスタ！　明日はあれよりも美味いすーぷを作れ！」

「ええ？　何だよ、いきなり？　そりゃあもちろん努力はするけど、味というものに唯ゆい一いつ絶対の答えはないわけでありまして……」
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「御ご託たくはいい！　その約定を交かわせぬなら、ギルルには乗せずに引きずって帰る！」

「わかりました！　粉ふん骨こつ砕さい身しんの気持ちで取り組みます！」

「……その言葉を忘れるなよ」

　何だかよくわからないが、つまりアイ＝ファもレイナ＝ルウの腕前に仰ぎよう天てんさせられた、ということなのだろう。

　それでここまでムキになってくれるのは嬉しいし、俺としてもレイナ＝ルウの成長をただ漫まん然ぜんと祝福するつもりはなかった。レイナ＝ルウは未来のライバルなどではなく、現時点でもすでにその座にのぼってきていたのだ。これで燃えないわけがないではないか。

　俺の表情から何を感じ取ってくれたのか、アイ＝ファはとがらせていた唇を定位置に戻もどし、重々しく首をうなずかせた。

「わかればよいのだ。それでは、帰るか」

「ああ」

　いよいよ、トトスのタンデムだ。

　だけど、昨晩のちょっとした稽けい古こにおいて、俺もトトスに乗る爽そう快かいさを知ることができた。それに、アイ＝ファが毛皮のマントを着ている限りは、身体を密着させることに関しても問題はなかったし――

　などと考えていたら、アイ＝ファはおもむろにマントの留め具を外し始めた。

「あ、あれ？　家長殿どの？」

「何だ？」と応じつつ、アイ＝ファは脱ぬいだマントをギルルの背にふぁさりとかぶせた。

　そして、いつものように地を蹴けって、ギルルの背に颯さつ爽そうとまたがる。

「さあ、お前も乗るがいい」

「の、乗るよ。だけど、どうしてわざわざマントを脱いだんだ？　そんなことをしなくても、ギルルの乗り心地ごこちは悪くないだろう？」

「うむ？　これは狩人の衣ころもが風を受けると鬱うつ陶とうしいので外しただけだ。一人で乗るのなら問題はないが、後ろの人間に胴どう体たいを押おさえられると、肩かたのあたりに風がたまってしまうのだ」

「そうか。だけど全速力で走らせるわけでもないんだし、大きな問題はないんじゃないかなあ？」

「大きな問題でなくとも、鬱陶しいものは鬱陶しいのだ。いいから、早く乗れ」

　アイ＝ファの瞳にじわじわと不機嫌そうな光がたちのぼってくる。

　しかたなしに、俺はその手を取って、ギルルの背によじのぼった。

　で、アイ＝ファの引ひき締しまった腰に両りよう腕うでを回し――「やっぱり無理だ！」と、わめき声をあげる。

　が、問答無用で、アイ＝ファはギルルの脇わき腹ばらを蹴ってしまった。

　たちまちギルルは軽快に走り出し、俺は慌あわててアイ＝ファの身体にしがみつく。胸あてと腰あてしかつけていない素す肌はだの胴体である。それに、ギバを狩る罠わなにギバ寄せの実を使っているのだろう。複雑に結ゆいあげられた金きん褐かつ色しよくの髪からは、甘い匂いが感じ取れる。

「今日は月が明るいな。もう少し速く走らせてみるか」

　勘弁してくれー！　という心中の叫さけびもむなしく、ギルルは元気いっぱいに疾しつ走そうし始める。そこから振り落おとされないために、俺は全力でアイ＝ファの身体を抱だきすくめるしかなかった。

　ララ＝ルウが十三歳になり、俺はこの世界で初めての好敵手に巡りあうことになった。青の月の二十五日は、そんな感じで終わりを迎むかえたのだった。
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　話は、少しさかのぼる。

　俺たちが《玄翁亭》を初めて訪おとずれたのは、青の月の十八日のことだった。

　スン家の騒さわぎが終しゆう焉えんを迎えた日の、翌々日である。まだまだ世情は不安定であり、商売の手を広げるには時じ期き尚しよう早そうかとも思えたが、宿屋に料理を卸おろす仕事ならばあまり西の民たみを刺し激げきする心配もないし、シュミラルたちのジェノス滞たい在ざいも残り半月を切ってしまっていたので、敢かん行こうに踏ふみ切きったのだ。

「ようこそ、森辺の民のアスタ。あなたをこの店に招くことがかなって、わたしは光栄に思っています」

　わざわざ店の外に出て俺たちを出で迎むかえてくれたのは、主人のネイルという人物だった。

　店の名前からして黒くろ髭ひげの老人などをイメージしていたのだが、まだ三十になるならずの若いご主人だ。髪は褐かつ色しよく、瞳は鳶とび色いろ、肌はだは象ぞう牙げ色いろ。顔立ちはのっぺりとしており、背格好は中肉中背で、典型的な西の民といった風ふ情ぜいである。唯一、特とく徴ちよう的てきであると思えたのは、東の民ばりに無表情で無口そうだな、と思えたことぐらいであった。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします。……すみません、こんな慌あわただしい時間に押しかけてしまって」

　現在は、中天を少し越こえたぐらいの刻限であった。《南の大たい樹じゆ亭てい》での仕事の後では時間が読めなかったため、俺たちは交代役のリィ＝スドラが到とう着ちやくすると同時にこの《玄翁亭》にやってきたのである。

　しかし、寡か黙もくな主人はゆるゆると首を振り、「べつだん慌ただしくはありません」と述べてきた。

「では、こちらにどうぞ。厨ちゆう房ぼうまでご案内いたします」

《玄翁亭》は、少し特とく殊しゆな場所にあった。賑にぎやかな石の街かい道どうぞいではなく、そこから脇わき道みちに入った民家の立ち並ぶ一画に、実にひっそりと店をかまえていたのだ。建物も、二階建てだが規模は小さく、看板がなければ宿屋にすら見えなかったかもしれない。

「それじゃあ、行ってきます。どうもありがとうございました、シュミラル」

　ここまで案内してくれたシュミラルに、俺は頭を下げてみせた。

　が、白銀の髪を有する東の王国の若者は、少しばかり悲しげに目を細めてしまう。

「アスタ。私、邪じや魔まですか？」

「え？　いえ、そんなことはありませんが、シュミラルもお忙いそがしい身でしょう？」

「……私、見届けたいです」

　身長なんかは俺よりも頭半分ぐらいは高いし、この若さで商団の団長をつとめるようなシュミラルなのであるが、時として、妙みように幼く見えるときがある。それがまさに、今だった。

「いや、シュミラルが同どう伴はんしてくれたら、俺も心強いですけれども……」

　そう応じると、シュミラルは少し違う感じで目を細めて、こくりとうなずいた。

「見届けます」

　この目の細め方は嬉しいときの細め方だ、と俺は勝手に脳内変へん換かんしてしまっているが、本当のところはどうなのだろう。

　何はともあれ、俺たちはぞろぞろと連れ立って《玄翁亭》に足を踏み入いれることになった。メンバーは四名。俺とシュミラルとヴィナ＝ルウと、それに護衛役のシン＝ルウという顔ぶれである。

　スン家の騒ぎは一段落したが、城の人間に対してはいっそう複雑な心情を抱くことになってしまったし、二日前には暴動のような騒ぎにもなりかけたので、シン＝ルウとルド＝ルウだけは引き続き護衛の任務を継けい続ぞくする段となったのだ。

　狩人かりうどの仕事は大だい丈じよう夫ぶなのか、と問うてみたところ、今はちょうどルウやルティムの集落の近辺がギバ収しゆう穫かくの閑かん散さん期きに突とつ入にゆうしたところであるらしい。森辺ではどの区域でも年に三回ぐらいはそういう時期が訪れるので、それに合わせて狩人が身体からだを休める休息の期間というやつを半月ほど設けているのだそうだ。

　ルウの一族が本格的な休息を迎えるのはもう少し後のことで、その初日には収穫祭というものが執とり行おこなわれる。その収穫祭のかまどを預かってほしいとドンダ＝ルウに願われるのは、この数日後のことである。

　そんな未来を予見することなく、俺はネイルの後について《玄翁亭》に足を踏み入れ――そして、「うわ」と軽く驚きの声をあげることになった。

　右手側の壁かべ、受付台のすぐ後ろにある扉とびらの上のところに、巨きよ大だいな動物の頭が飾かざられていたのである。

　きっと剥はく製せいなのだろう。シカのようなヤギのような、そういった動物の首から上だけが、壁からにゅっと生えのびている。

「すごいですね。これは何という動物なんですか？」

「これは、東の王国の領土に生息する、ギャマという獣けものです」

　主人ネイルが、静かに答える。

　長く突つき出でた鼻はな面づらに、頭の左右から生えたバッファローのような角。頭の大きさは人間ぐらい、湾わん曲きよくした角の長さはそれぞれ四十センチばかりもあっただろう。毛並みは見事な漆しつ黒こくで、首の脇わきから下側にまで立派な髭が長々とのびている。

「東の民は、ギャマを食べます。西の王国では、なかなか食べる機会はありませんね」

　言いながら、ネイルは受付台の奥おくにある扉を開いた。

　どの宿も、そこが厨房に直結しているらしい。料理の注文もこの受付台で受け付ける、ということなのだろう。

　ちなみに奥のほうを覗のぞいてみた限りでは、一階の食堂にお客の影かげは見当たらなかった。他ほかの宿と同様に、宿しゆく泊はく客きやくも日中は露ろ店てん区域で軽食を食べているのだと思われる。

「どうぞ」という声に導かれ扉をくぐると、そこは店の規模に相応な、こぢんまりとした厨房だった。大きさは六畳じようほどで、奥の壁にかまどが二つ、鉄てつ鍋なべもその上に載ったのが二つきり、木の壁に調理器具が掛かけられているのは、まあデフォルトだ。

　室の中央には作業台が据すえられて、左手側の壁ぎわには食器の詰まった戸のない棚たな。右手側には二つの水みず瓶がめ。香こう草そうや肉の匂においがしみついた、実にシンプルな造りの厨房である。

　だけど、何だか雰囲気が良かった。

　厨房という空間には、それを使う人間の人ひと柄がらが強く現れると思う。だから俺は、それだけでこの愛あい想そも愛あい嬌きようもない若いご主人に少しばかりの親しみを感じることができた。

「最初に条件を提示いたします」と、主人ネイルが落ち着いた声で言う。

「量は、二十食から三十食分。内容は、ギバの肉を使用した料理。値段は、フワノを使わずに一食が赤銅貨二枚。期間は、明後日から――明後日から、何日までにいたしましょう？」

「はい。《南の大樹亭》とも一応は青の月の最終日までと定めていますので、それと合わせていただいてもよろしいですか？　来月からはまた新たに契けい約やくを交わす、という形で」

「了りよう解かいいたしました。期間は、明後日の二十日から三十一日までの十二日間。その期間内に都合の悪い日が生じたときは、その日の中天までにお申し付けください。連れん絡らくが中天を過ぎてしまったときは、白銅貨一枚の違い約やく金きん、ということでいかがでしょう？」

「はい、それでかまいません」

「では、問題の料理の内容ですが。屋台で売っているものとは別の内容にしたい、というお話でしたか？」

「そうですね。《南の大樹亭》でもジャガル産のタウ油という調味料を使ってそれなりの好評をいただけたようなので、できればこちらでもシム産の食材を使い、東のお客様に気に入っていただけるような料理を目指したい、と考えています」

「なるほど。確かに昼も夜も同じ内容では、お客様としても注文のし甲が斐いがないでしょう。そのご提案は、こちらとしてもありがたいです」

　と、言いながら、ご主人は相変わらずの無表情である。

　是ぜ非ひにと乞こわれてやってきた俺たちであるが、今のところシュミラルから聞いていたような熱意などはまったくもって感じられない。

「しかし、シム産の食材ですか……シムはジャガルより遠いためか、あまり数多くの食材は流通していないのです」

　それでもネイルは室の奥に向かい、食料庫から二種類の食材を持ってきてくれた。一つは小さな布の包み、もう一つは、ひとかかえもありそうな大きな布の袋ふくろである。

「こちらは、乾酪です」

「かんらく？」

「ギャマの乳を乾ほして作られた食材です。肉に劣おとらぬぐらい滋じ養ようにあふれています」

　それが、ララ＝ルウの誕生日を祝する晩ばん餐さんで活かつ躍やくすることになったギャマの乾酪との出会いだった。

「この匂い！　これはチーズですね！」

「ちーず？」

「はい。俺の故郷ではそういう名前で呼ばれていました。へーえ、この世界にも……いえ、このジェノスにもチーズなんてものが存在したんですねえ」

「乾酪は、宿場町ではほとんど出回りません。ギャマの乾酪もカロンの乾酪も、たいていは城下町で買かい占しめられてしまいます。私は個人的につきあいのあるシムの行商人から、特別に買い付けているのです」

「《銀の壺つぼ》も、乾酪、売りました」

　シュミラルの言葉に、ネイルはうっそりとうなずく。誰も彼かれもが沈着で、無表情だ。

　ちなみにこちらの側でもシン＝ルウはけっこう寡か黙もくで表情も動かさないタイプなので、出番のないヴィナ＝ルウはさっきから退たい屈くつそうに栗くり色いろの髪かみ先さきを弄いじっている。

「シム本国では一いつ般ぱん的てきな食材であるギャマの乾酪ですが、西の王国では数が出回らないため、どうしても値段が張ってしまいます。そして、品数自体が少ないのですから、あまり商売用の料理には向きませんね。私も自分が食するために購こう入にゆうしているようなものなのです」

「高額なのですか？　いかほどです？」

「この大きさで、赤銅貨二十枚です」

　なるほど。直径十五センチ、厚さ五センチといったぐらいの大きさだから、これでその値段はなかなかの贅ぜい沢たく品ひんである。下手に使うと、原価率がはねあがってしまうかもしれない。

「だけど、チーズは魅み力りよく的てきだなあ。俺が個人的に購入させていただくことはできませんか？」

「このひとかたまりでしたら、お譲ゆずりしましょう。お味見をしてみますか？」

「是ぜ非ひに！」

　火を通さないギャマのチーズは、塩味の強いカマンベールチーズのような、まろやかでコクのある味わいだった。

「いやあこれは美味おいしいですね！　是非購入させていただきたいと思います！　……シン＝ルウたちも味見してみるかい？」

　二人は関心なさそうに首を横に振った。贅沢品には興味をひかれない質実なる森辺の民なのである。

「それじゃあ、こちらの食材は？」

「こちらは、チットの実です」

　袋の口をほどいてみると、中には真っ赤な大だい豆ずのようなシロモノがぎっしりと詰め込まれていた。

　いかにも辛からそうな色合いだし、刺し激げき臭しゆうもなかなかのものだ。これは、香こう辛しん料りようであるに違ちがいない。この匂いから察するに、赤唐とう辛がら子しのようなものなのだろう。

「辛そうですねえ。シム人は、辛い味がお好みなのですか？」

「はい。チットの実、大事です」と、今度はシュミラルが答えてくれる。

「ギャマの肉、臭くさみ、強いです。ギバ肉より、強いです。だから、私たち、ギャマとチットの実、食べます。……あと、チット漬づけ、好物です」

「チット漬け？　肉をチットに漬つけるのですか？」

「いえ。漬ける、野菜です」

　シュミラルの言葉を、ネイルが引き継つぐ。

「チット漬けとは、ティノなどの野菜を塩やチットで漬けた料理です」

「へえ、それは美味しそうですね」

　ネイルは一つうなずいてから、また食料庫へと消えていく。

　そうして次に現れたとき、主人の手には小さな木皿が携たずさえられていた。真っ赤な漬けダレに染まったティノが、ふた口ぶんほどそこには載のせられている。

　ティノとは、キャベツによく似た野菜である。ほとんど白に近いぐらいの淡あわいグリーンをしたティノがほどよい大きさに刻まれて、そこに赤いチットのタレがからめられ、さらには刻んだニラのように濃こい緑色をした小さな野菜がまぶされていた。

　その外見も、酸味がかった辛そうな匂いも、俺にはまるきりキムチそのもののように思えた。

「香りもいいですね。チットとミャームーと……それに、魚ぎよ醤しようか何かを使っているのですか？」

「ぎょしょう？　……チット漬けには、マルの塩しお漬づけを使っています」

「マル、ですか？」

「はい。マルは河か川せんで採れる殻からのある小さな生き物です。西の民は、マルの塩漬けを酒の友にしています。私の店では、チット漬けの材料にしています」

　あくまでも淡たん々たんと、ネイルは語る。

「シムの食材は、なかなかこのジェノスでは手に入りません。ですから私は、西の食材を使ってチット漬けの味を再現してみせたのです。……一晩ティノを塩漬けにして、それからチットと、マルの塩漬けと、ミャームーと、刻んだペペの葉と、すりおろしたラマムの実をあわせた漬つけ汁じるに漬け込むのです」

　知らない食材名のオンパレードだ。

　きっと町の野菜屋などで実物を目にしたことはあるのだろうが、名前どころか味を確かく認にんしていない野菜も多いし、俺もまだまだ勉強中の身なのである。

　何はともあれ、今は目の前に差し出されたチット漬けだ。そいつを一口いただいてみると、予想を裏切らない辛さと酸味が口の中に広がった。

　複雑かつ刺し激げき的てき、かつ芳ほう醇じゆんな香りと味だ。ミャームーの強い香りと、動物性タンパクの旨うま味みが、食欲を増進させてくれる。しっかりと漬け込まれたティノはしんなりとやわらかくなり、白菜にも負けない絶妙な噛かみごたえである。

　辛いことには、かなり辛い。あまり食べすぎると、舌が痛くなってしまいそうだ。だけど後味はわりとすっきりしている。俺の知るキムチに劣る出で来き栄ばえではない。それに「酸味」という味わいも、俺にとっては実にひさかたぶりのものであった。

「いかがですか？　西の民でも、好む人はこの辛さを好みます」

「美味しいですね。俺も大好きです。……だけどこれも、けっこう値の張る料理になってしまうのでしょうか？」

「いえ、チット漬けはあくまで添そえ物ものですので。それほど大量に食べたがるお客様もいませんし、この小さな木皿にたっぷり載せて、赤銅貨を半分です」

「なるほど……このチット漬けを肉にからめたり、鍋なべに入れたりはしないのですか？」

「チットではなく、チット漬けをですか？　東の民でも、そのような食べ方はしないと思いますが」

「そうですか。そのような食べ方はあまり歓かん迎げいされませんかね？」

　この質問は、シュミラルに向けたものだ。

　シュミラルは、静かに首を横に振る。

「その食べ方、不思議です。でも、興味あります」

「そうですか」

　ならば、豚ぶたキムチやキムチ鍋の方向性で考えてみようかなあと、俺は思案を巡めぐらせた。

　安易に過ぎるかもしれないが、このたびの仕事において、俺はある一つの制限を自分に課しているのだった。すなわち、「調理時間の制限」である。

　まさかこんな早い段階で別の宿屋から注文を受けるとは思っていなかったので、俺は《南の大樹亭》の献こん立だてを『ギバの角かく煮に』にしてしまった。そのチョイス自体に後こう悔かいはないのだが、いかんせんあの料理は作るのにずいぶん時間がかかってしまうのである。現時点でも二時間半、作業になれてきても、なかなか二時間を切ることはないだろう。

　で、宿場町における屋台の営業時間は、準備や片付けも含ふくめて、およそ六時間半なのだ。これ以上、宿屋での調理に長い時間をかけてしまうと、そのうち俺は屋台の商売に参加できなくなってしまうかもしれない。

　これはもう俺個人の好みの話になってしまうが、お客さんと直接やりとりのできる屋台の商売を、完全に女衆まかせにしてしまうのは、少なからずさびしいのである。なので、《玄翁亭》においてはなるべく調理に時間のかからない献立を考案したい、というのが、俺の今回の裏の命題なのだった。

「では、もしもチット漬けを使った献立を考案できたら、その料理で使う分のチット漬けを《玄翁亭》から購こう入にゆうすることは可能でしょうか？」

「はあ。わたしが作ったチット漬けをあなたが購入し、そのチット漬けを使った料理をわたしが購入する、ということですか。それはずいぶん面白おもしろい話ですね」

「お気きに召めさなければ、生のチットを使った料理を考案しますが」

「いえ。わたしのチット漬けがより多くのお客様に味わっていただけるならば、それはわたしにとっても大きな喜びです。そして、チット漬けを使った料理というものに、わたしは強い興味を覚えます」

　そんな風にのたまいながら、やっぱり《玄翁亭》の主人は徹てつ底ていして無表情のままだった。




２




「ということで、新しい料理を考案してみたんだ！」

　その日の夜、俺おれはさっそくアイ＝ファに試食をお願いすることになった。

　豚キムチならぬ『ギバ・チット』と、キムチ鍋ならぬ『チット鍋』である。真っ赤な肉料理と真っ赤な汁しる物もの料理を前に、アイ＝ファはきわめて複雑そうなお顔になってしまっている。

「アスタ、一つだけ言わせてもらおう」

「うん。何だい、アイ＝ファ？」

「お前のかまど番としての腕うで前まえは十分にわきまえているつもりであるが、しかし――私には、これらの料理が腐くさっているように感じられてしまうのだ」

「ああ、それはやっぱりそうなんだろうなあ。だけどこれは大丈夫！　腐ふ敗はいと発はつ酵こうは別物なんだよ。果実酒なんかが酸すっぱいのと一いつ緒しよで、身体に悪いことは絶対にないから！」

「……お前がそう言うのなら、確かなのであろうな」

　そんな風に言いながらも、アイ＝ファはなかなか器うつわに手をのばそうとしない。

　外見的には、問題ないはずだ。赤いといえばタラパのほうがよっぽど赤いのだから、やっぱり気になるのは酸味の強い香りのほうなのだろう。

　出来栄えは、なかなかのものだと自負している。『ギバ・チット』のほうはロースを使い、チット漬けの他にタウ油を隠かくし味あじにして、ミャームーを少しばかり増量させていただいた。一緒に炒いためた野菜は、薄うす切ぎりにしたアリアと短たん冊ざく切りにしたプラだ。ピーマンに似た苦味のあるプラは、チット漬けに混入されたニラモドキのペペの葉とともに、鮮あざやかなグリーンで彩いろどりを添えてくれている。

　いっぽう『チット鍋』では角切りの肩かた肉にくと薄切りのモモ肉をじっくり煮に込こみ、そこに隠し味ではなく味の支柱にするぐらいのつもりでタウ油を使い、いっそうのコクを与えることができた。

　一緒に煮込んだ野菜は、アリアとティノだ。白菜や豆とう腐ふや糸こんにゃくの代用品を発見できていないのが残念なところだが、それでもギバ肉からしっかり出汁だしの出たスープはチットの辛さとも相あい性しようが抜ばつ群ぐんで、俺などはさっきからよだれが止まらない状態である。

「だけどまあ、森辺の民が濃すぎる味を好まないというのはさんざん思い知らされているし、辛さや酸っぱさというものにもきっと免めん疫えきがないだろう。普通の焼き肉とスープもちゃんと準備してあるから、これはあくまで試食品ってことでさ。一口だけでもつまんでみてくれないかな？」

「…………」

「あ、いや、そこまで気が進まなかったら、無理に食べなくてもいいんだけど……」

「……誰だれも食べぬとは言っておらん」

　アイ＝ファは決然と『チット鍋』の木皿に手をのばした。

　が、間近で匂いを嗅かいだだけで、その凛り々りしい眉まゆが力なく下がってしまう。

「お、おい、無理しなくていいってば。もともと試食品は一食分ずつしか作ってないから、アイ＝ファが無理なら俺が全部片付けるよ」

「大丈夫だと言っているであろうが！」

　アイ＝ファは再び眉を吊つり上あげて、木き匙さじをつかみ取る。

　そうして、真っ赤なスープとともにギバ肉をひと切れ口の中に投じると、アイ＝ファは東の民みたいにすべての表情を消し去った。

「……どうだ？」

　アイ＝ファは無言で木皿を置いた。

　無表情のまま、その口が肉を咀そ嚼しやくしていく。

　大丈夫かな、とハラハラしながら見守っていると、やがてアイ＝ファは指一本でくいくいと俺を差し招いてきた。

　アイ＝ファにしてはぞんざいな呼び方だなあと思いつつ、膝ひざ立だちで身体を寄せてみると、シャープなスイングで後頭部をひっぱたかれた。

「痛いよ！　何も殴なぐらなくったって――」

　文句を言いかけて、口をつぐむ。

　アイ＝ファの様子が、一変していた。

　すなわち――アイ＝ファは両手で口をふさぎ、涙なみだ目めで、顔を真っ赤にして、座すわったまま両足をジタバタさせ始めていたのだった。

「痛い！　熱い！　口の中に火がついたかのようだ！　いったい何というものを食べさせるのだ、お前は！」

「あ、いや、ごめん……」

「ごめんで済むか！」

　アイ＝ファは涙目のまま立ち上がり、かまどの脇に置かれた水瓶のほうへと飛んでいった。

「あ、アイ＝ファ、たぶん水を飲んでも辛さはひかないと思うぞ？」

　唐辛子系の辛さを中和するには、ラッシーのような乳酸飲料がベストであると聞いたことがある。あと、俺の実体験としては熱いお茶が有効だった。冗じよう談だん混じりで作ったハバネロチャーハンが恐おそろしい辛さであったとき、幼おさな馴な染じみの玲れい奈なのすすめで熱いお茶をがぶ飲みしたところ、嘘うそのように口内の火事が収まったのだ。

　で、冷たい水というのは、有効どころか辛さを増ぞう幅ふくさせる効果すらある。飲んでいる間は中和されるのだが、その冷たさが引いてしまうと、いっそうの辛さが口の中に広がってしまうのである。

　理り屈くつのほうはよくわからないが、唐辛子の辛さは水に溶とけにくい成分である、とか、口の中が洗われていっそう鮮せん烈れつに辛さを感じてしまう、とか、諸説あるようだ。

　ということで、愛いとしき家長がどんな顛てん末まつを迎えたかというと、柄ひ杓しやくで何なん杯ばいもの水を飲み、ふーっと脱だつ力りよくしたのも束つかの間ま――すぐにまた口もとをおさえてジタバタと足あし踏ぶみをし始めたのだった。
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「ア、アイ＝ファ、こっちの普通のスープを飲んでみろ！　少し熱いけど、ギバの脂あぶらが辛さを洗い流してくれるかもしれない！」

　アイ＝ファはすごいスピードで舞まい戻ってきた。

　が、俺の差し示すスープの木皿には目もくれず、涙目のまま、バシバシと頭を叩たたいてくる。十分に手加減はしてくれているのかもしれないが、それでも狩人の腕わん力りよくである。何回か、目玉の奥で火花が散った。

　数十秒後、そこには床ゆかにへたりこんでぜいぜいと息をつく家長の姿と、軽い脳のう震しん盪とうを起こして壁にもたれかかるかまど番の姿があった。

「……料理を食べて死ぬかと思ったのは初めてだ」

「……心の底からすみませんでした」

　さらに数十秒の回復時間を置いてから、俺たちは晩餐を再開させた。

「森辺の民にチットの辛さは厳禁ってことだな。アイ＝ファの献けん身しん的てきな行動によって、数多くの森辺の民が救われたのかもしれない。……まあ、俺以外にこんなものを森辺に持ち込む人間はいないんだろうけど」

「ふん！」

「いや、本当に悪かったよ。ほら！　お前のための肉とスープだぞ！」

　こちらは定番の果実酒ソースをからめたロース肉の厚切りステーキである。スープも、タウ油を使った優やさしい味わいだ。

　で、俺の前に並ぶのは、真っ赤な『ギバ・チット』と、真っ赤な『チット鍋』である。

（……まさか本当に自分一人で食べる羽目になるとはなあ）

『ミャームー焼き』や『ギバの角煮』でも、味の濃さゆえに駄だ目めだしをくらったことはあるが、完全にギブアップというのはこの夜が初めてだ。チットづくしの晩餐にいくぶんへこたれつつ、それ以上に、俺はアイ＝ファに自分の料理を拒きよ絶ぜつされたのが物悲しくなってしまっていた。

（まあ、いい勉強になったと思うしかないな。今後、試作品はもう少し控ひかえめの分量で作ることにしよう）

　そんなことを考えながら、俺は『チット鍋』の汁しるをすする。

　辛い。

　しかし、美味うまい。

　やはりタウ油を使ったのは大成功のようだ。辛いし熱いしで口の中は大変だが、そんなに尖とがった辛さではなく、まろやかな旨味も十分に感じられる。

　チット漬けで使われていたティノはくたくたのへにょへにょで、後から入れた新しん鮮せんなティノのほうはさくりとほどよい噛かみごたえを残している。同じ食材でもまるきり別物の食感で、おたがいがおたがいの存在を引き立て合っているかのようだ。

　アリアもどっさり投入したのだが、半分がたは溶けてしまっている。が、それがまたスープに深みを与あたえてくれているのだろう。本当にアリアというのは、栄養価の高さだけではなく優ゆう秀しゆうな食材である。

　で、肝かん心じんのギバ肉も、普ふ段だん通りに八十分ばかりも煮込んであるので、固めの部位である肩肉もモモ肉も食べごろのやわらかさになっていた。この煮込み時間だけは短縮できなかったので、こちらの『チット鍋』が《玄翁亭》の料理として採用された際は、少しばかり制限時間をオーバーしてしまうかもしれない。

（うーん、どっちがご主人のお気に召すかなあ。俺としては、甲こう乙おつつけがたいんだけど）

　焼きポイタンで口内を少し休めてから、俺は『ギバ・チット』の木皿を取った。

　こちらも素材を活いかしたシンプルな料理である。ミャームーとタウ油で味の調節はしたものの、基本的にはギバ肉とチット漬けをあわせて炒めただけのことだ。

『ギバの角煮』と『ミャームー焼き』で大量のバラ肉を使用しているため、この『ギバ・チット』ではロースを使うことにした。ロースはもともとやわらかめの部位であるし、スジの多い肩寄りの部位には事前に包丁を入れておいたので、焼き料理にも最適のはずだ。

　どっさりと入れたアリアとともに、チットまみれのギバ肉を口の中に放ほうり込む。

　適度な噛みごたえだ。

　問題なく、美味い。

　チット漬けの強きよう烈れつな辛さに負けないギバ肉の存在感が素す晴ばらしい。ときたま混入するピーマンモドキことプラの苦みが、小こ憎にくいアクセントである。

　岩塩とピコの葉と、あとはミャームーと果実酒ぐらいしか調味料は存在しなかったファの家であるのに、数日前にはタウ油を獲かく得とくし、今日はチットの実という香辛料を得た。いきなり味のバリエーションが激増し、俺の舌や胃い袋ぶくろは少しばかりびっくりしてしまっているかもしれない。

　だけど、幸せだなあ――と、俺はしみじみ思ってしまった。

「ん？　どうした、アイ＝ファ？」

　気づくと、アイ＝ファが俺のチョッキのすそを引っ張っていた。

　何だかまたちょっぴりおっかない顔つきになってしまっている。

「……お前のそれを、よこせ」

「それって、この『ギバ・チット』のことか？　これだって『チット鍋』に劣らぬ辛さだぞ？」

「しかし、私はまだその料理を食べていない」

「いや、だから、そんな無理して食べなくてもいいってば」

「……いいから、よこせ」

　フーッとうなる山やま猫ねこのように眉み間けんと鼻にしわを寄せる。

　しかたないので、俺は木皿を差し出してみせた。

「頼たのむから、辛いからって殴らないでくれよ？」

「やかましい」と言い捨てて、アイ＝ファは親の仇かたきのように『ギバ・チット』をにらみつける。そうして数秒の逡しゆん巡じゆんののち、アイ＝ファは赤く染まった肉にく片へんを木匙で口の中にかき込んだ。

　咀嚼しながら、早くもじんわり涙を浮うかべている。が、さっきのように暴れたりはせず、タウ油仕立ての『ギバ・スープ』を一口すする。

　さらに焼きポイタンを食してから、アイ＝ファは涙目のまま、「そっちのそいつもよこせ」と言い放った。

「ええ？　『チット鍋』もか？　そこまで自分をいじめる必要はないだろう？」

「……やかましいと言っている」

　問答無用とばかりに、『チット鍋』の木皿も強ごう奪だつされてしまう。

　また数秒ほどためらったのち、アイ＝ファはそいつも食べてしまった。

　もはや瞳ひとみはうるうるである。

「お、おい、アイ＝ファ、大丈夫か？」

「……大事ない」と、アイ＝ファは手の甲こうで目もとをぬぐった。まるで小さな子供みたいだ。

「よし。半分は私が食べる。お前もこちらの料理を半分食べろ」

「えええええ？　いくらなんでも、それは無む茶ちやだろ！　無理しなくってもいいってば！」

「無理などしていない。食べたいから食べたいと言っているのだ」

　そんなことを言いながら、口直しとばかりに焼きポイタンをかじっているので、説得力はゼロである。アイ＝ファに拒絶されたのは悲しかったが、無理をさせるのは本意ではなかった。

「……何だその顔は？　食べたいと言っているのに食べさせないつもりか？」

「いや、だけど……」

「本当に食べたいのだ。食べると口の中が痛くて涙が出てくるぐらいなのに、不思議と食べたくなってしまう。まるで悪い魔ま法ほうでもかけられたかのようだ」

　言いながら、アイ＝ファはまた『ギバ・チット』のほうを一口食べた。

　これはもしかしたら、俺に気などを使っているわけではなく、辛さの習慣性にはまってしまっただけなのだろうか。

「痛い。……アスタよ、私の唇くちびるは腫はれあがったりしていないか？」

　と、いきなり目の前に顔を寄せられてきた。

　色いろ艶つやのいい桜色の唇が、少し濡ぬれて光っている。

「……いつも通りの素す敵てきな唇です」

　今度はこめかみをひっぱたかれた。

「だいたい、お前がやたらと美味うまそうに食べているから、余計に私も食べたくなってしまうのだ！　まったく厄やつ介かいな料理を作りおって」

「それでも本当に美味おいしいと思ってくれているのなら、俺は嬉うれしいよ」

「美味いのかどうかは正直わからん。ただ、無む性しように食べたくなってしまうのだ」

　そうしてアイ＝ファは『チット鍋』をすすり、涙目になりながら「だけどやっぱり痛い……」と、つぶやいた。
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　翌日の中天過ぎ、俺たちはまた同じ顔ぶれで《玄翁亭》に集つどうことになった。

「お待たせしました。これがチット漬けを使った料理になります」

　無表情に立ちつくすネイルとシュミラルの前に、俺は二枚ずつの木皿を並べてみせる。

『チット鍋』は家で作ってきたのを温めなおしたもの、『ギバ・チット』はこの厨ちゆう房ぼうで作りあげたものだ。

　チット漬けは、熱することによってその香かおりが爆ばく発はつ的てきに増幅される。ヴィナ＝ルウとシン＝ルウはお行ぎよう儀ぎのよい無表情を保ったまま、さりげなく窓まど際ぎわに退たい避ひしていた。

「なるほど。生のチットを使った料理とはずいぶん仕上がりが異なるようですね。これは楽しみです」

　そんなことを言いながら、ネイルは『ギバ・チット』の木皿を取りあげる。

「しかし、チット漬けを私から買い上げる分、材料費がずいぶんとかさんでしまうのではないですか？　これであなたの利益になるのでしょうか？」

「はい。他の料理に比べると材料費は倍近くに跳はね上がってしまいますが、生のチットを使った献立を完成させるには少し時間がかかってしまいそうなので、今回はこれでいこうかと」

　生のチットの実を使えば、原価率はうんと下げられるだろう。だが、ネイル自家製のチット漬けを使用したこれらの料理に負けない献立をあみだすには、しばらくの研究期間が必要だと思われた。

　もちろん今日からは、その研究に取り組む所存である。ギバ肉を安価で手に入れることができるという現在の立場にあぐらをかいて、原価率を二の次にするつもりはない。

　しかしまた、シュミラルはあと半月足らずでこのジェノスを去ってしまうのだ。だったら、現時点で俺がベストと思える料理を味わってほしいではないか。そんな思いもあっての、『ギバ・チット』と『チット鍋』なのだった。

「では、賜たまわります」

　ネイルとシュミラルが木匙を取る。

　どちらも、まずは『ギバ・チット』からだった。

　そいつを一口食べるなり――シュミラルの切れ長の目が、今まで見た中で一番はっきりと大きく見開かれたような気がした。

　しかし、とりたてて感想を口にしようとはしないまま、『チット鍋』のほうに手をのばしてそのスープを一口すすると、今度は静かにまぶたを閉とざしてしまう。

「いかがでしょうか？」と、俺は尋たずねようとした。

　しかしそれは、「美味い！」という大声によってかき消されてしまった。

　もちろんシュミラルではなく、ネイルの声である。ネイルは『ギバ・チット』の器を携たずさえたまま、わなわなと震ふるえ始めてしまっていた。

「何と鮮せん烈れつな味付けでしょう！　確かにこれはわたしのチット漬けの味ですが、それだけではありませんね？　ミャームーですか？　ミャームーを付け加えたのですか？」

　ほんのつい先刻までシュミラルに劣らぬ無表情であったご主人が、驚きよう愕がくの表情で俺を振ふり返かえる。

「あ、は、はい。あとは、タウ油も少々使っております」

「タウ油ですか！　ううむ美味い！　しかしやっぱり、決め手はギバの肉なのでしょうな！　この肉は、実にチット漬けの風味に合います！」

　それからネイルは『チット鍋』の器をひっつかみ、ズズズと音をたてて飲んだ。

「こちらも美味い！　何と深みのある味でしょう！　ただすり潰つぶしたチットの実を入れただけの鍋とは完全に別物です！　まさかチット漬けにこのような食べ方があったとは……ああ美味い！　これなら何杯でも食べることができてしまいそうです！」

「きょ、恐きよう縮しゆくです」

　驚おどろき呆あきれる俺たちの目の前で、ネイルはあっという間に『チット鍋』を食べつくしてしまった。興奮したせいか、あるいはチットの実の効能か、象牙色の顔が真っ赤に染まり、おまけに汗あせだくである。

「これは間ま違ちがいなく、お客様にも喜んでいただけます！　ああ、わたしのチット漬けにこのような食べ方があったとは！　アスタ、あなたは噂うわさに違たがわぬ料理人です！　あなたと巡りあえた幸運を、わたしは西方神セルヴァと東方神シムの双そう方ほうに感謝せねばなりません！　この料理は本当に――」

　と、そこでネイルは我に返り、慌あわてふためいた様子でかたわらのシュミラルを振り返った。

　シュミラルは、変わらぬ無表情でじっとご主人を見つめている。

「も……申し訳ありません！　東からのお客様の前で、ついはしたなくも感情をさらけだしてしまいました……」

「問題、ないです。ネイル、大事な友です」

　シュミラルに穏おだやかに応じられ、それでもネイルは真っ赤なお顔のままうつむいてしまった。

「シュミラルのほうは、いかがでしたか？」

　沈ちん黙もくの長さが気まずさを生みださぬ内に、俺はさりげなく言葉をはさんでみることにした。

　シュミラルは振り返り、ジザ＝ルウよりも細く目を細める。

「とても美味です。……これまでで、一番美味、思います」

　そして俺は、その薄うすめの唇がほんの少しだけ口角を上げ、とてもやわらかい微び笑しようを浮かべるのを、初めてはっきりと目まの当あたりにすることになった。

「私も、感情出す、恥はずかしいです。……でも、美味です」

「あ、ありがとうございます」

　俺は何だか、胸が詰つまるような思いだった。

　そんな中、懐ふところから取り出した手ぬぐいで汗をぬぐい、多少なりとも冷静さを取とり戻もどしたネイルが「いや、本当に驚きました」と声をあげる。

「どちらも美味です。わたしにはどちらかを選ぶことなどできそうにありません。できればこの二種類の料理を日ひ替がわりで提供していただけませんか？」

「それはかまいませんが、しかし、こちらの汁物のほうは、煮込むのに時間がかかってしまうのですよね。できれば俺が仕事を切り上げた後も、肉がやわらかくなるまで弱火で煮込み続けてほしいのですが……」

「かまいません。毎日三十食分のチット漬けを買ってもらえるだけで私には利益が生じるのですから、それぐらいの仕事は喜んでお引き受けいたしましょう」

　どうやら分量も三十食で確定されたようだ。

　これにて、《玄翁亭》における仕事も無事締てい結けつである。

「あなたは不思議な人ですね、アスタ。どうしてあなたのような料理人が宿場町にいるのでしょう？　もしかしたら、出自はどこかの城下町なのですか？」

「いや、城下町なんていう大層な場所で生まれたわけではないのですが、俺の故郷では専門の料理屋なんて珍めずらしいものではなかったのですよ」

「失礼ですが、お生まれはどちらで？　西の王国ではあるのでしょう？」

　その質問は、ひさびさだった。

「俺はこの大陸の出自ではないんです。日本という島国が俺の故郷なのですよ。それがどういったわけなのか、ある日、気づいたら、モルガの森の中で倒たおれていたんです」

「にほん……わかりませんね。そもそも海の外の民たみと繋つながりがあるのは、北の王国マヒュドラぐらいのものですよね？」

「そうなのですか。俺もどういう経けい緯いで自分がこの大陸にやってくることになったのかはさっぱりわからないのです」

　ネイルは不思議そうに首を傾かしげ、シュミラルは物思わしげに目を細めていた。何だか、とても心配そうな目つきである。

「だけど、西の王国の生まれでないというのなら、納なつ得とくできました。だからこそ、あなたは何の抵てい抗こうもなく森辺に住み、森辺の民と心を通い合わすことがかなったのですね」

　礼れい儀ぎ正ただしい無表情を取り戻しつつも、まだいくぶん饒じよう舌ぜつ気味のネイルがそんな風に言葉を重ねてきた。

「それは、素晴らしいことだと思います。わたしは若い頃ころにシムへとおもむき、その不可思議な文化に心しん酔すいしたのですが、さすがに西方神を捨てて移り住むことはできませんでした。しかし、思うのです。どうして四大王国の民は、もっとおたがいに歩み寄ることができないのか、と」

「はあ。でも、西の王国にとってはシムもジャガルも友好国なのですよね？」

「それはその通りです。ですが、友はあくまでも友であり、たとえば家族になることなどは許されておりません。それでも子などを生なしてしまった場合は、父なき子、母なき子としてどちらかの神を選ばせなくてはならないのです」

　その話は、初耳だった。

　ネイルは、うっすらと苦く笑しよう気味の笑えみをたたえる。

「だからわたしは、妻を娶めとるならば東の民と決めているのですが、自身が西方神を捨てる決心も、相手に東方神を捨てさせることを強要する決心もできぬため、このような年ねん齢れいまで独り身をつらぬくことになってしまったのですよ」

　ならば、南と西の間に生まれた《南の大たい樹じゆ亭てい》のナウディスもいささかならず複雑な出自である、ということなのだろうか。

　そんな話は、敵対国であるという西と北の間に生まれたカミュア＝ヨシュのような人間だけが背せ負おわされているのかと思っていた。

「そんな中で、種族の壁かべを越こえて森辺の民として振る舞うあなたには、以前から強い興味を抱だいておりました。有あり体ていに言って、自由に振る舞うあなたを羨うらやましくも思っていたのですが――あなたは最初から、四大神の子ではなかったということなのですね」

　そう言って、ネイルはずいっと顔を寄せてきた。

「神を捨てるというのは、並なみ大たい抵ていのことではありません。それゆえに、ジャガルを捨ててセルヴァの子となった森辺の民は、ああして不ふ遇ぐうの生を与えられることになったのでしょう。その点に関しても、わたしはずっと心を痛めていました。アスタ、神を持たないあなたが森辺にやってきたことは、彼らにとって大きな転機になるはずです。どうか彼らにこれからも良き運命を」

「……俺なんかにできるのは、料理を作ることぐらいですけどね」

「それで十分なのではないでしょうか」と、ネイルはこらえかねたように微び笑しようした。

　それは、別に無理をして無表情をこさえなくてもよいのではなかろうか、と思えるぐらい温かみのある笑え顔がおだった。
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　その後はこれといった波乱もなく、俺たちはゆとりをもって《玄翁亭》を後にすることができた。

　表通りほどではないにせよ、ちらほらと通行人の見受けられる小路を歩きながら、シュミラルが静かに語りかけてくる。

「アスタ、大陸の人間、ないのですね」

「え？　ああ、はい。今まではあまりそういうお話をする機会もありませんでしたね」

　日本という国の生まれである、という話はしたと思うが、それがこの大陸内の国ではない、とまでは説明していなかったはずだ。

　そのようなことは余人にとってどうでもいい話題であろうと思っていたのだが、シュミラルは何だか心なし元気がないように見えてしまった。

「すみません。もっと早くにお話しするべきだったでしょうか？　別に隠していたわけではないのですが……」

「いえ。生まれ、関係ありません。私、アスタ、異国の友、思っています。ただ、アスタ、不思議な理由、少しわかりました。……アスタ、星、見えなかったのです」

「星？」

「同どう胞ほう、星、読みました。凶きよう星せい、去る、知りました。だけど、アスタの星、見えなかったのです」

　すっと切れ上がったまぶたの狭はざ間までとても綺き麗れいに光る黒い瞳が、思し慮りよ深ぶかげに俺を見る。

「アスタ、行く末、心配でした。だから、同胞、アスタの星、読もうとしました。ですが、アスタの星、読めませんでした。……アスタ、存在しない、同胞、言いました」

「それは……」と反問しかけたが、後が続かなかった。

　普段は腹の底に押おし込めてある不安感が、むくむくと膨ふくれあがってきそうになる。

　それが明確な形を取る寸前に、シュミラルがやおら俺の指先をつかんできた。

「だけど、アスタ、存在します。アスタ、大事な友です。……アスタ、許してくれるならば」

「……俺もシュミラルのことは大事な友人だと思っています」

　俺はこわばりそうになる顔に力を込めて、何とか笑みを浮かべてみせる。

「お客様を相手にこのようなことを言ってしまうのはどうかと思いますが、もうずっと前からそんな風に思っていました。あと十日ていどでお別れになってしまうのは、とてもさびしいです」

「離はなれていても、友です。《銀の壺つぼ》、またジェノス、戻ってきます。シム、帰っても、ジェノス、何度でも来ます。アスタ、会う、楽しみにしています」

　青の月が終わったら、シュミラル率いる《銀の壺》はジェノスを発たち、西の王国で行商を続けるのだ。最終的には王都まで出向き、ジェノスに戻ってくるのは半年後。その後、本国のシムに帰き還かんする予定なのだという。

　生きてさえいれば、何度でも会う機会はあるだろう。

　生きてさえいれば――

　そして、俺の存在がここでない何処どこかに飛ばされたりさえ、しなければ。

（だけど、それでも――）

　俺はこの世界で出会った人々のことを、決して忘れたりはしないだろう。

　たとえまた異なる世界に飛ばされてしまったり、元の世界に戻されてしまったり――それで今度こそ終わりの業ごう火かに灼やき滅ほろぼされることになったとしても、意識が消しよう滅めつするその瞬しゆん間かんまで、俺は絶対にこの世界で出会った人々や、この世界での暮らしを忘れたりはしない。そんな思いを新たにすることで、俺はシュミラルに笑い返すことができた。

「ありがとうございます。どんなに離れていようとも、俺もシュミラルの無事を祈いのっています」

「……何だか、契ちぎりの約定を交かわした男と女みたいなやりとりねぇ……」

　と、いくぶんむくれた様子で、ヴィナ＝ルウが横合いから口をはさんできた。

「それに、あなたたちはまだ十日以上もこの町に留とどまるんでしょぉ……？」

「はい。青の月、終わるまで、います」

　シュミラルはちょっと困った感じに目を細め、俺の指先から手を離す。

「残り、十二日。アスタ、料理、食べられる、嬉しいです」

「はい。毎日美味しい料理をお届けできるよう、励はげみます」

　そういえば、ヴィナ＝ルウのことはもういいのだろうか、と俺は余計な心配をかきたてられてしまった。

　そしてまた思う。シュミラルとヴィナ＝ルウは、仕える神の異なる生まれであるのだ。名目上、森辺の民は西の王国セルヴァの民であるのだから。

　そんな二人が結ばれるには、どちらかが神を乗のり換かえるしかない。それがいかに難しい話であるかは、たったいまネイルに聞かされてきたばかりである。

　それに、シュミラルはジェノスの城や西の王都にまで繋がりのある商団の団長であり、ヴィナ＝ルウはいまや森辺の族長筋の長ちよう姉しであるのだ。神を捨てるということは、そういった立場や身分や――そして、数多くの同胞を捨て去る、ということでもあるのだろう。それは、生半可な話ではない。

（……って、シュミラルがヴィナ＝ルウに恋こい心ごころを抱いてるかどうかもわからないのに、俺が頭を悩なやませる必要もないか）

　だけど、もしも万が一、俺の憶おく測そくないし妄もう想そうが的を射ているというのならば、誰も悲しまないような結末を願うばかりである。

　神が異なると言ったって、同じ世界に住む住人同士ではないか。

　そんな人たちさえ幸福になれなかったら、俺の行く末なんて真っ暗だ。

　どうか俺の大事な友人たちに、悲しい未来など訪おとずれませんように、と――そんなガラにもないことを、俺は心の中でこっそり願っておくことにした。
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《玄げん翁おう亭てい》における仕事が正式に取り決められた日の、三日後。

　青の月の二十二日のことである。

　営業後、カミュア＝ヨシュとトトスの所有をめぐって再びの問答を交かわした後、俺はかねてより気になっていた「旅人の食生活」について尋たずねてみることにした。

「ふむ。旅人の食生活というのは、それはもう質素なものだよ。町と町が一日以上離はなれている場合は、どうしたって携けい帯たい食料で腹を満たす必要が出てくるからね。以前にも話したかもしれないけど、宿場町で売られている干し肉というやつは、その携帯食料の代表格であるわけさ」

　場所は、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の食堂である。

　俺のかたわらには護衛役のルド＝ルウが控ひかえており、カミュア＝ヨシュのかたわらには弟で子しのレイト少年が控えている。

「もっとも一いつ般ぱん的てきかつ安上がりなのは、水で煮にたポイタンに、干したアリアと干した肉を混ぜ込こむ食べ方だろうねえ。少し金銭的に余よ裕ゆうがある者ならば、そこに岩塩や香こう草そうなども付け加えるところだけども、まあ、お味のほうは推おして知るべしだ。宿場町でもっとも安価な軽食だって、そんなポイタン汁じるなんかに味で劣おとることはないだろう」

「へーえ、煮込んだポイタンに、アリアと干し肉か。それってアリアや肉が生だったら、森辺で食べるギバ鍋なべとまったく同じ作り方だな」

　椅い子すには座すわらず壁かべにもたれて話を聞いていたルド＝ルウが、横から口をはさんでくる。カミュア＝ヨシュはそちらを振ふり返り、いつもの調子でにんまり笑った。

「それはきっと、森辺の先人らが町から得た知識なのだろう。そうでなくっちゃ森辺の民だって、どの野菜をどれぐらい食べれば健すこやかに生きていけるのかを知るすべがなかっただろうからねえ。モルガの森に移り住むまでは、町の野菜を買う機会なんて一度としてなかったんだろうからさ」

「なるほど。それで、もっとも安価でもっとも栄養価の高いアリアとポイタンが森辺の常食となったわけですか。言われてみれば、納なつ得とくですね」

　俺の言葉に、カミュア＝ヨシュは「そうだろう？」と楽しげにうなずく。

「人間は、さしあたってアリアとポイタンと肉を食べていれば、健康を害さずに生きていくことができる。おまけに値段はどの野菜よりも安いんだから、言うことなしさ。干し肉と干しアリアを混ぜ込んだポイタン汁ってのは、旅人だけじゃなく兵士たちの常食でもあるんだよ」

「兵士たち、ですか？」

「そう、町の衛兵なんかじゃなく、戦場で戦う兵士たちのね。もちろんその指揮官たる貴族の皆みな様さまがたなんかは、安全な砦とりででもっと美味しい料理に舌した鼓つづみを打っているのだろうけどもね」

　カミュア＝ヨシュの軽口は適当に流しつつ、俺はもう一度「なるほど」と、つぶやいてみせた。

「だけど、どうしてアスタが旅人の食生活なんかに興味を寄せているんだい？　まさか、ジェノスを捨ててジャガルやシムに出しゆつ奔ぽんする心づもりなのではなかろうね？」

「そんなわけないでしょう。いや、実はそろそろシムの商団の人たちにギバの干し肉を売うり渡わたす時期なんですが、それで売られた干し肉がどのように食べられるのか、というのが気になっただけなんです」

「ふうん？　だったらそれはその商団の人たちに話を聞くべきなんじゃないのかなあ？　東と西では携帯食料の流りゆう儀ぎも異なるかもしれないよ？」

「いえ、その人たちは自分で食べるのではなく、旅先でその干し肉を転売する予定なんです。そうすると、それを実際に購こう入にゆうして口にするのは西の民ということになりますから、カミュアの意見を聞いてみたかったんですよ」

　すると今度は、カミュア＝ヨシュのほうが「なるほど！」と手を打った。

「転売かあ。転売ねえ。確かにまあジェノスを離れれば離れるほどギバ肉に対する偏へん見けんの目は薄うすらいでいくだろうから、そいつはなかなか上手うまい商売かもしれない」

「そうなんでしょうかね？　でも、よく考えたら、その人たちはカロンの干し肉と同じ値でギバの干し肉を購入してくれるんですよ。それを余所よそで売って儲もうけを出そうとするとなると、自然、カロンの干し肉より高い値で売ることになってしまうのですよね。それで商売になるのでしょうか？」

「そいつは心配いらないよ。このジェノスではカロンもキミュスも格安だからね。大きな牧場を抱かかえていない町なんかでは、肉の値段は倍近くに跳はね上がってしまうものなのさ」

　なるほど、と今度は心の中で唱えておくことにした。

　口くち惜おしいことに、聞けば聞くほど有益な情報が蓄ちく積せきされていく。一年の半分以上は旅人として世界中を放ほう浪ろうしているというこのカミュア＝ヨシュの知識量は、やっぱりちょっと並大抵ではないようだった。

「カロンやキミュスというのは、牧場で育てられているんですね。だから値段もあまり崩くずれないわけですか」

「そうそう。カロンの大牧場で有名なのは、隣となり町のダバッグだけどね。ダバッグなんて、トトスを走らせれば半日ていどの距きよ離りだから、毎日莫ばく大だいな量の肉がこのジェノスには届けられているんだよ。……もっとも、宿場町で口にできるのは、カロンの足肉ぐらいだけどねえ」

「え、そうなんですか？」

「うん、足よりもやわらかくて美味とされている胴どう体たいの肉なんかは、ほとんど城下町で買かい占しめられてしまっているんだよ。だからいっそうこの宿場町ではカロンの肉も安値なわけさ」

　それはちょっと聞き捨てならない話であった。

「すみません。それじゃあ、この宿場町で売られているカロンの干し肉も、すべて足の肉なんですか？」

「それはそうだろう。干し肉なんて、旅人と兵士ぐらいしか食べないんだからさ。足は足でも、後ろ足よりさらに安値で味のよくない前足ぐらいしか使われていないんじゃないかなあ。……どうしたの？　何だか険しい顔をしているみたいだけれども」

「いえ。ただ、最近うちの店では、ギバのバラ肉――つまり、胸の肉の干し肉しか取り扱あつかっていなかったんです。脂あぶら身みの少ない足や肩かたの肉では、干し肉もいっそう味気ない仕上がりになってしまうようだったので」

　それなのに、今ひとつ売り上げがふるわないのは、何故なぜなのだろう。

　そのように思おもい悩なやむ俺おれの顔色を見てとったのか、カミュア＝ヨシュは愉ゆ快かいげに細長い下した顎あごをなでさする。

「確かに、以前アスタから頂いたギバの干し肉は、宿場町で売られるカロンの干し肉よりも、うんと美味しく感じられた。だけど、干し肉を買い求める旅人たちは、味の如何いかんなど求めてはいないのではないかな？　だって、食べるときはけっきょくポイタン汁でふやかすわけだから、ちょっとした味の違ちがいなんて台無しにされてしまうんだよ」

「だったら、煮に詰つめて粉状にしたポイタンを常備食にする、というのはどうでしょう？　それなら旅先で焼いたポイタンを食べることもできます。で、干し肉とアリアだけ水みず炊たきにすれば、どちらも美味しく食べられそうじゃないですか？」

「うん。それは素す晴ばらしい案だけどね。でも、ポイタンをいったん粉にして、フワノのように焼きあげるという技術は、今のところ森辺の民しか獲かく得とくしていないんだよ？」

「ああ、そうでしたね。だったらこの技術を宿場町でももっと広げて――」

「いや、それはどうだろうね、アスタ？」

　と――カミュア＝ヨシュの口調が、少しだけ変わった。

　その笑顔も、いつものすっとぼけた感じではなく、ひどく穏おだやかで老成したそれへと切きり替かわっている。

「アスタは今、ギバの料理を宿場町で売りに出している。それが百食売れれば百食分、二百食売れれば二百食分、カロンやキミュスの肉が売れなくなる結果となる。それでもアスタたちが誰だれの妨ぼう害がいを受けるでもなく商売を続けていられるのは、何故だと思う？」

「何故って――それは、森辺の民が町の人たちに恐おそれられているから、でしょうかね？」

「たぶん違うね。さっきも話した通り、町で肉を売っているのは、ダバッグの人間なんだ。もちろん屋台で軽食を売っているジェノスの人々も、売り上げが落ちて腹を立てているかもしれないが、でも、軽食の屋台なんてのは、宿屋のおかみさんか何かが家計の足しにするために開いているような店がほとんどだから、たとえ店を閉めることになったって、そうそう路頭に迷うことはないのさ」

「はあ……」

「同じように、ダバッグの人間にとっても、目くじらを立てるほどの損失ではないだろう。彼かれらの商売相手はジェノスだけじゃないんだから、一日に何十頭と売りさばいている内の数頭、しかも安価な足の肉の売り上げが落ちるだけだ。少しは癪しやくかもしれないが、もとより文句をつけられる話でもないから、舌打ちの一つもすれば済んでしまう。……だけど、ポイタンで商売を広げるのは、もう少し慎しん重ちようになったほうがいいと思うよ」

　どうしてですか？　と、俺は目で問うてみた。

　カミュア＝ヨシュは木の卓たくに片方の肘ひじをつき、静かに微笑ほほえむ。

「フワノの実を栽さい培ばいしているのは、城下町の人間だからさ。安価なポイタンは町の民に栽培され、高価なフワノは城の民に栽培されている。もしも町の人々がポイタンの美味うまさを知り、フワノを一いつ切さい食べなくなってしまったら、北の農園を管理している貴族の誰かが大損害を被こうむることになる。それがどれほど危険なことであるかは、まあ何となく想像がつくだろう？」

「それはまあ――わからなくもないですが……」

「いや、別に、絶対に駄だ目めだと言っているわけではないんだよ？　ただ、これから城の人々と縁えんを結びなおそうとしているこの時期にそんな真似まねをするのは危険だ、と言っているだけさ。少なくとも、ポイタンを美味しく食べられる調理法というのは、貴族に対しての刃やいばになりうる存在なんだっていうことを、アスタは心の片かた隅すみに留めておくべきだと思う」

「…………」

「生きていくために、刀が必要な時はある。でも、使う時期を誤ると、それは味方をも傷つけかねないからね。取り扱いは、慎重にするべきだ」

　そう言って、最後にはにんまりと笑うカミュア＝ヨシュであった。
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　カミュア＝ヨシュと別れを告げた後、ファの家に戻ると複数名の女衆が待ちかまえていた。

「やあ、ずいぶん早いご到とう着ちやくですね。……うん？　何ですか？」

「はい。約束の干し肉です」

　タイムリーなことに、それは《銀の壺》に卸おろす干し肉の作製を頼んだ氏族の者たちだった。

　シュミラル率いるシムの商団《銀の壺》からは、およそ四十キロもの干し肉の発注を受けている。で、これは富を分配するいい機会だと思い、俺は肉の調達だけでなく、干し肉の作製そのものを各氏族に依い頼らいすることに決めたのだ。

「ありがとうございます。それじゃあお一人ずつ確かく認にんさせていただきますね」

　リィ＝スドラとともに商売道具を運うん搬ぱんしつつ、女衆を屋内に招く。

　集まっていたのは三つの氏族、フォウとラッツとガズの女衆たちだった。あまり家の近くないラッツとガズの女衆は、実はこれが初のお目見えだ。

「ではまず、わたしから」と、フォウの女衆が野菜を入れるための大きな袋ふくろを差し出してくる。

　口を開けると、中には干し肉がゴロゴロと転がっていた。手の平サイズに切り分けられたその内の一つを無む作さく為いにつかみとり、まずは小刀で端はしを削けずる。

　ピコの葉と塩で限界まで水分を抜ぬき、しかるのちに薫くん煙えんでいぶった、木材のように固い肉につ塊かいである。その切れ端を口の中に放り入れると、強い塩の味と、香草の風味と、凝ぎよう縮しゆくされた肉の旨うま味みがじんわりと広がった。

　味に問題はない。きちんと血ち抜ぬきをした肉を使ってくれたようだ。

　では、と今度は干し肉を板の上に置き、小刀でゴリゴリと真ん中から断たち割わっていく。本当に、ものすごい固さである。それはまた、中までしっかりと干し固められている証左でもあった。

「はい、ばっちりですね。お疲つかれ様さまでした。……ええと、ちょっと待ってくださいね」

　今日の売り上げから銅貨を選より分わけて、それをフォウ家の女衆に手て渡わたす。

「白銅貨と赤銅貨が七枚ずつです。お確かめください」

「……はい」と、女衆は干し肉と同じぐらい固い顔になってしまっていた。

　白銅貨と赤銅貨が七枚ずつ。ギバの角と牙きばに換かん算さんすれば、およそ六頭分の代価である。

　これほど大量に干し肉が売れることは、そうそうない。だから、これほどの代価を得られる機会も、今後はそうそうない。あったとしても、次回は別の家に仕事を斡あつ旋せんする。それは仕事を依頼する際に口がすっぱくなるぐらい言い置いたことであるが、それにしても、破格の報ほう酬しゆうであることに間違いはないだろう。

「では、次の方、お願いします」

　ラッツとガズの女衆が携たずさえてきた干し肉にも、問題はなかった。

　各氏族の女衆は、喜びよりも安あん堵どの表情で、それぞれ銅貨を押し頂いた。

「アスタ。明日にはスドラからも干し肉が届くと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　かたわらに座したリィ＝スドラが、折り目正しく頭を下げてくる。

　その時、家の戸が外から叩たたかれた。

「アマ・ミン＝ルティムと、ルウの眷けん族ぞくの女衆四名です。アイ＝ファかアスタはいらっしゃいますか？」

　おや、またアマ・ミン＝ルティムか、と俺は腰こしを上げる。

　昨日も一昨日も、アマ・ミン＝ルティムはファの家を訪れている。昨日は三頭のトトスを引き連れて、一昨日は一頭のトトスを引き連れて、だ。

　まさかまた新たなるトトスが発見されたのではあるまいな、と俺は慎重に戸板を引き開けたが、幸いなことに、そこには森辺の女衆の姿しかなかった。

　が、約一名、意外な顔があった。褐かつ色しよくの髪かみをタマネギのような形に引っ詰めた、細っこくて小さな女の子――かつてのスン家の末まつ妹まいにして現在はルティムの家人たる、ツヴァイである。

「やあ、どうも。三日連続でお会いできるとは思ってもいませんでした。今日はどうなさったんですか、アマ・ミン＝ルティム」

「はい。今日はこの家人ツヴァイの付き添そいでやって参りました。どうしてもアスタに問い質ただしたい儀ぎがあるとのことで。……ですが、まずはこちらの者たちの仕事を果たさせていただけますか？　干し肉が完成したので、届けに参ったそうです」

　それは、ルウの眷族でも俺にはまったく馴な染じみのない、リリンとムファとマァムの女衆だった。

　干し肉作製の仕事を割り振るにあたっては、できるだけ生活に困こん窮きゆうしている氏族を優先させたかったのだが、フォウとラッツとガズとスドラしか、期日までにギバの血抜きを成功させることがかなわなかった。なので、残りの分はルウ家に依頼したのである。その仕事を、ルウやルティムほど豊かではない眷族に回したのは、むろんミーア・レイ母さんの配はい慮りよだった。

　たとえルウ家と血の縁を持っていても、そういった氏族はフォウやラッツなどの小さな氏族と大して差のない生活を送っているらしい。その場に現れた女衆も、ルウ家の人々ほどは身を飾かざっておらず、いかにも純じゆん朴ぼくで質実そうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　が、豊かであろうとそうでなかろうと、森辺の民が勤勉で誠実であるということに変わりはない。どの干し肉も仕上がりに問題はなく、商品に耐たえうる品質を保っていた。

「はい、まったく問題ありませんね。皆さん、お疲れ様でした。また機会があったら、どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ、ありがとうございました。……あの、ファの家のアスタ、このままあなたの仕事を見学させていただくというのはご迷めい惑わくでしょうか？」

　そう言ってきたのは、マァムの女衆だった。

「かまいませんよ」と応じてから、俺は無言のツヴァイを振り返る。

「その前に、君だよね。俺に話って何だろう？」

　まさか、スン家にまつわる重大な何かなのだろうか。

　ツヴァイは「フン！」と鼻息を噴ふいて、細っこい腕うでを細っこい胸の前で組む。

「言っておくけど、アタシの話は長いヨ？　日が暮れるまでかかるかもしれないけど、それでもいいのかネ？」

「それは困るなあ。俺は明日のための仕込み作業と、それに晩ばん餐さんの準備をしなくちゃならないんだよ」

「だったら、仕事をしながらでも聞いてほしいところだネ！　納得のいく答えを聞くまで、アタシはルティムの家に戻る気もないからサ！」

　ますます不ふ穏おんな様子である。

　仕方ないので、俺は作業の準備を整えて、まずはアリアをみじん切りにしながら、ツヴァイの弁を拝はい聴ちようすることにした。

「ファの家のアスタ。アンタは今回、七つの氏族に干し肉を作るっていう仕事を任せたんだよネ？　その内容を、ちょいと確認させてほしいんだけど」

「え？　話って、干し肉の仕事の話なの？」

「そうだヨ。他ほかに何の話があるってのサ？」

　ツヴァイの祖父でもあったテイ＝スンの死から、まだ六日ほどしか経ってはいない。だから、どういう内容にせよ、その一件にまつわる話なのだろうと俺は半分がた覚かく悟ごを固めていたのだが、どうやらまったくの思い過ごしであったらしい。

「その仕事の報酬は、白と赤の銅貨が七枚ずつだったんだよネ？　それでもって、その干し肉を作るには、大きめのギバ二頭分の胸の肉が必要だった。……それで間違いはない？」

「うん、間違いないね」

　各氏族に依頼した干し肉の量は、およそ六キロ弱であった。

　で、六キロの干し肉を作製するには、およそ十五キロばかりのバラ肉が必要になるのである。十分な保存性を得るには、それぐらい徹てつ底ていして水分を抜き取る必要が生じる、というわけだ。

「……だったら、アンタはどうしてルウの家に赤銅貨十二枚しか払はらってないのサ？」

「え？」

「ルウの家は毎日のようにギバをまるまる一頭分、ファの家に売ってるんでショ？　その代価が赤銅貨十二枚ぽっちなのに、干し肉はどうして胸の肉だけで赤銅貨七十七枚にもなるのサ？　いくら何だって、おかしすぎる数字じゃないか？」

　キイキイとした甲かん高だかい声でさえずりながら、白目の目立つ大きな目で、ぎろぎろと俺をにらみつけてくる。

　アリアを刻みつつ、俺は「えーっとね」と頭の中で計算を巡めぐらせた。

「まず、最初に言わせておいてもらうと、生せい鮮せん肉の代価が低すぎるってのは、俺もずっと気になっていたんだ。だけどギバ肉にはまだ市場価格ってものが存在しないから、とりあえずギバ一頭分の角と牙の代価を、そのまま肉の値段にあてはめてみたんだよ」

　というよりも、それは肉などありあまっているのだから無料でかまわない、と言い張るミーア・レイ母さんを俺が説得して定めさせた価格なのだった。

「……それで？　干し肉の値段は、どう決めたのサ？」

「干し肉の値段は、町で売られているカロンっていう動物の干し肉と同じ値段に定めたんだ。今回みんなに頼たのんだ全部の量で、赤銅貨六百枚。その内の約一割を仲ちゆう介かい料や手間賃としてファの家が頂ちよう戴だいして、残りを七つの氏族で割った、っていう形なんだけど」

「七つの氏族に七十七枚ずつの赤銅貨で――合計は赤銅貨五百三十九枚、ファの家の取り分があまりの六十一枚ってことネ。フン、なるほど、そっちの計算に間違いはないみたいだネ」

　俺たちを取り囲んだ八名もの女衆らは、このあたりで目を白黒させ始めていた。たぶん計算がおっつかないのだろうし、そもそもそのような計算をする意味や理由が見いだせないのだろう。

　そんなことはつゆほども気にせずに、ツヴァイはいっそうの勢いでまくしたててくる。

「だったらサ、生の肉の値段だって、町の値段に合わせるべきなんじゃないの？　そのカロンとかいう動物の肉は、いったいいくらで売られてるのサ？　まさか、赤銅貨十二枚ぽっちで一頭分が買えるわけじゃないんでショ？」

「俺はまだ肉屋と顔を合わせたことはないんだけどね。肉の値段は、個人の家で買うか、宿屋なんかの店で大量に仕入れるかで、倍以上も値段が違ってくるんだよ。それでももちろん、赤銅貨十二枚ってわけじゃあないけれど」

「だから、そいつはいくらなのさ？」

　今度は俺のほうが暗算の能力を試ためされる場面だった。

　カロンの肉を個人の家で買う場合の値段は、百グラムで赤銅貨一枚弱であったはずだ。それが《南の大樹亭》などでは、百グラムで○・三七枚にまで引き下げられていた。

　で、俺がルウ家から買い付けているギバ肉の値段は、まあおおよそ四十キロで赤銅貨十二枚である。カロン一頭分の肉の値段と言われても、俺はカロンがどれぐらいの大きさをした動物であるかも知らないので、ここはギバと同じ重量であると仮定するしかないだろう。

　と、いうことは――

　個人宅で買う場合は、一キロで赤銅貨十枚、四十キロなら四百枚。

　業者価格なら、一キロで赤銅貨三・七枚、四十キロなら――百四十八枚か。

　これまたずいぶんな差であるが、そもそも個人で四十キロもの肉を買うことはないだろう。大量に購入することができないからこそ、個人で買う場合は割高になってしまうのだ。

「とりあえず、業者価格なら百四十八枚という数字が弾はじきだせたよ」

「だったらアンタは、十分の一以下の値段でルウ家から肉を買い叩たたいてるってことになるネ！」

　そんな風にわめいてから、ツヴァイは疑り深そうに目を細めた。

「それに、赤銅貨百四十八枚でも、まだ少なすぎない？　おんなじ量の干し肉だったら、いったいいくらになるってのサ？」

「干し肉は、作る過程で重さが半分以下に減ってしまうからねえ。生鮮肉と干し肉の値段の比ひ較かくがしたいなら――ちょっと待ってね」

　カロンの干し肉の価格は、たしか百グラムで赤銅貨一・五枚だったはずだ。

　で、生鮮肉の業者価格が○・三七枚ということは――

「うん、干し肉は、生の肉の四倍ぐらいの値段だね」

「四倍!?　何でそんなに高いのサ！」

「干し肉を作るには岩塩も必要だし、原材料費を考えれば、そんなもんなんじゃない？　あとは作製の手間賃と、それに、作る人間と売る人間が別々だったら、そこでもいくらかの上乗せがされてしまうんだろうね」

「……納得いかないネ。何だか騙だまされてる気がするヨ」

　そうか。だったら、徹底的に計算してやろう。

　たとえば、十キロの生鮮肉を干し肉に仕上げるとする。まず生鮮肉は、ピコの葉に漬つけ、塩に漬け、最後に薫くん煙えんでいぶすことによって、四キロぐらいに縮んでしまう。で、使用する岩塩は、肉の重さの五パーセントほどの分量なので、十キロの肉に対して五百グラム。価格としては、赤銅貨三枚だ。

　生鮮肉十キロが赤銅貨三十七枚なので、それに岩塩の値段を加算して、原材料費は四十枚ジャスト。そして、干し肉の価格は百グラムで一・五枚なのだから、四キロならば赤銅貨六十枚。

　原価率は、材料費四十÷売り値六十×百で、六十六パーセントである。

　売り値が高いどころか、至極良心的な価格設定ではないか。

　以上の結論を、俺は正確な数字とともに、ツヴァイへと提示してみせた。
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「生の肉なら赤銅貨三十七枚、その肉で作った干し肉なら赤銅貨六十枚――岩塩の代金を差し引いても赤銅貨二十枚の儲けなのに、それでも安いっての？」

「ジェノスでは、安すぎるってわけでもないのかな？　ここは薄はく利り多売が基本みたいだし。たとえば俺の屋台の料理で使うギバ肉にカロン肉と同じ材料費をあてはめて計算してみても、儲もうけの度合いは同じぐらいだったよ」

『ギバ・バーガー』は、肉を自前で用意すると、原価率はわずか二十五パーセントであるが、使用する肉の価格にカロン肉の値段を適用させると、六十五・八パーセントにまで跳はね上あがってしまうのだ。それはすなわち、他の屋台の軽食屋では、これぐらいの原価率が当たり前、ということである。

「ふーん……それでアンタは、もっと儲けを出したいから、ルウ家から買う肉の値段を買い叩いてるってわけ？」

「それは誤解だね。俺はもっと高い値で買い取りたいって何度も交こう渉しようしたんだけど、ミーア・レイ＝ルウが頑がんとして応じてくれなかったんだ。どうせ余ったら森に返すしかない肉なんだから、とか言ってさ」

　もしかしたら、これは森辺内部におけるギバ肉の適正価格を定める好機なのだろうか。森辺の民とは思えないぐらいの経済観念を有する少女を前に、俺はそんなことを考える。

「それじゃあ、ツヴァイ、それに、アマ・ミン＝ルティムも。これを機会にギバ肉の値段を改めたいっていう旨むねをミーア・レイ＝ルウに伝えてもらえませんか？　これからは、ルウ家からだけではなく他の氏族からも肉を買い取りたいとも思っているので、今度こそきちんとした値段を定めたいんです」

「へーえ、それじゃあカロンってのと同じ赤銅貨百四十八枚にするっての？　一気に十倍以上の値段になっちゃうんでショ？」

「俺はそれでもかまわない。というか、むしろそうするべきだと思う。ゆくゆくは、その値段で町の人たちにもギバ肉を買ってほしいっていうのが、俺の目的でもあるわけだからね」

　ツヴァイはようやく黙だまり込み、アリアを刻み終えた俺の姿を上から下までにらみ回してきた。

「……わかったヨ。アンタは本当に、自分が稼かせぐんじゃなく、森辺の民たみの全員が稼げるような状じよう況きようを望んでるってことなんだネ」

「そりゃあそうだよ。ものすごく不ふ遜そんな言い方になってしまうけど、ファの家はこれ以上の銅貨を稼いだって、使い道が思いつかないぐらいなんだから」

「だけど、銅貨さえあれば何でも買えるでショ？」

「そうかな。人との縁や信しん頼らいなんかは、銅貨じゃ買えないと思うけど」

　冗じよう談だんめかして俺が言うと、ツヴァイは盛せい大だいに「フン！」と鼻を鳴らした。

「日が暮れるまでアンタを問い詰つめてやろうと思っていたのに、話が終わっちまったネ」

「それは何よりだ。とても有意義な話ができて俺も満足だよ、ツヴァイ」

　お世辞でも社交辞令でもなく、俺はそんな風に述べることができた。

　森辺において、ここまで銅貨に執しゆう着ちやくするツヴァイは、異い端たん者しやであろう。しかし、森辺がさらなる豊かさを求めるならば、ツヴァイのように経済観念の発達した人間は、絶対必要になると思う。そもそも異端といえばこの俺こそが最大の異端者であるのだから、俺にしてみれば同じ目線で語れる同どう胞ほうを初めて目まの当あたりにしたような気分でもあった。このような異端者がルウの眷けん族ぞくとなったことを、俺はこっそり心中で寿ことほごうと思う。

「アタシの用事は済んじまったヨ。この後はどうするの、アマ・ミン＝ルティム？」

「そうですね。急いで帰っても仕事は残っていないでしょうから、わたしたちもアスタに調理の手ほどきをしていただきましょうか」

　アマ・ミン＝ルティムは、とても満足そうに微笑んでいた。そんな笑顔を向けられて、ツヴァイは少し居い心地ごこちが悪そうに身体からだをゆすっている。

　そのとき、何の前まえ触ぶれもなく、戸板が外から引き開けられた。

　そのような真似まねが許されるのはその家の住人だけであるので、もちろんそれはアイ＝ファであった。今日もまた六十キロ級のギバを担かついだアイ＝ファが、鋭するどい眼まな差ざしで屋内の様子を睥へい睨げいしてくる。

「おかえり、家長。今日も収しゆう穫かくがあったのか」

　二日前に狩人かりうどの仕事を再開させて、これで二頭目の収穫である。今はそれほどギバの多い時節でもないはずなのに、呆あきれるばかりの優ゆう秀しゆうさだ。

　そんな家長を、俺は笑顔で出で迎むかえたのだが、当人はきわめて冷ややかな面おも持もちだった。で、「今日も楽しそうだな、お前は」などと言い捨てて、中にも入らぬまま、ぴしゃりと戸板を閉めてしまう。

　いったい何が楽しそうなのだろう？　心当たりは、まったくない。

　ただ、普ふ段だんと違っている点があるとすれば、俺の周囲に九名もの女衆が集つどってしまっているということぐらいであろうか。複数名の女衆が集まるのはいつものことだが、この人数はさすがに規格外であるかもしれない。

「……申し訳ありません、アスタ」と、アマ・ミン＝ルティムには頭を下げられてしまった。

「え？　あ、いや、アマ・ミン＝ルティムに頭を下げてもらういわれはないように思われますが」

「そうなのでしょうか？」と小首を傾かしげてから、アマ・ミン＝ルティムは俺の耳もとに口を寄せてきた。

「でも、私とスドラの女衆以外は、全員未婚の若い女衆です。アイ＝ファにしてみれば、それが面白おもしろくなかったのかもしれませんよ？」

　俺はちょっとびっくりして、至近距きよ離りからアマ・ミン＝ルティムの顔を見返してしまう。いつでも清せい楚そで折り目正しいアマ・ミン＝ルティムは、珍めずらしくも年ねん齢れい相応の無む邪じや気きな微び笑しようをたたえて、俺の顔を見つめていた。

　そんな感じで、青の月の二十二日も、きわめて和なごやかに過ぎ去っていったのだった。







第五章　臓物と少女
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　ララ＝ルウが十三歳さいになった、その翌日。青の月の二十六日。

　今日も今日とて仕込みの作業に励はげんでいると、またまたアイ＝ファがギバを担いで帰ってきた。

「うわ、また獲とれたのか？　すごいな、森に出てからまだ十日も経っていないのに、これで三頭目じゃないか？」

「ふん。しかし、今日のギバはずいぶんと若い。この牙きばと角では一本で二枚ていどの銅貨しか得られぬだろう」

　若いと言っても、四十キロは下らなそうだ。それに、背せ丈たけは短いがころころとよく肥こえており、脂あぶらはたっぷりのっていそうである。

　賞賛の表情でたたずむフォウやディンの女衆に目礼をしてから、アイ＝ファはかまどの前を通りすぎ、木の枝にギバを吊つるし始めた。吊るしながら、奥おくのほうの木に繋つながれたギルルに「帰ったぞ、ギルル」などと呼びかけている。

　平和である。

　いよいよジェノス城の人々との会談も四日後にせまってきていたが、この平和な生活を保持することはかなうのであろうか。

　そんなことを考えるでもなしに考えていると、「へえ、上手うまいもんだね、あんた」と、ふいに年配の女衆が感心したような声をあげた。

　振ふり返かえると、トゥール＝ディンが焼きあげたポイタンを木皿に移すところだった。彼かの女じよたちはポイタンにギーゴを混ぜていないのに、なかなかふっくらと焼けている。少しキツネ色になった表面の色合いも、実に美味うまそうだ。

「本当だ。やっぱり君は筋がいいね、トゥール＝ディン」

「いえ……」と、トゥール＝ディンはうつむいてしまう。表情はあまり動いていないが、頬ほおのあたりがちょっとだけ赤らんでいるのが可愛かわいらしかった。

　トゥール＝ディンは、かつてスンの分家であった十歳の少女である。首の横で二つに結んだのばしかけの髪は褐色で、瞳ひとみの色は青色。けっこう可愛らしい顔立ちをしているのに、表情はいつも憂うれいげで生気に乏とぼしい。

　でもそれは、一種異様な掟おきてに縛しばられていたスンの集落での暮らしが、この少女の心を萎い縮しゆくさせてしまったのだと思う。ときおり見せる笑え顔がおはあどけなく、ちょっとした挙動からも性しよう根ねの優やさしさは感じ取れるし、普ふ通つうの環境で暮らせばリミ＝ルウのように元気で屈くつ託たくのない性格に育ったのではないのかな、と俺には思えてならないのだ。

「もうトゥール＝ディンは、ポイタンを焼く手て際ぎわも完かん璧ぺきだね。ギバの肉を持ってきたら、今度は肉料理の作り方を手ほどきしてあげるよ？」

　俺の言葉に、トゥール＝ディンはますます顔を赤くして「でも……」と縮こまってしまう。

「ファの家のアスタ。晩ばん餐さんは本来、自分の家のかまどで作るべきものです。ポイタンぐらいはここでこうして焼かせてもらっておりますが、さすがにギバの肉まで焼いてしまうのは、森のしきたりに反しましょう」

　そんな風に言葉をはさんできたのは、ディンの家長の姉であり、トゥール＝ディンの亡なき母の姉でもあるジャス＝ディンだった。柔にゆう和わな面おも立だちと厳格な眼差しを有する、なかなか威い厳げんのある年配の女衆である。

「あ、そういえばそういうしきたりもあるんでしたね。だからみんな、ポイタン以外の作業は見学するだけだったんですか。……でも、見学するだけではなかなか技術を習得することは難しいでしょうね」

「そうですね。しかし、このトゥール＝ディンはかつての家長会議であなたの手ほどきを受けているので、なかなか巧たくみにかまど番の仕事を果たすことができています」

　ほめられればほめられるほど、トゥール＝ディンのうつむき加減は深くなってしまう。これも悲しき事案であるが、どうやら彼女たちは敵意や害意よりも善意や好意に対してこそ免めん疫えき力りよくを失ってしまっているようなのだ。

　そんなトゥール＝ディンが、「あ……」と小さな声をあげた。

　その視線を追うと、ギバの皮を剥はぎ終えたアイ＝ファが臓物の摘てき出しゆつに取りかかっている姿が見えた。

「どうしたの？」と問うてみても、「いえ……」としか答えない。

　スンの集落では、狩人かりうどとしての仕事を極力回避するために、胴体の肉まできっちり食べきっていた。それならば、ギバの臓物など見慣れたものであるはずだ。

「臓物か。俺の故郷では、ギバによく似た獣けものがいてさ。そいつは臓物まで美味しく食べられていたはずなんだけど、ギバの臓物はどんな味がするんだろうね」

　何となくこのまま会話を打ち切るのが心残りであったので、俺はそんな風に言葉を継ついでみた。すると、トゥール＝ディンは愕がく然ぜんとした様子で俺を振り仰あおいできた。

「ア、アスタの故郷では、ギバの内臓を食べていたのですか？」

「うん？　ギバじゃなくて、ギバとよく似た別の動物なんだけどね。でも、肉の味はよく似ているから、もしかしたらギバの内臓も美味しく食べられるんじゃないかなあ」

「た、食べられます！」と、トゥール＝ディンがこの内気な少女には珍めずらしいぐらいの大きな声をあげた。が、たちまちその顔をまた真っ赤に染めて、今まで以上に深々とうつむいてしまう。

　それを取り囲むジャス＝ディンやフォウの女衆たちは、わけもわからずきょとんとしていた。

「あ、もしかしたらスンの集落では、ギバの臓物も食べていたのかな？」

「…………はい」

　もはや消え入りそうな声である。

「ギバの内臓をね。あんな不味まずそうなものを食べてまで、スンの人間はギバ狩がりの仕事を果たしたくなかったというわけかい」

　ジャス＝ディンの厳しい眼差しが、トゥール＝ディンを静かに見すえる。

「いや、ですが、俺の故郷でも動物の臓物は珍ちん味みとしてなかなか重宝されていましたよ。それに、臓物には肉とはまた違った栄養があって、そういう意味でも重宝されていたんです」

　トゥール＝ディンを庇かばいたい気持ちが半分、臓物料理に対する興味が半分、という感じで、俺はそのように述べてみせた。

「実のところ、俺なんかはギバの臓物をまるまる捨ててしまうことに口くち惜おしさを感じたりもしていたぐらいなんです。ねえ、トゥール＝ディン、よかったら君たちがどんな風にギバの臓物を調理していたのかを教えてくれないかなあ？」

「え……」と、トゥール＝ディンは困こん惑わくしきったように視線をさまよわせる。

　ジャス＝ディンは小さく息をつき、トゥール＝ディンの小さな頭をぽんと叩いた。

「あんたはファの家のアスタに大きな恩義があるだろう？　こんなことぐらいでその恩義を返せはしないだろうけど、力は惜しまず尽つくすべきなんじゃないのかね？」

「……わかりました」とトゥール＝ディンはうなずき、伏ふし目めがちにまた俺の顔を見つめてくる。

　俺の見間違えでなければ、その青い瞳にはうっすらと嬉うれしそうな光が灯ともっているように感じられた。
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「難しいことは、わたしにもわかりません。ただ、臭くさみのひどい部分を取り除いて、後は水で入念に洗うだけでした」

　トゥール＝ディンの言葉に従って、俺たちは水場に移動することになった。

　臓物は残らず鉄てつ鍋なべにぶちこんで、えっほえっほと運んできた。ジャス＝ディンと、さして興味もなさそうなフォウ家の女衆も同行し、総勢は五名である。アイ＝ファは肉の解体にいそしんでいるため、不参加だ。

「まず、この部分は捨ててしまっていましたね」

　鍋の中から、トゥール＝ディンが小さな肉にく片へんをつまみあげる。

　ピンポン玉ぐらいの、ころんとした色の悪い臓器。おそらくは膀ぼう胱こうである。

「あと、この臓物のこの部分ですね」

　今度は、どっしりとした赤褐色の肉につ塊かい、肝かん臓ぞうを持ち上げる。で、そこから除去されるべきは、肉塊にはさみ込まれるようにしてひっついている、薄うす黄緑色の小さな袋、胆たん嚢のうであった。

　膀胱も胆嚢も、破けるとひどい臭みが肉に移ってしまうので内臓摘出の際は特に気をつけるべし、と俺が猟師さんから習っていた部位だ。

「ギバが子を孕はらんでいた場合はこの部分も捨ててしまっていましたが、このギバは大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　白くて細くてうねうねとした部位。説明から察するに、子宮――コブクロなのだろう。このギバは、メスであったのだ。

「ふむふむ。それで、水で洗っていくわけだね。まずはどれから手をつけようか？」

「あ、その前に、こっちのとこっちのは表面を切って中の塵芥くずを取り除く必要があります」

　こっちのとこっち。

　それは、ピンク色のうねうねとした大腸の先にひっついている、白くてしわしわの細長い器官――たぶん直腸と、そして、ぱんぱんに膨ふくれあがったピンク色の物体、胃い袋ぶくろであった。

　なるほど、あれだけ脂ののったギバであったのだから、生前はたらふく森の恵めぐみを喰くらっていたのだろう。胃袋にはその残ざん骸がいが残っているから、まずはそれを除去しなければいけないわけだ。

　で、直腸は、たぶん肛こう門もんにつながっている部位だから、当然アレが詰まっているはずである。しかし、臓物調理の初心者たる俺は、直腸のアレよりも胃袋の中身にこそ警けい戒かい心しんをかきたてられてしまった。

「えーっとさ、ギバは木の実や野菜ばかりじゃなく、蛇へびやトカゲや虫なんかも食べているんだよね？」

　俺の言葉に、トゥール＝ディンは不思議そうに首を傾かしげる。

「はい。……そういえば、そっちのそれを切り開いたとき、中からたくさんの蛇が出てきたことがありました」

「うわあ、やっぱり！」

「だけどもちろん、蛇の死し骸がいですよ？　中には危険な毒を持つ蛇もいましたが、死んでいたから危険はありません」

「いやあ、それはそうなんだろうけど……」

「アスタは、死んだ蛇も怖こわいのですか？」

　トゥール＝ディンが、くすりと笑った。

　何とも愛くるしい笑顔である。

「それなら、わたしが受け持ちます。アスタの刀を貸していただけますか？」

「いや！　胃袋の中身が怖くて臓物の調理はできないよ！」

　意を決し、俺は小刀を抜き放った。

　そうして、膨らみきった胃袋にぷつりと刃先を差しこんで、慎しん重ちように切り開いていくと――中からは、暗緑色に変色した大量の木の実の残骸があふれだしてきた。

「蛇、いませんでしたね？」

　そちらは直腸の不純物を除去しながら、トゥール＝ディンが微笑みかけてくる。もしかして、本人は気づいていないのだろうか。さっきからずっと笑顔のままである。

　ちなみに、ギバのアレはかりんとうのようにコロコロとしており、そんなに汚きたならしい感じはしなかった。胃袋の内容物も含ふくめて、鼻呼吸さえ止めておけば、何てことはない。

　何はともあれ、胃袋と直腸の不純物は除去できた。

　ちょろちょろと流れる岩いわ清し水みずで入念な洗浄も済ませたら、お次は蛇のようにのたうつ大腸と小腸、それにコブクロの処置だった。

　細っこい小腸とコブクロは外側をざっと洗ったら、さっさと切り開いて、表も裏も洗いたおす。この段階で、残り三名の女衆の手も借りることになった。

　ぬめりが取れるまで洗うのがベスト、とのことであったが、洗っても洗ってもなかなか完全には取りきれないのだ。塩でもみ洗いでもすれば効率的かもしれなかったが、この世界において岩塩は、やや値の張る品物である。今日のところは、人海戦術で何とかすることにした。

「では、その間にこっちのも片付けてしまいましょう。アスタ、そちらの先せん端たんを握にぎって、水が流れないようにしてもらえますか？」

　なかなか的確な指示を出しながら、トゥール＝ディンは大腸の先端から岩清水を流し込み始めた。

　トゥール＝ディンの指示通りに逆側の先端を握り込むと、たちまち大腸が水でぱんぱんになり、一本の長大なソーセージのような形状に成り果てる。トゥール＝ディンは自分も大腸の先端を握り込み、その状態でソーセージもどきを端はしから端までもみしだいていった。

　そうして水を捨て、もう一度水を入れ、三回ばかりもそれを繰くり返したのち、俺の小刀で大腸を十センチずつぐらいに切り分けていき、表と裏をぐりんとひっくり返してしまう。で、むきだしになった裏側を、さらにごしごしと洗うのだ。これはやはり、なかなかの手間である。

　しかし、五人がかりで大腸と小腸とコブクロをやっつけると、ピンクや乳白色の綺き麗れいな肉の切れ端がちょっとした山となり、俺おれにはもうそれらが食材以外の何物にも見えなくなってしまっていた。

「次は、これですね。他のと同じように、まずは表面の膜まくを剥がします」

　そう言ってトゥール＝ディンが取り上げたのは、手の平サイズのソラマメのような形状をした部位だった。

　ほとんど同じ形状をしたものが、二つ。こんな風に左右対たい称しようで存在する臓器は、肺と腎じん臓ぞうぐらいしか思い当たらない。だからたぶん、腎臓なのだろう。表面の白い膜を剥がすと、中からはレバーのようにつやつやでなめらかな赤褐色の姿が現れた。

「アスタ、これを横向きに切り開いてもらえますか？」

「了りよう解かい」

　切り開くと、中には脂あぶら身みのように白い物体が、葉脈のように広がっていた。

「わたしが仕事をまかされたときは、その白い部分はちぎって捨てていました。……何か、そこから嫌いやな臭みを感じることがあったので」

「へえ、そうなんだ」

　腎臓の役割は、たしか体内の水分の濾ろ過かであったはずだ。この部分に毒素でも溜たまる仕組みになっているのだろうか。

　そのようなことはわからなかったが、別のことはわかった気がした。たぶんトゥール＝ディンは、もともとかまど番の仕事を好んでいたのだ。だからきっと、さっきから楽しそうな顔をしているのだろう。

　今までは、禁きん忌きとされている森の恵みを食することに罪悪感を抱いだかされていた。ギバの調理においても、「必要最低限のギバしか狩らない」というスン家ならではの掟のもとに、内臓までさばく羽目になっていた。

　わずか十歳のトゥール＝ディンでも、それが異常な掟だということは骨身にしみるほど理解できていたのだろう。彼女たちは、決してその事実を他の氏族の者たちに知られてはならない、知られたら頭の皮を剥がされるのだ、と教え込まれていたはずなのだから。それゆえに、彼女たちはあんな死んだ魚のような目つきで生きることになったのだ。

　だけど、それでも、トゥール＝ディンはかまど番の仕事が好きであったり、得意であったりしたのではないだろうか。少なくとも、「この部位を切り取ればもっと美味おいしい食事を作ることができる」と考えつくぐらいには。

　質実に過ぎて、美食をよしとしてこなかった森辺の民である。食事の準備などに余計な手間をかける必要はない、というのが森辺の民の基本スタンスだ。しかし、潜せん在ざい的な資質として、調理に向いている人間というのは存在するのだと思う。

　ルウの集落においても、もともとかまど番を得意としていた人々――レイナ＝ルウやシーラ＝ルウ、ミーア・レイ母さんやタリ＝ルウなどといった人々こそが、めきめきと頭角を現しているのである。だからきっと、このトゥール＝ディンも、それらの女衆と同じタイプの人間なのだろう。

　そして、スン家では禁忌に密接していたかまど番の仕事に、今では誰だれに恥はじることもなく、正しき仕事として取り組むことができている。だからこそ、彼女はこんな風に幸福そうな微笑ほほえみを浮うかべることができているのではないだろうか。

「あとは、これとこれですね。この二つは少し切れ目を入れて、中の血をよく洗い流したほうがいいと思います」

　そんな俺の想念も知らぬまま、トゥール＝ディンは心臓と肝臓を差し出してきた。

「洗っても洗っても血は出てくるのですが、それでも洗うほうが洗わないよりは美味しくなると思いますので……」

「それはまさしくその通りだろうね。だからこそ、男衆にもギバを狩ったときに血ち抜ぬきをしてもらっているんだよ」

　森辺の民は、八十年もの間、血抜きの発想に至ることはなかった。それなのに、歪ゆがんだ掟のせいで内臓を食べる羽目になったという境きよう遇ぐうゆえに――きっと肉よりも臭みの強い内臓を、何とかして食べなくてはならなかったという境遇ゆえに、「血こそが臭みの原因」という真実に近づいていた、というのは何とも皮肉な話である。

　そんなことを考えながら、俺は心臓を、トゥール＝ディンは肝臓を、それぞれ岩清水に浸ひたしながら、もにゅもにゅともみ洗いする。

「他の部分は、そのまま水で洗うだけです。鉄てつ鍋なべに水を注いで、その中で洗えば十分だと思います」

　といっても、鍋にはもうそれほどの部位は残っていない。

　淡あわいピンク色で、実に不可思議なやわらかい触しよつ感かんをした肺と、白い網あみ状じようの脂に包まれた細長い器官――消去法によると、たぶん膵すい臓ぞう。それに、外見は平べったい肉にしか見えない横おう隔かく膜まくである。そちらの洗浄にジャス＝ディンらが取り掛かかると、ようやくゴールが見えてきた。

「いやあ、なかなかの作業だね、これは。……で、トゥール＝ディンはこれらの臓物をどうやって食べていたのかな？」

「はい。大体は鍋で煮に込こんで食べていました。これでもまだ肉よりも臭みが強いので、その――リーロや、名も知れぬ香こう草そうと一いつ緒しよに煮込んで……」

　と、トゥール＝ディンの顔に暗い陰かげりが落ちてくる。それはきっと、森辺の民には名も知らされていない、禁忌の森の恵みであったのだろう。

「煮込むだけ？　焼いたりはしなかった？」

「え？　……はい……焼くだけだと、どうしても臭みが気になってしまうので……」

「ふうん。だけどトゥール＝ディンは、臓物料理が嫌きらいなわけではなかったんだよね？」

　そうでなければ、わざわざ臓物を食べていた、などと打ち明けてはこないと思う。スンの集落の歪んだ風習など、自分から話題にしたいとは思えないはずだ。

「そうですね。……肉より嫌い、ということはありませんでした。何というか……くにゅくにゅとした噛かみ応えが、ちょっと心地好よく感じられたので」

「くにゅくにゅ？　くにゅくにゅかあ。面白おもしろい表現だね！」

　俺は大げさに明るい声で応じてみせる。とたんにトゥール＝ディンは深刻になりかけていた顔を真っ赤にして、またうつむいてしまった。

　ちょっと気の毒だが、過去に思いを飛ばすよりは、そのほうがずっといいと思う。

「それじゃあ今日は、俺なりの食べ方を試ためさせてもらおうかな。それでもくにゅくにゅとした食感はなくならないと思うから心配しないでね？」

　そう言うと、トゥール＝ディンは肝臓をもみ洗いしながら「もう！」と怒おこった声をあげて、俺の腕に肩かたをぶつけてきた。




２




　そうして臓物の洗浄作業を終えた俺たちは、ファの家に戻もどり、しばし本来の作業に立ち返ることになった。

　もちろん、臓物の始末を後回しにしたわけではない。心臓と肝臓は塩水に漬けてさらなる血ち抜ぬきをほどこし、残りの部位は臭み消しのリーロの葉とともに下した茹ゆでをしたのち、ミャームーとアリアと果実酒の漬つけ汁じるに漬けておくことにしたのだ。

　小一時間ばかりも臓物料理の下準備についやしてしまったため、仕込みの作業は大おお幅はばに遅おくれてしまった。俺はせっせと『ギバ・バーガー』のためのパテをこしらえ、『ミャームー焼き』と『ギバの角かく煮に』と『ギバ・チット』のための肉を切り分け、何とか夕暮れを迎える前にノルマ分の仕事を果たすことができた。

「よし、それでは臓物の調理に取りかかろう」

　屋外に設置された、二つのかまど。その片方では晩餐のためのスープを煮立てつつ、もう片方では鉄板を温める。

「あれ？　煮込むのではなく、焼くのですか？」

　不思議そうに目を丸くするトゥール＝ディンに、俺は「そうだよ」と、うなずき返す。

「今のファの家にある調味料だと、煮込むより焼いたほうが強い味をつけられるからね。とりあえずはこの『ミャームー焼き』と同じ漬けダレで焼いてみるよ」

「いったん煮たものを、今度は焼くのですか……」

　下茹でという概がい念ねんのない森辺の民には、それが不可思議に思えてしまうのだろう。だけど、俺の世界においてのホルモン焼きは、たぶん下茹でをしたのちに焼いていた、と思う。

　思う、というのは頼りない言い方であるが。恥ずかしながら、外食の機会が少なかった我わが家やであるので、俺はしゃぶしゃぶと同じぐらい臓物料理というものに馴染みがなかったのだ。

　親父おやじもきっと、臓物料理にはあまり興味がなかったのだろう。常連さんに「もつ鍋をメニューに加えてくれよ」とか言われたときも、「そのうちねー」とか答えていた気がする。

　そんなわけで、すべてが手て探さぐりの調理である。とりあえず、ころころとした形状の心臓、肝臓、腎臓の三種だけは、下茹でをせず、薄うす切ぎりにしてミャームーのタレに漬けておいた。心臓はハツで、肝臓はレバーで――腎臓は何と呼ぶのだろう。俺にはもう、永久にそれを知る手立てがない。

　で、下茹でをした残りの部位は、問答無用ですべてぶつ切りだ。まさしく、俺の記き憶おくにぼんやりとあるホルモンの形状そのものである。

　まずはそのホルモンからチャレンジすることにした。赤いタレに染まった臓物たちを、手づかみで豪ごう快かいに鉄鍋へとぶちまけると、果実酒の甘あまい香かおりとミャームーのニンニクっぽい香りが白はく煙えんとともに爆ばく発はつした。

「ああ、いい匂においですね」と、フォウ家の女衆が楽しそうにつぶやく。

「アスタに干し肉を買っていただいたおかげでたくさんの銅貨を得ることができたので、今度フォウの家でもミャームーという野菜を買ってみることにします」

「それは素す晴ばらしい」と応じつつ、俺はモツが焦こげついてしまわないように木べらをふるう。すると、アイ＝ファが俺の肩ごしにぬっと顔を出してきた。

「ふむ。なかなか奇きっ怪かいな見た目だな」

「でも、美味うまそうな匂いだろう？」

「匂いは、ミャームーの匂いではないか」

　それは、仰おつしやる通りである。

　だけど、どうだろう。ギバのホルモン焼きは、森辺の民のお口に合うのだろうか。下処理と漬けダレの効果できちんと臭みを消せていれば、少なくとも食べられないことはないと思うのだが、何せ俺自身がホルモン焼きというものをほとんど食したことがないため、ちと不安だ。

「よし。第一陣はこんなもんかな」

　十分に焼きあがった臓物たちを、鉄板の端はしに寄せる。

　そいつを木き匙さじで木皿に取り分けて、俺はトゥール＝ディンに差し出してみせた。

「はい、どうぞ。まずは言いだしっぺの俺たちから試食させていただこう」

「……はい」

　トゥール＝ディンはちょっと不安げな面持ちでそれを受け取る。もしもこれが不味かったら、小一時間も作業させたことが無む駄だになってしまう――とでも思っているのだろう。

　だけど責任は、二人で分かち合う所存だ。そういったわけで、俺も自分の木皿にモツを取り分けて、逡しゆん巡じゆんすることなく口の中に放ほうり入れた。

　まず広がるのは、『ミャームー焼き』でお馴な染じみの、甘あま辛からい味である。

　で、やわらかいモツに歯をたててみると、トゥール＝ディンの言うくにゅくにゅした食感が心地好かった。見た目通り、鶏とり皮かわみたいな食感である。なかなか噛かみ切れない、もちもちとした弾だん力りよくだ。

　不味くはない。

　臭くもない。

　というか、これはいったいどの部位なのだろう。そんなに厚みはなかったので、小腸かコブクロあたりであろうか。さしあたっては、可もなく不可もなくというのが、俺の正直な感想だった。

「どうだい、トゥール＝ディン？」

　俺は視線を転じてみる。

　すると、トゥール＝ディンは木皿と木匙を握りしめたまま、何とも幸福そうな笑顔になっていた。

「美味おいしいです、すごく。……以前に食べたものよりも、ずっと美味しいです」

　そうなのか。

　まあ、モツ料理などというものは、きっと個人で好みが分かれるものなのだろう。そんなことを考えながら、今度はもうちょっと大ぶりのやつを口に入れてみた。

　で、そいつをくにゅくにゅ噛んでみると――さきほどとはまったく異なる旨うま味みが、口の中に広がった。

「あれ？　美味いや」

「ね？　美味しいですよね？」

　トゥール＝ディンはいっそう嬉しそうに微笑む。

　何だろう。さきほどよりもいっそうぷりぷりとした食感が好ましい。それに、旨味が段だん違ちがいである。ギバの脂のこってりとした風味を強く感じる。

　今のは形状からして、大腸だろうか。これは美味い。普通に美味いと感じられる。

「うん、美味しいです。これなら自信をもっておすすめできますね。よかったらみなさんも食べてみてください」

　あんまり数に余よ裕ゆうがなかったので、食器は各氏族に一セットずつしか行き渡わたっていない。フォウ家の女衆はおそるおそる木皿を取り、トゥール＝ディンは新たなモツをすくいあげてから、笑顔でそれをジャス＝ディンに手渡した。

　ということで、俺も家長に木皿を献けん上じようする。

「……本当に美味いのか？」

「美味いよ。えーっとな、部位によってかなり味が違うみたいだ。何口か食べると、当たりがあると思う」

　答えながら、今度はハツやレバーを焼いてみた。

　レバーは俺が知っている通りの外見で、腎臓もほとんど見分けがつかない。ハツはもうちょっと肉質がしっかりしており、ほとんど赤身の肉みたいな感じだ。

　それらを焼きながら、ちらりとアイ＝ファを振り返る。

「どうだ？　悪くないだろ？」

「うむ。悪くはない。……だが、これはいつ呑のみ込めばよいのだ？」

「実は俺もよくわからない。適当に噛みちぎれたら、それでいいんじゃないのかな」

　そんな問答を交かわしている間に、ハツもレバーも焼けてしまった。

　レバニラ炒いためや焼き鳥のレバーぐらいだったら、俺でも食したことはあるのだが、これらは如何いかがなものだろう。まだもにゅもにゅと口を動かしているアイ＝ファから木皿を取り返し、まずはレバーから食してみる。

　それは、普通に美味かった。

　俺の知る鶏や豚ぶたのレバーよりも数段濃のう厚こうな味わいで、なおかつ血の臭みなどは一いつ切さい感じられない。あのていどの下処理でこれほどのものが味わえるなら、及きゆう第だい点てん以上であろう。今まで手をつけず廃はい棄きしてしまっていたのが悔くやまれるほどだ。

　腎臓も、レバーに近い味と食感だった。レバーほど濃厚でない代わりに、クセも少なく食べやすい。噛み応えも、ちょっとやわらかめだ。

　そして、ハツのほうは――こちらはほとんど普通の肉と変わりがなかった。見た目も赤身の焼き肉そのままで、なおかつモモ肉よりよほどやわらかい。

「うん、美味い。美味いし、ホルモンよりも食べやすいな。アイ＝ファも食べてみろよ」

「これは何だ？　肉ではないのか？」

「こっちは肝臓、こっちは腎臓、それでこっちは心臓だ。肝臓なんかはちょっとクセがあるけど、たぶん栄養は満点だぞ？　心臓は、普通の肉みたいで普通に美味しい」

「ギバの心臓、か――」

　アイ＝ファは少し物思わしげにつぶやき、まず真っ先にハツを食べた。

「……美味いな」

「美味いだろう？」

「ああ、美味い。……それに、ギバの生命を喰くらっているのだ、ということが強く感じられる」

　アイ＝ファはとても満足そうだった。

　他ほかのみんなも、同様の表情だ。

　ということで、試食のために焼いた分は、六人がかりですみやかにたいらげることができてしまった。あまった分は、今こ宵よいのファの家の晩ばん餐さんでありがたく食させていただくことにする。

　晩餐前の試食会は、これにて無事に閉幕である。

「とても美味だったと思います。……ですが、やはりこれらは準備に手間がかかりすぎるのではないですか？　足や胴どう体たいの肉であれば、同じぐらい美味でありながら、これほど手間をかける必要もないのですから」

　閉幕の後、一同を代表する形で、ジャス＝ディンがそのように述べてきた。

「そうですね。食べるかどうかはそれぞれの家の判断でいいと思います。心臓や肝臓など、腸に比べれば下処理も面めん倒どうでない部位だけ食べる、という手もありますしね。……あと、トゥール＝ディン、これらの内臓はピコの葉に漬つけてもそんなに保存がきかないと思うんだけど、どうだろう？」

「はい。何日かなら保もつのかもしれませんが、わたしたちは大体その日の内に食べていました」

「やっぱりそうだよね。でもたぶん、ファの家では時間の許す限り、すべてを食べていくことになると思います。美味しいと知れたものをみすみす捨てる気にはなれませんし、それに――もしも宿場町で肉を売れるようになったら、肉自体の価値が高まるわけですしね」

　ジャス＝ディンたちは、今ひとつ理解できていない様子で首をひねっていた。

「あまり大きくないギバでもこれだけの量の料理が作れたのですから、大物のギバだったら、普通の晩餐の一回分ぐらいは余よ裕ゆうでまかなえそうじゃないですか？　一回分の食事がまかなえれば、その分の肉を商売用に回すこともできます。……まあ、そこまで銅貨を稼ぐことに重きを置く必要はないのかもしれませんけどね」

「はあ……そういうものでしょうかね……」

「あと、これはギバを狩った当人たちが、ギバを狩ったその日にしか食べられない料理です。そう考えたら、ギバを狩った狩人をたたえる祝福の料理、みたいな感じがしませんか？　だから俺は、捨てずにきちんと料理にしたい、と思えるのかもしれません」

　そのあたりの感情は、それこそ人それぞれだ。俺もべつだん、無理強いするつもりはない。

「まあ、他に差し迫せまった仕事がないときなんかは、ひと手間かけるのもいいのではないでしょうかね。臓物にはきっと肉とはまた異なる栄養が詰まっていると思いますし、あの食感は肉からは得られないものでもあります」

「……少なくとも、ギバの心臓は男衆に好まれると思う」

　と、静かにアイ＝ファが口をはさんできた。

「あれはきっと、狩人の好む食べ物だ。ギバの生命をこの身に取り入れたという充じゆう足そくした気持ちが得られると思う」

「なるほど。あなたたちはわたしたちに色々なことを教えてくれますね、ファの家のアイ＝ファにアスタ」

　そう応じたのは、ジャス＝ディンである。

　そして、厳格な眼差しと柔にゆう和わな表情をあわせもつジャス＝ディンは、いくぶんしわの寄った手の平をトゥール＝ディンの頭にぽんと置いた。

「ディン家でも、臓物を食べるように心がけてみましょう。このトゥール＝ディンが好む味でもあるわけですから」

　トゥール＝ディンは、少し頬ほおを染めつつ微笑する。

「くにゅくにゅして美味おいしかったね？」

　などと俺が余計な口を叩たたいてしまうと、トゥール＝ディンはいっそう顔を赤くして「もう！」と俺の胸をぽかぽかと叩いてきた。

　そうして家長の冷ややかな目に見守られている内に、森辺には夕ゆう闇やみのとばりが下りつつあった。
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　青の月の二十七日。

　その日は、ルウの集落にて収穫の宴うたげが執とり行おこなわれる予定になっていた。

　そして、それと同時に、宿場町における屋台の商売の契けい約やくが三度目の満期を迎むかえる期日でもあった。

　営業終了後、いつものように《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》に屋台を返へん却きやくしつつ、俺は店の主人たるミラノ＝マスに御お礼れいの言葉を申し述べてみせる。

「ミラノ＝マス、このたびもお世話になりました。……あの、明日からも屋台の貸し出しをお願いしても大丈夫ですか？」

「貸せと言うのなら、こっちも商売だ。何も断る理由はない」

　屋台に損傷がないかを確かく認にんしつつ、ミラノ＝マスはいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらでそう応じてくれた。

「しかし、お前さんは今後も《南の大たい樹じゆ亭てい》で仕事をしていくんだろう？　だったらそっちで屋台を借りたほうが、いちいち行き来する手間もはぶけるんじゃないのか？」

「いえ、そのていどの手間はどうということもありませんよ。ご迷めい惑わくでなければ、今後も《キミュスの尻尾亭》のお世話になりたいと思います」

　答えながら、俺はちょっと心配になってしまう。

「でも、場所代と屋台の貸出料だけでは、ミラノ＝マスにとって大した実入りにはならないのですよね？　何というか、ご迷惑をかけるばかりで心苦しいという気持ちはあります。……本当に、俺たちと関わることでミラノ＝マスの立場が悪くなったりすることはないのですか？」

「いつまでもくどくどとうるさいやつだな。迷惑になるようならとっくに叩き出していると何べんも言っているだろうが」

　屋台の確かく認にんを終えたらしいミラノ＝マスが、ますます不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちで俺のほうに向き直ってくる。

　レイト少年もそうだったが、スン家にまつわるあの大おお騒さわぎを経へて、ミラノ＝マスにも大きな変化は見られなかった。ただ、ほんの少しだけその眼まな差ざしからは険が取れて、ほんの少しだけ俺たちに対しての口数が多くなったような気はする。そのほんの少しの変化が、俺にとってどれほど嬉うれしかったかということは、まあ言うだけ野や暮ぼというものだろう。

（それにしても、あの騒ぎからもう十日以上も経たったんだなあ）

　そんな風に考えると、さすがに驚おどろきを禁じ得ない。

　城の人々との会談が青の月の三十日に延期されてしまった効果もあり、この十日間は本当に平へい穏おんな日々だった。まだ宿場町の人々は森辺の民たみに対しての気持ちを定めかねている感じで、探さぐるような、疑うたぐるような視線を向けてくる人たちも少なくはなかったが、表面上は平穏そのものだ。

　屋台の売り上げは百四十食前後で安定しているし、宿屋の料理に関しては毎日完売である。この平穏な日々を保持できるかどうか――まずは三日後の会談の結果を待つ他ない。

「そんなことよりも、またお前さんは休みを入れずに明日からすぐ商売を始めるのか？　普通はこの契約の切れ間に一日ぐらいは休みを入れるものだ。お前さんたちだって、べつだん金に困っているわけではなかろうが？」

　と、よく肥えた腕うでを胸の前で組みながら、ミラノ＝マスがそのように問うてきた。

　もちろん、金には全然困っていない。商売を始めて三十日、トータルの純利益は何と赤銅貨五千四百八十四枚に達してしまったのである。

　赤銅貨五千四百八十四枚――ギバの角と牙きばに換かん算さんすれば、およそ四百五十七頭分の稼かせぎだ。

　それでいて、ファの家において日々の生活費などはひと月で赤銅貨百枚も掛かからないし、鉄板や調理刀や、それに家長への首くび飾かざりを購こう入にゆうして以来、高額な品にも手を出していない。食材としては高価なタウ油や乾かん酪らくだって、値段は赤銅貨十枚とか二十枚なのだから、たかが知れている。

　あと、明日はいよいよ注文していた荷車を受け取る期日で、その値段はこれまでで最高額の赤銅貨千二百枚であったのだが、それを差し引いても赤銅貨三千七百枚は手もとに残る計算だ。金に困るどころか、この資産をどのように活用するかに思おもい悩なやむ日々なのである。

　しかし、それでも俺には店を休みたくない理由が存在するのだった。

「実は、屋台の常連客である東と南の人たちが、青の月まででジェノスを離はなれてしまうんです。だから、それまでは休みを入れずに営業を続けようと思ったのですよ」

「東や南の連中か。……そういえば、東の民が常宿にしている宿屋でも料理を卸おろす仕事を始めたとか言っていたな」

「はい。《玄げん翁おう亭てい》という宿屋です。ご主人はネイルという方ですね」

「ああ、あの東の王国にかぶれた変わり者の店か」

　そう言ったきり、ミラノ＝マスは口をつぐんでしまった。

　何やら難しげな面持ちである。

《玄翁亭》のネイルと何か確かく執しつでもあるのかと心配になってしまったが、それよりも他の想念に気を取られてしまったように見受けられる。

「……あの、どうかされましたか？」

　そんな風に声をかけると、ミラノ＝マスはハッとした様子で我に返り、またちょっと怒おこった目つきで俺をにらみつけてきた。

「何でもない！　用事が済んだのならとっとと帰れ。俺にだって仕事が残っているのだからな」

「すみません。それでは明日からもよろしくお願いします」

　何だか少し気がかりだったが、ミラノ＝マスは倉庫の奥おくに引っ込んでしまったので、俺も引き下がるしかなかった。

　鉄板や鉄鍋や食材を抱かかえて、四名の女衆――ヴィナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、ララ＝ルウ、そしてリィ＝スドラとともに、店の表側に足を向ける。すると、街かい道どうへの出口をふさぐ格好でカミュア＝ヨシュが立ちはだかっていた。

「やあ、お疲つかれ様さま。今日も美味しい軽食をありがとう、アスタ」

「ああ、どうも。ちょっとだけおひさしぶりですね」

　カミュア＝ヨシュと顔を合わせるのは、たしかトトスの一件が丸く収まった日以来なので、三日ぶりぐらいのはずだった。それでも昼の軽食は、レイト少年を通じて毎日購入してくれているのだ。

　カミュア＝ヨシュは飄ひよう然ぜんと立ちつくしつつ、いつもの調子でにんまり笑う。

「俺もできればアスタの軽食は温かい出来立てのものをいただきたいんだけどねえ。例の会談に向けて、色々と根回しが忙いそがしいんだよ。メルフリードはそうそう気軽に城を離れられる身分じゃないから、そのぶん俺があちこち動き回る羽目になってしまうのさ」

　会談に向けての根回し。

　期日の延期を申し込んできたのはサイクレウスではなくメルフリードの側であったので、きっとまた何やかんやと暗あん躍やくしているのだろう。

「それはお疲れ様ですね。その根回しが森辺の民を陥おとしいれる策さく謀ぼうでないことを願うばかりです」

　そんな風に述べてみせると、カミュア＝ヨシュは心外そうに両りよう腕うでを広げた。

「どうして俺たちが森辺の民を陥れなくちゃならないのさ！　俺たちは、サイクレウスの旧悪を暴あばくのが目的なんだよ？」

「すみません、冗じよう談だんです。最近カミュアと話していると、俺の中の人の悪さが遠えん慮りよなく表に出てしまうんですよね。反省します」

「いや、まあ、それがアスタ本来の気き性しようだというのなら、俺にとっても喜ばしい変化ではあるのだけれども」

　そんなことを言いながら、カミュア＝ヨシュはぼりぼりと金きん褐かつ色しよくの頭をかいた。

「まあいいや。それよりも、アスタ、君に尋たずねたいことがあったんだ。……今日の《玄翁亭》の献こん立だては、焼き物と汁しる物もののどっちだったっけ？」

「はい？　今日は、汁物ですけれども」

　それがいったい何だというのだろう。

「そうかそうか。いや、どうもありがとう。それじゃあ今日は《玄翁亭》にしようかなあ。毎日同じ献立だったら、《南の大樹亭》と交こう互ごに通えば済む話なんだけど、これはなかなかに悩ましい問題だよ」

「え？　カミュアは《玄翁亭》や《南の大樹亭》で晩ばん餐さんをとってるんですか？　寝ね泊とまりしているのは《キミュスの尻尾亭》なんでしょう？」

「うん。だけど、西の料理はジェノスじゃなくても食べられるからねえ。ジェノスに滞たい在ざいしている間ぐらいは、アスタのギバ料理を食べたくなってしまうのが人情というものじゃないか？」

　そう言って、カミュア＝ヨシュはまたにんまり笑う。

「案外、俺みたいな人間は多いと思うよ？　《玄翁亭》も《南の大樹亭》も、晩餐の時間はいつも大入りだからねえ。西の民の姿も多いし、あの全員が宿しゆく泊はく客きやくだとはとうてい思えない。昨日なんかは、数人だけだけど《南の大樹亭》で東の民を見かけたぐらいだしね」

「それはありがたい話ですけど――でも、カミュアは《キミュスの尻尾亭》を常宿にしているんでしょう？　その、ミラノ＝マスとの間に角かどが立ったりはしないんですか？」

「どこの食堂で晩餐をとるかは客の自由さ。そんな些さ細さいなことで目くじらを立てるほど、ミラノ＝マスは狭きよう量りような人間じゃないよ。……それにね、こう言っちゃなんだが、《キミュスの尻尾亭》はそんなに晩餐の質が高くないんだ。ほら、ミラノ＝マスは若くして奥おく方がたを亡なくされているからさ。娘むすめさんなんかもあんまりきちんと調理の手ほどきをされる機会もなかったんじゃないのかな。あれではギバ料理云うん々ぬんを抜ぬきにしても、他の宿屋へと足が向いてしまおうというものさ」

「……やっぱり人の悪さでは、あなたにはかないそうにありませんね、カミュア＝ヨシュ」

　ミラノ＝マスの家庭の事情をそんな気安く茶化すのは、俺にとって理解し難がたい感性である。その奥方が早くに逝せい去きよされた一因はスン家の悪行にあるのだから、なおさらだ。

「それで？　もしかしたら、あなたは《キミュスの尻尾亭》にも料理を卸せばいい、そうしてミラノ＝マスや娘さんにも調理の手ほどきをしてあげればいい、と俺をそそのかしているわけですか、カミュア＝ヨシュ？」

「別にアスタをそそのかしているつもりはないよ。ただ、《キミュスの尻尾亭》でもギバ料理が食べられるようになれば、わざわざ他の宿屋に出向く必要もなくなるから楽でいいなあとは思っていたけれども」

「……まだ城の人たちとどういう縁えんを結べるかもわからないこの状じよう況きようで、ミラノ＝マスをむやみに巻き込むような真似まねをするつもりはありませんよ、俺は」

「おや。それじゃあ《玄翁亭》や《南の大樹亭》のご主人たちを巻き込むことになっても胸は痛まない、ということなのかな？」

「あの人たちとミラノ＝マスでは立場が違ちがうでしょう。ミラノ＝マスは、十年前の事件の関係者なんですから」

　くつくつと煮えたちそうになる頭を冷ましつつ、俺は言葉を重ねてみせる。

「ミラノ＝マスに御ご恩おんを返したいという気持ちはありますが、まずは三日後の会談を終えてからです。……あの、まさかとは思いますけど、サイクレウスという人物をやりこめるために、ミラノ＝マスを危険な立場に立たせるようなことはないでしょうね？」

「俺がそこまで冷れい酷こく非情な人間に見えるかい？　そもそも俺はミラノ＝マスやレイトの無念を晴らしてあげたいという気持ちもあってサイクレウスやスン家に目をつけたのだから、そんな本末転てん倒とうになるような真似はしないよ。……ここだけの話、《キミュスの尻尾亭》には三名ほど《守護人》に滞在してもらっている。万が一にもサイクレウスの毒どく牙がが及およばないように、俺はこれでもなけなしの神経をすり減らしているのさ」

「だから、軽口を叩たたく前にそういう大事な話をしてくださいよ。やっぱりミラノ＝マスは、多少なりとも危あやうい立場になってしまうんですか？　もしかしたら、俺は屋台の契約を《南の大樹亭》とかに移したほうがいいのでしょうかね？」

「いやいやいや、今さらサイクレウスがミラノ＝マスに目をつけることはないよ。確かにミラノ＝マスは十年前の事件の関係者だけれども、奥方の兄上が握にぎりしめていたという狩人かりうどの首飾りなんかも、事件の証しよう拠ことして当時の衛兵たちに渡わたしてしまっているわけだしね。……というか、ミラノ＝マスに証人としての価値があるなら、その時点でメルフリードがスン家やサイクレウスの悪行を断罪していたさ」

「だったら、どうして《守護人》なんかに警護を頼たのんでいるんですか？　危険がないなら、そんな用心も必要ないはずじゃないですか？」

「それはあくまで万ばん全ぜんを期したかっただけさ。俺だって、万が一にもミラノ＝マスの身に何かあったら、こんな風に笑ってはいられなくなってしまうからねえ」

　笑え顔がおのほうはすっとぼけた感じのまま、カミュア＝ヨシュの紫むらさき色いろの瞳ひとみがふわりと霞かすんで感情を隠かくしてしまう。

「だから、アスタは何も心配することなく、思うままにふるまうといいさ。《キミュスの尻尾亭》でもギバ料理が食べられるようになったら、俺はとても嬉うれしいよ？」

「そんなのは、カミュアにとって都合がいいだけじゃないですか。そもそもミラノ＝マスだって、俺なんかに料理の手ほどきを受ける気持ちはないでしょう」

「どうだろうね？　まあミラノ＝マスにそういう気持ちがあったところで、自分からそれを切り出せるような気性ではない、というのは確かだろうね」

　そんなことを言われてしまうと、さきほどのミラノ＝マスの突とつ然ぜんの沈ちん黙もくがいっそう気になってきてしまった。あれは、何か自分の気持ちを押おし殺しているような表情に見えたりはしなかっただろうか？

　俺は小さく息をついて、カミュア＝ヨシュのふわふわとした視線を視線で弾はじき返す。

「とにかく、すべては三日後の会談が無事に済んでからです。どのみち青の月が終わるまでは、俺も仕事の手は広げられませんし」

「うんうん。すべてが良い方向に向かうように、俺も微び力りよくを尽つくさせていただくよ。……あ、できれば《守護人》の話は内密にしておいてもらえるかな？　それがミラノ＝マスの耳に入ってしまうと、余計なお世話だとか何とか言って彼かれらが叩き出されてしまうかもしれないからね」

　そう言って、カミュア＝ヨシュははっきりとした感情を表さぬまま笑い続けたのだった。




　　　　　◇




「ああもう！　アスタがいつまでも無駄口を叩いてるから、すっかり遅おそくなっちゃったじゃん！」

　左右を潅かん木ぼくにはさまれた森辺への道をたどりつつ、ララ＝ルウがぷりぷりと怒っている。

　馬の尻尾しつぽみたいに揺ゆれるその赤い髪かみを眺ながめながら、「別に、普ふ段だんとそれほど変わらない時間だろう？」と、俺は応じてみせる。

「何もない日ならかまわないけど！　今日は収穫の宴じゃん！　たぶんそろそろ眷けん族ぞくの男衆が集まって、力比べを始めてる頃ころ合あいだよ！」

「へえ、こんなに明るい内から宴が始まっているのかい？」

「宴は日が暮れてから！　それまでに力比べを終わらせておかないと、いつまでも晩餐が始められないでしょ!?　まったく、何にもわかってないんだから！」

　確かに俺には、何一つわかっていない。どうやら収穫の宴とやらは、あるていど大きな氏族でしか催もよおされていないらしく、アイ＝ファに聞いても大した情報を得ることはできなかったのだ。

　まあ、俺が依い頼らいされたのは、その力比べの優勝者にふるまわれる晩餐の準備だけなので、何がどうでもかまわなかったのだが、それにしても、ララ＝ルウはどうしてこんなに急いで集落に戻ろうとしているのだろう。

「……収穫の祝しゆく宴えんの力比べっていうのは、男衆の晴はれ舞ぶ台たいだからねぇ。未み婚こんの女衆にとっては、婿むこを選ぶための大事な儀ぎでもあるのよぉ……？」

　と、山のような食材を担かついだヴィナ＝ルウが、こっそり耳打ちしてくれる。

　だけど、やっぱり俺おれの疑問は解消されなかった。

「でも、ララ＝ルウはまだ十三歳さいだから、婚こん儀ぎは許されていないんですよね？　だったら関係なくないですか？」

「そこまではわからないわぁ……誰か気になる男衆でもいるんじゃなぁい……？」

　気になる男衆がいれば、その晴れ舞台は見ておきたいところか。

　それでようやく、合点がいった。俺の鈍にぶさも、大たい概がいなものだ。

「あの、いちおう確認しておきますけど、かまど番たるこの俺がそんな舞台に引っ張り出されることはないですよね？」

「うぅん……？　それはまあ、宴に招かれた身なんだから、アスタが望めば参加はできるだろうけどぉ……」

「望みません望みません」

　森辺の男衆に俺なんかが勝てる道理は、一ナノグラムも存在はしない。それがどのような競技であれ、俺がいい勝負をできるのはせいぜいレイナ＝ルウやララ＝ルウまでであろう。正直なところ、ヴィナ＝ルウが相手でも体力勝負で勝てる気はしないのだ。

「そんなことより、ねぇ、アスタ……あなたって、あんなにあの男と仲が悪かったかしらぁ……？」

「え？　あの男って、カミュアのことですか？　べつだん、仲が悪いわけではないですけれども」

「そうなのぉ……？　でも、ずいぶん怒った顔をしていたじゃなぁい……？」

　ポーカーフェイスを気取っていたつもりなのに、見え透すいてしまっていたか。

「まあ、多少は苛いら立だつ場面もありましたからね。でも、そういうときに自分の考えや気持ちを隠して用心するんじゃなく、カミュアとはなるべく本音でぶつかりあっていこうと決めたんです。そうじゃないと、あのすっとぼけた御ご仁じんの本音も引き出すことは難しいんだろうなと思えてしまったので」

「ふぅん……？　何だか難儀な話ねぇ……」

　大して関心もなさそうな様子で、ヴィナ＝ルウは色っぽく肩をすくめる。

　そうして四、五十分ばかりもかけて傾けい斜しやの強い道を踏とう破はし、俺たちは森辺に帰りついた。

　少しだけ広くなった道を北に向かって歩いていくと、すぐにルウの集落が見えてくる。その手前でリィ＝スドラとは別れを告げ、彼かの女じよが抱えていた食材を受け取り、がやがやと常ならぬ賑わいを見せる大広場へと足を踏ふみ込んで――

　そうして俺は、驚きよう愕がくに打ちのめされることになった。

　想像以上の人数が、ルウの集落には詰つめかけている。ルウの眷族百余名の、半分以上は集まっているだろう。

　その大半が、若い衆である。男も女も同じぐらいの数であるが、老人や子供の姿はあまり見られない。そんな人々が、広場に人ひと垣がきを作って、しきりに歓かん声せいをあげているのだが――その中心で、天を衝つくような大男を相手に、アイ＝ファが激げき闘とうを繰くり広げていたのである。

「な、何をしてるんだ、アイ＝ファ！」

　そんな俺のわめき声も、人々の歓声にかき消されてしまう。ルウの眷族の若い衆は、アイ＝ファたちの闘たたかうさまに熱ねつ狂きようし、歓呼の声をあげていたのだ。

　アイ＝ファも相手も素す手でである。腰こしには刀を下げておらず、毛皮のマントも纏まとってはいない。だが、それで余計に、俺にはアイ＝ファが絶望的な窮きゆう地ちに立たされているように見えてしまった。

　相手の男は、上うわ背ぜいだけならミダにも劣おとらぬぐらいの巨きよ漢かんなのである。身長は二メートル近く、体重だって百キロを下らないだろう。手足が長く、分厚い胸板をした、筋骨隆りゆう々りゆうの大男だ。そんな恐おそろしげな大男が、猿えん臂ぴを伸ばしてアイ＝ファにつかみかかろうとしている。

　もちろん卓たく越えつした身体能力を有するアイ＝ファであるから、そう簡単につかまったりはしない。が、右に左に男の指先を回避するばかりで、なかなか反はん撃げきに転じようとはしない。いかにアイ＝ファでも、このような体格差の相手に素手で立ち向かうことは無む謀ぼうに過ぎるはずだ。

「何なんですか、これは！　どうして誰だれもこんな騒ぎを収めようとしないんですか!?」

「えぇ……だって、狩人の力比べを邪じや魔まするわけにはいかないでしょぉ……？」

　ヴィナ＝ルウが、きょとんとした顔で俺を振ふり返かえる。

「力比べ？　これが力比べだって言うんですか？　こんなの、ただの喧けん嘩かじゃないですか！　だいたい、どうしてアイ＝ファがそんなものに参加してるんです!?」

「そんなの、わたしは知らないわよぉ……何にせよ、相手を傷つけるのは強い禁きん忌きだから、心配はいらないわぁ……」

　相手を傷つけるのは、禁忌？

　だとしても、あの大男は灰色熊ぐまのように両腕を振り回しながら、がむしゃらにアイ＝ファを追い回している。あの腕が身体からだにぶつかるだけで、人間の骨など容易たやすく砕くだけてしまいそうではないか。

「こんなの、俺には見てられません！　止めさせていただきます！」

「あらぁ、駄だ目めよぉ……」と、ヴィナ＝ルウが言いかけたとき、ひときわ大きな歓声が森を揺るがした。

　慌あわてて目を転じた俺は、思わずその手の鉄板を取り落としそうになる。後方に跳とびすさったアイ＝ファが、地面のちょっとした窪くぼみに足を取られて、ぐらりとよろめいてしまったのだ。

　すかさず大男は地面を蹴けって、アイ＝ファに肉にく迫はくする。

　万ばん事じ休きゆうすである。

　大男と比べてはあまりに華きや奢しやでほっそりとしたアイ＝ファの身体が、ダンプカーに撥はねられるみたいに吹き飛ばされる姿を幻げん視しし、俺は絶望の声をあげそうになった。

　が――大きく体勢を崩くずしたアイ＝ファは、無理にこらえようとはせず、半分倒たおれかかりながら、そのしなやかな右足を高々と振りかざした。

　その爪つま先さきが、突進してきた大男の肩口に触ふれる。

　そのままアイ＝ファは大男の突進力をも利用して、さらなる後方へと跳ちよう躍やくしてのけた。

　しかもただ跳躍するのではなく、アイ＝ファは空中で身体をのけぞらし、右の手の平を一いつ瞬しゆんだけ地面につき、いわゆるバク転――後方倒とう立りつ回転跳びをきめて、見事に着地したのだった。

　歓声が、いよいよ激しく大気をかき回す。

　大男は怒ど号ごうをほとばしらせ、また頭からアイ＝ファに突っ込んだ。

　六、七メートルもかせいだ距きよ離りが、あっという間に詰められてしまう。

　今度こそ、大男の手がアイ＝ファの身体を捕とらえそうになった。

　しかし、そのごつい指先が腕のあたりに触れる寸前、アイ＝ファの姿がふっとかき消えた。

　下側に、沈しずみ込こんだのだ。

　沈み込みながら、アイ＝ファは右足を真横にのばし、後ろざまに旋せん回かいさせた。カンフーアクションさながらの、水面蹴りだ。

　ななめ後方からアイ＝ファの右かかとに右足首を刈かり取られて、大男は背中からぶっ倒れる。

　アイ＝ファは素す早ばやく身を起こし、男も慌てて上体をあげる。

　それと同時に、「それまで！」という鋭するどい声が沸ふつ騰とうした大気を寸断した。

「ファの家のアイ＝ファの勝利である。マァムの家のジイ＝マァムは退くべし」

　威い厳げんに満ちたその声に、拍はく手しゆと喝かつ采さいがかぶさってくる。

　大男は無念の咆ほう哮こうをあげて、両腕の拳こぶしを地面に叩きつけた。

「すごーい！　ジイ＝マァムをやっつけちゃった！　ジイ＝マァムは、ダルム兄といい勝負ができるぐらいの勇者なんだよ？」

　そんな風にはしゃいだ声をあげたのは、ララ＝ルウだった。

　鉄板を抱えたままへたり込みそうになりつつ、俺は何とか踏みこたえる。

　すると、万ばん雷らいの歓声をその一身にあびながら、アイ＝ファが俺たちのほうに近づいてきた。

「ようやく帰ったか。遅かったな、アスタ」

「お、遅かったじゃないよ！　何をやってるんだ、お前は!?」

「何を騒いでいるのだ。狩人の力比べであろうが？」

　あれだけの激闘を繰り広げておきながら、アイ＝ファは汗あせの一つもかいてはいなかった。

「収穫の宴などというものは聞いたこともなかったが、狩人の力比べならば幼き頃ころからたしなんでいた。父ギルに比べれば、どうという相手でもなかったな」

「だからって！　好きこのんでそんな危ない真似をすることはないだろう？　俺たちは客人の身分なんだから！」

「私から好きこのんで相手をしたわけではない。挑いどまれたから、相手をしただけだ」

　と、アイ＝ファは不満そうに唇くちびるをとがらせかけた。

　が、ララ＝ルウたちの視線に気づいて、威厳のある表情をキープする。

「それにしても、ジイ＝マァムを退けるとは驚おどろきでした。あなたは本当に力のある狩人なのですね、アイ＝ファ」

　とりなすようにそう言ったのは、ララ＝ルウとともに鉄てつ鍋なべを運うん搬ぱんしていたシーラ＝ルウだった。

「アスタ、狩人の力比べは闘とう技ぎの会とも呼ばれていますが、決して相手を傷つけてはいけないという決まりがあるのです。そうして無む手てで力と技わざを競きそい合い、相手の胴どう体たいを地面につけさせたほうが勝者となるわけですね。……わたしも男衆が猛たける姿を見るのは少し苦手なのですが、でも、決して危険な争いではないのですよ？」

　いつでも落ち着いているシーラ＝ルウの声こわ音ねには、多分に鎮ちん静せいの効能があるようだった。

　動どう揺ようした心情にひきずられる格好でアイ＝ファを責めてしまっていた俺は、少し反省して頭をかく。

「それじゃあまあ、いきなり怒ど鳴なりつけたのは悪かったよ。……でも、この後は俺の手伝いをしてくれるんだろう？　それとも、まだその闘技会ってやつに参加したいのか？」

「だから、みずから望んで参加したわけではないと言っているだろうが？　あのジイ＝マァムという男衆は、女衆などに狩人の仕事はつとまらん、などと言いながら、私に挑みかかってきたのだ。そうまで言われては引き下がることもできぬから、狩人としての力を示してみせただけのことだ」

　言いながら、アイ＝ファは一つ肩かたをすくめた。

「約束通り、今日はかまど番の仕事を手伝おう。家から運んできたギバは、あちらに吊つるしておいたぞ」

「え？　今日もギバを狩れたのか？　二日連続じゃないか」

「狩れるときは、いくらでも狩れる。べつだん『贄にえ狩がり』をしたわけではないぞ？」

　先手を打つように、アイ＝ファはそう言った。

　どうやら怪我けがが完治して、心身ともに絶好調のようだ。頼もしすぎて溜ため息いきを禁じえない。

「わかった。ありがとう。それじゃあさっそく準備を始めようか」

「うむ」と、厳げん粛しゆくな面持ちでうなずいてから、アイ＝ファはそっと俺のほうに顔を寄せてきた。ヴィナ＝ルウたちからはその表情が死角になるように、ごくさりげなく立ち位置を変えながら、である。

「お前は本当に心配性なのだな、アスタ。あのていどの男衆に遅おくれを取る私ではないのだぞ？」

「ああ、それはそうなのかもしれないけどさ……」

「みなまで言うな。私の身を案じてくれているお前を責めるつもりはない。ただ私にも、ひさびさに力比べに興じてみたいという気持ちがあったのでな。それでいっそう断る気にはなれなかったのだ。――許せ」

　そう言って、吐と息いきがかかるぐらいの距離で、アイ＝ファは楽しそうに白い歯を見せた。

　こんな笑顔を見せられて、あれこれ文句をつける気になどなれるものかと、俺はもう一度溜息をついておくことにした。




２




　本日、俺たちにあてがわれたのは、シン＝ルウ家のかまどの間であった。

　俺が受け持ったのは、闘技会の優勝者のための肉料理のみであったから、それでまったく問題はない。他の家のかまどの間では、ミーア・レイ＝ルウの仕切りで晩餐の準備が進められているはずだ。

　闘技会に参加する男衆と、宴の準備をするかたわらでそれを見物している女衆とで、およそ七十名ていどの人間が集まっているらしい。だったらいっそ百余名の全員を集めてしまってもいいのではなかろうかと思えるような、本日の収穫祭とはそれぐらい大きな宴だったのである。

　日も高い内から、ルウの集落は熱気の坩る堝つぼと化していた。アイ＝ファとジイ＝マァムの試合が終わったのちも、広場の中央では狩人たちが力と技を競っている。それを取り囲んだ人垣を横目に、俺たちはシン＝ルウ家に向かうことにした。

「あ、シン＝ルウ！　こんなところで何やってんの？」

　と、ララ＝ルウが弾はずんだ声をあげる。俺たちが向かった家の前で、シン＝ルウと、そして家人のミダが並んで座すわり込んでいたのである。

　ぶはーっ、ぶはーっと荒あらい息をついているミダのかたわらから、シン＝ルウが少し元気のない様子でララ＝ルウを見上げる。

「べつだん、何もしていない。ここは俺の家なのだから、俺がいてもおかしくはないだろう？」

「誰もそんなこと聞いてないよ！　……もしかしたら、もう負けちゃったの？」

「ああ。やっぱりルド＝ルウにはまだかなわなかった」

「馬ばっ鹿かだなー！　どうしてあんたたちは毎回毎回おんなじ相手とやりあってるのさ？　ルドはああ見えて、眷族の中でも十本指に入るぐらいの狩人なんだから！　ルド以外の相手を選べば、シン＝ルウだってもっと楽に勝ち抜ぬけるんじゃない？」

　闘技会は、勝ち抜き戦なのだろうか。だったらアイ＝ファにも二回戦に参加する義務などが生じてしまうのではなかろうかと、俺はちょっと心配になってしまう。

　だけど今は、それよりもララ＝ルウとシン＝ルウだった。

「……しかし、ルド＝ルウに勝てぬ内に他の者に挑んでも、あまり意味はない気がする」

「それならそれはかまわないけどさー。だったら、そんなにしょんぼりしないでくれる？」

「しょんぼりなどしていない」

「してるじゃん！　狩人の力比べなんて、勝てたことは誇ほこりになっても、負けたことが恥はじになるわけでもないでしょ？　胸を張って、宴を楽しみなよ！」

　そんな風にシン＝ルウをやりこめてから、ララ＝ルウはちらりとミダを見た。

「で、あんたは？　その様子だと、あんたも参加させられたんでしょ？」

「うん……ミダは、頑がん張ばったんだよ……？」

　全身汗あせだくで荒い息をつきながら、ミダは俺のほうに視線を動かす。

「アスタ……力比べで全部勝ったら、アスタの料理を食べられるんだよね……？」

「うん、その予定だよ」

「だから、ミダは頑張ったんだよ……？　あと四人に勝てば、ミダはアスタの料理を食べられるんだよ……？」

「え？　あんたはもう二人も勝ち抜いたの？　すごいじゃん！」

　感心した、というよりは、ちょっと呆あきれた様子でララ＝ルウはそう言った。

　よくわからないので聞いてみると、この力比べの闘技会というやつは、予選で三回、本選で三回を勝ち抜いた者が、優勝となるらしい。予選はアバウトな総当たり戦で、先着で三人を勝ち抜いた八名までが本選へと駒こまを進める。二回負けたら失格なので、それまでに三回勝てばいいという、先着早抜けのサバイバル・マッチである。で、本選は一発勝負のトーナメント戦で、そこで三回勝ち抜いた者が、晴れて優勝ということだ。予選などはずいぶん大おお雑ざつ把ぱなシステムであるから、とにかく三、四十人はいるという参加者をふるいにかけるために整えられた対戦方法なのだろう。

　ちなみに、現時点ですでにドンダ＝ルウとダン＝ルティムは三人勝ち抜いてしまっているらしい。そこは森辺の民らしく、強者ほど早い段階で大勢の人間に挑まれるのだそうだ。

　ジザ＝ルウやルド＝ルウ、ガズラン＝ルティムといった主要メンバーもすでに二名ずつを降くだしており、そのそうそうたる面めん子つの中にミダも名を連ねているということに、ララ＝ルウは驚いているのだった。

「でも、最後まで勝ち抜くには、どこかでドンダ父さんやダン＝ルティムにも勝たなきゃいけないってことだからね。それは相当むずかしいと思うけど、まあ頑張りなよ」

「うん……頑張るんだよ……？」

　ミダはふるふると頬ほおを震ふるわせる。

　そちらにうなずきかけてから、ララ＝ルウはシン＝ルウを振り返った。

「で？　シン＝ルウはもうあきらめちゃったの？　今から三回勝ち抜けば、シン＝ルウだって八人の勇者になれるんでしょ？」

「あきらめたわけではない。今は力を蓄たくわえていただけだ」

　それが本当かどうかはわからなかったが、とにかくシン＝ルウは決然と立ち上がった。

「そろそろ他ほかの者たちも二人目を勝ち抜く頃合いだろう。出遅れない内に、行ってくる」

「うん！　頑張ってね！」

　ララ＝ルウは、満足そうに微笑ほほえんだ。

　が、シン＝ルウがその場を立ち去ってしまうと、ちょっと物思わしげに目を伏ふせてしまう。ここはさきほどの鈍さを挽ばん回かいするべきだと察し、俺は何気なく声をあげることにした。

「それじゃあ、俺たちもシン＝ルウの活かつ躍やくを拝見させていただこうか。時間にはまだ余よ裕ゆうもあることだし」

「え？」と、ララ＝ルウがびっくりまなこで振り返る。

「そんなのんびりしてていいの？　明日のための準備もあるんでしょ？」

「今日はララ＝ルウたちも俺の仕事を手伝ってくれるんだろう？　だったら楽勝だよ」

「何だか呑のん気きな言い草だなあ！　おかしな料理を出したら、ドンダ父さんにぶん投げられちゃうよ？」

　そんなことを言いながら、ララ＝ルウの瞳は嬉しそうにきらめいていた。

　そんなわけで、俺たちは抱えていた荷物を下ろし、人垣のほうに近づいていこうとしたのだが、その手前で長身の人ひと影かげに行方ゆくえをさえぎられることになった。

　俺よりも頭半分ほど背の高い、すらりとした野生の狼おおかみのような青年、ルウ本家の次じ兄けいダルム＝ルウである。

「あ、ダルム兄！　いつの間に帰ってたの!?　この前は祝福の花をありがとう！」

「ああ。今後はジーン家の連中がスンの集落を見張ることになり、ようやく帰ってくることができた」

　大きな声をあげるララ＝ルウと、無言で微笑むヴィナ＝ルウにそれぞれうなずきかけてから、ダルム＝ルウは俺のほうに――正確に言えば、俺のかたわらに立つアイ＝ファのほうに鋭い眼光を飛ばしてきた。

「ファの家の家長、アイ＝ファ。貴様に狩人の力比べを挑ませてもらう」

「ふむ？　……申し訳ないが、私にはかまど番を手伝う仕事がある。それに、ルウの眷族でもない私がこのような場であまり大きな顔をするべきではなかろう」

「挑まれて、逃げるのか？　狩人としての力を示すより、貴様にはかまど番の仕事のほうが大事というわけか？　だったら今後は狩人など名乗らず、かまど番の仕事にだけ精を出していればいい」

　低い声で言い捨てるなり、ダルム＝ルウは俺たちのほうに近づいてきた。

　右頬に深い傷が穿うがたれた精せい悍かんな顔が、そのままアイ＝ファの耳もとに寄せられる。

「この勝負で俺に勝てば、貴様を狩人として認め、二度と愚ぐ弄ろうはしないと誓ちかおう。……ただし、俺に負けたら、貴様はルウの家人となれ」

　たぶんその声は、アイ＝ファのすぐそばにいた俺ぐらいにしか届かなかったと思う。

　至近距離からダルム＝ルウをにらみつけ、同じぐらい低くひそめた声でアイ＝ファは言い返す。

「その場合、アスタの身み柄がらはどうなるのだ？」

「貴様が望むなら、そこのかまど番もルウの家人として招くよう、親父おやじに取りなしてやる。それなら文句はあるまい？」

　ちょっと悩なやましげな顔をしている姉と、不思議そうな顔をしている妹に見守られる中、ダルム＝ルウはすみやかにアイ＝ファから離れる。

「貴様に狩人としての誇りなどというものがあるならば、俺の挑ちよう戦せんを受けろ。逃げるならば、俺はこの先も永久に貴様を狩人とは認めない」

　そうしてダルム＝ルウは、広場の中央のほうに歩み去っていった。

　小さく息をついてから、アイ＝ファもまた足を踏み出そうとしたので、俺は思わずその腕をひっつかんでしまう。

「おい、まさかと思うけど、あんな一方的な言い分を呑のむつもりじゃないだろうな？」

「狩人としての誇りを問われたのだから、私も逃げるわけにはいかない。……かの次兄めも、相応の覚かく悟ごをもってあのような言葉を吐はいたのだろうしな」

「いや、だからって――！」

「それに、ルウ家は今や森辺の族長筋だ。族長筋と正しい縁を結べなければ、私はまた近しい者たちに災わざわいを招いてしまうかもしれん。これは次兄との縁を正す好機なのだと、私には思える」

　アイ＝ファの眼差しは穏おだやかなままであったが、その奥には並々ならぬ覚悟の光が灯ともっていた。

「私たちは、ルウ本家の家長と、長ちよう兄けいと、次兄とは、あまり良い縁を結べていなかった。しかしアスタの尽じん力りよくの甲か斐いもあって、家長ドンダ＝ルウの気持ちはだいぶん和やわらいできたところであろう。ならば私も、次兄と正しい縁を結びなおしたいのだ」

　アイ＝ファは静かに、しかし力強く微笑んだ。

　そして――無意識の所作なのだろうか。その指先が、青い石の首飾りをきゅっと握りしめる。

「五ご分ぶの条件であるならば、私がかの次兄に遅れを取る恐おそれはない。お前はそこで見守っていてくれ、アスタ」

　そうしてアイ＝ファもまた俺たちの前から立ち去っていった。

「よー、帰ってたのかよ、お前ら」と、そこにひょこひょこと近づいてきたのは、ルド＝ルウだった。

「いま一いつ緒しよにいたのは、ダルム兄とアイ＝ファだよな？　もしかしたら、あの二人がやりあうのか？」

「そうみたいね。いくら何でも、アイ＝ファがダルム兄にまで勝てるとは思えないんだけど」

　ララ＝ルウの返事に、ルド＝ルウは「ふーん」と黄おう褐かつ色しよくの髪をかき回す。

「それじゃあ俺は別の相手を捜さがすかな。どーせあの二人は、放っておいても勝ち進んでくるだろうし」

「ルド＝ルウ！　アイ＝ファとダルム＝ルウがやりあったら、いったいどっちが勝つんだろう？」

　心中の不安を抑おさえきれず、俺はそんな風に問うてしまった。

　が、ルド＝ルウは「わかんねーよ、そんなの」と、肩をすくめる。

「力比べなんて、ちょっとしたことで強いやつが弱いやつに負けたりすることもあるからな。ま、よっぽど力の差があれば別だけどよ」

「……アイ＝ファとダルム＝ルウは、どっちが強いんだい？」

　このぶしつけな質問には、あっかんべーで報むくいられてしまった。

「言うかよ、そんなこと。お、シン＝ルウの出番だぜ？」

　ルド＝ルウの言葉通り、広場の中央にシン＝ルウと見知らぬ若者が進み出ていた。

　アイ＝ファとダルム＝ルウは、どうやら審判役をつとめているらしい長身の老人――ルティムの先代家長ラー＝ルティムの背後にひっそりと控ひかえている。きっと、この次が出番なのだろう。

「えーっと、あいつはミン家の末まつ弟ていか。あれならシン＝ルウも勝てるかもな。……あれ？　どうしたんだよ、シーラ＝ルウ？　シン＝ルウの出番だぜ？」

　その言葉に吐と胸むねを衝つかれて、俺はシーラ＝ルウを振り返る。

　シーラ＝ルウは、ルド＝ルウに呼びかけられたことにも気づいていない様子で、一心に広場の中央のほうに目をやっていた。もしかしたら、そのうっすらと涙なみだをためた瞳は、弟ではなくその背後の二人を見つめているのかもしれない。

　そんな中、シン＝ルウは見事に接戦を制し、ミン家の末弟とやらを打ち負かすことができた。熱い視線と歓声をあびながら、アイ＝ファとダルム＝ルウがシン＝ルウらに代わって中央に進み出る。

「右、ルウの家のダルム＝ルウ。左、ファの家のアイ＝ファ。森に狩人の誇りを示すがよい」

　歓声の中でもビンと響ひびくラー＝ルティムの声が、両者の名を告げる。

　アイ＝ファとダルム＝ルウは、五メートルほどの距離を置いて向かい合った。

　身長差は、頭半分ていどだ。

　しかし、体重差は十キロ以上もあるだろう。壮そう年ねんの男衆に比べればまだすらりと引ひき締しまった体格をしているダルム＝ルウであるが、アイ＝ファはそれ以上に細身で華きや奢しやである。

　本当に、アイ＝ファはダルム＝ルウに勝てるのだろうか？

　胴どう体たいが地面についたら負け、という大雑把なルールであるらしいので、体格差や筋力だけで勝負が決まるわけではない。それは理解できる。だけどそれなら、アイ＝ファにとってはジイ＝マァムのような大男のほうが、案外御ぎよしやすいのではないか、と思えてきてしまった。

　極きよく端たんな話、ミダとの対戦なら、アイ＝ファが勝つ気がする。ヴィナ＝ルウだって、グリギの木が一本あればミダをすっ転ばすことができたのだから。

　しかし、ダルム＝ルウのような相手はどうだろう？　男女の差があるだけで、アイ＝ファとダルム＝ルウは似たタイプであるように見受けられる。革かわ鞭むちのように引き締まり、鋼はがねのように研とぎ澄すまされた体格も、手足が長くて、すらりとしていて、敏びん捷しよう性と力強さを等しくあわせ持っていそうなところも――身長や体重の数字だけなら、ルド＝ルウやシン＝ルウのほうがアイ＝ファに近いのに、印象としては、ダルム＝ルウのほうが似ているように感じられるのだ。

　そうして非常に似たタイプでありながら、ただダルム＝ルウのほうが一回りも大きな体格を有している。これはものすごく厄やつ介かいな相手なのではなかろうか？　たとえて言うなら、十キロ以上の体格差があるボクサー同士が試合をするようなものだ。

　たとえ体格で劣おとっていても、ボクサーと相撲すもう取とりなら、有利な闘い方というものがありそうな気がする。ボクサーとプロレスラー、ボクサーと空手家でも然しかりである。その際に勝敗を分けるのは、体格差ではなくルールの如何いかんになるのだろうと思える。

　然しかして、この力比べにおいてはルールの有利不利もない。ミダあたりには不利に働きそうなルールであるが、その作用はきっとダルム＝ルウには及およばないだろう。

　いったいアイ＝ファは、どこに勝機を見み出いだしているのか――

　そんな風に俺が思い悩んでいる間に、ラー＝ルティムによって開始の合図が宣告されてしまった。

「始め！」

　ダルム＝ルウは、腰こしを落とした。

　アイ＝ファもまた、腰を落とした。

　十メートルばかりも離はなれた場所から見守っているのに、両者の瞳が獣けもののように燃えているのが、はっきりと感じられる。まるで、狼おおかみと山やま猫ねこがうなり声をあげながら対たい峙じしているかのようだ。
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　ダルム＝ルウが、一見無造作な感じで右みぎ腕うでをのばす。

　アイ＝ファは、素早くその腕の外側に跳びすさる。

　が、アイ＝ファが距離を詰める前に、ダルム＝ルウもまた素早くそちらに向き直る。

　やはり、敏捷性に大きな差異はないようだ。

　敏捷性に差はなくて、腕わん力りよくに体格の分の差があったら、いったいどこに活路があるのだろう。

　これが本当に狼と山猫の闘いであるならば、先に眼球や咽喉のどなどの急所をとらえたほうが勝つ、とも思えるが、そういった体格差を埋うめるような攻撃もこの闘いでは許されていないのだ。

　ダルム＝ルウが慎しん重ちように腕や足を繰り出して、アイ＝ファが何とかその攻撃を受け流す。あまりにも一方的な戦況のまま、時間は刻々と流れていった。

　気づけば、周囲の人々も静まりかえってしまっている。アイ＝ファたちのかもしだす張り詰めた空気が伝でん染せんしてしまったかのようだ。

　そして――ふいに戦況が動いた。

　防戦一方であったアイ＝ファが、無む謀ぼうとも思える大だい胆たんさで、ダルム＝ルウの懐ふところに足を踏み込んだのだ。

　頭を低くして、ダルム＝ルウの腹に頭ず突つきをくらわそうとするかのような体勢である。ダルム＝ルウは俊しゆん敏びんに身をよじり、アイ＝ファの首筋に右みぎ肘ひじを落とそうとした。

　背中に目でもついているのか、アイ＝ファはさらに体勢を低くして、その肘打ちを回避する。そうして相手の右側をすりぬけざまに、アイ＝ファはダルム＝ルウの背中へと腕をのばした。

　アイ＝ファの指先が、ダルム＝ルウの着た布の装束の生き地じをつかみ取る。

「ぬう!?」と怒いかりの声をあげ、ダルム＝ルウは背後のアイ＝ファへと右肘を旋せん回かいさせた。

　が、アイ＝ファはダルム＝ルウが動いたのと同じだけの距離を動き、ぴたりと真後ろについていたので、その攻撃もむなしく空くうを切った。

　そしてアイ＝ファは、もう一方の手でも、ダルム＝ルウの背中の生地をつかんだ。ほとんど肩に近いあたりの位置で、何というか、ムカデ競争みたいな珍ちん妙みような格好になってしまう。

「ふざけるな！　正々堂々と闘え！」

　わめきながら、ダルム＝ルウはなおも肘やかかとでアイ＝ファを襲おそう。

　しかしやっぱり、角度的にも立ち位置的にも、当たるものではない。

「いかに相手の虚きよをつくかというのも立派な闘い方であろう」

　言いざまに、アイ＝ファはぐりんと後方に向き直った。

　しかし、その指先はダルム＝ルウの衣服をつかんだままである。

　そうして後方に向き直ると同時に、右のかかとでダルム＝ルウの左のかかとを蹴り飛ばす。それからアイ＝ファが身を二つに折ると、かかとを蹴られて体勢を崩しかけていたダルム＝ルウの両足がふわりと浮いた。

　アイ＝ファの腰にダルム＝ルウの腰が綺き麗れいに乗っかり、ダルム＝ルウは後ろざまに一回転して、頭から地面に落ちた。

　背面からの背負投げ、とでも言うべき、奇きっ怪かいながらも恐おそろしい技わざだった。たぶん、柔じゆう道どうであったらとうてい許されないような超ド級の反則技だ。

　しかしこれは柔道ならぬ狩人の力比べであったので、ラー＝ルティムはアイ＝ファの勝利を宣言した。

「それまで！　ファの家のアイ＝ファの勝利である！　ルウの家のダルム＝ルウは退くべし」

　ダルム＝ルウは、かろうじて両りよう腕うでで頭を守ったようだった。しかし、脳のう震しん盪とうぐらいは起こしてしまったのだろう。頭を抱かかえ込んだまま、地面でうめき声をあげている。

　堰せきを切ったように爆発する歓声の中、アイ＝ファはしばらく無言で立ちつくしていたが、やがて心配そうな面おも持もちになってダルム＝ルウのもとに屈かがみ込んだ。

　すると、ダルム＝ルウの右腕が蛇へびのようにしゅるりとのびて、アイ＝ファの左肩をひっつかんだ。

　安あん堵どの息をつきかけていた俺は、それでたちまち立ちすくんでしまう。

　しかし、ダルム＝ルウはそれ以上は動かなかった。地面に横たわり、アイ＝ファの肩をつかんだまま、アイ＝ファの顔をじっとにらみつけている。

「おお、これは見事にやられたものだ！　きちんと息はしているか、ダルム＝ルウよ？」

　と、陽気な大声とともに、どすどすとそちらに近づいていく者がいる。ずいぶんとひさしぶりに見る、それはルティムの家長ダン＝ルティムであった。

　家長会議の後はガズラン＝ルティムが族長ドンダ＝ルウの懐ふところ刀がたなとなってあれこれ動き回ることになったので、ダン＝ルティムは自分や眷族の家を守る役割を担になっていたらしい。ということは、俺やアイ＝ファにとっては半月ぶりの再会になるはずだ。

　もちろん半月ぶりでもこの御ご仁じんに変わりはなく、陽気な大だい魔ま神じんのようなその顔には豪ごう放ほうで快活で屈くつ託たくのない笑えみが広がっていた。

「俺とドンダ＝ルウの他に、ここまで見事にダルム＝ルウを投げ飛ばせる人間がいたとはな！　いや、面白おもしろい勝負だった！　アイ＝ファよ、とっとともう一人勝ち抜いて、俺とも力を比べようではないか？」

　そんなことを言いながら、ダン＝ルティムはダルム＝ルウの左ひだり脇わきに腕を差し入れて、軽々と引き起こしてしまった。ダン＝ルティムの丸々とした巨きよ体たいにぐったりともたれかかりながら、ようやくダルム＝ルウもアイ＝ファの肩から指を離はなす。

「いや、私はこれ以上ルウの宴うたげを乱したくはない。かまど番を手伝う仕事もあるので、これで退きたいと思う」

　身を起こしながらアイ＝ファが応じると、ダン＝ルティムは「そうはいかん！」と大声で笑った。

「ダルム＝ルウは、そろそろルウの眷族でも五本の指に入るのではと思われていたぐらいの狩人であったのだぞ？　そのダルム＝ルウをここまで見事に打ち負かしたお前さんがどれほどの力を持っているのか、それを見届けぬことには宴どころではなかろうて！」

「いや、しかし――」

「これは収しゆう穫かくの宴だぞ？　狩人が森の収穫を祝い、その力を森に示すための祭なのだ！　かまど番にはかまど番の仕事があり、狩人には狩人の仕事がある！　お前さんは立派な狩人なのだから、狩人としての仕事を果たせば、それでよいのだ！」

　後はもうアイ＝ファの反論など聞こうともせず、ダン＝ルティムはダルム＝ルウを担かついだまま人垣のほうに戻もどってしまった。

　再び万雷の歓声をあびながら、アイ＝ファは俺たちのもとへと凱がい旋せんしてくる。

「……お疲つかれ様さま。何はともあれ、ほっとしたよ」

　アイ＝ファは嘆たん息そくするばかりで、何も答えようとはしなかった。

　その背中に、背後から忍しのび寄った小さな人影が飛びかかる。

「アイ＝ファ、すごいね！　ジイ＝マァムだけじゃなくダルム兄までやっつけちゃうなんて！　すっごくすっごくかっこよかったよ！」

「……重い。しがみつくな、リミ＝ルウ」

「やだー」と満面に笑みをひろげながら、リミ＝ルウはアイ＝ファの頬に自分の頬をこすりつけた。

　そこで俺はとある懸け念ねんに思い至り、シーラ＝ルウのほうを振り返る。

　シーラ＝ルウは、きつくまぶたを閉ざし、両手を胸の前で組み合わせて、必死に何かを祈いのるような面持ちになってしまっていた。
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「それでは、調理を始めたいと思います」

　あらためて、俺たちはシン＝ルウの家のかまどの間に移動していた。

　顔ぶれは、屋台の商売に参加しているメンバー、ヴィナ＝ルウとシーラ＝ルウとララ＝ルウである。

　あの後、シン＝ルウはけっきょくジイ＝マァムに挑まれて敗北してしまい、一勝二敗で力比べを終えることになってしまった。それを見届けたのち、俺たちは晩ばん餐さんの準備に取りかかることにしたのだ。

　俺としては、なしくずし的に力比べを続けることになってしまったアイ＝ファの身が気にかかってしかたがないのだが、とりあえずダルム＝ルウとの試合は無事に終えることができたので、後は不ふ慮りよの事故などが起きぬよう祈る他なかった。

「まずは臓物の下準備から始めましょう。こいつは鮮せん度どが生命いのちですので」

　足もとに置いた鉄鍋の中には、アイ＝ファが本日狩ったギバの臓物がぶちこまれていた。アイ＝ファが不在であったため、ひさかたぶりに俺が摘てき出しゆつすることになった臓物たちだ。

　これは、アイ＝ファが本日ギバを狩ることができて、なおかつ血ち抜ぬきにも成功することができたら添そえ物ものとして献けん上じようしよう、と決めていた品だった。

　そいつを担かついで、集落の裏側に流れている川に向かう。本家の人々が使用している水場の、さらに下流だ。この川は、ルウの集落の東側をなぞる形で流れているらしい。というか、きっとこれだけ立派な川があったからこそ、ルウの一族はこの場所に集落を作ることに定めたのだろう。ルウ家はこの森辺に移り住んできた八十年前から屈くつ指しの有力氏族であったのだ。

　その水場で、昨日おぼえたばかりの洗浄作業をルウ家の女衆に伝授する。彼女たちは手て際ぎわがいいので、血みどろの臓物たちもすみやかに清められていくことになった。

「この臓物の色合いをよく覚えておいてください。病気のギバは臓物の色が悪くなり、それを食べるとひどい食あたりを起こすこともあるそうなので、少しでも不安に思ったら食べずに森に返したほうが賢けん明めいです」

「ふぅん、色々と面めん倒どうなのねぇ……こんな手間をかけてまで食べたくなるほど、ギバの臓物っていうのは美味おいしいのぉ……？」

「それは人それぞれだと思います。好き嫌きらいは大きく分かれるかもしれませんね」

　そうして家に戻ってみると、かまどの間の前でシン＝ルウとリャダ＝ルウが待ち受けていた。

「アスタ、皮かわ剥はぎの仕事が残っているなら、我々が手伝おう」

「え？　力比べのほうはいいんですか？」

「八名の勇者が決まったので、あちらも小休止となった。もとより狩人ならぬ俺おれには関わりのない儀であるしな」

　そう答えたのは、リャダ＝ルウのほうだった。

　長くのばした黒こつ褐かつ色しよくの髪かみも、シム人を思わせる切れ長の瞳ひとみも、静かで沈ちん着ちやくな表情も、やはりよく似た父と子である。シン＝ルウも、年ねん齢れいを重ねればこのように渋しぶい男前になりそうだ。

「ありがとうございます、リャダ＝ルウ。……あ、シン＝ルウ、アイ＝ファはあの後、けっきょく勝ち残っちゃったのかな？」

「ああ。レイの男衆に挑まれて、それを打ち負かした。ダルム＝ルウやジイ＝マァムをも打ち負かしたのだから、勇者の名に恥はじぬ狩人だ。……そういえば、この小休止でもかまど番の仕事を手伝えずにすまんという言こと伝づてを頼たのまれていた。どうやらリミ＝ルウに引っ張られて、ジバ＝ルウの寝しん所じよに向かわなくてはならなくなったらしい」

　それでシン＝ルウが気をきかせて、リャダ＝ルウとともにおもむいてくれたのか。やっぱりシーラ＝ルウも含ふくめて、この一家には頭が上がらない。

「ねえねえ、それで誰が勝ち残ったの？　ドンダ父さんと、ダン＝ルティムと、アイ＝ファと――あと、ジザ兄やガズラン＝ルティムも当然勝ち残ってるよね？」

　ララ＝ルウの言葉に、シン＝ルウがうなずく。

「あとは、ルド＝ルウとラウ＝レイと、それにミダだ」

「へー！　ミダのやつ、ほんとに勝ち残っちゃったんだ！　なんか生意気！　……あれ？　ジイ＝マァムは残れなかったの？」

「ああ。そのミダがジイ＝マァムを打ち負かしたんだ」

　ララ＝ルウは腕を広げ、もう一度「生意気！」と、わめいた。

　そして、さきほどから元気のないシーラ＝ルウがおずおずと進み出る。

「それで、あの……ダルム＝ルウは、大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「姿は見ていないが、大丈夫だろう。大丈夫でなければ、アイ＝ファが手傷を負わせたということで失格となり、別の人間が八名の勇者に選ばれているはずだ。……ただ、ダルム＝ルウはまだ一回しか負けていないのに、他の狩人に力比べを挑いどむことなく、自分の家に戻もどってしまったらしい」

「そう……」と、シーラ＝ルウは悲しげに息をつく。

　その姿をじっと見つめてから、シン＝ルウは俺に視線を戻してきた。

「それでは、仕事に取りかかろう。ギバは、小屋だな？」

「あ、ちょっと待って！　毛皮を剥ぐ前に片付けなければいけない仕事があるんだ」

　俺は臓物の詰つまった鉄鍋をかまどの間に戻し、必要な道具をみつくろってから、シン＝ルウらとともに解体小屋へと移動した。

「ちょっと待っててね」

　解体小屋の真ん中に、昨日より一回り大きい六十キロ級のギバが吊るされている。

　腹を裂さかれて内臓を抜かれたそのギバをいったん板の上に降ろしてもらい、右側の後ろ足に、ファの家から持ってきてもらったラードを塗ぬりたくる。

「いったいそれは何の処置なのだ、アスタ？」

「うん、ちょっともったいないけれど、この後ろ足だけ毛皮を燃やさせてもらおうと思ってね」

　不思議そうに黙だまり込む父子を横目に、俺はラナの葉で一本の薪まきに火を灯ともした。その火をギバの後ろ足に近づけると、じっとりとラードを含んだ黒褐色の毛がブスブスと燃え始める。胴体のほうから漂ただよう血の臭においと、毛が燃える臭いが合わさって、なかなか物もの凄すごい悪あく臭しゆうである。

　で、あまりやりすぎると表皮のほうまで焦こげついてしまうので、適当なところで水をかけ、作業は終了だ。

「それじゃあ、皮を剥ぐ前にこの右の後ろ足だけをもいでもらえるかな？　この足で、今日の料理を作ろうと思っているんだ」

　きっと頭の中にはクエスチョンマークが渦うず巻まいているのだろうが、シン＝ルウにもリャダ＝ルウにも理由を問われることはなかった。良くも悪くもかまど番の仕事に口を差しはさもうとはしない、寡か黙もくな人々なのである。

「この後はいつも通りに毛皮を剥いでかまわないのだな？」

「はい、ありがとうございます。こちらは屋台の仕込み作業もまるまる残っているので、本当に助かります」

　沈着にして実直なる父子に礼を述べ、俺は戦利品を手にかまどの間へと凱がい旋せんする。

「うわー、何それ？」

　こちらでは、寡黙ならぬ女衆の代表ララ＝ルウに問い質ただされてしまった。

「ご覧の通り、ギバの足だよ。毛皮の毛だけを焼いてきたんだ。こうすると、後の処置が楽なんでね」

　しかしその前に、まずは臓物の下準備を片付けなければいけなかった。

　刻んだホルモンはミャームーと果実酒とタウ油のタレに漬つけ、ハツとレバーと腎じん臓ぞうは、そのままピコの葉にうずめさせていただく。今日は胡こ椒しよう代わりのピコの葉と塩だけで、これらをいただく予定であるのだ。

「で、この足だけど、まずは焼け残った毛を綺き麗れいに取り除くんだ」

　かまどの間にあった肉切り刀を拝借して、焦げついた黒い毛をこそぎ落としていく。

　あらかた綺麗に落とせたら、鉄鍋に張った水にしばし浸ひたしてふやかしてから、食器洗いに使うタワシ――ギバの毛皮を干し固めたもので、さらに綺麗に仕上げていく。ギバの毛皮の加工品でギバの毛皮を処理するなんて、なかなか皮肉な話である。

　何はともあれ、そうして入念に処置することで、後ろ足の表皮をむきだしにすることができた。人間か、あるいは豚ぶたとよく似た、薄うす桃もも色いろの表皮だ。

　これは以前――生前――とにかく、俺がこの森辺にやってくる前、ファームキャンプで猟友会の猟師さんから口くち伝づてで聞いていた、もう一つの毛皮の処理方法なのである。ファの家でも一回だけ実じつ践せんさせていただいたことはあったが、このやり方だと焼いてしまった分の毛皮が売りに出せなくなってしまうため、アイ＝ファにはあまり良い顔をされなかった。

　もっとも、ファの家で捕とらえたギバの毛皮を小さな氏族に配っているというのは公然の秘密であり、建前上はすべて廃はい棄きしていることになっていたのだが。それゆえに、文句を言いたくても言うことのできないアイ＝ファがあまりにも不ふ憫びんであったため、このやり方は一回しか試ためすことができなかった、というのが正確な内情であった。

「……で？　どーしてわざわざ毛皮を剥がさずに焼いちゃったの？　毛皮だって、大きいほうがたくさんの銅貨と交こう換かんできるんだよ？」

「うん、何故なぜかと問われれば、それは『美味しいから』としか言い様がないんだけど。宴だったらこれぐらいの贅ぜい沢たくは許される――と、思ってもらえるかなあ？」

「さあ？　いいんじゃない？　そもそもこのギバだってアイ＝ファが仕留めたギバなんでしょ？　だったらどう扱あつかってもファの家の自由じゃん」

　俺もそのように思ってこのやり方を選んだので、同意してもらえたのは心強かった。何せ質実にして清貧なる森辺の民たみなので、どこまでの贅沢が許されるかは、けっこう気を使うところなのだ。

　今回は、仕事を頼まれてから実質一日の猶ゆう予よしかなかった。だから、これまでにファの家で試行錯さく誤ごしてきた料理をうまい感じに組み合わせて、何とか宴に相応ふさわしい目新しさを演出できないかと、これでもそれなりに頭を悩なやませてきたのである。

「で、この足をどうするの？　力比べが終わるのは、たぶん日が暮れる寸前ぐらいだよ？」

「こっちも下味をつけるのに時間が欲ほしかったからちょうどいいよ。……シーラ＝ルウ、よかったらこの調理法も覚えてみたらどうですか？　ちょっと今までとは違ちがうやり方なので」

　わざわざそのような言葉をそえたのは、シーラ＝ルウが彼かの女じよらしくもなく心ここにあらずな様子を見せていたからだった。

「え？　あ、すみません……仕事中なのに、これではいけませんね」

　そう言って、シーラ＝ルウはぴしゃぴしゃと自分の頬を叩たたいた。

「集中します。……ですが、わたしの家でギバの毛皮を焼いたりは、たぶんしないと思うのですが」

「皮を残したのは、宴なのでちょっと贅沢な感じにしたかっただけなんです。アイ＝ファがギバを狩っていなかったら、普ふ通つうのモモ肉でこの料理を作る予定だったんですよ。ではまず下準備からいきますね」

　まずは、なるべく大ぶりのブロック状になるように、足の肉を骨から外していく。この右足一本で、とれる肉は四キロを下らないだろう。闘とう技ぎ会かいの優勝者にはその内の一キロ分を献上するとして、残りの三キロは別の料理で適当に分配してもらう予定だ。

　切り分けた肉は、綺麗に洗った木の棒で入念に叩く。叩き終わったら、一キロ分の肉につ塊かいにだけ、岩塩とピコの葉をたっぷりとすりこんでいく。目安としては、普ふ段だんのステーキの倍ぐらいの分量だ。

　さらには、肉塊に数箇か所しよ切れ込みを入れていき、そこにニンニク代わりのミャームーの輪切りを差し込んでいく。これで下ごしらえは完了である。

「このまましばらく放置します。時間は、『ミャームー焼き』の肉を漬け込む時間と同じぐらいですね」

　つまりは、一時間ほどだ。その後にまた一時間ほどかけて調理するので、完成はちょうど夕暮れ前になる予定である。

「それまでに、明日のための仕込み作業を済ませてしまいましょう。ヴィナ＝ルウとララ＝ルウはハンバーグ用の肉挽ひきで、シーラ＝ルウはアリアのみじん切りをお願いします」

　そして俺は、他の料理で使う肉の切り分けだ。

　シン＝ルウたちが皮を剥いでくれた半身の枝えだ肉にくから、ロースやバラ肉を切り分けていく。肉は切り方でずいぶん味が違ってきてしまうため、実はこれが一番他人まかせにできないデリケートな作業だったりするのである。

　ブロックの切り出しは、アイ＝ファから譲ゆずり受けた小刀でこなし、それ以降のスライスなどは、三さん徳とく包丁で仕上げていく。

（親父の包丁をだいぶ酷こく使ししてるから、そろそろ専用の肉切り刀が欲しいところだなあ）

　そのようにも思うのだが、宿場町で売っている肉切り刀の切れ味や使い勝手は狩しゆ猟りよう用の刀と大差がないので、なかなか踏ん切りのつかない俺であった。なまじシュミラルから立派な菜切り刀を購こう入にゆうしてしまったため、なおさら妥だ協きようしがたい心境になってしまったのだ。

（城下町なら上等な刀も売ってるんだろうけど、自分の目で確かめない限りは買うこともできないし。シュミラルが肉切り刀も取り扱っていればよかったのにな）

　そんなことを考えている間に、広場のほうがまた騒さわがしくなってきた。小休止が終わって、闘技会が再開されたのだろう。

　お顔を真っ赤にしたリミ＝ルウが息せき切ってかまどの間に飛び込んできたのは、それから十五分後ぐらいのことだった。

「すごいすごい！　アイ＝ファがまた勝っちゃったよ！　あと二回勝ったら、アイ＝ファが一番の勇者になっちゃうよ！」

「えー？　相手は誰だれだったの？」

　俺の疑問を、ララ＝ルウが代弁してくれた。

「相手は、ラウ＝レイだよ！　ラウ＝レイもすっごく強かったけど、アイ＝ファにぽーんって投げられちゃったの！　ぽーんって！」

　相手は、ラウ＝レイだったのか。

　ダルム＝ルウに勝てたのだから、ラウ＝レイに勝てても驚おどろくことはないのかもしれないが、何にせよアイ＝ファはこれでベスト４にまでのぼりつめてしまったことになる。その活かつ躍やくを喜んでいいものかどうか、俺としては複雑な心境だ。

「他の人はどうなったの？　ルドは？」

「ルドは、負けちゃった！　ミダの足をひっかけようとしたんだけど、自分のほうが先に倒たおれちゃったの！」

「ふーん、けっきょく父さんとはやれないまま終わっちゃったのか。さぞかし悔くやしがってるだろうね。そうなると、他に残ってるのは……」

「ドンダ父さんとガズラン＝ルティム、ジザ兄とダン＝ルティムだよ！　次がジザ兄の番だから見てくるね！」

　ドンダ＝ルウ対ガズラン＝ルティム、ジザ＝ルウ対ダン＝ルティム――奇くしくも、ルウ家とルティム家の家長対跡あと取とり息子という構図になってしまったわけだ。見たいような見たくないような、ちょっと物もの凄すごい対戦表である。

「ジザ兄もガズラン＝ルティムも強いけどねー、ドンダ父さんやダン＝ルティムにはかなわないよ。この十年間、最後に勝ち残るのは絶対にその二人のどっちかだったんだから」

　ララ＝ルウの言葉に、俺はぎょっとしてしまう。

「じゅ、十年間？　それはすごい記録だね。……この収穫の宴っていうのは、年に三回ほど開かい催さいされてるんだっけ？」

「うん、大きいのが年に一回、小さいのが年に二回だよ。ちなみに今日のは小さい祭ね。大きな祭では眷けん族ぞくが全員集まることになってるから」

　年に三回、十年で三十回、そのすべての優勝をドンダ＝ルウとダン＝ルティムのどちらかが飾ってきたというのか。うすうす勘かんづいていたことではあるが、やはりあの御仁らの力は森辺の民としても規格外であるらしい。

　で――すでにアイ＝ファは、遠からずそのどちらかと対戦しなくてはならなくなる様相である。どれほど安全性を保証されたところで、やっぱり胃の痛くなるような話ではあった。

（まさか、アイ＝ファが優勝しちゃったりしないだろうな？）

　それはそれで、何だか胃が痛い。もしもアイ＝ファとドンダ＝ルウが決勝戦でぶつかるような事態になってしまったら、俺などはもう生きた心地ここちがしないだろう。

　そんなこんなで時は流れすぎ、仕込み作業も終了の目め処どがついてきた。体感的に、日が暮れるまではあと一時間ほど。優勝者のための料理に取りかかる頃ころ合あいである。

「では、始めます。まずは角かく煮にと同じように、肉の外側を強い火で焼いていきます」

　しっかりと下味のしみこんだ肉塊を鉄板に落とし、キツネ色になるまで焼きあげる。ステーキやハンバーグと同じく、肉汁を逃にがさないための処置だ。

「そうしたら、弱火で温めておいたそちらの鉄てつ鍋なべに、さっき切っておいた野菜を敷しきつめます」

　切っておいたのは、アリアとネェノンとチャッチである。

　アリアとネェノンはくし切りで四等分、チャッチは大だい胆たんに二等分だ。それらをびっしりと鉄鍋に敷きつめて、その上に焼きあげた肉を置いていく。

「あとは果実酒を土ど瓶びんの四分の一ぐらい入れてから、蓋ふたをしめて待つだけです。蓋の上にはたくさんの石を置いて重しにしましょう」

「これで終了ですか？　やっぱりあの角煮という料理に少し似ているようですね」

「そうですね。でも角煮なんかは水やタレで煮に込こみますが、この料理には香かおり付けの果実酒しか入れていません。これは煮るんじゃなく、果実酒や野菜から出た水分が蒸発するのを利用して、食材を蒸むしていくわけです」

　火が強くなりすぎないよう気をつけながら、俺は薪まきを追加する。

「ハンバーグやステーキなんかでも、火を通すために途と中ちゆうで蒸し焼きにしているでしょう？　これはハンバーグやステーキより分厚い肉なので、その蒸し焼きの工程が長くなった、という風に考えてください」

「なるほど。……これは何という料理なのですか？」

「俺はいちおう、ローストと呼んでいます。『ロースト・ギバ』ですね」

　これは家や店の料理ではなく、親父や玲れい奈ななんかとキャンプに行ったときに作ったローストポーク、ローストビーフの応用だった。

　鍋なべを密閉できる鉄の蓋があればなお良かったのだが、あいにくジェノスの宿場町では販売していなかった。それでもまあ、厚み十センチていどのブロック肉ならこのやり方で蒸し焼きも可能であるということは、何度かの試みで立証できていた。

　とにかくひたすら分厚い肉を、というのが今回のメインテーマであったのだ。力比べの優勝者に献上されるなら、そういう豪快な料理こそが相応しいという気持ちであったのだが、如何いかがなものであろう。

「重要なのは、この火加減ですね。普ふ段だんの弱火より弱いこの火加減を保持してください。強すぎると、鍋に触ふれている部分の野菜が焦げてしまうので」

　これで後は、四、五十分ほど蒸し続ければ、完成である。

　商売のための下ごしらえは終わったことだし、そろそろ女衆を解放してあげようかな、とか考えていたら、またリミ＝ルウがやってきた。

「アスタ！　料理はまだ終わらないの？　次はアイ＝ファとダン＝ルティムの番だよ！」

「え！　アイ＝ファはダン＝ルティムとやりあうことになってしまったのかい？」

「うん！　やっぱりジザ兄もガズラン＝ルティムも負けちゃったからね！　その次はドンダ父さんとミダだよ！」

　アイ＝ファ対ダン＝ルティム、ミダ対ドンダ＝ルウか。

　何だかむやみに鼓こ動どうが速くなってきてしまう組み合わせである。

「アスタ、見にいってあげればどうですか？　火の番でしたら、わたしが承うけたまわります」

　と、シーラ＝ルウが穏おだやかに微笑ほほえみかけてきた。

「ヴィナ＝ルウやララ＝ルウも、ドンダ＝ルウのことが気になるでしょう？　ここはわたしに任せてください」

「えー、いいのかなあ？」

　もじもじしながら、ララ＝ルウが俺を振ふり返かえる。

　俺は無む茶ちや苦く茶ちやに煩はん悶もんしつつ、それでも我が欲よくを抑おさえ込むことができた。

「仕事はあらかた終わったからね。ララ＝ルウたちは行ってきなよ。シーラ＝ルウも、よかったら行ってきてください」

「いえ、わたしは自分の家の家人が出るわけではないので。……アスタは本当にいいのですか？」

「はい。ダン＝ルティムでしたら、きっとアイ＝ファに怪我けがをさせることもないでしょうし、俺は俺の仕事を果たします」

「それじゃあ行ってくるね！　勝負がついたら結果を教えに来てあげるから！」

　そうしてルウ本家の姉し妹まいらはかまどの間を出ていき、俺とシーラ＝ルウだけが居残ることになった。

　とはいえ、数分に一回薪を追加する以外に、為なすべき仕事はない。ちろちろと燃えるオレンジ色の炎を見つめながら、俺はひたすらアイ＝ファの無事を祈ることになってしまった。

「――アイ＝ファは本当に狩人として卓たく越えつした力を持っているのですね。ダルム＝ルウやラウ＝レイも、最近ではジザ＝ルウやガズラン＝ルティムに匹ひつ敵てきするぐらいの力をつけつつあったはずなのですよ？」

　やがて、俺と同じようにかまどの前に屈かがみ込んだシーラ＝ルウが、静かに呼びかけてくる。

「そうですか。まあ確かに、アイ＝ファは周りの人たちが驚くような頻ひん度どでギバを狩ってくれていますからね。……それにしても、早くダルム＝ルウが元気な姿を見せてくれるといいですね？」

　この言葉には、切なげな嘆たん息そくしか返ってはこなかった。

　それでも気分が落ち着かない俺は、ついつい言葉を重ねてしまう。

「あの、ダルム＝ルウは先月、シン＝ルウを庇かばうためにあれほどの手傷を負うことになったんですよね。俺はルウ本家の中で一番つきあいが薄いのがダルム＝ルウなんですけど、彼かれはどういうお人ひと柄がらなんですか？」

「ダルム＝ルウは――とても荒々しい気き性しようです。兄弟の中では一番ドンダ＝ルウに似ていると、父リャダなどは言っていました」

「ああ、目つきなんかは、ドンダ＝ルウにそっくりですもんね」

「はい。……ドンダ＝ルウもダルム＝ルウも、族長筋の本家に相応しい立派な狩人だと思います」

　俺はあんまりその両名とは和なごやかな関係性を構築することができなかった。

　しかし、ドンダ＝ルウがただ粗そ暴ぼうなだけの御仁でないということは早い段階で知れていたから、苦手意識はあっても嫌いではなかったし、ダルム＝ルウとは――やはり、最初にアイ＝ファを巡めぐってのいざこざがあったから、そこで深い溝みぞが生じてしまったのだろう。ことさら汚きたない言葉でアイ＝ファを愚ぐ弄ろうするダルム＝ルウは、俺にとってディガと同じぐらい腹立たしい存在であったのである。

「……アイ＝ファは本当に、森に朽くちるまで狩人として生きていく心づもりなのでしょうか」

　やがてシーラ＝ルウは、独り言のようにそんなことをつぶやいた。

「女衆として生まれたのに、子もなさず、狩人として――いえ、その生き方を否定するわけではないのですが、どうしてそのように考えることができるのかが、わたしなどにはまったくわからないのです」

「それは俺にもわかりませんけど、アイ＝ファらしいなとは思えてしまいますね」

　ただ男衆の帰りを待つだけの生き方は嫌いやだ――と、かつてアイ＝ファはそのように言っていた。アイ＝ファはきっと、守られるよりも守る側の人間でいたい、と願っているのではないだろうか。

　まだ俺も本当の意味でその言葉を理解できてはいないのだろうが、アイ＝ファの気持ちを尊重したい、という考えは変わっていない。ただ、俺自身も漫まん然ぜんと守られるばかりでなく、腕わん力りよく以外の部分でアイ＝ファを守れるような存在になりたいと願うばかりである。

「……アイ＝ファは、誰の嫁よめになる心づもりもないのですよね？」

「はい。そのはずですよ――」と、言いかけて、俺は仰ぎよう天てんすることになった。膝ひざを抱かかえてしゃがみ込み、一心にかまどの炎を見つめながら、シーラ＝ルウの横顔がかつて見たこともないぐらい真っ赤になってしまっていたのである。

「ど、どうしたんですか、シーラ＝ルウ？」

「え？　何がでしょう？」

「いや、その――何かちょっと、尋じん常じようでないご様子に見受けられるのですが」

「そうですか。そうかもしれませんね」

　膝を抱えた腕の中に、シーラ＝ルウは赤い顔の下半分を隠かくしてしまった。そして、何とも頼りなげな視線をちらちらと俺のほうに向けてくる。

「アスタにはもうわたしの心情も伝わってしまっているんだろうなと考えたら、何だか急に恥ずかしくなってきてしまったのです。どうも申し訳ありません」

「シ、シーラ＝ルウの心情？　それはもしかしてダルム＝ルウへの――」

「く、口には出さないでください！」

　シーラ＝ルウがこんなに慌あわてふためいた声を出したのは、たぶん初めてだったと思う。そして、いつでも沈着でひっそりとしているシーラ＝ルウが、こんな風に娘むすめさんらしい感情をあらわにするのも初めてのことだ。

（そういえば、ずいぶん大人っぽい雰ふん囲い気きだけど、年ねん齢れいなんかは俺より一歳さい上なだけなんだよな、シーラ＝ルウは）

　胸の奥おくが、むずむずとしてしまう。あんまり馴な染じみのないこの感覚は、もしかしたら庇ひ護ご欲よくか何かなのだろうか。

「……アスタ」

「はい」

「……誰にも言わないでくださいね？」

「はい！　もちろん！」

「そして、心配や同情も不要です。水みず瓶がめもまともに運べないわたしのような女衆に、婿むこを選ぶ資格などはないのですから」

「そんなことは、絶対にありませんよ！」

　俺は少し考えて、それから決然と立ち上がった。

「シーラ＝ルウ、残った皮つきの肉ですが、一食分だけ、シーラ＝ルウが調理してみませんか？」

「え？」

「あの肉は、簡単なステーキにでもしてみんなにふるまおうと考えていたんです。その内の一食分を、シーラ＝ルウにおまかせいたします。ソースも、自分で作ってみてください」
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「そ、それでわたしにどうしろと……？」

「どうするかは、シーラ＝ルウ次し第だいですよ」

　シーラ＝ルウは、赤い顔のままうつむいてしまった。

　それから、ふっとけげんそうに首を傾かしげる。

「ところで、ララ＝ルウたちが戻ってきませんね。アイ＝ファとダン＝ルティムの力比べの結果が出たら教えに来てくれると言っていませんでしたか？」

「あ、そういえばそうでしたね」

　時間的には、すでに十五分ばかりも経過しているはずである。

　胸の奥底に押おし込めておいた不安感が、またむくむくと膨ふくれあがってきてしまう。

「えーと、一つの試合がこんなに長引くこともあるんでしょうかね？」

「普通はありません。だから不思議に思ったのです」

　広場のほうからは、変わらず人々の歓かん声せいが聞こえてきている。

「それじゃあきっと、ドンダ＝ルウとミダの対戦がすぐに始まってしまって、ララ＝ルウたちもその場を離れられなかったんじゃないですかね？」

「いえ、八名まで勇者がそろった後は、一回ずつ小休止をはさむはずなのです。……アスタ、やっぱりちょっと様子を見てきたほうがいいのではないですか？」

「いや、でも――」

「わたしなどを気づかってくれた御ご恩おんを返したいのです。どうぞ行ってきてください。……それにわたしも、少し一人で自分の心と向き合いたくなってしまったのです」

　もしかしたら、それは俺の気持ちを察しての方ほう便べんだったのかもしれない。だが、たとえそうでなくっても、俺の中の不安感はそろそろ抑よく制せいがきかないぐらい高まってきてしまっていた。

「すみません、それじゃあちょっとだけ様子を見てきます」

　言うなり、俺はかまどの間を飛び出した。

　相手は、ダン＝ルティムだ。ファの家を友と呼んでくれたあの御仁であるならば、よからぬ事態に発展する可能性は皆かい無むであるはずだ――そうも思うのだが、どうにも動どう悸きがおさまらない。

　もしかしたら、どちらかが取り返しのつかない手傷でも負ってしまったのではないだろうか？

　あるいは、悪意ある第三者でも乱入してきたのではないだろうか？

　そんな不安感を抱え込んだまま、広場のほうに足を踏み出だすと、俺の杞き憂ゆうを一いつ蹴しゆうするかのごとく、ダン＝ルティムの豪快な笑い声が聞こえてきた。

「アイ＝ファよ！　お前さんは本当に優すぐれた狩人だな！　俺をここまで手こずらせたのは、ドンダ＝ルウを除けばお前さんが初めてだ！」

　広場の中央で、ダン＝ルティムが仁に王おう立だちになっていた。が、恵え比び寿す様のようなその顔も、つるつるの禿はげ頭あたまも、ででんとせりでた太たい鼓こ腹ばらも、滝たきのような汗あせで濡ぬれそぼってしまっている。

　数メートルをはさんで対たい峙じしたアイ＝ファも、それは同様だ。ジイ＝マァムが相手のときは涼すずしい顔をしていたのに、汗だくで、激しく肩かたを上下させてしまっている。

　それではやっぱり、アイ＝ファたちは十五分間、ひたすら力比べを続けていただけだったのか。

「しかし、そろそろ終わりにさせてもらおう！　いい加減に俺も腹が減ってきてしまったのでな！」

　言いざまに、ダン＝ルティムが両りよう腕うでを広げてアイ＝ファにつかみかかった。

　その俊しゆん敏びんさに、俺はぎょっとしてしまう。百キロは下らない巨きよ体たいであるのに、それはアイ＝ファやダルム＝ルウにも劣おとらぬ瞬しゆん発ぱつ力りよくであったのだ。

　アイ＝ファはかろうじて横合いに跳とびすさったが、ダン＝ルティムの動きは止まらなかった。

　広げた腕の片方が、うなりをあげてアイ＝ファに襲おそいかかる。

　アイ＝ファはダン＝ルティムの脇わき腹ばらを蹴けり、さらに後方へと跳ちよう躍やくした。

　が、それと同じスピードで、方向転てん換かんしたダン＝ルティムが追つい撃げきする。

　アイ＝ファは身を屈め、ジイ＝マァムを打ち負かした水面蹴りで応おう酬しゆうする。が、ダン＝ルティムはふわりと跳躍し、難なくその攻撃も回かい避ひしてしまう。

　すかさずアイ＝ファは地面に両手の平をつき、山やま猫ねこのように跳びすさった。一瞬前までアイ＝ファの頭があった空間が、ダン＝ルティムの指先によって握にぎり潰つぶされる。

　歓声が凄まじかった。これまでで一番の大歓声である。こんな人間離れした闘たたかいを十五分間も続けていたのかと、俺は言葉を失ってしまう。

　ダン＝ルティムは、やはり規格外の存在であるようだった。どうしてあんな太鼓腹で、アイ＝ファと同じぐらい機敏に動けるのだろう。体重なんかはアイ＝ファの倍ぐらいもあるはずなのだから、そんなのはあまりに理り不ふ尽じんではないか。

　しかもダン＝ルティムは、合間合間で「ガハハ」と大声で笑っていた。それはもう、楽しくて楽しくてたまらないとでもいうような笑え顔がおであった。

　いっぽうのアイ＝ファは、必死そのものである。それこそ巨きよ大だいなヒグマかローランドゴリラに襲われる山猫のような有り様だ。

「ア――」と、無意識の内に、俺の口から声がこぼれていた。

「アイ＝ファ！　あきらめるな！　頑がん張ばれ！」

　果たしてその声が届いたのかどうか――意を決したように、アイ＝ファがダン＝ルティムの懐ふところに跳び込んだ。

　しかし、ダン＝ルティムはダルム＝ルウのようにそれを回避しようとはせず、しっかりとその場に踏ふみとどまったまま、肉迫するアイ＝ファに腕を振り下ろす。

　アイ＝ファは身をよじり、ダン＝ルティムの右側に回り込もうとした。

　その腕が、ついにダン＝ルティムの指先に捕らえられた。

　それと同時に、アイ＝ファが身を屈め、ダン＝ルティムの足を払はらおうとする。

　ダン＝ルティムがそのままアイ＝ファの腕をつかんでいたら、何かまた豪快な投げ技がきまっていたのかもしれない。しかし、ダン＝ルティムは何の未練もなくアイ＝ファの腕を放し、片足をひょいっと浮かせることによって、その攻撃をも回避してしまった。

　攻撃をすかされてしまったアイ＝ファは、たたらを踏む格好で倒れかかりそうになる。その背中へと、ダン＝ルティムがあらためてつかみかかった。

「アイ＝ファ！」

　アイ＝ファは片足を軸じくにして、素早くダン＝ルティムに向きなおった。

　その両肩に、ダン＝ルティムの太い指先がかけられる。

　万事休すだ。

　ダン＝ルティムの突進を受け止めかねたように、アイ＝ファの身体からだが後方に倒れ込んでいく。

　しかし――倒れ込みながら、アイ＝ファの右腕がダン＝ルティムの胸ぐらをひっつかみ、地面を踏もうとしていた右足の先を左足で蹴っていた。

　ダン＝ルティムの体勢が、初めて大きく崩くずれかかる。

　だけどこのままではアイ＝ファもろとも倒れ込み、アイ＝ファがその巨体にプレスされてしまうだけのことだ。だからアイ＝ファは、ダン＝ルティムの太鼓腹に右みぎ膝ひざをめり込ませつつ、自分から下側へと体重を落としていた。

　胸ぐらをひっつかみ、足を蹴り、体重を下に落とす。それらの挙動が相そう互ご作用を起こしたのか――ダン＝ルティムの巨体が前のめりになり、ふわりと浮いた。

　たぶんこれは、柔道でいう巴ともえ投なげだ。

　ただしアイ＝ファは、その過程で後ろざまに左手をつこうとした。

　いや、それは俺の目の錯さつ覚かくだったのだろうか。結論として、アイ＝ファは左手をつくことなく、そのまま左膝でダン＝ルティムの腹を蹴りあげて、見事に投げ飛ばしてみせたのだった。

　ダン＝ルティムの巨体が空中に半円を描えがきつつ、地じ響ひびきをたてて落下する。

　人々は、感かん極きわまったように歓声を爆発させた。

　が、それはまたラー＝ルティムの威厳ある声こわ音ねによって断ち切られた。

「ルティムの家のダン＝ルティムの勝利である！　ファの家のアイ＝ファは退くべし！」

　次に吹ふき荒あれた人々の声は、不平と非難の嵐であった。

　禿頭で、白い顎あご鬚ひげを生やしたルティムの長老は、鷹たかのごとき眼まな差ざしで人々を睥へい睨げいする。

「ダン＝ルティムの身体が地につくより早く、アイ＝ファの腰こしが地についていた。よって、勝利したのはダン＝ルティムである！」

　だからアイ＝ファは、途中で左手をつこうとしていたのか。

　そのアイ＝ファは、地面で大の字になったまま、ぜいぜいとあえいでいた。投げ飛ばされたダン＝ルティムも、二メートルばかり離はなれた場所で同じようにあえいでいた。

　人ひと垣がきから飛び出したガズラン＝ルティムが父親に向かっていく姿を確かく認にんしてから、俺も広場へと足を踏み込む。まだちょっと不平気味の響きが混じった歓声ならぬ蛮ばん声せいに背中を押されつつ、俺はアイ＝ファのもとに駆かけ寄った。

「アイ＝ファ！　大丈夫か!?」

「だい……じない……」

　まぶたを閉とざし、大きく口を開けたまま、アイ＝ファはかすれた声でそう応じてくれた。こんなに精根尽つき果てたアイ＝ファを見たのは初めてであった。

「肩を……貸してくれ……一人では、まともに歩けそうにない……」

「わかった」

　俺はアイ＝ファの右腕を取り、背中を支えてやりながら、その身体を引き起こした。火のように熱いアイ＝ファの身体が、力なく俺にもたれかかってくる。

「汗で……アスタが汚よごれてしまうな……」

「かまうなよ。アイ＝ファのほうはそれどころじゃないだろ」

　すると、息子の力強い腕によって引き起こされたダン＝ルティムが、へろへろの顔で笑いかけてきた。

「てっきり俺の負けかと思ったぞ！　アイ＝ファ、どうして左手で身体を支えなかったのだ？　さすれば勝利はお前さんのものであったろうに！」

「……左腕はまだ傷が癒いえたばかりであったから、ダン＝ルティムの巨体を支えきる自信がなかったのだ。それでまた骨が外れてしまったら、狩人としての仕事を果たせなくなってしまう」

「そういうことか！　得とく心しんがいった！」

　ダン＝ルティムは、ガズラン＝ルティムを引っ張るような格好で俺たちに近づいてきた。満面の笑えみを浮うかべた汗だくの顔が、ぬうっとアイ＝ファに寄せられる。

「お前さんは、本当に立派な狩人だ！　ただ優れた力を持っているばかりでなく、狩人にとって何が一番大事であるかをきちんとわきまえている！　お前さんのように立派な狩人を友とすることができて、俺は心の底から嬉しく思うぞ、アイ＝ファよ！」

「過分な言葉、いたみいる。……では」

　その言葉と同時に、足を蹴られた。

　退くぞ、という意なのだろう。この上なく楽しそうに笑っているダン＝ルティムと、はにかむように微笑んでいるガズラン＝ルティムに頭を下げてから、俺は闘いを終えた家長とともにその場を辞去することにした。

　惜おしみのない拍はく手しゆと喝かつ采さいが、アイ＝ファを祝福してくれている。うちの家長様は本当にとんでもないなあと、俺はついつい苦く笑しようしてしまった。

「……何だ？　ぶざまに負けた私を笑っているのか、アスタよ？」

「え？」

　驚いて目を向けると、アイ＝ファは俺の肩にぐったりともたれたまま、唇くちびるをとがらせていた。

「どこがぶざまだよ。あのダン＝ルティムとあそこまでやりあえる狩人なんて、ルウの眷族にだってそうそういないんじゃないか？」

「……しかし、負けは負けだ」

「えーと、勝つことは誇ほこりになっても負けることが恥はじにはならないとか、ララ＝ルウがそんな風に言ってなかったっけ？　だいたい、悔しがるような内容じゃなかっただろ？」

「そんなわけがあるか。あと一歩のところで負けてしまったのだから、悔しいに決まっている」

　と、家長は可愛かわいらしく唇をとがらせたまま、甘あまい香りのする金きん褐かつ色しよくの頭でぐりぐりと俺の頬ほおを責めたててきたのだった。
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「お待たせしました。こちらが俺の準備した本日の料理です」

　太陽が西側の森に差しかかった頃ころ、広場を取り囲む格好で設置された松明たいまつの火に照らされながら、闘技会の優勝者には祝福の晩ばん餐さんが捧ささげられることになった。

　もちろんというか何というか、優勝者はドンダ＝ルウである。

　けっきょくのところ、俺おれはドンダ＝ルウが試合をする姿を一度として目にすることができなかったのだが、準決勝のミダ戦においては体格でまさる相手の突進を真正面から受け止めて投げ飛ばすという貫かん禄ろくの違いを見せつけて、決勝戦のダン＝ルティム戦においても、余力のない相手に長期戦をもちかけることなく、豪ごう腕わんでねじ伏せたらしい。

　その優勝者は、木材が組み合わされた小さなやぐら台の上で、いつもの通りに片かた膝ひざを立てたあぐらの格好で座していた。黒こつ褐かつ色しよくの蓬ほう髪はつには、最長老ジバ婆ばあさんの捧げた祝福の草くさ冠かんむりが載のせられている。

　いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらであり、いつも通りの威い圧あつ感であったが、ガズラン＝ルティム、ミダ、ダン＝ルティムという豪ごう傑けつたちを相手に三連勝を飾った直後であるのだ。その厳いかつい顔には汗を浮かべ、ほんの少しだけ肩や胸を波打たせつつ、ドンダ＝ルウは俺の捧げた木皿へと視線を落とした。

　ルウの集落にあった中では一番大きな木皿に、本日の料理が盛りつけられている。ほかほかに温められたアリアとチャッチが皿いっぱいに敷きつめられ、その真ん中に鎮ちん座ざましますは重量一キロの肉塊『ロースト・ギバ』だ。

「……どれほど奇きをてらうかと思えば、案外まともな食事じゃねえか。少なくとも、外見はな」

「はい。ドンダ＝ルウのお口にあえば嬉うれしいです」

『ロースト・ギバ』は、スライスというよりもぶつ切りといったほうが良いぐらいの分厚さで切り分けられ、上から特製のソースが掛かけられている。タウ油と果実酒をベースにして、アリアとミャームーのみじん切り、岩塩とピコの葉、それにローストしたギバ肉からこぼれた飴あめ色いろの肉汁を配合した、現時点の俺にとっては最高の出来のソースである。

「よかったら、温かい内にお召めし上がりください。冷めても美味おいしいのがこの料理の特とく徴ちようでもありますが、森辺の民は温かい料理のほうがお好みでしょう？」

「ふん」と鼻を鳴らしてから、ドンダ＝ルウは立ち上がった。

　やぐらの周囲では、七十名からの眷族たちが、宴うたげの開始を待ちわびていたのだ。

「それでは、収しゆう穫かくの宴を開始する！　ルウの眷族よ、森に感謝の念を捧げ、その恵めぐみを己おのれの血肉にするがいい！」

　おおッ――と勇いさましい歓呼の声がそれに応え、人々も鉄てつ串ぐしや果実酒の土ど瓶びんを手に取った。

　それを見届けてから、ドンダ＝ルウはどかりと腰を下ろし、無造作に木皿へと腕をのばす。そうしてドンダ＝ルウは『ロースト・ギバ』のひと塊かたまりに鉄串をぶすりと刺さし、石でも噛かみ砕くだけそうな頑がん健けんなる白い歯でそれを噛みちぎった。

　ステーキほどは固くない。だけど、やわらかすぎるということもないだろう。そのために、ロースではなくモモ肉をチョイスしたのだ。

　ローストビーフとは異なり、中までしっかり熱を通す必要のあるギバ肉であるが、肉がパサつく寸前に引き上げることができたので、ピンク色に蒸された肉はジューシーで、旨うま味みも凝ぎよう縮しゆくされている。そして、ほどよく脂あぶらが抜けてぷるぷるとした脂あぶら身みと、後から少しだけ焼きなおしたキツネ色の皮が、食感と味にさらなる彩いろどりを添そえている。

　自じ慢まんのソースも量は控ひかえめで、基本的には素材の味を活いかしている心づもりである。入念にすりこんだ岩塩と、ピコの葉と、ところどころに埋うまっているミャームー、それだけの下味でも、本来は十分すぎるほどであるのだ。いったん冷やすとまたしっかりと味が引ひき締しまって抜ばつ群ぐんの美味うまさだが、出来立てのこの味だってそれに劣るものではない。

　この森辺にやってきて、およそ六十日。ごく早い段階で身につけた技術と、つい最近身につけたばかりの技術を総動員させて練り上げた料理である。お味のほうは如何いかがであろうか。まあ、ドンダ＝ルウの口から「美味い」などという言葉を聞けるとまでは期待していないが――

「……美味い」

「え？」

　俺は仰天して顔をあげる。

　が、ドンダ＝ルウは同じ顔つきのまま『ロースト・ギバ』の二口目を荒っぽく咀そ嚼しやくするばかりで、俺のほうを見ようとはしなかった。

　その目が、うろんげに足もとに向けられる。そこにはルウ家の女衆が作りあげた野菜たっぷりのギバ・スープと、焼いたポイタンと、それに臓物料理の木皿も並べられていたのだ。

「おい、こっちの肉は何なんだ？　見たこともねえ形をした肉が混ざっているが、まさかギバ以外の肉を使ったんじゃねえだろうな？」

「あ、そちらはギバの臓物料理です。俺も昨日覚えたばかりの料理なんですが、なかなか面白おもしろい味だと思いますよ」

　ギバのハツ、レバー、腎臓の焼き肉、それにぶつ切りのホルモンである。

「アイ＝ファなんかは、この心臓がお気に召したようです。こいつは一番クセもないですし、食感も普通の肉に近いと思います」

「……ギバの心臓、か」

　ドンダ＝ルウはまた無造作に鉄串を刺し、ハツの焼き肉を口に運んだ。青く燃える目がまぶたに隠かくされ、その歯がゆっくりと肉を噛みしめる。

　そうしてギバのハツをも呑のみ下すと、ドンダ＝ルウは胸むなもとに下げていた首飾りの一つを外して、俺のほうに差し出してきた。

「ご苦労だった。これは代価だ」

「え？　代価？」

　そういえば、代価の話などはまったくしていなかった。

　家長会議やその後の騒さわぎでは、ルウ家にさんざん世話になってしまっていたので、俺としてはその恩返しをするような感覚であったのだ。

「ありがとうございます。だけどこれでは、少しばかり代価が高すぎるのではないですか？」

　その首飾りには、およそ二十本ほどの牙きばや角がぶら下がっていた。ギバ五頭分、赤銅貨六十枚ぐらいの価値がある牙と角である。

「……貴様の腕は、そんなに安いのか？」

　ドンダ＝ルウは俺の胸もとに首飾りを放ほうり投げ、あとは無心に『ロースト・ギバ』を喰くらい始めた。

　そして、苛いら立だたしそうにまた俺のことをにらみつけてくる。

「それで、貴様はいつまでそこで俺の食っている姿を眺ながめているつもりだ？　仕事が終わったのなら、とっとと自分の腹を満たすがいい」

「は、はい。それでは、失礼します」

　そこはかとない昂こう揚よう感と満足感を胸に、俺はやぐらを下りることになった。

　とたんに、猟犬のように飛び出してきた人ひと影かげにおもいきり胸ぐらをつかまれてしまう。

「おい、アスタ！　これはいったい、どういうことなのだ!?」

「び、びっくりしたなあ。どうしたんだよ、血相を変えて？」

　金褐色の頭をしていたので一瞬アイ＝ファかと思ってしまったが、それはレイ家の若き家長ラウ＝レイであった。水色の瞳ひとみが爛らん々らんと燃えて、至近距きよ離りから俺をにらみつけてくる。

「どうしたもこうしたもあるか！　俺は、お前の作った料理を食べたのだ！」

「ああ、そうなんだ？　それならどうしてそんなに怒おこった顔をしてるんだよ？　お口に合わなかったのかい？」

「そんなわけがあるか！　美味すぎて驚いたのだ！　お前、家長会議では手を抜いていたのか!?」

　何だかさっぱりわけがわからなかった。

　だけどまあ、美味しさのあまり己おのれを見失うというのは、これまでにも何人か例のあったことだ、と納なつ得とくしておくことにする。

「それは俺も気になったな。アスタよ、お前は家長会議の晩餐ではその腕うで前まえを隠していたのか？　それとも、わずか半月ばかりでこれほど腕を上げたということなのかな？」

　そろそろ松明の火だけが目の頼りになってきた薄うす闇やみの向こうから、大おお柄がらな人影も近づいてくる。四角い輪りん郭かくに、穏おだやかな面おも立だち。若者らしからぬ風格と、理想的なまでに鍛きたえあげられた巨きよ躯く――ちょっとひさびさに見る、それは三族長の一人、ダリ＝サウティだった。

「ああ、ダリ＝サウティ。お怪我はすっかりよくなったようですね」

「うむ」とダリ＝サウティは鷹おう揚ようにうなずく。

　アイ＝ファはトトスの一件で面会を果たしていたが、俺が彼と顔をあわせるのは、それこそザッツ＝スンたちが騒ぎを起こす前日以来のことであった。アイ＝ファから聞いていた通り、身体のほうはすっかり回復したようだ。

　なおかつ、最後に宿場町で会ったときはカミュア＝ヨシュと会談をした直後であったためずいぶん気が立っていた様子であったが、今こ宵よいの彼は持ち前の大らかさを回復させて、ゆったりと微笑んでいた。

「その節は迷めい惑わくをかけてしまったな。そちらも息災そうで何よりだ。……で、俺やレイの家長の疑問に答えてくれるつもりはあるか？　別にその腕前を隠されていたからといって俺たちが憤いきどおる筋合いはないのだが、理由だけは聞いておかないと、どうにも据すわりが悪いのでな」

「はあ。腕前を隠していた、ですか……？」

　料理の腕前が上がったというのは、つい先日にルウ本家の人々からもいただいたお言葉である。しかし、ラウ＝レイの取り乱し方を見ていると、どうもそれとはニュアンスが異なるように感じられてしまう。

「何をぎゃーぎゃー騒いでんだよ。アスタの料理はこれっぽっちしかないんだから、うかうかしてっと全部食べられちまうぞ？」

　と、大きな木皿を掲かかげたルド＝ルウが、その上に載ったモモ肉のステーキをつまみながら近づいてきた。三キロ分の皮つき肉を使った厚切りのステーキである。蒸し焼きにしたアリアやチャッチともども、残りはすでに四分の一ていどだった。

「俺の分は残しておけ！　まだ全然腹は満たされていない！　……で、どうなのだ、アスタ？　お前はその料理の腕前を家長たちに披ひ露ろうするために、家長会議のかまど番を引き受けたのだろう？　それなのに、お前は力を出し惜しんだのか？」

「それは心外な言い草だなあ。俺が調理の手を抜くなんて絶対にありえないよ」

「それでは、わずか半月でそこまで腕前を上げたというのか？　しかし俺は、ガズラン＝ルティムの婚こん儀ぎの宴でもお前の料理を食べている！　あの宴から家長会議までは二十日ばかりも日が空いていたのに、そこまでの上達は感じられなかったぞ？」

　ラウ＝レイも、憤ふん慨がいしているというよりは、ただわけがわからなくて混乱している、というご様子だった。しかし、それ以上にわけがわからないのは俺のほうである。

　そんな俺たちの混乱と疑問は、ルド＝ルウによってあっさりと解き明かされることになった。

「何だ、アスタの料理が美味すぎて驚おどろいてんのか？　そんなの別に、驚くような話じゃねーだろ、ラウ＝レイ？」

「どうしてだ？　お前にはその理由がわかるというのか、ルド＝ルウよ？」

「あったり前じゃん。だって、家長会議で出された料理は、アスタが作ったわけじゃないんだろ？　俺はシン＝ルウと干し肉をかじるばっかりで、その料理すら食べられなかったんだけどさ」

　すぐには意味がわからなかった。

　だけどその言葉は、すみやかに腑ふに落ちていった。

「ああ――そういうことか」

「そうだよ。あの日はスン家の女衆に料理の作り方を覚えさせるのが目的だったから、アスタたちはなるべく手を出さないようにするつもりだとか言ってたじゃん。作り方は一いつ緒しよでも、それでアスタと同じぐらい美味い料理が作れるわけはねーさ」

　それでも、血ち抜ぬきをしていないギバの肉を焼くか煮込むかでしか食すことのなかった人々には、衝しよう撃げき的な味であったはずだ。焼いたポイタンも、また然しかりである。

　選んだ料理も『ミャームー焼き』で、そこまで作る人間を選ぶ献こん立だてではない。が、それでも焼き加減やタレのからめ方で、肉の固さや仕上がりには差が出るだろう。指南役であった俺や女衆にしてみても、「焦げつかせないように」「生焼けにならないように」という低めのハードルでスンの女衆に手ほどきをしていたのだ。

　しかし何にせよ、武骨な男衆たるラウ＝レイやダリ＝サウティが、そのていどの差異を不ふ審しんに思い、驚いてくれたというのは、光栄に思うべき事柄であるように感じられた。

「だが、俺は宿場町でもアスタの作った屋台の料理を食べたことがある。あのときも、これほど美味いとは感じられなかったぞ？」

　なおも食い下がるラウ＝レイに、今度は俺が説明してみせる。

「あのときは、大人数のパテまで準備することができなかったから、みんな『ミャームー焼き』のほうを食べてもらっていたんだよね。あの味付けは、宿場町の人に合わせて少し濃こい目めに作ってあるんだよ。森辺の民たみにとっては、理想の味付けにはなってなかったと思うな」

「そうそう。それにルティムの祝しゆく宴えんの時だって、ルウの女衆が手伝ってたんだもんな。アスタが誰だれの手も借りないで、なおかつ森辺の民のためだけに作った料理を食べたのは、ラウ＝レイにとっては今日が初めてだったってだけのこった」

　言いながら、ルド＝ルウはチャッチを口の中に放り込んだ。

「ああ、美味いなあ！　肉も美味いけど、このチャッチも最高だよ！　俺、チャッチが好きだからなー」

　油断して、女の子みたいに可愛らしい笑顔になってしまっているルド＝ルウである。

　そうして一件落着かなと俺が安あん堵どしかけたところで、横合いからラウ＝レイの腕をひっつかむ者が現れた。

「おい、お前はなぜアスタに無礼なふるまいをしているのだ？　相応の理由がなければ私が相手になるぞ、レイ家の家長よ」

　今度こそ、正真正しよう銘めいのアイ＝ファである。

　ラウ＝レイはいっそう難しげな顔になり、それでもようやく俺のＴシャツを解放してくれた。

「べつだん諍いさかいを起こしていたわけではない。そんなに目くじらを立てるな。……それとも、もうひとたび俺と力比べでもしてみるか、アイ＝ファよ？」

「何べんやっても、結果は変わらぬ」

　冷たく怒おこった声で言い、アイ＝ファはラウ＝レイの腕を放り捨てた。

　ラウ＝レイは、子供のように鼻の下をこする。

「何だかお前たちはずるいぞ、アスタにアイ＝ファ！　たった二人しか家人がいないのに、一人は最高のかまど番で、一人はダン＝ルティムをあそこまで追い込むほどの狩人だなんて、納得がいかん！」

「お前の心情など、私の知ったことではない」

　アイ＝ファは尊大な感じで腕を組み、横目でラウ＝レイをにらみ返す。すると、すっかり静かになっていたダリ＝サウティが低く笑い声をあげた。

「このように不ふ穏おんな時期に収穫の宴とは、ドンダ＝ルウも存外に呑のん気きな男なのだなと思っていなくもなかったのだが、少なくとも俺にとっては有意な一日となったようだ。……せっかくトトスなどという便利なものも手に入ったのだから、グラフ＝ザザにも足を運んでもらうべきだったかな、これは」

「え？　グラフ＝ザザがどうかしましたか？」

「ルウ家の力は、やはり秀ひいでている。狩人らの力にも目を見張るものがあったが、それ以上にルウの眷けん族ぞくはその全員がとても力にあふれているように、俺には感じられるのだ」

　そう言って、ダリ＝サウティは視線を巡めぐらせた。

　松明たいまつと簡易型のかまどの火に照らされて、人々は明るく笑っている。ルティムの祝宴においても垣かい間ま見みることのできた、実に楽しげな宴の様相だ。

　愛すべき家族たち、眷族たちとともに、美味い食事に舌した鼓つづみを打ち、果実酒をあおっている。それは確かに、異世界生まれの俺にとっては頭のくらくらするような力と熱気にあふれた情景でもあったが――これは、森辺のスタンダードではないのだろうか？

「ルウに次ぐ力を持つのは、ザザたち北の一族だろう。その次に力を持つのは、きっと俺たち南の一族だ。しかし、たかだか収穫の小宴で、俺たちがこれほどまでに幸福そうな笑顔を見せることはないと思う。ギバの肉と町から得る野菜は、俺たちにとって生きるための糧かてであったが、それは空気や水と同じようなもので、幸福感や喜びが得られるような存在ではなかったのだろう」

「はあ……」

「食事とは、生きるための喜びだ。その喜びが大きければ、生きようとする力も自然に大きくなる。そのように言っていたのはお前なのだろう、アスタよ？　俺はドンダ＝ルウからそのように聞いていたぞ？」

「ド、ドンダ＝ルウがそのようなことを言っていたのですか？」

「ああ。今日という日だけで、俺はルウの家の強さを思い知らされた。それと同時に、ファの家の強さも思い知らされてしまったな」

　そしてダリ＝サウティは、その四角い顔に野太い笑みを浮かべた。

「城の連中との会談は三日後だ。あの連中を相手どるのに、森辺の民は今まで以上の力を得て、なおかつその力を合わせる必要があるだろう。アスタ、アイ＝ファ、これからもファの家が森辺の民として、同どう胞ほうのために力を振ふり絞しぼってくれることを、俺は心より願う」

「は、はい」

「森辺の民として、それは当然のことだ」

　俺とアイ＝ファの返事にうなずき、ダリ＝サウティはきびすを返した。

「あとは、ルウの女衆の心づくしで腹を満たすことにしよう。それでは、息災にな」

　そうしてダリ＝サウティが去っていくと、それと入れ違ちがいでまた新たな人影が近づいてくる。今度は複数だ。ララ＝ルウと、シン＝ルウと、そしてミダである。

「やっと見つけた！　ルド、勝手にアスタの料理を持っていかないでよ！　探し回っちゃったじゃん！」

　先頭を歩いていたララ＝ルウが兄に駆け寄り、その左耳をいやというほどつねりあげる。勇者の称しよう号ごうを得たルド＝ルウといえども、大きな木皿を抱えた状態ではその攻撃を回避することはかなわなかった。

「いてーよ、馬ば鹿か！　だって、あのまま置いといたらそこのでかぶつに全部食べられそうだったじゃねーか！」

「あんただってミダに負けないぐらい食い意地が張ってるじゃん！　いいから、よこしなってば！」

　ぎゃんぎゃんとわめきたてる兄妹を、ミダは子こ豚ぶたのように小さな目でじっと見つめている。

「……全部食べたりはしないから、ミダにもアスタの料理を食べさせてほしいんだよ……？」

　いつぞやのように暴れだしたりはせず、それどころかちょっとしょんぼりとした様子で頬肉を震ふるわせながら、ミダはそうつぶやいた。

「わかったよー。残りはこれしかないんだから、大事に食えよ？」
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「うん……大事に食べるんだよ……？」

「ちぇっ。……おい、ミダ、次にやりあうときは絶対に負けねーからな？　お前も俺以外の相手に負けたりするんじゃねーぞ？」

「……うん……？」

　なんとも和やかな雰囲気だった。

　ルティムの婚儀の祝宴の際は、徹てつ頭とう徹てつ尾び裏方に徹していたので、このように人々と喜びを共有し合うこともなかなかかなわなかったのだ。俺の作った料理はこの木皿に載っている分だけだが、人々はみんなミーア・レイ母さんやレイナ＝ルウたちの作った料理を口に運び、幸福そうに笑っている。普ふ段だんはつつましく生きている森辺の民の、数ヶか月げつに一度だけ訪おとずれる祝宴のひとときなのだ。

　少し離れた場所では、毛皮の敷しき物ものの上に座したジバ婆さんが、たくさんの眷族に囲まれている。両手にあばら肉を掲げて馬鹿笑いしている大きな人影は、絶対にダン＝ルティムだ。その足もとで同じようなポージングをしているのは、もしかしたらリミ＝ルウであろうか。さらに離れた場所では、長身の人影が二つ、果実酒の土ど瓶びんを手に何やら語り合っている。あれはジザ＝ルウとガズラン＝ルティムかもしれない。

　みんな、おのおの宴を楽しんでいる。男衆も、女衆も、数は少ないが老人や子供たちも――七十名からのルウの眷族が、顔を火ほ照てらせて、肉をかじり、果実酒に酔よい、森辺の生を謳おう歌かしているのだ。

　ダリ＝サウティの言う通り、城の人々との会談は三日後に迫せまっている。きっとそんな時期だからこそ、ドンダ＝ルウはあえてこの収穫の宴を敢かん行こうしたのだろう。この生活を、この幸福を守りたい、その気持ちを再確認するために。

「アスタ、お前は何か腹に入れたのか？」

　と、アイ＝ファが半眼でにらみつけてくる。

「いや。調理中につまみ食いはしたけどな」

「やっぱりか！　そういうところはまったく成長していないな。だいたいお前は――」

　そう言いかけたアイ＝ファの声が、ルド＝ルウの楽しげな声にさえぎられた。

「あ、やっと起きたのかよ、ダルム兄。ほら、アスタの料理だぜ？」

　俺とアイ＝ファは一いつ瞬しゆん目を見み交かわしてから、ルド＝ルウのほうを振り返かえった。弟の小こ柄がらな身体を手の甲こうで軽く押しのけつつ、ダルム＝ルウが俺たちの前に立つ。

「ファの家のかまど番、貴様に話がある」

　父親ゆずりの光の強い目が、射るように俺を見すえる。

　たちまちアイ＝ファが声をあげかけたが、ダルム＝ルウは機先を制するように、さらに言った。

「ファの家の家長とは話がついた。後は貴様だけだ、かまど番――いや、ファの家のアスタよ。誰にも邪じや魔まされず、お前とだけ言葉を交かわしたいのだ、俺は」

「アスタに害はなさぬと誓ちかえるのか、ルウの次じ兄けいよ？」

　それでもアイ＝ファが鋭するどい声で割り込むと、ダルム＝ルウは低い声で「誓おう」と応じた。

「この約定を違たがえたら、腕でも足でもくれてやる。ルウ本家の次兄として、森辺の狩人として、ダルム＝ルウはファの家のアスタに害はなさぬと、ここに誓う。証人は、今この言葉を聞いている全員だ」

「ちょっと！　いきなり何を言ってんのさ、ダルム兄！」

　ララ＝ルウが、怒ったような声をあげる。ルド＝ルウは不審げに眉まゆをひそめており、シン＝ルウは無表情。ミダは相変わらずの様子で、そしてラウ＝レイは――ラウ＝レイは、猟犬のような目つきでダルム＝ルウの横顔をねめつけていた。

「お前たちには、何か確かく執しつでもあったのか？　まあいい。何にせよ、誓いの言葉はこの耳でしかと聞かせてもらった。お前が約定を違えたら、この俺がお前の両りよう腕うでを叩き斬きってやるぞ、ダルム＝ルウよ」

「好きにしろ」と、ダルム＝ルウは低い声で言い捨てる。

　アイ＝ファはきつく唇を噛み、俺を見た。俺はそちらにうなずき返してから、ダルム＝ルウの長身を見上げる。

「承知しました。どこで話します？」

「どこでもいい。邪魔さえ入らなければな」

　あくまでも無表情なダルム＝ルウとともに、広場の外へと足を向ける。やがて到とう着ちやくしたのは、家と家の間の薄暗がりであった。

　人々の喧けん騒そうも、松明の灯りも遠い。ダルム＝ルウはその暗がりに何者かが潜ひそんでいないかを探さぐるように視線を巡らせてから、あらためて俺のほうに向きなおった。

「ファの家のアスタよ。俺とアイ＝ファが力比べの前に交わした約定の言葉を、貴様も聞いていたな？」

「はい、聞いていました」

「それで俺は、アイ＝ファに敗れた。もはや俺にあいつを止める資格はない。……この先あいつを止めることができるのは、きっと貴様だけだろう」

「アイ＝ファを、止める？」

　無表情のまま、ダルム＝ルウの両目が青く燃えあがった。

　ラウ＝レイが猟犬ならば、こちらは野生の狼おおかみを思わせる眼光である。

「俺には言葉を飾ることはできない。だから、思っていることをそのまま話す。……貴様には、アイ＝ファを止めたいと願う気持ちはないのか？　あいつが森に朽くちたとしても、貴様はのうのうと生きていくことができるのか、アスタ？」

「それは――アイ＝ファに、狩人としての仕事をやめさせるべきだ、という意味ですか？」

「当たり前だ。それ以外にどのような意味がある？」

　それは、あまりにも――意外といえば意外に過ぎる言葉であった。

「ま、待ってください。ダルム＝ルウだって、狩人として危険な仕事を担になっている身じゃないですか？　そのあなたが狩人の仕事を否定してしまうんですか？」

「あいつは女衆だ。狩人になるべく生まれついた男衆とはわけが違う。当たり前のことをいちいち言わせるな」

「だけど、アイ＝ファは狩人として生きることに誇りを持っているんです。たまたま女衆に生まれついてしまっただけで、アイ＝ファにはダルム＝ルウたちと同じ狩人としての魂たましいが――」

「そのような話はどうでもいい。俺は貴様の心情を問うているのだ、アスタよ」

　じゃりっと地面を踏ふみ鳴ならし、ダルム＝ルウが一歩だけ近づいてきた。

　後ずさる意味はないだろう。ダルム＝ルウに俺を害する気持ちがあれば、最初から逃げようのない間合いである。

「貴様はそのような運命に耐たえられるのか？　明日にでも、あいつは森に朽ちてしまうのかもしれないのだぞ？　それでもあいつは狩人だからだと、貴様はそのような言葉で納得できるのか？」

「それは――だけど……すべての狩人が若くして森に朽ちるわけではないでしょう？　アイ＝ファは女衆でも、ずばぬけた力を持っている狩人なんですから――」

「おためごかしだ。どんなに優れた狩人でも、ただ優れているというだけで生き永らえることはできん。現にあいつは、つい先日も重い手傷を負っていたではないか？　その帰り道にギバと遭そう遇ぐうしていれば、あいつは死んでいた」

　ぎらぎらと、凄すさまじい勢いで燃えさかる眼光が近づいてくる。

　それは、怒いかりと無念の炎であるように俺には感じられた。

「しかもあいつは、危険な『贄にえ狩がり』などにも手を出している。そのような真似まねをして、いつまでも無事でいられるものか。答えろ、アスタよ。貴様はアイ＝ファが明日森に朽ちてもかまわないと思っているのか？　貴様にとってのアイ＝ファとは、しょせんそのていどの存在でしかないのか？」

「俺にとって、アイ＝ファは誰よりも大事な存在です！　だけど俺は――アイ＝ファの生き方を否定したくないんです」

「それでアイ＝ファを失うことになってもかまわないのか？　俺は――俺は嫌だ！」

　ついに、ダルム＝ルウの声も抑制を失った。

　右頬に刻まれた傷きず跡あとが、真っ赤に浮かびあがっていく。

「俺はアイ＝ファを失いたくない！　そのような運命に、俺は耐えられない！　だから俺は、アイ＝ファに女衆として生きてほしかったのだ！　だけど俺は――俺ではもうアイ＝ファを止めることはできないのだということを思い知らされてしまった」

「それは……」

「家長会議の夜も、俺はアイ＝ファを守ることができなかった。そして今日も、俺はアイ＝ファに敗れてしまった。俺にはもう何も口をはさむ資格はないし――アイ＝ファを守り通す力もない。俺ではもう駄だ目めなのだ！」

　そしてダルム＝ルウは、俺の胸ぐらをつかんできた。

　ラウ＝レイよりも強い力で――無念に震える指先で。

「貴様にアイ＝ファを止めるつもりはないのか？　たった一人の家人でありながら――あのアイ＝ファに家人と認められた人間でありながら、貴様にはアイ＝ファを守ろうという気持ちはないのか？」

「守りたいとは思っています！　だけど――」

　この気持ちを、どのような言葉であらわせばよいのだろう。

　アイ＝ファに死んでほしくない。そんなのは、当たり前すぎる大前提だ。

　だけど、それでも、俺がアイ＝ファの生き様を否定する気持ちになれないのは――

「――俺は、アイ＝ファの気持ちや、考えや、尊厳も守りたいと思っています。アイ＝ファが狩人として生きたいと願っているなら、その気持ちごと守ってやりたいと思っているんです」

　駄目だ。

　言葉にすると、何か大事な部分が逃げていってしまう。

　こんな言葉では、俺自身が納得できない。

　だからもちろん、ダルム＝ルウもまったく納得した様子はなく、いっそう強い力で俺の胸もとを絞しめあげてきた。

「それでアイ＝ファを失うことになっても、貴様には耐えることができるのか？」

「耐えられないかもしれません。そのときは、一生後こう悔かいし続けることになるかもしれません。だけどアイ＝ファの気持ちを優先するなら、それを覚かく悟ごしてつきあっていくしかないと思っていました」

　それは、間違った考えなのだろうか？

　ルウ家の女衆は、俺などでは太刀たち打うちできぬような覚悟をもって、男衆を森に送り出しているように見えた。誰よりも強く家族のことを思いながら、それでも、いつ家族を失ってもおかしくはない苛か烈れつな運命を受け入れ、ただひたすらに家族を信じ、その無事を願っているような――そんな風に、俺には見えたのだ。

　俺に足りないのは、その覚悟の量だと思っていた。だから俺も、彼かの女じよたちみたいに家族を――アイ＝ファを信じぬくべきだと思っていた。それがそもそも間違っていたというのだろうか？

「……貴様には力がある。このわずかな期間で、貴様はそれを証明してみせた。貴様が町で銅貨を稼かせげば、アイ＝ファに狩人の仕事などさせずに済むのではないか？」

　ぎりぎりと食いしばった歯の間から、ダルム＝ルウが底ごもる声をしぼりだす。

　ダルム＝ルウはそれほどに強い気持ちでアイ＝ファの身を案じていたのかと、俺は打ちのめされることになった。

　だから俺は、揺らいでしまっているのだろうか。アイ＝ファに相応ふさわしいのは――アイ＝ファを苛烈な運命から救いだせるのは、自分ではなく、このような人間なのではないか、と――

（俺は……）

　俺は無言のまま、ダルム＝ルウの引き歪ゆがんだ顔を見つめ続けることになった。

　そうして、どれぐらいの時間が過ぎたのか――やがてダルム＝ルウは俺の胸もとから手を離し、疲ひ弊へいしきった様子で顔を背そむけた。

「……アイ＝ファが森に朽ちたときは、俺が貴様の生命いのちを絶つ。この身にかえても、絶対にだ」

　最後にそれだけを言い捨てて、ダルム＝ルウは立ち去っていった。

　それでも俺は、その場から一歩も動けずにいた。

　ダルム＝ルウが暗がりを出るなり、木皿を掲げたほっそりとした人影がそちらに駆け寄ったようにも感じられたが――見み間ま違ちがいだったかもしれない。何となく、すべての感覚が虚うつろになってしまっているような気がした。

　ほんの数メートルも足を進めれば、そこは光にあふれる温かな世界である。オレンジ色の炎や、人々の喧騒、祝宴の熱気と興奮が、そこには力強く渦巻いている。

　しかし、あの場所に戻もどる資格が、この俺などに存在するのか。俺にはわからなくなってしまっていた。

（俺は……アイ＝ファの強さに甘あまえていただけなのか？）

　アイ＝ファは狩人として卓たく越えつした力を持っている。なおかつ、無駄に生命を散らしたりはしないと、アイ＝ファは常々そのように主張していた。長く生きて、一頭でも多くのギバを狩るのが、狩人としての正しき道なのだ、と。そんなアイ＝ファの言葉を信じ、結果として、俺は甘えていたのだろうか。

　アイ＝ファが死んでしまうはずはない、と。

　そんな理不尽な運命がアイ＝ファに訪おとずれるわけはない、と。

　わからなかった。

　わからなかったが、しかし、俺は――

「……いつまでそのような場所にいるつもりなのだ、アスタよ？」

　俺は愕がく然ぜんと振り返る。

　この声を、俺が聞き間違えるはずはない。オレンジ色にかすむ宴の様相を背景に、アイ＝ファが毅き然ぜんと立ちはだかっていた。

「ど……どうしたんだ、アイ＝ファ？」

「どうしたもへったくれもあるか。ルウの次兄が出てきたのに、お前だけがいつまでも出てこぬから、迎えに来てやったのだろうが」

　ふてくされたような面おも持もちで、アイ＝ファがずかずかと接近してくる。

　俺は反射的に後ずさろうとしてしまい、その腕うでをアイ＝ファに捕とらえられることになった。

「なぜ逃げる？　それにどうして、そのように悲ひ愴そうな目つきをしているのだ？　あの次兄ごときにとやかく言われてどうにかなるようなお前ではないはずであろうが？」

　言いながら、アイ＝ファは怒った目つきで俺の姿を上から下まで検分する。たぶん、暴力の形けい跡せきなどがないかチェックしているのだろう。

「……お前、俺たちの話を盗ぬすみ聞きしていたわけじゃないんだよな？」

「カミュア＝ヨシュではあるまいし、そのように恥知らずな真似をするものか。あまり無礼な口を叩たたくと痛い目にあわせるぞ？」

「……そうだよな。ごめん」

「本当にどうしたのだ？　次兄にではなく、私に含ふくむところでもあるのか？」

　アイ＝ファはちょっとだけうつむき、いつもの調子で唇をとがらせた。

　他ほかに人目がないものだから、ぞんぶんに感情を露ろ呈ていしているのだろう。そんな仕草が、とてつもなく愛おしく、とてつもなく胸に刺ささる。

「だったら私も、素す直なおに頭を下げておく。だから、そのように悲しげな顔をするな、アスタよ」

「え？　別にお前に謝あやまられる理由はないはずだけど……」

「そうなのか？　ダン＝ルティムに敗北を喫きつしてしまったとき、私はお前に八つ当たりをしてしまったではないか？」

　そのようなことは、気にも留めていなかった。

　あんなのは、いつも通りの普段通りではないか。

「あのときは、私も悔しさを抑えきることができなかったのだ。しかし、頭を冷やしてみれば、あのダン＝ルティムと――ドンダ＝ルウにも匹敵する力を持つであろうダン＝ルティムと、さまざまな制約に縛しばられた力比べとはいえ互ご角かくの勝負ができたのだから、それは誇りに思うべきだと考えなおすことができたのだ」

　そうしてアイ＝ファは、ちょっと照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「父ギルは、私を正しく導いてくれた。私はこれでもいっぱしの狩人なのだと、今まで以上に確信することができた。お前には無用の心配をかけてしまったが、私はあの力比べに参加したことを有意だったと思っている」

「……そうか」

「何だ、お前は喜んでくれぬのか、アスタよ？」

　再び眉まゆを曇くもらせて、アイ＝ファがずいっと顔を近づけてきた。

「それにやっぱり、様子がおかしい。お前がそれほどに苦しげな目つきをするのは、滅めつ多たにないことだ。私に隠かくし事ごとはするなと言い置いていたはずだぞ、アスタ？」

「……そうは言っても、なかなか話しにくい話ってのもあるんだよ」

　俺の返事に、アイ＝ファはものすごく不満そうな顔をした。

　そして一言、「やだ」と言い放つ。

「嫌だ」ではなく「やだ」だ。

　そのわずかな語調の変化が、アイ＝ファのごくたまに見せる幼さを表していた。

「私は狩人としての誇りを得た。お前はダリ＝サウティやラウ＝レイや、それにたぶんドンダ＝ルウからも料理の腕前をあらためて認められた。このようにめでたい日に、お前が悲しげな目をしているのは、やだ」

「いや、そんなことを言われても……」

「やなものは、やなのだ」

　アイ＝ファの指先が、俺の指先をぎゅうっとつかんでくる。

「何だかアスタの存在を遠く感じる。いや、遠いというよりは――まるで、どこかに消えてしまいそうな雰ふん囲い気きだ」

　アイ＝ファの面おもてに切せつ迫ぱくした表情が浮うかんできて、いっそう俺の近くに寄せられてくる。

「以前にも言ったはずだ。お前が消えてなくなってしまうなんて、私は絶対に許さないぞ、アスタ」

「…………」

「お前はかけがえのない家人だ。お前がいなくては――私は、駄だ目めなのだ」

　アイ＝ファの吐と息いきを、頬ほおに感じる。

　甘あまい香かおりが、鼻び腔こうをくすぐった。

　熱が、指先から伝わってくる。

「――不快にさせたら、すまん」

　小さな声でそう言い捨てるなり、アイ＝ファは俺おれの指先を解放し、そして、正面から俺の身体を抱だきすくめてきた。

「一生、私のそばにいてくれ。私も一生、お前のかたわらにあると誓う」

　背中に回されたアイ＝ファの両腕が、砕くだけんばかりに俺の胴どうをしめつけてくる。

　同じ力で抱きすくめることはできなかったが――俺は、アイ＝ファの背中にそっと腕を回した。

「俺もお前のそばにいたいよ。お前が許してくれるなら」

「何を言っているのだ。ともにありたいと願っているのは、私のほうだ」

　ひとつだけ、わかったことがある。

　俺はやっぱり、このままのアイ＝ファが好きなのだ。

　狩人としての誇りと、意地と、そして子供っぽい頼りなさと、偏へん屈くつさの裏側にある素直さと――何もかも、今のままのアイ＝ファが好きなのである。

　アイ＝ファを失いたくはない。

　できることなら、何一つ危険な真似などはしてほしくない。

　だけど、それ以上に――俺はアイ＝ファに、変わってほしくなかったのだ。

　狩人ではない別の仕事に、アイ＝ファが誇りや信念を捧ささげられるというのなら、それはもちろん心から祝福する。だけど、そうでないのなら――アイ＝ファにとって、狩人として生きることが最高の喜びであり、最高の幸福であるというのなら、それを否定するのではなく、それを支え、守る人間でありたいのだ。

　現時点の俺に言いきれるのは、たったそれだけのことだった。たったそれだけの思いを胸に、ようやく俺はアイ＝ファの身体を力いっぱい抱きすくめることができた。

　アイ＝ファが「苦しい」と文句を言い始めたのは、それからおよそ十五秒後のことだった。

　そうして青の月の二十七日――俺がこの世界にやってきて六十四日目の夜は、さまざまな人間の思いをその指先にからめとりつつ、しめやかに過ぎ去っていったのだった。







箸休め　～ルウの長姉の憂鬱～







　宴うたげに酔よいしれる同どう胞ほうの姿を眺ながめながら、ヴィナ＝ルウは一人で憂鬱な気持ちを抱かかえ込こんでいた。

　本日は、リリンの家長がレイの女衆を嫁よめに迎むかえる、婚こん儀ぎの祝宴である。場所はルウの集落の広場であり、百名からの眷けん族ぞくが全員顔をそろえている。広場のあちこちにかがり火が焚たかれ、石を組んだかまどの上では盛せい大だいに肉が焼かれたり鉄てつ鍋なべで汁しるが温められたりしている。それはもう狂きよう騒そうの名に値あたいする賑にぎわいであった。

　本来であれば、よほど力を持つ人間の婚儀でもない限り、ルウ家の広場が使われたり眷族の全員が招かれることはない。が、今日は特別な宴であった。これまで血の縁えんを持たなかったリリンの家がルウの眷族として迎えられる、寿ことほぐべき祝福の儀でもあったのだ。

（まさか、リリンみたいに小さな家が、ルウの眷族として迎えられるなんてねぇ……）

　きらびやかな宴うたげ衣い装しように身を包つつんだヴィナ＝ルウは、薄暗がりの中でそっと息をつく。

　ヴィナ＝ルウは、先日十五歳さいになったばかりの女衆であった。森辺の民は十五歳になると伴はん侶りよを迎えることが許されるようになり、そして、祝宴というのはそういう若い人間が伴侶となるべき相手と巡りあう場でもある。それゆえに、ヴィナ＝ルウはこうして人目につかないよう広場の隅すみっこに引っ込んで、同胞の楽しげな姿を遠目に眺めていたのだった。

（わたしは十五歳になったばかりだというのに、どうして誰も彼かれもが婚儀の話を持ちかけてくるのかしらぁ……）

　そんなことを考えながら、ヴィナ＝ルウは儀ぎ式しきの台の上で寄り添った花はな婿むこと花嫁のほうに視線を転じる。

　リリンの家長はまもなく四十に差しかかろうという壮そう年ねんの男衆であり、その嫁となるレイの女衆は、わずか十六歳の若い娘むすめであった。

　まあ、年ねん齢れいの差はこの際どうでもいい。リリンの家長というのはたいそうな力を持つ狩人かりうどであるという話であったから、その強き血は残すべきなのだろう。伴侶を若くして失ったのなら、また新しい伴侶を得るべきだ。それは強き狩人にとって、果たすべき崇すう高こうな仕事の一つである。

　が、驚くべきことに、リリンというのは家長を含ふくめて四名の家人と二名の幼子を持つだけの、きわめて小さな氏族であったらしい。普ふ通つう、そのように小さき氏族がルウの眷族となることは許されないのだ。氏うじを捨てて家人になるという話ならまだしも、弱き氏族の名は滅ほろぶべき、というのが森辺における習わしであったのだった。

　そうであるにも拘かかわらず、リリンの家はルウの眷族となることを許された。ルウとルティムに次ぐ力を持つレイの女衆を嫁として、血の縁えんを繋つなぎ、ルウの七番目の眷族を名乗ることがドンダ＝ルウを筆頭とする六名の家長たちに許されたのだ。

　むろん当初は、相当にもめたと聞く。しかしリリンの家長は大いなる熱意をもってドンダ＝ルウに訴うつたえかけ、狩人としての力を示し、ついに自分の思いを遂とげてみせたのだという。

　また、娘のほうも同じ熱意でレイの家長とドンダ＝ルウに訴えかけたらしい。たまさか道みち端ばたで出会っただけの両名が、それぐらいの強い気持ちでおたがいの存在を欲ほつし、それを勝ち取ったのだ。いったいどれほどの思いがあればこのような無む茶ちやを通せるのか、まだ若いヴィナ＝ルウには想像することさえ難しかった。

（一人の人間にそこまで夢中になれるなんて……ある意味では羨うらやましいし、ある意味では恐おそろしいわよねぇ……）

　ヴィナ＝ルウはすでに、数えきれないぐらいの男衆に嫁取りや婿入りを願われている。しかもヴィナ＝ルウはルウ本家の長姉であったから、生半可な相手では伴侶になることも許されない。ルウの分家や、レイやルティムといった力を持つ氏族の男衆だけで、そのような騒さわぎになってしまったのだ。それを端はしから断っていく作業に、ヴィナ＝ルウはすっかり倦うみ果ててしまっていたのだった。

（どうしてロクに口をきいたこともない相手を一生の伴侶にしようだなんて思えるのかしら……）

　それがヴィナ＝ルウにはわからなかった。

　そうして、思ったのだ。そういった連中はみんなヴィナ＝ルウの外面か、あるいはルウの本家の長姉という肩かた書がきしか目に入っていないのではないか、と。

（わたしが本当はどんな人間であるかなんて、みんなにはどうでもいいことなんだわ……そんな人間を、伴侶として迎えたいと思えるわけがないじゃない……）
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　だが、ヴィナ＝ルウがそんな思いを余人にぶちまけることはなかった。

　森辺では、このように思おもい悩なやむ人間のほうがまれであったのである。いまだ十五歳のヴィナ＝ルウでも、それははっきりと自覚することができていた。

　他者を愛するというのは、理り屈くつではない。その相手と一生ともにあり、幸も不幸も分かち合い、子を生なして育んでいく。そうしたいと思う気持ちは自然に生まれ出るものであり、言葉や理屈など必要ないのだ――と、ヴィナ＝ルウはそのように聞かされて育っていたのだった。

　実際、ヴィナ＝ルウの両親なども、こうした宴の際ぐらいにしか顔をあわせる機会もないままに、婚儀をあげる気持ちを固めたのだという。それでも父と母はおたがいの存在を慈いつくしみ合い、七名もの子を生した。婚儀をあげて二十年ぐらいが経過した現在も、変わらぬ情愛をおたがいに捧げている。それが、森辺の民のあるべき姿なのだった。

（……どうしてそんなことができるのかしらぁ……）

　ヴィナ＝ルウは、家族を愛していた。両親も祖母も曾そう祖母も、兄も弟も妹たちも、誰もがかけがえのない存在である。このうちの誰かが欠けるぐらいなら、喜んで自分の生命を捧げたいと思う。自分のようなはぐれ者が生き残って、正しい魂を持つ家族の誰かが森に召されてしまうなんて、そんなのは間違っているとしか思えない。それぐらいの強い気持ちで、ヴィナ＝ルウは十人の家族を等しく愛していた。

　それで、思う。それぐらい強い気持ちで愛することができなければ、余人を伴侶に迎える意味などないのではないのだろうか、と。

（……どうしてみんなはあんなに真まっ直すぐな気持ちを持っているのに、わたしばっかりがこんな風にねじくれちゃったのかしらぁ……）

　そのように思いながら、ヴィナ＝ルウは何度目かの溜ため息いきをついた。

　そのとき、ガサリとかたわらの茂しげみが鳴った。

　ギーズの小こ鼠ねずみでも寄ってきたのかと、ヴィナ＝ルウは慌あわてて立ち上がる。

　だけどそれは、野の獣けものなどではなかった。狩人の衣ころもを身に纏まとい、腰こしに刀を下げた、森辺の男衆であった。

　ヴィナ＝ルウはほっと安あん堵どしかけたが、男衆のほうは困こん惑わくの表情であった。ヴィナ＝ルウ以上に慌てた様子で左右を見回し、懇こん願がんするように片方の膝ひざを地面につく。

「驚かせてしまって申し訳ありません。決して邪よこしまな気持ちで足を踏ふみ入いれたわけではないのです」

　最初は何を言っているのかわからなかった。

　が、じわじわとその言葉の意味が頭にしみこんできて、ヴィナ＝ルウは思わず後ずさることになった。

「あなた……ルウの眷族じゃないのねぇ……？」

「はい、わたしはダイ家の人間です。名は、ディール＝ダイ。ダイの本家の次兄です」

　それはヴィナ＝ルウには聞き覚えのない氏族であった。

　何にせよ、ルウの眷族でないことは間違いない。

「そのダイ家の人間が、どうしてルウの集落に足を踏み入れているのぉ……？　見ての通り、今日は婚こん儀ぎの祝宴なのよぉ……？」

「はい、申し訳ありません。噂うわさに聞くルウ家の祝宴というのがどれほどのものなのか、ついつい好こう奇き心しんに負けて覗のぞきに来てしまったのです」

　そのように述べるディール＝ダイは、それほど凶きよう悪あくにも勇ゆう猛もうにも見えなかった。むしろ、森辺の男衆としては柔じゆう弱じやくに見えるぐらいであったかもしれない。

　背せ丈たけはそれなりであるようだが、そんなに逞たくましい体格をしているわけでもなく、面おも立だちもどこか優しげである。褐かつ色しよくの髪かみを長くのばして肩まで垂らしており、明るい茶色の瞳を気弱げに瞬またたかせている。ルウの眷族の雄お々おしい姿を見慣れているヴィナ＝ルウには、ちょっと頼りなげに見えるぐらいであった。

「好奇心ねぇ……でも、血の縁を持たない氏族の祝宴を盗み見るなんて、習わしに背そむく行こう為いじゃなぁい……？」

「返す言葉もありません。最近気持ちがふさいでいたので、ついつい抑制を失ってしまったのです」

　口にするその言葉までもが弱々しい。これは町の人間が森辺の狩人に扮ふんしているのではないのかと、そんなありうるはずもない想念までヴィナ＝ルウは抱くことになってしまった。

「……気持ちがふさぐって、いったい何があったのかしらぁ……？」

　だから、そんな風に問うたのも一時の気まぐれに過ぎなかった。

　ただ、この若い男衆にはヴィナ＝ルウを害する気持ちも力もなさそうであったし、それに――同胞の楽しげな姿ばかりを見せつけられていたヴィナ＝ルウには、この若者の陰いん鬱うつなたたずまいが妙みように好ましく思えてしまったのである。今日の自分には、こんな人間のほうが相応ふさわしい。そんな投げやりな気持ちが生じていたことも、否定することはできなかった。

　地面に片かた膝ひざをついたまま、ディール＝ダイという男衆は目をぱちくりさせている。

「はい……いえ、余人に話すようなことではないのですが……」

「話したくないなら、無理に聞こうとは思わないけどぉ……わたしを驚おどろかせてくれたんだから、その代価として聞かせてくれてもいいんじゃなぁい……？」

「は……わたしはただ……身分違いの相手に懸け想そうしてしまい、それで苦しんでいるだけなのです」

「何だぁ……」と、ヴィナ＝ルウはがっかりすることになった。

「色いろ恋こいの話なのかぁ……もっと面白おもしろい話かと期待していたのにぃ……」

「そ、それはちょっとひどい言い草ではないですか？　わたしにとっては、この先の生を左右する大ごとなのです」

「当人にとってはそうなのかもしれないけどぉ……大の男衆でも、そんなことで思い悩んだりするものなのねぇ……」

「それは当然のことでしょう。男であろうが女であろうが、誰だれを伴侶に迎えるか、というのは何よりも大事な事こと柄がらではないでしょうか？」

「ふぅん……？」と気のない声をあげながら、ヴィナ＝ルウはもともと座すわっていた木の根もとに腰を下ろした。

「だけどわたしは、そんな話を女衆に打ち明ける男衆を初めて目にしたわぁ……あなたって変わり者なのねぇ……」

「話せと申されたのはそちらのほうではないですか」

　そのように言ってから、ディール＝ダイなる若者はふいに口もとをほころばせた。

「あなたこそ、ずいぶん変わった気き性しようをお持ちのようですね。ルウ家の女衆というのは、みんなあなたのように気き丈じようで取りとめがないのですか？」

「……ルウ家がどうとか関係ないじゃなぁい……わたしはわたしなんだからぁ……」

　ちょっと気分を害してヴィナ＝ルウがそのように言い返すと、ディール＝ダイは微笑みをたたえたまま悲しげな目つきをした。

「そうですね。森辺の民たみがこれほどまでに家というものを重んずる一族でなければ、わたしもこのように思い悩むことにはなりませんでした。わたしは森辺の民として生を授さずかったことを何よりも誇りに思っていましたが――今回ばかりは、森辺の習わしを疎うとましく思ってしまっています」

「ずいぶん大おお仰ぎような物言いねぇ……」

　ヴィナ＝ルウは肩をすくめてみせる。

「いったいどこの誰に恋こい心ごころを抱いてしまったというのぉ……？　ひょっとしたら、それはルウの眷けん族ぞくなのかしらぁ……？」

「いえ、それは――」

　と、ディール＝ダイが返事をしかけたとき、「何をやっているのだ！」という強い声が広場のほうから響ひびいてきた。

　近づいてきたのはヴィナ＝ルウの兄と弟、ジザ＝ルウとダルム＝ルウである。

「貴様、何者だ？　ルウの眷族ではないな？　まさか、スン家の人間か？」

　ダルム＝ルウが、腰の刀に手をのばしながら言いたてる。ダルム＝ルウはまだ十四歳であったが背も高く、すでに狩人として十分な力を身につけていた。父親とそっくりの青い瞳をぎらぎらと燃やすダルム＝ルウに、ディール＝ダイは慌てた様子で頭こうべを垂れる。

「いえ、わたしはダイ家の人間です。決してルウ家の祝しゆく宴えんを荒らすつもりでは――」

「ダイ家といえば、ここより少し北側に集落をかまえる小さき氏族だったな」

　今度はジザ＝ルウが穏おだやかな声で呼びかける。

　声も顔も穏やかであるが、体格は弟を遥はるかに上回っている。この年に十八歳となるジザ＝ルウは、すでに狩人の力比べで八名の勇者に選ばれるほどの力量を有していた。

「何にせよ、血の縁を持たぬ氏族にルウ家の祝宴に踏み入る資格はない。一刻も早くこの場から立ち去っていただこう」

「いえ、あの……」

「立ち去らぬつもりであれば、余所よその家に断りなく踏み入ろうとする罪とみなして、足の指をいただく」

　ディール＝ダイは身を起こし、悲痛に顔を歪ゆがめながらまた頭を垂れた。

「立ち去ります。とんだ非礼を犯してしまい、申し訳ありませんでした。……それでは」

「あ、ちょっとぉ……」と声をあげかけるヴィナ＝ルウに切なげな視線をくれてから、若者は闇やみの向こうへと走り去っていった。

「あやしげな男衆だ。家長ドンダにも伝えておくべきだろうな」

　そのように言い捨ててから、ジザ＝ルウは糸のように細い目でヴィナ＝ルウを見下ろしてきた。

「お前もあやしげな人間を見つけたのなら、すぐに俺たちを呼べ。何を呑のん気きに言葉など交かわしていたのだ？」

「別にぃ……退たい屈くつしのぎに、ちょっと喋しやべっていただけよぉ……」

「このような場で退屈だなどと言い出すのはお前ぐらいのものだと思うぞ、ヴィナ」

　ジザ＝ルウは、いぶかしそうに太い首を傾かしげる。

「そろそろ女衆が舞まいを踊おどる頃ころ合あいだ。お前も準備するといい」

「嫌よぉ……わたしは絶対に踊らないからぁ……」

「お前は十五になったのだぞ？　よき伴侶を迎えるためにも、その舞を見せるべきだろう」

　ジザ＝ルウはそのように言い張ったが、かたわらのダルム＝ルウが「いいんじゃないか？」と言ってくれた。

「ヴィナには放っておいても大勢の男衆が言い寄っているのだから、ことさら色いろ香かをふりまく必要もないだろう。このような場では他の女衆にその機会を譲ゆずるのも悪くはないと思える」

「ありがとぉ、ダルム……やっぱりあなたは優しい子ねぇ……」

「子供扱あつかいするな。俺はもう狩人なのだぞ」

　たちまちダルム＝ルウは険悪に顔をしかめたが、そんな姿もヴィナ＝ルウには愛いとおしくてたまらなかった。ヴィナ＝ルウよりも背がのびて、いつの間にか姉を呼び捨てにするようになってしまったが、それでもダルム＝ルウは可愛かわいい弟なのである。

「ジザ兄こそ、広場に戻ったらぁ……？　こんなときぐらいしか、サティ＝レイと言葉を交わす機会もないのでしょう……？」

　ジザ＝ルウはじっとヴィナ＝ルウの顔を見つめ、そうして分厚い肩をひとつすくめてから広場のほうに戻っていった。

　その後ろ姿を見送りつつ、ダルム＝ルウはヴィナ＝ルウが腰を下ろしている木の幹にもたれかかる。

「あなたは戻もどらないのぉ、ダルム……？」

「俺はまだ十四だからな。伴侶を選ぶこともできないなら、女衆の舞など見てもしかたがない」

　ぶっきらぼうな声こわ音ねである。

　が、きっとさきほどのディール＝ダイが舞まい戻ってくるのではないかと心配して、ヴィナ＝ルウのもとに留とどまってくれているのだろう。ダルム＝ルウは、そういう気性なのだ。

（それにしても……あのディール＝ダイってのは何だったのかしらぁ……）

　大事な弟の存在を間近に感じながら、ヴィナ＝ルウはそのようなことを考えていた。

　ヴィナ＝ルウがその疑念に答えを得るのは、そんなに遠い先のことではなかった。




　　　　　◇




　翌日の朝方は、祝宴の後片付けに忙ぼう殺さつされることになった。

　何せ百名からの人間が大騒ぎをした宴の後片付けである。石のかまどや儀式の台を分解して片付けるだけでも相当な手間であるし、かがり火の残ざん骸がいなどもそのままにはしておけない。使った鉄鍋や木皿も綺き麗れいに洗い、ギバの骨がらなどは森に打ち捨て、そうしてすべての片付けが終わる頃ころにはずいぶん日も高くなってしまっていた。

「それじゃあいつもの仕事に戻ろうか。あたしらは大急ぎで薪まきと香こう草そうを集めに行ってくるから、あんたたちは毛皮のなめしや家の仕事を頼たのんだよ」

　母親のミーア・レイ＝ルウたちは、そんな言葉を残して森に入っていった。中天になってギバが目覚める前に、薪まきやピコやリーロの葉などを集めなくてはならないのだ。残されたヴィナ＝ルウは、妹たちとともに申しつけられた仕事に取り組むことにした。

「ねえねえ、昨日のレイの花嫁は素す敵てきだったね？」

　と、日当たりのいい場所でギバの毛皮を広げながら、レイナ＝ルウがそのように呼びかけてきた。

　レイナ＝ルウは十二歳。ヴィナ＝ルウにとってはすぐ下の妹である。ルウ家では珍めずらしい黒髪を二つに結んだレイナ＝ルウは、とても無む邪じや気きそうに笑っていた。

「次の婚儀は、やっぱりジザ兄とサティ＝レイかなあ？　そうしたら、またルウの家でお祝いだね？」

「うん、そうねぇ……」

「楽しみだなあ。ねえ、ヴィナ姉はいつ婚儀をあげるの？」

　妹の期待にきらめく眼まな差ざしに、ヴィナ＝ルウはどんよりとした視線を返してみせる。

「わたしはまだ十五歳になったばかりなのよぉ……？　そんなすぐに伴侶を迎えたくはないわぁ……」

「えー？　だけど、みんなヴィナ姉を嫁に欲ほしいって言ってるじゃん！　あれを全部断っちゃうの？」

「……ルウの本家の長姉として、そんな簡単に伴侶を選ぶわけにはいかないのよぉ……」

　ヴィナ＝ルウが適当な返事でごまかすと、レイナ＝ルウは「そっかー」とうなずいた。

「でも、ヴィナ姉の婚儀は楽しみだなあ！　ヴィナ姉はもともとこんなに綺麗なんだから、きっとどの女衆よりも素す敵てきな花嫁になれると思うよ？」

「……そうだといいわねぇ……」

　まだ十二歳のレイナ＝ルウにヴィナ＝ルウの心情を理解しろ、というほうが酷こくであろう。ヴィナ＝ルウは溜息を噛かみ殺しつつ、木の間に張った縄なわにギバの毛皮を掛かけた。

　そのとき、背後の食料庫からぎゃあぎゃあと騒ぐ声が聞こえてきた。

　弟のルド＝ルウと妹のララ＝ルウである。

「何を騒いでるのぉ……？　きちんと仕事をしなきゃ駄目じゃなぁい……」

「だって！　ルドがピコの葉を投げてきたんだもん！　鼻の中に入っちゃったよ！」

「へん！　ちびのくせに人をちび呼ばわりするのが悪いんだろー」

　ルド＝ルウは十歳で、ララ＝ルウは八歳だ。どちらもやんちゃな盛さかりであるが、五歳を越こえた幼子は仕事を果たさなければならないのである。

「ピコの葉を無駄にしたら、ミーア・レイ母さんたちに叱しかられるわよぉ……？」

「うっせーなー、ヴィナ姉は。……リミのやつはどこ行ったんだよ？」

「リミだったら、さっきジバ婆ばあと散歩に行ったわよぉ……ララ、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「うん」と言いながらララ＝ルウは涙なみだ目めで鼻をこすっている。この姿だけを見るとララ＝ルウが気の毒であるが、ルド＝ルウもむやみに妹を苛いじめるような気性ではない。きっとララ＝ルウが先に手をあげて、ルド＝ルウがそれに反はん撃げきしたのだろうと思う。

「あーあ、俺も早く狩人になりてーなー。あと三年も待ってらんねーよ！」

「そう思うんなら、しっかり働いて力をつけなさぁい……？　そんなに小さな身体じゃあ、狩人の仕事なんてつとまらないんだからぁ……」

「ヴィナ姉まで俺をちび呼ばわりすんのかよー！　ちょっと尻しりがでっかくなったぐらいでさー」

　と、ルド＝ルウが小さな手の平でヴィナ＝ルウの尻を叩いてきた。

　ヴィナ＝ルウが顔を赤くして「こらぁ」と声をあげると、ぴゅーっとすばしっこく逃にげてしまう。

「まったくルドには困ったものねぇ……またドンダ父さんに叱ってもらわなくっちゃ……」

「そうだね」と言いながら、レイナ＝ルウは何故なぜか笑え顔がおであった。

「でもやっぱり、ヴィナ姉は素敵な嫁になれると思うよ？」

「ええ……？　いったい何の話よぉ……？」

「ちっちゃい弟や妹がたくさんいるせいなのかな。なんか、まだ十五歳なのに母親みたいにしっかりしてるもん！」

「……肉を焼いたり汁を煮にたりするのは、レイナのほうがよっぽど上じよう手ずだけどねぇ……」

　どうやらレイナ＝ルウは、昨晩の祝宴のおかげで婚儀や嫁という話が頭から離れない様子であった。ヴィナ＝ルウもそれは似たような状況であるのだが、心の有り様は真逆を向いているので、どんどん気持ちが重苦しくなってしまう。

「それじゃあ毛皮はこれでいいわねぇ……わたしは薪を割ってくるから、レイナとララはピコの葉を干しておいてくれるぅ……？　雨が降りそうだったら、毛皮もピコの葉も屋根のあるところに移すのよぉ……？」

「うん、わかった！」

　そうしてヴィナ＝ルウは、愛すべき妹たちから距離を取ることに成功した。小屋から鉈なたと薪をひとたば抱かかえて、一人で家の横に移動する。

（ジザ兄は十八歳で、サティ＝レイは十六歳かぁ……わたしも年を重ねるごとに、早く婿を取れってせっつかれるようになるんだろうなぁ……）

　幸いなのは、母親であり女衆の束ね役でもあるミーア・レイ＝ルウが、それほど早い婚儀にこだわっていないことであった。伴侶など、これと思える相手と巡りあえる日を気長に待てばいい、というのがミーア・レイ＝ルウの考えであるのだ。

（でも、いずれはミーア・レイ母さんだって黙だまっていられなくなるだろうし……わたしはこの先、伴侶に迎えたいと思えるような相手と出会うことがあるのかしらぁ……）

　そんな思いを込めながら、ヴィナ＝ルウは鉈を振ふり下ろした。

　薪は真っ二つに割れて、台の下にぽとりと落ちる。

　そうして黙もく々もくと仕事をこなし、半分ほどの薪がこまかく仕上がった頃、背後から人の近づく気配がした。

　何気なく振り返かえったヴィナ＝ルウは、思わず息を呑のんでしまう。そこに立ちはだかっていたのは、またもやディール＝ダイであったのだった。

「仕事の最中に申し訳ありません。ちょっとお話をよろしいですか？」

「あなた……こんなところで何をやっているのぉ……？」

「今日は無断で踏み込んだわけではありません。あなたを捜さがしているのだと事情を打ち明けて、集落に踏み入ることを許してもらったのです」

　そのように言って、ディール＝ダイはやわらかく微笑んだ。

　明るい日の下で見る彼は、やっぱり森辺の男衆としてはずいぶん優しげで、そしていささか頼りなげであった。

「わたしを捜しているって……あなた、わたしの名前すら知らないはずよねぇ……？」

「はい。淡あわい色合いの髪と瞳をした十五歳ぐらいの美しい女衆、と説明したら、それは本家のヴィナ＝ルウではないかと教えてもらうことができました。……あなたは、ヴィナ＝ルウと仰おつしやるのですね」

　ディール＝ダイは適切な距離で立ち止まり、それ以上は近づいてこようとはしなかった。

　まさか、ルウの集落のど真ん中で不ふ埒らちな真似まねに及およぶつもりはないだろう。家の中では屈くつ強きようの狩人たちが仕事に備えて眠ねむりを取っているのである。ディール＝ダイなど、ルウで一番若い狩人にさえ太刀打ちできるようには思えなかった。

「……わたしに何の用があるというのぉ……？」

「昨日の非礼を詫わびたかったのです。そのように説明したら、分家の女衆も快く集落に通してくれました」

「……ジザ兄やドンダ父さんたちが目を覚ます前に出ていったほうがいいと思うけどぉ……？」

「はい。長なが居いをするつもりはありません。わたしにも狩人としての仕事がありますので」

　そのように言いながら、ディール＝ダイはその場に留まったままであった。

　ヴィナ＝ルウは溜息をつきつつ、右手に下げた鉈を揺らす。

「お詫びの言葉はもう聞いたように思うけどぉ……？　まだ何か用事があるのかしらぁ……？」

「いえ……用事というほどのことでもないのですが……」

　ディール＝ダイは目を細め、とても切なそうに微び笑しようした。

「……あなたは美しいですね、ヴィナ＝ルウ」

「……はぁ……？」

「昨晩から、ずっとそのように思っていました。あなたほど美しい女衆を目にしたことは、これまで一度としてありません」

「……あなた、ルウの眷族ではない余所の女衆に懸想しているのだと言ってなかったかしらぁ……？」

「はい。そんなわたしでも魅み了りようされてしまうほど、あなたは美しい女衆であるのです。……だけどそれがルウの本家の長姉だなんて、なんと皮肉な話でしょう」

　そのように言いながら、ディール＝ダイはゆるゆると首を横に振った。

「わたしはかなわぬ恋心など打ち捨てて、あなたのもとに参じるべきかと思ったのです。それなのに、あなたがそのような身分の女衆であっただなんて……これが皮肉でなくて何でしょう。わたしはかなわぬ相手にばかり懸想する運命でも強しいられているのでしょうか」

「知らないわよぉ、そんなことぉ……」

　ヴィナ＝ルウは長い前髪をかきあげながら、相手の姿をねめつける。

「昨日までは別の女衆にうつつを抜かしていたくせに、出会ったばかりのわたしにそんな言葉をかけてくるなんて……あなたの思し慕ぼの情というのは、ずいぶんお安いものなのねぇ……？」

「そんなことはありません。……ただ、かなわぬ恋こいに身を焦がすのがあまりに辛つらいゆえに、あなたの存在にすがってしまったのでしょうか。そうだとすると、わたしがこのように再び苦しい思いを抱えることになったのも、森の導きであったのかもしれませんね」

「自分の浅はかさを森の導きに押おしつけるのは不ふ遜そんじゃなぁい……？」

　そのように述べてから、ヴィナ＝ルウは奇き妙みような心地ここちにとらわれた。

「ディール＝ダイ……あなたってやっぱり変わり者だわぁ……何ていうか、町の人間が森辺の民を演じているような感じなのよねぇ……」

「ああ、それは家族にもよく言われます。わたしは町に下りるのが好きなので、このような人間に育ってしまったのかもしれません」

「……あなたは、ジェノスの町が好きなのぉ……？」

　それは驚くべき発言であった。

　ディール＝ダイはうっすらと笑いながら、「はい」とうなずく。

「何が、と問われると困ってしまうのですが。町の人間というのは、自由でしょう？　特にシムやジャガルの旅人たちなどは、好きなときにジェノスを訪おとずれて、好きなときに故郷へと戻もどっていく。そういう暮らしに身を置くというのはどういう気持ちなのだろうと、わたしは子供の時分からそのようなことばかり考えていたのです」

「…………」

「森辺の民は、誰もがこのモルガの森辺で一生を終えます。ときたまアリアやポイタンを買うために町へと下りるばかりで、外の人間とは一切の縁を持ちません。あまり他の人間などには言えないことですが……それはあまりに窮きゆう屈くつな生き方ではないでしょうか？」

「そうねぇ……わたしもそう思うわぁ……」

　ヴィナ＝ルウは、少しずつ鼓こ動どうが速くなっていくのを感じた。

　それは、ヴィナ＝ルウもまた家族に打ち明けることもできないまま胸に秘ひめていた思いであったのである。

「森辺の集落では、誰もがわたしをルウの家の長姉としか見ない……ジェノスの宿場町では、野や蛮ばんな森辺の民としか見ない……でも、ジェノスを遠く離はなれた地の人間たちだったら、わたしのことをただの一人の小娘としか見ないのかしらぁ……？」

「そうですね。きっとそうなのでしょう」

　ディール＝ダイは、うっとりと目を細めていた。

　ヴィナ＝ルウは、いっそう激しく胸を高鳴らせてしまう。

「だったら、あなたも……森辺の集落を出てしまえばいいのじゃない……？　そうしたら、自分の思いを捨てずにも済むでしょう……？」

「え」とディール＝ダイは目を見開いた。

　半ば無意識の内に、ヴィナ＝ルウはそちらへ身を寄せてしまう。

「あなたがどこの誰に懸想しているのかはわからないけど……森辺を出てしまえば、家の大きさなど関係なくなるわぁ……たとえ故郷を捨てることになっても、そうして自分の思いを遂げられるようになれば、それは幸福な生なのじゃないかしらぁ……？」

　ディール＝ダイは、顔色を失って何歩か後ずさった。

　そして右みぎ拳こぶしを額に当てつつ、がっくりと頭を垂れる。

「森よ、迷える民をどうぞお許しに……ヴィナ＝ルウ、森を捨てるなどという言葉は、たとえ冗じよう談だんでも口に出すべきではないと思います」

「…………」

「森に魂たましいを授かったわたしたちは、森に魂を返すべきです。どのような疑念を抱こうとも、それだけは何を置いても背くことのできない絶対の掟おきてでありましょう」

「あら、そう……」

　ヴィナ＝ルウは、急速に心が冷えていくのを感じた。

「わたしはあなたのためを思って、そのように言っただけなのだけどねぇ……それじゃああなたは、森を捨てるぐらいならその相手への思いを断ち切ることも厭いとわない、ということなのねぇ……？」

「そのようなことは、考えるだけで冒ぼう涜とくでありましょう。相手の女衆だって、肯がえんずるわけがありません」

「だったら大人しく、その身にあった伴侶を捜すべきねぇ……」

　ヴィナ＝ルウはもう、この若者に対するすべての関心を失ってしまっていた。

　まだいくぶん青い顔をしているディール＝ダイに背を向けて、台の上に新しい薪を立てる。

「それじゃあわたしは仕事があるから、もう帰ってもらえるかしらぁ……？　あなただって、狩人の仕事があるのでしょう……？」

「は……それでは最後に、一つだけよろしいですか？」

　ディール＝ダイが、ヴィナ＝ルウの横合いに回り込んで、また笑いかけてくる。

「昨日の婚儀で、リリンの家はルウの家に眷族として認められたのだと聞きました。ダイの家はそれほど大きな家ではありませんが、それでもリリンよりは家人も多く、力を持っています。ならば、ダイの家がルウの家に眷族として認められることも――」

「リリンの家長は、狩人の力比べでレイの家長を打ち負かしたそうよぉ……？　さすがにドンダ父さんやルティムの家長にはかなわなかったみたいだけど、それで狩人としての力を認められたってわけねぇ……あなたには、それと同じ真似ができるというのかしらぁ……？」

　言いながら、ヴィナ＝ルウはディール＝ダイの姿を横目でねめつけた。

「まあ、あなたが何を望もうとあなたの勝手だけれど……少なくとも、わたしはあなたのように柔弱な人間を伴侶に迎えるつもりはないから、それだけは忘れないでもらいたいわねぇ……」

　ディール＝ダイは、また切なそうに微笑ほほえんだ。

　このような場で笑えるのは、人間としての強さなのか弱さなのか。ヴィナ＝ルウにはわからないし、もうわかりたいとも思えなくなってしまっている。

「……仕事のお邪じや魔まをして申し訳ありませんでした。それではこれで失礼いたします」

　ヴィナ＝ルウは返事をせず、薪に鉈を叩きつけた。

　そうしてディール＝ダイは消え、その場にはヴィナ＝ルウだけが取り残された。

（まあ、あれが普通の森辺の民よねぇ……）

　何も不思議なことはなかった。

　やはり、このような想念にとらわれてしまうのはヴィナ＝ルウだけであったのだ。

　森辺の集落で一生を終えるのは、本当に正しいことなのか――そのようなことで思い悩む人間など、森辺の集落には存在しないのである。

（馬ば鹿かなことをしちゃったなぁ……）

　家族にすら打ち明けていなかった真情を、どうして昨晩出会ったばかりの人間などにこぼしてしまったのか。その自分の迂う闊かつさが、ヴィナ＝ルウをいっそう重苦しい気持ちにさせた。

　むろんヴィナ＝ルウとて、本気で故郷を捨てたいなどと考えているわけではない。愛する家族と離ればなれになるなんて、想像しただけで胸が潰つぶれそうになってしまう。

　しかし、どうしても心中の夢想を捨て去ることができないのだ。

　ここでないどこかであれば、自分も迷わずに生きていくことができるのではないか――自分一人がはぐれ者の生まれ損ぞこないなのだと思い悩むこともなく、奔ほん放ぽうに、思うがままに生きていくことができるのではないか――と。

（……そんなのが、許されるはずもないわよねぇ……）

　ヴィナ＝ルウは、渾こん身しんの力で鉈を振り下ろした。

　その薪は中身が腐くさっていたのか、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けて地面に四散してしまった。




　　　　　◇




　また、数日後である。

　その者たちが姿を現したのは、ヴィナ＝ルウがようやくディール＝ダイの存在を頭からしめだすことができるようになった、そんな頃合いのことだった。

　中天を迎えて、男衆は森に入っていった。女衆は次の仕事に取りかかる前にしばし休息にしよう、ということになり、ヴィナ＝ルウは一人で集落の外を散策していた。そんなヴィナ＝ルウの前に、その者たちが傲ごう然ぜんと立ちはだかったのだ。

「あら……ひょっとしたら、あなたはルウ家の長姉なのかしら？」

　その内の片方は、妙に不吉な雰ふん囲い気きを纏まとった女衆であった。

　年はヴィナ＝ルウと同じぐらいだろう。こまかく編み込んだ黒こつ褐かつ色しよくの髪を肩まで垂らし、黒ずんだ瞳を冷たく光らせている。美しいが、毒どく蛇へびのように不吉な女衆だ。

　もう片方は、灰色がかった髪をした初老の男衆である。狩人らしく逞たくましい体格をしているが、死人のようにどんよりとした眼差しをしている。それもまた、女衆とは別の意味で不吉なたたずまいであった。

「あなたたちは、誰かしらぁ……？　このあたりでは見かけない顔のようだけどぉ……？」

「わたしはスン本家の長ちよう姉しヤミル＝スン、こっちは分家のテイ＝スンよ」

　その返答に、ヴィナ＝ルウは愕がく然ぜんと立ちすくむことになった。

　スン家といえば、森辺の族長筋だ。そして、ルウ家とは古くから悪縁をつむいでいる氏族でもある。いつの日か、ルウ家とスン家は存亡をかけて相争うことになるだろう。そのように言われて久しい両氏族なのだった。

「スン家の人間がどうしてこのような場所をうろついているのかしらぁ……？　あなたたちの集落は、北の果てにあるのでしょう……？」

「そうね。このような場所にまで出向くことになってしまって、本当にわずらわしかったわ」

　そのように言いながら、ヤミル＝スンと名乗った女衆は唇くちびるの両りよう端たんを吊つり上あげた。

「でも、あなたに出会えるなんて幸運だったわね。これも森の導きなのかしら」

「……わたしなんかに、どういう用事があるというのかしらぁ……？」

　平静を装よそおいつつ、ヴィナ＝ルウは内心で激しく動どう揺ようしていた。

　ルウの男衆は、みな森の中なのである。集落に逃げ戻っても、そこには女衆しか残されていない。このように生気の感じられない男衆でも、女衆にはあらがうすべもないだろう。

　理由もなく他者を害することなど、森辺では決して許されていない。しかしスン家はちょうどヴィナ＝ルウが生まれた頃、ルウ家に嫁よめ入いりすることが決まっていたムファ家の女衆をさらい、それを害したのだ。確かな証あかしはない話とはいえ、それを境にルウ家とスン家はともに天を戴いただくことのできない関係に成り果てた。ここでヴィナ＝ルウがこの者たちに害されてしまったら、それこそ血で血を洗う争いを森辺に招くことになってしまうだろう。

「別に難しい話ではないわ。ディール＝ダイという名前に聞き覚えがあるでしょう？」

「……ディール＝ダイ……？」

「そう、ディール＝ダイよ。あの男衆には、ほとほと困らされていたの。何せ、あんな小さな氏族の生まれであるくせに、よりにもよってわたしに懸け想そうしてしまったのだから」

　ディール＝ダイが懸想していたというのは、この毒蛇のような女衆であったのか。ヴィナ＝ルウは、また内心で息を呑むことになった。

「あの男衆は、家長の供として家長会議に加わっていたのね。それでスンの集落を訪れて、わたしを見み初そめてしまったそうよ。族長筋たるスンの本家の長姉に懸想するなんて、いったいどういうつもりだったのかしらねえ？」

「……そんなにおかしな話かしらぁ……？　男衆の側が婿むことしてスン家に入れば、それで済むのじゃない……？」

「ダイ家のようにちっぽけな氏族を、スン家の眷族として迎えろと？　家人は少ないし、家は遠いし、そんなのが認められるわけないじゃない。……しかもダイ家は、ルウ家からこんなに近い場所に集落をかまえているのだから、いつスン家を裏切らないとも限らないわ」

　そう言って、ヤミル＝スンは毒々しく笑う。

「そんなのは、絶対に許される話じゃない。誰が許しても、スンの先代家長がまず許すはずもないわね」

「……スンの先代家長……？」

「とにかく迷めい惑わくだったから、わたしはこれ以上あのディール＝ダイという男衆がスン家に近づかないよう忠告しに出向いてきたのよ。……そこで、あなたの名前を耳にしたわけね、ルウ本家の長姉ヴィナ＝ルウ」

　あの男は、こんな女にヴィナ＝ルウの名を告げたのか。

　ヴィナ＝ルウは、心の底からうんざりさせられてしまった。

「まあ、あの男衆の気持ちが別の女衆に移ったのなら幸いだけれど……あなたはあのディール＝ダイを婿として迎むかえるのかしら？　まさかルウの本家の長姉がダイみたいに小さな氏族に嫁入りすることはないわよね？」

「嫁入りも婿取りもしないわよぉ……わたしだって、あんな男衆を伴はん侶りよに迎えるつもりはないものぉ……」

「本当かしら？」とヤミル＝スンは目を細める。

　まさしく獲え物ものを狙ねらう毒蛇のような目つきである。

「別にわたしに気き兼がねをする必要はないのよ？　わたしだって、あの男衆と縁えんを断ち切るために、このような場所まで出向いてきたのだから」

「何も気兼ねなどしていないわぁ……」

　ひょっとしたら、それでこのヤミル＝スンはヴィナ＝ルウに悪念を抱だいてしまったのだろうか。

　男衆につきまとわれて、迷惑だからもう近づくなと忠告しに出向いてきたら、その男衆はもう別の女衆に心を寄せていた。ヴィナ＝ルウには上手うまく想像できないが、自尊心の強い人間であれば、それは相当に腹立たしい話なのかもしれない。

「……そう。それが虚きよ言げんでないのなら、賢けん明めいな判断ね。あのように口先だけの男衆を伴侶に迎えても、きっと不幸になるだけだろうから」

「…………」

「そして、この先はあの男衆に悩まされることもなくなるわ。ディール＝ダイは、ダイの分家の女衆と婚儀をあげることになったから」

「えぇ……？　それはまたずいぶん急な話ねぇ……」

「そうでしょうね。だって、つい先ほど決まったことですもの」

　そのように言って、ヤミル＝スンはくすくす笑った。

「わたしがそのように命じたの。あんな浮うわついた気性では、また何かの弾はずみでわたしやあなたのもとに現れかねないでしょう？　だからそのような真似をさせないために、分家の女衆と契ちぎりを交わさせたのよ」

　愕然と立ちつくすヴィナ＝ルウのもとに、ヤミル＝スンがひたひたと近づいてくる。

　そのぬめるように輝かがやく赤い唇が、熱い吐と息いきとともに毒々しい言葉を囁ささやきかけてきた。

「考えてもごらんなさい。あの男衆は、スンとルウの両方に婿入りを願うような真似をしかけたのよ？　本人がどういう気持ちであれ、そんな浮ついた真似を許していたら、スンとルウが刃やいばを交えることにもなりかねないじゃない？　だから、のちの憂うれいを絶ったのよ」

「……そんなことのために、無理矢理に婚儀をあげさせるというのぉ……？」

「あら、スンとルウが刃を交えるなんて、それは大ごとじゃない？　そんなことになったら、きっと森辺の集落そのものが滅ほろんでしまうのでしょうから」

　頬ほおがふれあいそうなほど近い位置で、ヤミル＝スンは毒蛇のように微笑する。

「わたしはこれでも、森辺を救ったつもりでいるのよ？　あんな浮ついた男衆が原因で森辺が滅ぶなんて馬鹿らしいと思ったからねえ」

「……あなたは恐ろしい女衆だわぁ……」

　ヤミル＝スンは、同じ笑えみをたたえたまま身を引いた。

「とにかくこれで、一件落着ね。あの男衆に未練があったのなら、ご愁しゆう傷しよう様さま。あなたが素敵な伴侶を迎えられるように祈いのっているわ」

　そうしてヤミル＝スンはテイ＝スンという不気味な従者を引き連れて立ち去っていった。

　ルウの集落へと足を向けつつ、ヴィナ＝ルウは重く息をつく。

（もしかしたら……あのヤミル＝スンという女衆も、森辺の集落から逃げだしたいと願っていたのじゃないかしら……）

　そうしてヴィナ＝ルウと同じような期待をディール＝ダイにかけ、同じように裏切られたのではないか――ヴィナ＝ルウには、そのように思えてならなかった。そうでなくては、あまりにディール＝ダイという男衆に対しての仕打ちが苛烈に過ぎるように思えてしまうのだ。

（だけどまあ、相手がどのような女衆であれ、わたしやヤミル＝スンのような人間を伴侶に迎えるよりは、よっぽど幸福な生を送ることができるでしょうよ……）

　べつだん自分を卑ひ下げする気持ちもなく、ヴィナ＝ルウはそのように考えていた。

　少なくとも自分は、森辺の掟に反する気持ちを抱いてしまっている。きっとそれを実際に成し遂げるような蛮ばん勇ゆうはひねり出せないのだろうと思うが、このような思いを抱えているというだけで十分に異い端たん者しやであり背信者だ。

　ディール＝ダイは、そんな思いとも無縁な女衆を嫁よめに取り、平和で幸福な生を生きるといい。ヴィナ＝ルウの目から見たって、あのように柔弱な人間にヴィナ＝ルウやヤミル＝スンの伴侶がつとまるとは思えなかった。身分違ちがいがどうこうという話ではなく、人間としての器量が足りていない。そうだからこそ、ヤミル＝スンもあの男衆の願いを頭から退けていたのだろう。

（そう……だから、おかしいのはわたしやヤミル＝スンのほうなのよ……そんな女衆にばかり心をひかれてしまうというのが、あのディール＝ダイの運命であり業ごうであったというわけね……）

　きっとディール＝ダイも、今後は森辺の民として健すこやかに生きていくことができるだろう。思ってもいなかった相手と添い遂げることになるのは少し気の毒かもしれないが、それで彼かれは悪縁の輪から解放されることになるのだ。失うものよりは、得るもののほうが大きいに違いない。

（それでわたしは、どのような運命を辿たどるのかしら……森辺の民として、最後まで大事な家族たちと健やかに生きていくことができるのかしら……）

　まだ若いヴィナ＝ルウには、まったく想像することさえかなわなかった。

　そんなヴィナ＝ルウがアスタやシュミラルと巡めぐりあうのは、それから五年ほども経たったのちのことであり――そして、自分自身の気持ちに決着をつけるには、そこからさらに長きの時間が必要となるのである。

　そんな未来が待ち受けていることも知らないまま、ヴィナ＝ルウは愛すべき家族たちのもとに戻るべく、足を急がせたのだった。
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　このたびは本作『異世界料理道』の第八巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　前巻のあとがきでも告知させていただきましたが、今巻はやや連作短編的な構成となっております。

　内容としては、貴族たちとの直接対決の前日譚といったところでしょうか。

　かといって、番外編というわけでもありませんので、これまで通りにお楽しみいただければ幸いでございます。




　執筆当時の心境を振り返ってみますと、スン家や貴族との対立というストーリーを進める中で、肝心の料理要素が薄まってきてしまったな、という思いを抱き、こういった内容に着手することになったのだと記憶しております。

　内容的にも前巻で一区切りという意識が強かったので、新章を始める前に色々と掘り下げておきたかった、という気持ちもあったのでしょう。




　やたらと客観的な分析になってしまい恐縮でありますが、今巻の内容は二○一四年から二○一五年にかけての年末年始に書かれたものでありまして、すでに一年半以上が経過してしまっているのです。

　本当に、月日の流れの速さには驚かされてしまいます。




　まあ普段は書籍化するにあたって、それがどの時期に書かれた内容であるか、などとはあまり意識していないのですが、今巻だけは非常に印象に残っています。

　それは何故かと問うならば、二○一五年の元日に更新した回において、作中の内容の流れでアスタに「おめでとう！　これからもよろしく！」という台詞をモノローグで言わせたりしていたのですね。

　リアルタイムで公開できるウェブ版ならではの遊び心とでも申しましょうか。書籍版においてはそのモノローグもカットしてしまいましたが、どこでアスタがそのような台詞を語ったのかとご想像して楽しんでいただければ何よりでございます。




　そして、番外編においてはヴィナ＝ルウ視点のエピソードを書き下ろすことになりました。

　これもまた、自分にとっては特別な感慨を抱かされるエピソードであります。




　これはずいぶんな昔から「いつか書かねば」と構想を温めていたエピソードであるのですね。

　ネタバレにならないていどにご説明いたしますと、これはヴィナ＝ルウととある人物が五年前に出会うエピソードです。で、それは本編において「ヴィナ＝ルウとその人物はなぜ家が遠いのに顔見知りであったのか？」という疑問に対するアンサーなのです。




　森辺の女衆は何時間もかけて余所の家に出向く習わしをもっていないので、家が遠ければ一生顔をあわせる機会もないのですね。あるとすれば、買い出しで宿場町におもむいた際、偶発的に出くわすぐらいでありましょうか。

　なので、本編でその人物を登場させた際、どうしてヴィナ＝ルウと顔見知りであるのか、という理由づけをこしらえておいたわけですが、その詳細を描く機会もないまま、今日に至ってしまったわけです。




　確認したところ、その人物が本編で登場したのは二○一四年の十月でありました。書籍版では、五巻の内容でありますね。

　ほとんど二年ごしのお披露目となってしまいましたが、ようやくヴィナ＝ルウたちの因縁を解きほぐすことができて、自分としては感無量だったりします。




　ということで、今回は早々にページが埋まってしまいました。

　楽屋ネタばかりでありましたが、これぞあとがきの醍醐味と思っていただければ幸いでございます。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一六年八月　ＥＤＡ　
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